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取扱説明書 




お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツをお 
買い上げいにださ、ありびと5ござ 
し、ます。 

この取扱説日月書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるに 
めの情報や、を険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をお使いになる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説明書は、いつでを読めるよ5 
I こおず車内 I こ保管してください。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作方法な 
どび含まれている場合びありまず。 

• この取扱説明書には、走行速度び 
100 km / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述びありまず 
び、公道を走行ずる際は、おず法 
定速度や制限速度を遵守して<だ 
さい。 

•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラス h び、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
ありまず。 


• スイッチなどのあ状や装備、操作方 
法などは予告な<変更されることび 
ありまず。 

• オーディオやナビゲーションに関し 
ては、別冊の 「 COMAND システム 
取扱説日月書」をお読みください。 

• 車をなのオーナーにお譲りになる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• オプションや仕様により異なる装備 
には* マークび ついていまず。 

• 関連する内容び化のページにをある 
場合は、該当ページを （^250 ペー 
ジ）のよラなかたちで示してし)まず。 

•操作手順などは、义頭に►を記し 
ています。 

• ご不日月な点は、お買い上げの販売店 
または指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


〇 メルセデス.ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 




表記と記載内容について 



マ ー ク 

内容 

A 

茜化 

口 

重大事故や命にかかわる 
けびを未然に防ぐために 
おず守ってし'' ただをたし） 
ことでず。 

〇 

注意 

けびや事故、車の損傷を未 
然に防ぐため、必ず守って 
いにださたいことでず。 

〇 

知識 

知っていると便利なこと 
や、知っておいていたださ 
たいことです。 


A 事故のおそれびありまず 

車両には警告ラベルび貼付されていま 
す。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用す 
るための情報などが記されています。 
警告ラベルは絶巧にはがさないで<だ 
さし、。 


環境 

© 環境保護のためのアドバイ 
スや守っていたださたし、こ 
とです。 
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アシストグリップ . 244 


アシストグリップ . 244 

アダプティブブレーキランプ . 49 

雨降りや 濃霧 時の運転 . 271 

を全のために . 13 

オートマチック車の取り扱い . 16 

モ供を乗せるとき . 15 

走行する前に . 13 

イー ジ ーエン KU . 88 

イグニッション位置 . 73 

キーによるイグニッション位置の選択 • 73 
キーレスゴースイッチによる 

イグニッション位置の選択 . 74 

タッチスタート . 75 

インジケーター付きバッテ U —. 338 

インストルメントパネル . 21 

ウィンタータイヤ . 266 

ウォッシャー液 . 258、356 

ウォッシャー液容量 . 356 

ウォッシャー液を補給ずる . 258 

運輯席モード . 217 

運乾のヒント . 121 

エアコンディシ ョナー . 209 

AC モード . 213 

運転席モード . 217 

コント□ールパネル . 210 

送風温度の調整 . 211 

送風口の開閉 . 213 

送風口の風向き調整 . 213 

送風口の選択 . 212 

送風量の調整 . 211 

通常の使いかた ( AUTO モード）……211 

デフ□スターモード . 215 

内気循環モード . 214 

フ□ントのコント□ールノてネルでリア 
エアコンディショナーを操作ずる- 217 
を熱 ヒーター. ベンチ レーショ ン ー •• 216 

U アエアコンディショナー . 218 

U アデフォッガー . 216 

エアバッグ . 32 

エアバッグの効果について . 28 


エマー ジェンシ ーキー . 322 

エンジン . 268 

エンジンオイル . 252、354 

エンジンオイルの量を点検ずる . 253 

エンジンオイル容量 . 354 

エンジンオイルを補給する . 253 

使用するエンジンオイル . 354 

エンジンの始動 . 113 

キーによるエンジンの始動 . 114 

キーレスゴーによるエンジンの始動 •• 114 

シフトポジション . 114 

エンジンの停止 . 117 

エンジンスイッチにキーび 

差し込まれているとき . 117 

エンジンスイッチにキーレスゴー 

スイッチを取り付けているとき •••• 118 

エンジン番号 . 352 

エンジンルーム . 249 

ウォッシャー液 . 258 

エンジンオイル . 252 

エンジンルーム . 251 

プレーキ液 . 257 

ボンネット . 249 

冷却水 . 254 

オイル•液類/パ•ッテリー . 353 

ウオツシヤ液 . 356 

エンジンオイル . 354 

オイル.液類に関ずるミ主意 . 353 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 354 

燃料 . 353 

バッテリー . 356 

ブレーキ液 . 355 

冷却水 . 355 

応急用スペアタイヤ . 358 

応急用スペアタイヤの取り付け . 333 

才ーディオ . 134 

才ートマチック車の取り扱い . 16 

才ートマチックトランス S ッション••一 118 

運転のヒント . 121 

シフトポジション表示 . 121 

セレクターレバー . 119 
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ティップシフト . 121 

マニュアルギアシフト . 123 

オートマチックトランスミッションオイル 
. 354 

才ーブン/ク□—ズ . 60 

キー . 60 

車内からの解錠/施錠 . 68 

ドアの開閉 . 67 

オプションコードブレート . 352 

オフ□—ド走行 . 273 

オフ□—ドでの走行 . 274 

巧川などを渡るとを . 278 

坂道の走行 . 276 

障害物を乗り越えるとを . 278 

砂地を走行ずるとを . 279 

わだちを走行するとき . 279 

オフ□—ド走巧装備 . 156 

斗 MAT に . 156 

DSR . 157 


最大許容水深値 . 278 

カップホルダー . 228 

可変スピードリミッター . 180 

可変スピード US ッ ターの使いかた •• 181 

環境保護について . 13 

寒冷時の取り扱い . 264 

ウィンタータイヤ . 266 

スノーチェー ン . 267 

雪道を走行ずるとを . 267 

キ. . 60 

キーレスコ f —. 63 

U モコン機能 . 61 

キーによるイグニッシヨン位置の選択 •• * 73 

キーの電池交換 . 325 

キーの電池を点検する . 32己 

電池の交換手順 . 32己 

キー レス ゴース イッチによる 

イグニッシヨン位置の選択 . 74 


ディファレンシャル□ック . 163 

□ーレンジモード . 160 

オフ□—ドでの走行 . 274 

オフ□ー ド走行時のを意 . 274 

オフ□-ドを走行した後に . 275 

オフ□-ドを走行する前に . 27己 

オフ□—ド表示 . 135 

車高レベル/ディファレンシャル 

□ック表示画面 . 13己 



外観 . 20 


言己憶させたシート位置の呼び出し . 92 


救急セット . 290 

クルーズコント□—ル . 166 

クルーズコント□ールの使いかた••-167 

ク□スバー . 237 

けん引 . 342 

車を運搬する . 343 

けん引ずる . 343 

けん引ずるときのミ主意 . 34斗 

けん引フックの取り付け . 342 

けん引防止警報機能 . 56 

けん引防止警報機能の解除 . 56 


外気温度表示 


126 コーナリングランプ 


101 


が装 . 283 

マフラーの 手入れ . 28己 

各種設定 . 137 

インストル六ントクラスタ . 139 

各種設定項目の初期化 . 138 

コンフォート . 148 

シャリョウ . 14己 

設定グループ選択画面 . 138 

ライト . 142 

ミ可川などを渡るとき . 278 


故障/警告メッセージ . 292 

イラスト方 ツセー ジ . 299 

艾字方ッセージ . 29斗 

故障表お . 136 

故障/警告メッセージのリセット ••• 136 

子供を乗せるとき . 15、38 

チャイルドセーフティシート . 39 

ル物入れ . 226 

グ□-ブボックス . 227 

グ□ーブボックスの施錠 . 227 
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フ□ン ト アーム レストのル物入れ一 • • 227 

こんなことにも注意 . 272 

コンビニエンスオープニング機能 . 111 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 112 

キーレスコ f 一操作で閉じる . 113 

U モコン操作で閉じる . 112 

ヴードシートへの乗降 . 82 

ストラップでの操作 . 83 

ち側セカンドシートを元に戻す . 83 

□ック解除レバーでの操作 . 82 

サイドビューカメラ . 195 

サイドビューカ方ラの位置 . 196 

サイドビューカ方ラの映像 . 198 

サイドビューカ方ラの作動と停止••-197 

サイドビューカ方ラの表示範囲 . 197 

障害物のあるカーブを曲びるとき-199 

洗車するときのを意 . 196 

路肩などに車を寄せるとを . 198 

坂道の走巧 . 276 

アプ□-チ/デパーチャーアングル. 276 

急勾配の坂道 . 277 

坂を下るとき . 277 

坂を上り切ったとを . 277 

サンシエード . 224 

スライディングルーフのサンシエード224 
パノラミックグラスルーフの 

サンシエード . 225 

サンバイザー . 240 

バニティミラー . 240 

乗員保護装置 . 28 

シート . 75 

ヴードシートへの乗降 . 82 

シートヒーター . 85 

シートベンチレーター . 84 

セカンド/サードシートの 

へッ ドレスト . 81 

セカンドシート/ヴードシートの調整77 
左側セカンドシートを前方に倒ず……84 

フ□ントシートの調整 . 76 

マルチコント□ールシートバック . 76 


シート位置の記憶 . 92 

シートヒーター . 85 

シートベルト . 28、94 

シートベルトの着用 . 94 

正しい運転姿勢 . 96 

フ□ントシ ー トベルトの高さ調整……96 

シートベルトの着用 . 94 

シー トベンチ レーター . 84 

事故-故障のとさ . 288 

室内装備 . 240 

12 V 電源ソケット . 243 

アシストグ U ップ . 244 

サンバイヴー . 240 

灰皿 . 240 

ライター . 242 

自動防に機能 . 91 

シフトポジション表示 . 121 

車夕'!•か5のテールゲートの開閉 . 70 

テールゲートを閉じて車を施錠ずる ••• 71 

車がランプ消灯遅延機能 . 99 

車間距離警告 . 54 

車間距離表示 . 135 

ディスト□ニックび作動したとさの 

車間距離表示画面 . 135 

ディスト□ニックを解除している 

とさの車間距離表示画面 . 135 

車載工具 . 290 

車載工具などを収納する . 292 

輪止め . 291 

車載品の収納場巧 . 288 

救急セット . 290 

事故.故障のとき . 288 

車載工具 . 290 

停止表示板 . 289 

非常信号用具 . 288 

車台番号 . 351 

ジャッキアップ . 330 

ジャッキダウン . 333 

車内 . 285 

車内か5の解錠/施錠 . 68 

車速感応ドア□ック . 69 
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ドアごとに解錠/施錠する . 68 

ドア□ックスイッチ . 68 

車巧か5のテールゲートの開聞 . 71 

テールゲート内側のレバーでの解錠 ••• 72 

車がか5のテールゲートの開聞 . 70 

車両情報 . 130 

サブスピードメーター/ 

外気温度表示画面 . 133 

車雨情報サブ画面 . 131 

車両情報メイン画面（卜 U ップ六ーター/ 

冷却水温度画面 . 133 

車両設定 . 150 

DSR 速度設定画面 . 151 

けん引防止警報機能設定画面 . 152 

車間距離警告音設定画面 . 150 

収納ネット . 229 

純正部品/純正アクセサリー . 350 

乗員安全装備 . 28 

NECK PRO アクティブへッドレスト ■ ■ 38 

PRE-SAFE . 37 

SRS (棄員保護補助装置） . 30 

エアバッグの効果について . 28 

デ供を乗せるとを . 38 

シートベルト . 28 

乗員保護装置 . 28 

障害物を乗り越えるとき . 278 

助手席側ドア S ラーのパーキングヘルプ 

機能 . 93 

記憶させた助手席側ドア S ラー角度の 

呼び出し . 93 

助手席側ドア S ラーの角度の記憶……93 

ステアリング . 87 

イージーエント U —. 88 

ステアリングの調整 . 87 

砂地を走巧ずるとき . 279 

スノーチェーン . 267 

スピードメーター . 126 

スライディングルーフ . 222 

サンシェード . 22斗 

自動チルトアップ機能 . 224 

スライディングルーフの開閉 . 223 


スライディングルーフの U セッ I -225 

挟み込み防止機能 . 223 

セーフティネット . 235 

セーフティネットの準備 . 23己 

セーフティネットの取り付け . 236 

セーフティネットの取0付け位置 •••• 236 
セーフティネットの取り外し . 237 

セカンド/サードシートのヘッドレスト81 

へッドレストの高さを調整ずる . 81 

へッドレストの脱着 . 81 


セカンドシート/サードシートの調藝 •• 77 

ヴードシートアンダーパネルの脱着 ••• 80 
ヴードシートの収納/展開（手動操作） 


. 79 

ヴードシートの収納/展開 

(スイッチによる操作） . 77 

積載荷物の制限重量 . 356 

セレクターレバー . 119 

前席上方の操作部 . 25 

センターコンソール . 24 

走行ま全装備 . 46 

4 ETS . 53 

ABS . 46 

臣 AS . 48 

EBV . 52 

ESP . 49 

アダプティブプレーキランプ . 49 

車間距離警告 . 54 

走行時のま意 . 268 

雨降りや濃霧時の運転 . 271 

エンジン . 268 

こんなことにち)ミ主意 . 272 

走行ずるとを . 269 

走行中に異常を感じたら . 270 

駐停車ずるとき . 271 

ブレーキ . 268 

走行ずるとき . 269 

走行ずる前に . 13 

走行装備 . 166 

ADS . 18斗 

可変スピードリミッター . 180 

クルー ズコント ロール . 166 
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サイドビューカ方ラ . 195 

ディスト□ニック . 170 

パーキングアシスト U アビューカ^ラ 

. 200 

パークト□ニック . 191 

レベルコント□—ル . 185 

走行中に異常を感じた5 . 270 

走行と停車 . 113 

エンジンの始動 . 113 

エンジンの停止 . 117 

駐車 . 116 

発進 . 115 

送風温度の調整 . 211 

送風□の開閉 . 213 

送風口の風向き調整 . 213 

送風口の選択 . 212 

送風量の調整 . 211 

タイヤ空気圧警告システム . 262 


タイヤ空気圧警告システムを再起動する 
. 262 


チャイルドセーフテイシート固定機構 • 41 


チャイルドプルーフ□ック . 45 

テザーアンカー . 44 

駐車 . 116 

パーキングブレーキ . 116 

駐停車ずるとき . 271 

停止表示板 . 289 

停止表示板の組み立て . 289 

デイスト□ニック . 170 

車間距離警告 . 177 

車間距離の設定 . 176 

車間距離表示画面 . 171 

先行車を感知したとき . 175 

デイスト□ニックの使いかた . 172 

デイスト□ニックを使用して 

走行ずるとさのを意 . 179 

テイップシフト . 121 

デイファレンシャル□ック . 163 

AUTO モードにずる . 164 

センターデイファレンシャルと U ア 

デイファレンシャルを□ックずる • • 165 
センターデイファレンシャルを 

□ックする . 165 


タイヤ空気圧ラベル . 261 

タイヤとホイール . 259、357 

応急巧スペアタイヤ . 358 

走行時の注意 . 260 

タイヤ空気圧警告システム . 262 

タイヤ空気圧ラベル . 261 

タイヤの点検 . 260 

タイヤ□—テーシヨン . 263 

タイヤを清掃するとき . 260 

標準タイヤ/ウィンタータイヤ……357 

タイヤ□— テーシヨ ン . 263 

タコメーター . 125 

正しい運転姿勢 . 96 

タッチスタート . 75 

チャイルドセーフティシート . 38 

IS 0 -FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 42 

純正チャイルドセーフティシート……41 
助手席エアバッグオフ表示好 . 40 


テールゲート . 69 

車列か5のテールゲートの開閉 . 70 

車内か5のテールゲートの開閉 . 71 

テールゲートの開口角度設定 . 72 

テールゲートの開口ち度設定 . 72 

テールゲートを開いたときの高さ . 350 

デフ□スターモード . 215 

ウインドウの外側が曇るとき . 215 

電球一覧 . 327 

電球の交換 . 326 

電球一覧 . 327 

電話 . 155 

ドアウインドウが自動で開閉しないと走110 

ドアウインドウの開聞 . 109 

挟み込み防止機能 . 109 

ドアの開閉 . 67 

車外か5の開閉 . 67 

車内か5の開閉 . 67 
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ドアの操作部 . 26 

ドアミラー . 89 

施錠時のドア S ラーの格納 . 90 

ドアミラーの角度調整 . 89 

ドアミラーの格納/展開 . 90 

盗難防止システム . 54 

けん引防止警報機能 . 56 

盗難防止警報システム . 54 

時計 . 127 

トラブルの原因と対応 . 308 

ウインドウ . 319 

エンジン . 31己 

オートマチックトランスミッション- 317 

キー . 320 

車を使用しないとを . 321 

警告音 . 313 

事故のとき . 31斗 

スイッチやボタンの表示好/警告む- 308 

燃料と燃料タンク . 31斗 

パークト□ニック . 318 

へッドランプ . 318 

ミラー . 320 

六ーターパネルの表示灯/警告：):了…309 

ワイパー . 319 

トリップコンピューター . 153 

ショートト U ップ;>< ーター画面 . 153 

走行可能距離画面 . 154 

□ングト U ップ六ーター画面 . 154 

内気循環モード . 214 

ナビゲ—シ ョン. 進巧方向方位表示 • •••134 

慣5し運転 . 246 

日常の手入れ . 282 

外装 . 283 

車内 . 28己 

マフラーの手入れ . 28己 

荷物の固定 . 232 

荷物固定用フック . 233 

荷物固定用 U ング . 232 

荷物の積み方/ル物入れ . 226 

カップホルダー . 228 


ク□スバー . 237 

ル物入れ . 226 

収納ネット . 229 

セーフテイネット . 23己 

荷物の固定 . 232 

分割巧倒式セカンドシート . 230 

ラゲッジルームカバー . 233 

ラゲッジルームカバー収納 U — ル • …234 
ラゲッジルームに荷物を積むとを••- 226 

ニユーカープレート . 351 

燃料 . 353 

燃料消費について . 354 

燃料タンク容量 . 353 

燃料給油口位置表示 . 127 

燃料給油フラップが解錠しないとき… • 323 

燃料計 . 127 

燃料残量警告灯 . 127 

燃料の給油 . 247 

燃料を給油ずる . 247 


A 


パーキングアシストリアビューカメラ •• 200 

COMAND ディスプレイの映像 . 202 

音声案内の設定 . 207 

力;>< ラの位置 . 201 

後退駐車モード . 203 

縦列駐車モード . 20斗 

洗車ずるとをのを意 . 201 

パークト□ニック . 191 

インジケーター/作動表示口 . 192 

センサーの感知範囲 . 193 

パークト□ニックオフスイッチ . 19斗 

パークト□ニックセンサー . 191 

パークト□ニックの作動 . 193 

パークト□ニックの作動条件 . 192 

灰皿 . 240 

セカンドシートの灰皿 . 241 

フ□ントシートの灰皿 . 240 

挟み込み防止機能（スライディングルーフ） 
. 223 

発進 . 115 

ヒルスタートアシスト . 11己 
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ヒルスタートアシストの作動 . 115 

バッテリー . 334、356 

VRLA ノくッテ U —. 338 

インジケーター付をノ くッテ U — . 338 

車載バッテ U — の電圧/容量 . 356 

バッテ U —取り扱いの一般的なミ主意- 334 

バッテリーの位置 . 335 

バッテリーの交換 . 336 

バッテ U — があがったとき . 339 

始動の方法 . 340 

バッテ U —取り扱いの一般的なミち意••••334 

バッテ U— の位置 . 335 

バッテ U— の交換 . 336 

バッテ U —の接続/取り付け . 338 

バッテ U —の取り外し . 337 

パワーウインドウ . 108 

コンビニエンスオープニング機能 •••• 111 
コンビニエンスク□—ジング機能 •••• 112 


ドアウインドウび自動で開閉しないとき 


. 110 

ドアウインドウの開閉 . 109 

ベンチレーションウインドウの開閉 •• 110 

パンクしたとき . 328 

応急用スペアタイヤの取り付け . 333 

ジャッキアップ . 330 

ジャッキダウン . 333 

ホイールボルト . 332 

輪止他をする . 329 

ビークルフレート . 351 

エンジン番号 . 352 

オプションコードプレート . 352 

車台番号 . 351 

ニューカープレート . 351 

非常時の解錠/施錠 . 322 

エマージェンシーキー . 322 

エマージェンシーキーで運転席ドアを 

解錠ずる . 322 

燃料給油フラップび解錠しないとを • • 323 
非常時の車の施錠 . 323 


ヒューズ . 345 

ヒューズー覧 . 347 

ヒューズ交換についてのミ主意 . 345 

ヒューズの位置 . 345 

ヒューズを交換する . 346 

ヒューズ交換についてのま意 . 345 

ヒューズの位置 . 345 


エンジンルームのヒューズボックス • • 345 
グ□ーブボックス横のヒューズボックス 

. 346 

ラゲツジルームのヒューズボックス •• 346 


標準タイヤ/ウィンタータイヤ . 357 

オプション装着用タイヤ/ホイール- 358 

ブレーキ . 268 

ブレーキ警告口 . 269 

ブレーキ液 . 257、355 

ブレーキ液の交換 . 257 

ブレーキ液の量を点検する . 257 

フ□ントシートの調藝 . 76 

へッドレストの角度調整 . 76 

フ□ントシートベルトの高さ調整 . 96 

フ□ントワイパー . 105 

レインセンサー . 106 

分割可倒式セカンドシート . 230 

セカンドシートを折りたたむ . 230 

セカンドシートを元に戻す . 231 

へッ ドランブウォッシャー . 101 

ヘッドランプ下向き/上向きの切り替え99 
ベンチ レーシヨ ンウインドウの開閉""110 

ホイ—— J レポ IJ レト . 332 

方向指示 . 100 

ボンネット . 249 

ボンネットを垂直に開く . 251 

ボンネットを閉じる . 250 

ボンネットを開く . 249 



非常時の車の施錠 . 323 

非常信号用具 . 288 

非常点滅灯 . 100 


マニュアルギアシフト . 123 

ギアシフト操作 . 124 

マニュアルギアシフトの選択 . 123 

マルチコント□— ルシー トバック . 76 
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マルチフアンクシヨンステアリング 

. 23、128 

マルチフアンクシヨンデイスブレイ••一128 


才ーディオ . 134 

オフ□—ド表示 . 13己 

各種設定 . 137 

古女障表示 . 136 

車間距離表示 . 13己 

車両情報 . 130 

車雨設定 . 150 

電言ま . 155 

トリップコンピユーター . 153 

ナビ ゲーシヨン. 進行ち向ち位表示 •• 134 
マルチフアンクシヨンステア U ング •• 128 

六イン画面一覽 . 129 

ミラー . 89 

自動防眩機能 . 91 

ドアミラー . 89 

ルームミラー . 89 

メー ターパネル . 22、125 

外気温度表术 . 126 

スピード^-夕一 . 126 



雪道を走行ずるとき . 267 


を 熱ヒーター. ベンチ レーシヨ ン . 216 



ライター . 242 


ラゲッジ ルー ム カバー . 233 

ラダッジルームカバー収納 U— ル . 234 

収納リ_ルの脱着 . 23斗 

収納 U —ルの取り付け位置 . 234 

取り付け部カバーの脱着 . 234 

ラゲッジルームカバー収納 U— ル . 234 

ラダッジルームに荷物を穫むとき . 226 

ランプ . 97 

コーナ U ングランプ . 101 

車外ランプ消灯遅延機能 . 99 

非常点滅灯 . 100 

へツドランプウオツシヤー . 101 

へッドランプ下向を/上向きの切り誓え 
. 99 


タコ方一夕一 . 125 

時計 . 127 

燃料給油口位置表示 . 127 

燃料計 . 127 

燃料残量警告灯 . 127 

六ーターパネル照度調整ボタン/ 

リセツトボタン . 126 

六ーターパネルの点好 . 125 

メー ターパネルの点巧 . 125 

メモリー機能 . 92 

記憶させたシート位置の呼び出し……92 

シート位置の記憶 . 92 

助手席側ドア S ラーのノーキングヘルプ 

機能 . 93 

メンテナンス . 280 

整備手帳 . 280 

日常点検 . 280 

六ンテナンスインジケーター画面 • •••280 

メンテナンスインジケーター画面 . 280 

表示方ツセージ . 281 


六ンテナンスインジケーターの U セット 
. 282 


ち IDJ 指术 . 100 

ランプスイッチ . 97 

ルームランプ . 102 

ランブスイッチ . 97 

パーキングランプ . 99 

フォグランプ . 98 

へッドランプ . 97 

へッドランプの自動点灯機能 . 97 

U アエアコンディシ ョナー . 218 

サードシート送風口 . 219 

セカンドシート上部送風口 . 219 

セカンドシート中央送風口/ 

コント□—ルパネル . 219 

送風口の開閉 . 221 

送風口の風向き調整 . 221 

U アエアコンディショナーの 

作動/停止 . 220 

U アエアコンディショナーの 

送風口選択 . 220 

U アエアコンディショナーの 

送風量調整 . 220 

U アデフォッガー . 216 
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リアワイパー 


106 AC モ ー F 


213 


ルームミラー . 89 

ルームランプ . 102 

ヴードシートルームランプとヴードシート 

読書灯の点好/消灯 . 104 

セカンドシートルームランプの 

点灯/消巧 . 103 

ドア下部のランプ . 105 

ドアミラー下部のランプ . 105 

非常時の自動点好 . 103 

フットウェルランプ . 104 

フ□ント読書口 . 103 

フ□ントルームランプの点阿/消灯-103 
ルームランプの点灯モードの選択 • •■-102 

冷却水 . 254、355 

オーバーヒートしたとを . 256 

不凍液の濃度 . 355 

冷却水を補給する . 255 

レベルコント□—ル . 185 

オフ□—ドレベルの自動解除 . 189 

車高をオフ□ー ドレべル1にずる•••187 
車高をオフ□ー ドレべル2にずる -• • 188 
車高をオフ□ー ドレべル3にずる•••189 

車高を通常走行レベルにする . 190 

八イウェイレベル . 191 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

表示 . 186 

□—レンジモード . 160 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
警告メッセージ . 162 



ワイパー . 105 


ワイパー . 105 

わだちを走行ずるとき . 279 

輪止め . 291 

輪止めをずる . 329 



ABS . 46 

A 臣 S び作動したとき . 47 

ABS 警告好 . 47 

オフ□—ド ABS . 48 


ADS 


184 



BAS . 48 



DSR . 157 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 

で DSR の速度を設定する . 158 


レノ（一で DSR の設定速度を変更する159 



EBV . 52 

ESP . 49 

ESP / ETS 表示灯 . 50 

ESP の機能の解除 . 51 

オフ□—ド ESP . 52 



NECK PRO アクティブヘッドレスト•••38 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
U 七ツト . 324 



PRE-SAFE . 37 



SRS (乗員保護補助装置） . 30 



VRLA バッテリー . 338 


VRLA バツテリー . 338 


数字 


12 V 電源ソケット . 243 

4 ETS . 53 

オフ□—ド ETS . 54 

4 MAT に . 156 
































































はじめに 


13 


環境保護について 


ダイムラー社では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取り組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるときは 

下の点にご協力 < ださい。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,00日回転の 
ときは約4,000回転）を超えない 
よラに運転して < ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して <ださい。 

• 指定サービスエ場で適切な時期に点 
検整備を受けて < ださい。 


9環境 

ダイムラー社は、資源を有効活用する 
ため、 U サイクル部品を積極的に導入 
しています。 



点検と壁備 

曰甫点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることび法律で養 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の r 整備手帳」を 
お読みください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーのを媒に不足びないか、指定 
サービスエ場で点検を受けて < だ 
ごい。 

• オーバーヒートの予防策として、い 
つをより頻繁 I こを却水量を点検して 
<ださい。 

日ごろの状態と異なるとき 

エンジンをかけたとを、いつをと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異甫な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびありまず。 
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シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 

運転席足元にミち意 

• 運転席の足元には、物を置ひなし)で 
ください。 ブレーキ ペダルやアクセ 
ルペダルの下に物び入ると、ペダル 
を操作でさなくなるおそれびあり 
ます。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作びでき 
な < なるおそれびあ0まず。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 tl ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かないラちに吸い込むおそれびあ 
りまず。 

ウォー吉ングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでを、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオー S ングアップして<だ 
ごし、。 


荷物を積むとを 

• 荷物はできるだけラゲツジルームに 
積んでください。 

• 車内に荷物を積むとをは、動かない 
よ5に確実に固定してください。急 
ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、乗員びけびをずるおそれびあ0 
まず。 

• ラゲツジ ルームカバーの 上に荷物を 
置かないで<ださい。急ブレーキ時 
などに荷物び放0出され、乗員びけ 
びをずるおそれびありまず。 

• 鋭い角のあるをのは、角の部分にお 
ずカノ（一をして < ださい。 

• 荷物は左ちのウインドウより下の位 
置に積んでください。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスフ 

レーをなどを積まないでください。 

万一のとをに引乂や爆発のおそれび 

ありまず。 
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子供を乗せるとさ 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• モ供であってち、シートベルトを正 
しく着用して、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人が確認して<ださい。正し< 
シートベルトが着用でさないルさな 
モ供は、チャイルド セーフ テイ シー 
卜を使用してください。 

• 乳児やモ供を抱いたり、腺の上に乗 
せて走行しないで< ださい。急ブ 
レーキ時や事故のとさ、大人と車の 
間に挟まれて重大なけがをずるおそ 
れがあ0まず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歲未満のモ供にはチャイルドセーフ 

テイシート（1>39ページ）を使用ずる 

ことが法律で義務付けられていまず。 

子供は後席に 

• モ供はでさるだけ後席に乗せて<だ 
さい。助手席では、モ供の動さが気 
になったり、モ供が運転装置をさわ 
るなど、運転の妨げになることがあ 
りまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、必 
ず後席に装着して < ださい。 

やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、車の進行方向に向けてチャイ 
ルド セーフ テイ シー トを装着し、 
助手席シートを最後部に移動して 
<ださい。 


• モ供を助手席に座らせるとさは、助 
手席シートを最後部にし、正し<座 
らせて<ださい。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれがあ 
りまず。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開閉 
して<ださい。モイ共が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

• U アドアのチャイルドプルーフ □ッ 
ク（[>4日ページ）やドアウインド 
ウのセ ー フ テイ スイツチ （>4 日ぺ 一 
ジ）を活用して<ださい。 

ドアウインドウやスライデイン グルー 
フの開□部か5身体を出さない 

モ供がドアウインドウやスライデイン 
グルーフの開口部から身体を出さない 
ようにま意してください。けがをずる 
おそれがあ0まず。 

車か5離れるとを 

モイ共だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけが 
をした0、事故の原因にな0まず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 
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才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し< 
操作してください。「走行と停車」を 
あわせてお読みください（[>113ペー 
ジ)。 

才ートマチック車の特性 

ク U - プ現象：エンジンびかかって 
し、るとさ、シフトポジションび ra 、 
■ a (外の位置にあると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくてを車びゆっくり動さ 
出します。これをク U —プ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早<加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

シフトポジションび n になってし、 
ることを確認し、 ブレーキ ペダルを 
お実に踏んでエンジンを始動しまず。 
アクセルペダルを踏む必要はありま 
せん。 


発進 

• エンジンび適正なアイド1」ング回転 
数になっていることを確認してくだ 
ごい。 

• シフトポジションを la 、 la に 
ずるときは、必ず ブレーキ ペダルを 
十分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上りあで発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出ずのを確認してから 
ノ（ーキングブレーキを解除して発進 
して < ださい。 

走巧中 

• シフトポジションを iji にしたま 
まで走行し続けないでくだごい。エ 
ンジンブレーキびまった< 効かず、 
ブレーキペダルだけで走行速度を調 
整しよラとずると、車のコント □— 
ルを失ラおそれびありまず。 

• 滑りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 
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停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをしな 
いでください。万一、シフトポジ 
シヨンび走行位置になると、車び急 
発造して事故を起こずおそれびあり 
ます。 


• 急な上り坂での停車時、後退しよ5 
とする車を、アクセルペダルを踏む 
ことにより停止状態を保たないでく 
ださい。トランスミッションを損傷 
するおそれびありまず。 

• 完全に停車ずる前に、シフトポジ 
ションを n にしないで < ださい。 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 


駐車 


. 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずシフトポジションを ra にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止して<ださい。 

• 後退したあとは、ずぐにシフトポジ 
ションを D か m に戻ずように 
むびけてください。 D になって 
し、ることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を起 
こずおそれびありまず。 
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外観 



を祿 

ぺージ 

① 

テールゲート 

69 


応急用スペアタイヤ 

291 


車載工具 

290 

③ 

U アデフォッガー 

216 

③ 

へッ ドランプ 

97 


テールランプ 

327 

④ 

燃料給油口 

247 

⑤ 

ドァ S ラー 

89 

⑧ 

ク □スバー 

237 


スライディングルーフ 

222 

⑦ 

ウインドウウオッ シャー 

106 


デフ□スター 

215 

⑨ 

ワイパー 

10 已 


名祿 

ぺージ 

® ボンネット 

249 

エンジンオイル 

252 


35 斗 

ブレーキ液 

257 


355 

ウォッシャー液 

258 


356 

冷却水 

254 


355 

® けん引フック 

342 


343 

⑩タイヤとホイール 

259 


3 已 7 







インストルメントパネル 
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名祿 

ぺージ 

① 

コンビネーションレバー 

へ ツ ドランプ 

99 


方■向指お 

100 


ワイパー 

105 


U アワイパー 

106 

③ 

操作レバー 



DSR 

159 


クルーズコント□ール 

167 


デイスト□こツク * 

176 


可変スピードリミツ 
夕一 

181 

③ 

ーターパネル 

125 

④ 

セレクターレバー 

114 



119 

⑥ 

パークト□こツクイン 
ジケータ ー/作動表 
示口 

192 



名称 

ぺージ 

⑥ 

前席上方の操作部 

25 

⑦ 

エアコンディショナー 
コント□ールパネル 

210 

⑨ 

エンジンスイッチ 

73 

⑨ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

250 

⑩ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

117 

⑩ 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

117 

⑩ 

ランプスイッチ 

97 

⑩ 

ステア U ング調整レ 
バー 

87 


ンストルメントパネル 


をが6荒如 
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メーター パネル 



を 

が 

to. 

贿 

が! 



を祿 

ぺージ 

① 

ABS 警告灯 

47 

③ 

可変スピード US ツ 
ター表示灯* 

182 

③ 

ESP / ETS 表示:口 

已〇 

已 3 

④ 

車間距離警告灯 

178 

⑤ 

ブレーキ警告灯 

309 

311 

⑥ 

方向指示表示灯 

100 

⑦ 

照度調整ボタン 

126 

⑨ 

U セツトボタン 

126 

⑨ 

照度調整ボタン 

126 

⑩ 

方向指示表示灯 

100 



名称 

ぺージ 

⑩ 

シートベルト警告灯 

29 

⑩ 

SRS 警告灯 

30 

⑩ 

エンジン警告灯 

311 

⑩ 

タコメーター 

125 

⑩ 

八イ ビーム 表示灯 

99 

⑩ 

燃料計 

127 

⑩ 

燃料残量警告灯 

127 

⑩ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

128 

⑩ 

スピー ド メーター 

126 

⑩ 

時計 

127 











名祿 

ぺージ 


名祿 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

128 


④スク□—ルスイッチ 

ロロ 

表示切り智えスイッチ 

\SSl ESI 

128 

128 

③ 

COMAND システム 

別冊 






音声認識解除スイッチ 

128 

③ 

設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

128 





BB 

通話開始/終了スイッ 
チ（電話） 

128 




音声認識スイッチ 

128 




im 


ンステアリンク 


7ルチフアンクシ 
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ンステア U ンク 


7ルチフ: 


を WS 荒如 




J— 



i. 


夕 
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センターコンソール 



を 

が 

姐 

如 



名祿 

ぺージ 

® 

ESP オフスイッチ 

已2 

@ 

サスペンシヨンモード 
選択スイッチ 

184 

@ 

パークト□こックオフ 
スイッチ 

194 

@ 

灰皿/ライ ター 

240 



242 

@ 

フ□ン ト アーム レスト 
のル物入れ 

227 

® 

カップぶルタ' 一 

228 



を称、 

ぺージ 

① 

COMAND システム 

別冊 

⑤ 

非常点滅灯スイッチ 

100 

⑤ 

走行モード選択スイッチ 

123 

④ 

シ■—トヒータースイッチ 

85 

⑤ 

シートベンチレーター 
スイッチ 

84 


助手席エアパッグオフ 
表示灯 

40 

⑦ 

デイファレンシャル 
□ックダイヤル 

163 

④ 

□ーレンジスイッチ 

161 

@ 

DSR スイッチ 

1已7 

⑩ 

車高調整ダイヤル 

185 










前席上方の操作部 


前席上万の操作部 


25 






巧 


PUbMAUJH 


名称 

①フ□ント読書灯スイッ 
チ（左側） 

③サードシートルームラ 
ンプスイッチ 

③ 点灯モード選択スイッチ 

④ フ□ントルームランフス 
イッチ 

⑥フ□ント読書灯スイッ 
チ（ち側） 


ぺージ 



名称 

ぺージ 

102 


⑥ 

スライディング ルーフ 
スイッチ 

223 

102 

⑦ 

ルームミラー 

89 

102 


⑨ 

フ□ント読書灯 

102 


102 


をが6荒如 
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ドアの操作部 



を 

が 

to. 

姐 

か! 



を称、 

ぺージ 

① 

ドアレバー 

67 

68 

③ 

ドア □ックスイッチ 

68 

③ 

ドアミラー調整スイッチ 

89 

④ 

ドアミラー選択スイッチ 

89 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

90 



名祿 

ぺージ 

⑥ 

ドアウインドウスイッチ 

109 

⑥ 

U アウインドウのチヤ 
イルドプルーフ□ック 
スイッチ 

71 

@ 

ベンチ レーシヨ ンウイ 
ンドウスイッチ 

111 

④ 

テールゲートスイッチ 

71 






柔員をを装備…… 
走巧を全装備…… 
盗難防止システム 



/が 
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乗員ま全装備 



事故が発生したとさの衝撃により、車 
は急激に加速または減速ずるおそれが 
ありまず。 

そのとさ、乗員は車内に身体を激し< 
ぶつけたり、車がに放出されて、けが 
をするおそれがありまず。 

ただし、シートベルトを中/0に、シー 
トベルトテンシヨナーやべルトフオー 
スリミッター、エアバッグなどで構成 
される乗員保護装置によって、負傷ず 
る可能性を最小限にでさ、また、万一 
負傷したとさにち、けがの程度を最ル 
限にとどめることがでさまず。 

A けびのおそれびありまず 

乗員保護装置を取り外したり、関連部 
品や配線などを改造しないで<ださ 
し、。また、車の電子制御部品やソフト 
ウェアを改造しないで<ださい。 

誤作動でけがをした0、事故などのと 
さ、正常に作動しなくなるおそれがあ 
0まず。 


エアバッグの効果について _ 

• UU 下の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正し<着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさます。 

• シートベルトを着用ずることで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
が前方に投げ出されるのを防ぐこ 
とがでさまず。 


〇 シートベルトとエアバッグは、物 
がが部から車内に入り込んだとさの 
衝撃から乗員を保護ずる効果はあり 
ません。 

A けびのおそれびありまず 

エアバッグはシートベルトの効果を 
補助する装置であり、シートベルト 
の代わりになるちのではありません。 
必ず柔員全員がシートベルトを正し 
<着用し、シートのバックレストを 
できるだけ垂直の位置にして乗車し 
て < ださい。 

〇 エアバッグは、あらゆる種類の事 
故で作動ずるわけではあ0ません。 
また、乗員が正し<シートベルトを 
着用している場合、状況によっては 
エアパツグによる補助的な保護を必 
要としないことがありまず。 


ンートヘルト 

シー トベルトとチヤイルドセーフテイ 
シート（1>39ページ）は、車内に身体 
を激し<ぶつけたり、車がに放出され 
る危険から乗員を守りまず。 

シー トベルトとチヤイルドセーフテイ 
シートは、衝突時における最ち重要で 
効果的な乗員保護装置でず。 

Q 妊娠中の方やけがの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートベルト 
を着用して < ださい。 


磐紙がが 
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A \ けびのおそれびありまず 

. 乗車するときは、ずべての乗員が正 
しくシートベルトを着用しているこ 
とを確認して < ださい。 

• シートベルトを着用していなかった 
り、シートベルトのプレートが確実 
にバックルに差し込まれていない 
と、事故などのとさ致命的なけがを 
するおそれがあります。 

• 子供を膝の上に乗せて走行しないで 
ください。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体を車巧に激し<ぶつけた 
り、車外に放り出されて致命的なけ 
がをするおそれがありまず。 

• シートベルトやバックルがミちれて 
いたり損傷していると、シートべ 
ルトの保護機能が正し<発揮され 
ません。 

シートベルトを正し<機能させ、損 
傷を防ぐた故に！; TF の点にま意して 
<ださい。 

◊ドアに挟んだり、鋭利な部分に 
当てない 

◊たばこの火など、熱いものをお 
付けない 

◊バックル部分に異物を入れない 
〇分解や改造などをしない 

• 衝突後やシートベルトが大さな衝撃 
を受けたとさは、指定サービスエ場 
で新品と交換し、関連部品の点検を 
受けてください。 

• 純正部品し：^外のシートべル h は使用 
しないでください。 


mM シートベルト警告巧 

イグこッション位置を2にずると点灯 
し、数秒後に消灯しまず。 

点灯しないとさは警告灯の異常でずの 
で、すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

エンジンがかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないときは、シートベルト 
警告口が点口しまず。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用 
せずにイグニッション位置を2にず 
るかエンジンを始動ずると、警告音が 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
し 〇 

走行中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / hii (上になった 
とさに運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないか、 
シートベルトをバックルからがしたと 
きは、シートベルト警告灯が点滅して、 
断続的な警告音ち鳴りまず。 

そのままの状態で約6日秒間走行ずる 
か、または停車したとさは警告灯は点 
口に変わり、警告音ち鳴り止みまず。 

ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 km/h 
政上になると、この警告は繰り返し行 
なわれまず。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンがかかっているとさ 
にシートベルト警告が行なわれるこ 
とがありまず。 


擊骗がが 
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乗員ま全装備 


SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は(下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告口 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 
• エアバッグ 


SRS 


イグこッシヨン位置を1にずると点口 
し、数秒後に消口しまず。 

イグこッシヨン位置を2にずると点口 
し、エンジン始動後に消灯しまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 

A けびのおそれびありまず 

し U 下のよラなときは、 SRS に異常 
が発生しています。衝撃を受けてわ 
エアバッグや シー トベルトテン シヨ 
ナーが作動しないおそれや、不意に 
作動ずるおそれがおります。すみや 
かに指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさに SRS 警告灯が点灯しない 
とさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
さは数秒後に、イグニッシヨン位置 
を2にしたときはエンジンを始動 
してから数秒媛に SRS 警告灯が消 
灯しないとを 

• エンジンがかかっているとさなどに 
SRS 警告灯が点灯したとさ 


シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバツ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
サーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに前方から一定上の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グが作動しまず。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びあ0まず。 

事故の際にずベてのエアバッグび作 
動ずるわけではありません。 

各エアノ（ッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

し、ずれのエアバッグを、衝突の最 
巧の段階において検知された衝撃 
の強さや方向などに基づいて作動 
しまず。 

〇 センサーが検知ずる衝撃の強さや 
方向は、(下の要素によって決まり 
9 〇 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変お度合し、 

• 衝突物の特性 


磐紙がが 
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シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオース iJS ツター 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。 

フ□ントシートと左ちセカンドシート 
のシートベルトに装備されていまず。 

シートベルトテンシヨナーはイグこッ 
シヨン位置が2で、 Li (下のとさに作動 
します。 

. SRS に異常がないとさ 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正し<バッ 
クルに差し込まれているとさ 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
前後方向に急激に強い衝撃が加わっ 
たとさ 

• 車の左ち方向から強い衝撃を受けた 
とさ 

• 車両の横転時には、シートべルとテ 
ンシヨナーの作動がシートベルトの 
効果の向上になると判断されたとさ 

ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定政上の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減します。 

フ□ントシートと左ちセカンドシート 
のシートベルトに装備されていまず。 
フ□ントシ ー トのベルトフ オース リ 
三ッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動しており、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 


A けびのおそれびありまず 

• シートベルトテンシヨナーの作動時 
にわずかに白煙び発生することがあ 
りまずが、火災のむ配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼聴疾患の 
あるちは一時的に呼颐障害を起こず 
おそれがありますので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なつてくだ 
さし、。 

• 作動したシートベルトテンシヨナー 
は、必ず指定サービスエ場で新品と 
交換してください。 

未作動のシートベルトテンシヨナー 
を廃棄ずるとさは、廃棄専用の処置 
が必要です。指定サービスエ場、ま 
たは専門業者に依頼してください。 

H バックル部分に作動の妨げになる 
よラなちのがないことを確認して< 
ださい。 

Q シー トベルトテン シヨナーが 作動 
すると、シートベルトに強く締め付 
けられることがありまず。 

H シートベルトに強く締め付けられ 
ている状態でシートベルトをがずと 
さは、シートベルトのプレートを確 
実につかみながらバックルの解除ボ 
タンを押してください。シートべル 
卜の張力により、解除したプレート 
が跳ね返り、けがをするおそれがあ 
りまず。 

。フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、作動ずるとバックルが引さ 
込まれます。パックル部分には作動 
の妨げになるよラな物がないことを 
確認して < ださい。 

また、パックルをつかまないよラに 
して < ださい。 


攫骗がが 
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乗員ま全装備 


H 助手席に乗車していないときは、 
シートベルトのプレートをバックル 
に差し込まないで<ださい。衝突時 
などに、シートベルトテンシヨナー 
が作動ずることがあ0まず。 

Q シートベルトテンシヨナーの作動 
時に聞こえる爆発音は、ご<まれに 
聴力に影響ずることがあ0まず。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
シート位置が不適切なとさや、シー 
トベルトが正し<着用されていない 
とさは、効果を発揮でさません。 

0 シー トベルトテンシヨナーは、 
パックレストに乗員の身体を密着さ 
せるためのちのではあ0ません。 

〇 シートベルトテンシヨナーが作動 
すると、 SRS 警告灯が点灯しまず。 

エアバッグ 


A けびのおそれびあ0まず 

エアバッグの乗員保護機能を正し < 発 
揮するため、し U 下の点にミ主意して<だ 
さい。 

• 乗員全員がシートベルトを正し<着 
用し、バックレストをできるだけ重 
直の位置にしてください。 

へッドレストの中央が目の高さにな 
るよラに調整してください。 

• 身長1日 Ocm 未満の子供はチャイル 
ドセーフテイシートを使用して確実 
に身体を固定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後部 
に動かし、エアバッグとの間隔を確 
保してくださし、間隔が狭ずざると、 
エアバッグび作動ずる衝撃でけがを 
するおそれがあ0ます。 


• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着するとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートをもっとも後ろの位置に 
してください。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけな 
いで<ださい。サイドバッグやウイ 
ンドウバッグが作動する衝撃でけが 
をずるおそれがおりまず。 

• 後ろ向きに装着するタイプのチャイ 
ルドセーフテイシートは助手席に装 
着しないでください。またタイプに 
かかわらず、助手席にはチャイルド 
セーフテイシートを後ろ向さに装着 
しないでください。エアバッグが作 
動ずる衝撃で致命的なけがをずるお 
それがお0ます。 

チャイルドセーフテイシートに関す 
るミ主意事項を記載したステッカー 
が、助手席側のサンバイヴーに貼付 
されています。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭利 
な物を入れないで < ださい。 

• 運転中はステアリングのパッド部を 
持ったり、身体をステア U ングや 
ダッシュボードにのせないでくださ 
し、。エアバッグの作動が妨げられる 
おそれや、エアバッグが作動したと 
さにけがをずるおそれがあ0まず。 

• ドアなどの内張りに寄りかからなし、 
で < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないでください。 

• エアバッグ収納部やそのお<に物を 
置かないでください。 

• アシストグリップやコートフックに 
かたい物や鋭利な物をかけないで< 
ださい。 


磐紙州が 
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• ウインドウや ピラーの 周囲にアク 
セヴ U —などを取り付けないでく 
ださい。 

• ルーム S ラーに 市販のワイド S ラー 
などを取り付けないで < ださい。 

• エアバッグを取り外したり、関連部 
品や配線などを改造しないで<ださ 
し、。誤作動でけがをしたり、正しく 
作動しなくなりまず。 


A けびのおそれびあ0まず 

し^下のエアバッグ収納部には、バッジ、 
ステッカー、リモコンなどを貼付した 
り、市販のカップホルダーやアクセサ 
リーなどを取り付けないで<ださい。 

• ステアリングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 

• フ□ント/セカンドシートのバッ 
クレスト側面 


エアバッグの作動 

車が一定 iu 上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。 

これにより、乗員の頭部や胸部への衝 
撃を分散-軽減します。 

A けびのおそれびあ0まず 

• エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生ずることがありまずが、火災 
のむ配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患の 
ある方は一時的に呼聴障害を起こす 
おそれがありまずので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なって<だ 
さし、。 


• 関連部品に身体を触れないで<ださ 
し、。部品が熱<なってお0、火傷を 
するおそれがあります。 

• 作動したエアバッグは、必ず指定 
ヴービスエ場で新品と交換して < だ 
さし、。 

未作動のエアバッグを廃棄するとを 
は、廃棄専用の処置が必要です。指 
定サービスエ場、または専門業者に 
依頼して < ださい。 


〇エアバッグは高温のガスにより面 
くらむため、ずり傷や乂傷、打撲な 
どをずることびありまず。 

〇エアバッグの作動時に聞こえる爆 
発音は、ごくまれに聴力に影響ずる 
ことびありまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、 SRS 警 
告灯び点灯しまず。 

エアバッグの種類と収納場所 

収納場所 


ステア1」ング 
パッド部 


助手席ダッシュ 
ボード；くネル部 


フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 


リアシートの左 
ち側面 

フ□ント ピラー 
と IJ ア ピラー間 
のルーフ ライ ニ 
ング部 


エアバッグ名 

運転席 

エアバッグ 

助手席 

エアバッグ 


フ□ントサイド 
バッグ 


セカンドシート 
サイドバッグ 

ウインドウ 

バッグ 


擊骗がが 
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運転席/助手席エアバッグ 



①運転席エアバッグ 
ステア I 」ングパッド部 


©助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードパネル部 

前方からの強い衝撃を受けると作動 

し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分 

散-軽減します。 

運転席/助手席エアバッグは、他の 

エアバッグの作動に関わらず、 LiTF の 

ときに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、前方から一定 
LU 上の衝撃を検知したとさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
がシートベルトの作動が シー トベル 
卜の効果の向上になると判断された 
とさ 

• シートベルトを正し<着用している 
とさ 

• 車両の横転などにより、前後方向か 
ら一定上の衝撃を検知したとさ 

〇 車の前ちからの衝撃が弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけが作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことがありまず。 


フ□ント/セカンドシートサイド 
パツグ 



@フ□ントヴイドバッグ 

運転席/助手席のノ くックレスト側面 


® セカンドシートサイドバッグ 
セカンドシートの左ち側面 

横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドパ‘ッグが作動 
し、胸部などへの衝撃を軽減しまず。 

サイドバッグは、運転席/助手席エ 
アバッグやシートベルトテンシヨ ナー 
の作動、シートベルトの着用に関わら 
ず、 LU 下のとさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、左ち方向から 
一定上の衝撃を検知したとさ 

• 車両の横転時に左ち方向から強い 
衝撃を受けて、サイドバッグがシー 
トベルトの効果の向上になると判 
断されたとさ 


磐紙がが 
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A けびのおそれびありまず 

• フ□ントシートおよびセカンドシー 
卜に市販のシートカバーを使用しな 
いでください。サイドバッグの作動 
が妨げ5れるおそれがあ0ます。 

• エアバッグのセンサーがドアの内部 
におります。ドアやドアト U ムに 
オーディオや電装品を追加装備した 
り、修理や飯金作業などを行なラと、 
エアバッグの作動に悪影響を与える 
おそれがあります。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたず 
ね < ださい。 


ウインドウパツグ 

础金 避 


エアバッグの作動を件 

運転席/助手席エアバッグび作動ず 
るとさ 

正面衝突など車の前方左も 
約3□度政内の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 




運転席/助手席エアバッグび作動し 
ないとさ 


⑥ウインドウバッグ 

フ□ントピラーから1」アピラー間の 
ルーフ ライニング部 

横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けに側のウインドウバッグび作 
動し、頭部などへの衝撃を分散■軽減 
します。 

ウインドウバッグは、運転席/助手 
席エアパッグの作動、助手席の柔員 
の有無、シートベルトの着用に関わ 
らず、衝突の最初の段階で、左ち方向 
から一定 LU 上の衝撃を検知したとさに 
イ乍動します。 



擊骗がが 
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運転席/助手席エアバッグが作動しサイドバッグ/ウインドウバッグが 
ない場合があるとさ 作動ずるとさ 


客室部分に横方向から強い衝撃を 
受けたとさ 



トラックの下に潜り込ん 
だとさ 



斜め前方への衝突のとさ 




サイドバッグ/ウインドウバッグが 
作動しない場合があるとさ 



磐骗がが 
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いずれかのエアバッグが作動ずる場を 
があるとさ 



PRE-SAFE 

PRE-SAFE (プレセーフ）は、緊急ブ 
レーキや横滑りなどにより車が不安定 
な状態にあることを感知したとさに、 
万一の衝突や横転に備えて乗員保護機 
能を高める装置です。 

PRE - SAFE の作動 

PRE-SAFE は、約 35 km / haU 上で走 
行しているとさ、 iU 下のよラに作動し 
ます。 

.衝突に備え、 PRE - SAFE 用の電動 
式シートベルトテンシヨナーが前 
席シートベルトを引さ込み、シー 
トベルトテンシヨナーの効果を高 
めまず。 

• ><モリー付パワーシート装備車は、 
助手席が、エアバッグの作動に巧 
し不適切な位置にある場合は、シー 
卜を適正な位置に自動的に調整し 
ます。 

• 車の横滑りを感知ずると、万一の横 
転時に乗員が車がに放出されること 
を防ぐため、ドアウインドウとスラ 
イデイングルーフがかし開いた状態 
まで自動的に閉じます。 

車が不安定な状態から脱したとさは、 
助手席の位置、ドアウインドウやスラ 
イデイングルーフの開さ具合を再度調 
整して < ださい。 


擊骗がが 























38 


乗員まを装備 


H 助手席の位置を調整ずるときは、 
シート下部や後方に物がないことを 
確認してください。シートや物を損 
傷するおそれがあ0まず。 

〇 車が不安定な状態から脱ずると、 
電動式シートベルトテンシヨナーの 
張力が緩みまず。 

〇 電動式シートベルトテンシヨナー 
が解除され てちシー トベルトが緩 
まないとさは、シートの前後位置 
やパックレストの角度をかし後方 
に移動させると、シートベルトが 
緩みます。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜が前方に動<ことにより、運転席と 
助手席乗員の頭部-頸部をより効果的 
に支持します。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

市販のシートカノ（一を使用しないでく 
ださい 。 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストの作動が妨げられるおそれが 
ありまず。詳しくは指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 


事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストが作動した場を、 
U セットをしないと次に後方から衝撃 
を受けたときに NECK PRO アクティ 
ブへッドレストが作動せず、頭部-頸 
部を保護することがでさません。 

このときは 、 NECK PRO アクティブ 
へッドレストのリセット作業を行なつ 
て < ださい。 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
のリセットについては、（>324ペー 
ジ）をご覧ください。 


子供を乗せるとを _ 

シートベルトは身長1 50 cm iiLL の乗 
員が使用ずることを前提にしていま 
す。シートベルトが正し<着用でさな 
い体格のモおなどは、適切なチャイル 
ドセーフテイ シー トを使用してくだ 
さい。 

A けびのおそれびあ0まず 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用している場台でち、子供だけを 
車内に残して車から離れないで< 
ださい。 

◊運転装置に触れてけがをするお 
それがお0ます。 

◊誤ってドアを開き、事故の原因 
になります。 

◊炎天下では車内が高温になり、熱 
中症を起こすおそれがあ0ます。 

◊寒;令時には車内が低温になり、 
命にかかわるおそれがあります。 


磐紙がが 


• 重い物やかたい物を積載するとさ 
は、確実に固定してください。 
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• 荷物が固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、_1处下の 
よラな場含に子供がけがをする危険 
性が増加しまず。 

◊事故 
◊ 急ブレーキ 
〇急な進路変更 

荷物の積み方/荷物の固定について、 
詳しくは0226ページ）をご覧くだ 
さし、。 


チヤイルドセーフテイシート 


A けびのおそれびありまず 

• シートベルトが正しく着用できない 
体格のテ供などは、チャイルドセー 
フテイシートを使用しないと、急ブ 
レーキ時传衝突時などに身体を車内 
に激しくぶつけたり、車外に放り出 
されて致命的なけがをずるおそれが 
あ0ます。 

• 6歳未満のテ供が棄車するときは、 
チャイルドセーフテイシートを使用 
することが法律で義務付けられてい 
まず。 

• 6歳!;^上の子供でを、シートベルト 
が正しく着用でをない子供は、チャ 
イルドセーフテイシートを使用して 
<ださい。 

• 身長1 50 cm 未満の子供はチャイル 
ドセーフテイシートを使用して確実 
に身体を固定してください。 

• テ供の体格に適含したチャイルド 
セーフテイシートを使用してテ供を 
正しい姿勢で座らせ、身体をシート 
ベルトで確実に固定してください。 


• 子供を膝の上に乗せて走行しないで 
ください。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体を車内に激し<ぶつけた 
り、車外に放り出されて致命的なけ 
がをするおそれがお0ます。 

• シートベルトを正しく着用できない 
体格のテ供が、そのままシートべル 
卜を着用ずると、首を締が付けたり、 
腹部を強く圧迫したりして致命的な 
けがをするおそれがありまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、セ 
カンドシートまたは ヴー ドシートに 
装着してください。 

• セカンドシートまたはサードシート 
にチャイルド セーフテイ シートを装 
着するときは、バックレストを起こ 
して確実に□ックしてくださし、。 

• やむを得ず助手席に装着するとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席をもっとを後ろの位置にしてく 
ださい。 

• 後ろ向きに装着ずるタイプのチャイ 
ルドセーフテイシートは助手席に装 
着しないでください。またタイプに 
かかわらず、助手席にはチャイルド 
セーフテイシートを後ろ向さに装着 
しないで<ださい。エアバッグが作 
動する衝撃で致命的なけがをずるお 
それがあ0ます。 

チャイルド セーフ テイ シー トに関す 
るミ主意事項を記載したステッカー 
が、助手席側のサンバイヴーに貼付 
されていまず。 



擊骗がが 
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• チャイルド セーフ テイシートは 確実 
に装着してください。急ブレーキ時 
などに、チャイルド セーフテイシー 
卜が放り出されて乗員がけがをする 
おそれがあります。 

• チャイルドセ ー フテイシ ー トの下 
にクッシヨンなどを置かないでく 
ださい。チャイルド セーフ テイ シー 
卜が確実に装着されないおそれが 
あ0ます。 

• チャイルド セーフテイシー トの クッ 
シ ヨンカバーが損傷したとさは、純 
正品に交換してください。 

• チャイルドセーフテイシートは直射 
曰光に当てないでください。炎天下 
では車内に置いたチャイルドセーフ 
テイシートが高温になり、子供が火 
傷をするおそれがあります。 

• チャイルドセーフテイシートを使用 
しないとさは、車から取り外ずか、 
確実に固定してください。 

• チャイルドセーフテイシートが損傷 
しているとさは新品と交換してくだ 
さい。大さな衝撃を受けたり、損傷 
した右のはデ供を保護できません。 

• チャイルドセーフテイシートの取り 
扱いや装着ち法については、製品に 
添付されている取扱説明書をお読み 
<ださい。 


助手席エアバッグオフ表示打 



①助手席エアバッグオフ表示灯 


チャイルド セーフ テイ シー ト検知シス 
テム装備車のための表示灯で、日本仕 
様には設定のない装備のため、表示灯 
としては機能しません。 

イグこッシヨン位置を1か2にした 
とさ、助手席エアパッグオフ表お口が 
点口ずることがありまずが、助手席エ 
アバッグの機能は解除されません。 


攫紙がが 
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純正チャイルドセーフティシート 

ダイムラー社では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフテイ 
シートを用意していまず。 


選択の目安 


シートを 

化重 

年齢 

ベビー セー 
フプラス 

約1日 kgl^TF 
または 

約 13 kg i；rF 

新生児〜 

9力月位 

または 

18力ち位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

1己〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


ぷチヤイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。 
詳しくは販売店におたずねくださし、。 


チヤイルドセーフティシート固定機構 

チヤイルドセーフテイシートをシート 
ベルトで固定ずるとさ、シートベルト 
が引さ出されないよラに□ックして 
チヤイルドセーフティシートを確実に 
固定するシステムでず。 

セカンドシートとヴードシートのシ ー 
トベルトに装備されていまず。 

ぷチヤイルドセーフティシート固定機構は 
本国仕様車の装備であり、日本仕様車で 
は一部のシートに装備されない場合びあ 
0ます。 


A けびのおそれがあ0まず 

モ供をチャイルドセーフテイシート固 
定機構で遊ばせないで<ださい。固定 
機構び作動するとシートベルトび引さ 
出しち向に動かなくなるため、誤って 
シートベルトび首に巻を付くと、窒息 
など致命的なけびをずるおそれびあ0 
ます。 

固定機構を使用ずる 

► チャイルドセーフテイシートを、 
製品に付属の取扱説明書に従って正 
しく装着しまず。 

► シートベルトのプレートをバック 
ルに差し込んだ状態でシートベルト 
をいっぱいまで引さ出した後、チャ 
イルドセーフテイシートが確実に固 
定でさる位置までシートベルトを卷 
さ取らせまず。 

。チャイルドセーフテイシートを固 
定後、シートベルトが引き出し方 
向に動かないことを確認してくだ 
さい。 

固定機構を解除ずる 

► シートベルトのプレートをバック 
ルからがし、シートベルトを巻さ取 
らせまず。 

。シートベルトを着用した状態で上 
体を大さく動かしたとさに、シー 
トベルトがいっぱいに引さ出され 
てチャイルドセーフテイシート固 
定機構が作動ずることがありまず。 
このとさは、固定機構を解除して 
から、シートベルトを再度着用し 
て < ださい。 


擊骗がが 
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乗員ま全装備 


に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 

左ちセカンドシートとヴードシート 
に、 ISO - FIX 对応チャイルドセーフ 
テイシート用の固定装置を装備して 
います。 



⑤固定装置 


チヤイルドセーフティシートを装着ずる 

► カバー①を取りがしまず。 

► 固定装置®にチヤイルドセーフ 
テイシートを装着しまず。 


心 けびのおそれびあ0まず 

この固定装置は、体重 22 kgl ； rF の子 
供を乗せるとさに使用して<ださい。 
体重 22 kg じ(上の子供を乗車させる 
とさは、チャイルド セーフ テイ シー 
卜を後席の シー トベルトで装着して 
ください。 

A けびのおそれびありまず 

チャイルドセーフテイシートは、必ず 
製品の取扱説明書の指示に従い、左ち 
の固定装置に装着して<ださい。装着 
のしかたを誤ると、事故のとき、十分 
な効果が得られなかったり、チャイル 
ドセーフテイシートが外れるおそれが 
あります。 


心 けびのおそれびあ0まず 

チヤイルド セーフ テイ シー トや固定装 
置が事故で損傷したり強い負荷を受け 
た場合は、新品に交換して<ださい。 


H チヤイルドセーフテ イシー トをセ 
カンドシートに装着ずるときは、中 
央のシートベルトを挟み込まないよ 
ラに注意してください。 


磐紙がが 
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装着でをる旧 0- FIX 対応チャイルドセーフティシート 

に 0- FIX 対応チャイルドセーフティシート用の固定装置には、下表のカテ3’リー 
およびサイズ等級に属している、ユこバーサル（ミ凡用）に 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフテイシートを装着できまず。 


カテゴリー 

キヤ IJ 

0 

0+ 

I 


n 

( 適応体重） 

つット 

(10 kg ま 

(13 kg ま 

(9 〜 18 kg ) 

(15 〜 25 kg ) 


(携帯式 

で） 

で） 



m 


ベッド） 





(22 〜 36 kg ) 

サイズ等級 

G 

E 

C 

C 

A 


(装着器具 

(IS0/L2) 

(ISO/R1) 

(IS0/R3) 

(ISO/R3) 

(IS0/F3) 


タイプ） 

F 


D 

D 

B 



(IS0/L1) 


(IS0/R2) 

(IS0/R2) 

(IS0/F2) 





E 


B1 





(IS0/R1) 


(IS0/F2X) 


左ち 

装着ずる 

ユニバーサル（ミ凡用） 

iso-nx 対 

ュニノ（ーヴ 

装着するこ 

セカンド 

ことはで 

応であれば、固定装置で装着する 

ル（ミ凡用） 

とはでさま 

シート 

きません0 

ことびでをます。 


に 0-FIX 対 
応であれ 
ば、固定装 

せん。 

サード 

シート 


装着することはできません。 






置で装着ず 
ることびで 
さまず。 





詳し<は、お買い上げの販売店または指定サービスエ場におたずね<ださい。 

Q チヤイルドセーフテイシートのカテ3’リーやサイズ等級については、チヤ 
イルドセーフテイシート本体に装着されているステッカーやチヤイルドセー 
フティシートの取扱説日月書をご参照<ださい。 


擊骗がが 
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乗員ま全装備 


テザーアン カー 


セカンドシートの背面にテヴーアン 
カーを装備しています。 

それぞれのテヴーアンカーには、テ 
ヴーベルトを使用して、テヴーアン 
カーに対応した専用チャイルドセー 
フテイシートを装着ずることができ 
ます。 

チャイルドセーフテイシートの上部を 
固定することにより、事故のとさ、チャ 
イルドセーフテイシートの前方への移 
動を抑えることがでさまず。 

〇 サードシートにテヴーアンカー 
に对応した専用チャイルドセーフ 
テイシートを装着したとさは、サー 
ドシート後方のラゲツジルームに 
ある荷物固定用リング0232ぺ一 
ジ）をテヴーアンカーとして使用 
でさます。 

A けびのおそれびあ0まず 

• テヴーベルトは、チャイルドセーフ 
テイシートの位置に対応したテヴー 
アンカーに取り付けてください。 

• テヴーベルトがねじれたり、複数の 
テヴーべルトが交差しないことを確 
認してください。 

• テヴーアンカーに、テヴーベルトが 
確実に固定されていることを確認し 
て < ださい。 

〇 純正チャイルドセーフテイシート 
には、テヴーベルトを装備していな 
いタイプがありまず。詳し<は販売 
店におたずね < ださい。 



①カバー 


テザーフックを取り付ける 

► カバー①を取りがしまず。 

► へッドレストを上げまず。 

► へッドレストの2本の支柱の間に 
テヴーベルトを通しまず。 

シート背後にラゲッジルームカバー 
収納リール0234ページ）を取り 
付けてあるとさは、テヴーベルトが 
バックレストとラゲッジルームカ 
ノ（一収納 U —ルの間を通るよ5にし 
まず。 



©テヴーアンカー 
@テヴーフック 

► テヴーフック③をテヴーアンカー 
©にかけまず。 

► テヴーベルトを締めまず。 


磐紙がが 
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► 必要であれば、へッドレストをか 
し下げまず。 

テヴーべルトの動さが妨げられてい 
ないことを確認して<ださい。 

チャイルドプルーフ□ツク 


モ供が後席に乗車ずるとさは、(下の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
<ださい。 

• リアドアのチャイルドプルーフ 
□ック 

• リアドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ック 

A けびのおそれびありまず 

モ供び後席に乗車するとさは、チャイ 
ルドプルーフ□ックを設定してくださ 
し、。子供が U アドアやリアドアウイン 
ドウを開くと、事故やけびの原因にな 
ります。 


リアドアのチャイルドプルーフ□ック 
を設定ずる 



①チ ヤイルドプルーフ□ックレバー 
©解除側 
感設定側 


► レバー①を設定側③または解除側③ 
に操作しまず。 

►車内のドアレバーを引いて、設定/ 
解除を確認しまず。 

〇 U アドアのチヤイルドプルーフ 
□ックが設定されていてち、車が解 
錠されているときは、車がのドア八 
ンドルでリアドアを開くことができ 
9 〇 


リアドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ツクを設定ずる 



①チヤイルドプルーフ□ックスイッチ 


1」アドアのスイッチによる1」アドアウ 
インドウの開閉びでさなくなりまず。 

► スイッチ①を押して、押された状態 
にしまず。 

1」アドアのスイッチからは1」アド 
アウインドウび操作でさなくなり 
まず。 

► 解除ずるとさは、スイッチ①を押し 
て、押されていない状態にしまず。 

〇 チヤイルドプルーフ□ックの設定/ 
解除にかかわらず、運転席ドアのス 
イッチではリアドアウインドウを操 
作でさまず。 


擊骗がが 


U アドアの車内のドアレバーを引いて 
ち U アドアが開かな<なりまず。 
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走行ま全装備 


走巧を全装備 


走行安全装備には、 Li (下のちのがあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP (エレクト□ニック-スタビ U 
ティ-プ□グラム） 

• EBV (エレクトック.ブレーキ 
パつ一.デイスト U ビューシヨン） 

• 4 ETS (エレクト□ニック-トラク 
シヨン-ヴポート） 

• 車間距離警告（ディスト□ニック装 
備車） 

〇 雪道や凍結路を走行ずるとさは、 
ウインタータイヤやスノーチェーン 
の装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウイン 
タータイヤやスノーチェーンを装着 
することで、 A 巨 S や BAS 、 ESP の 
効果が発揮されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

走行安全装備が適切に作動してを、車 
両操縦性や走行安定性の確保、制動距 
離の短縮には限界があります。常に道 
路や天候の状況にミ主意し、十分な車間 
距離を保って運転してください。 

また、タイヤのグリップが失われた状 
況では、走行安全装備は効果を発揮し 
ません。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑りや 
すい路面でのブレーキ時など、車び不 
ま定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ざ、ステア1」ングでの車両 
操縦性を確保ずる装置でず。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度び約8 km / h を超えると作動でさ 
るよラになりまず。 

滑りやずい路面では、軽くブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでを ABS は作 
動します。 

A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ操作をするとさは、ブレーキ 
ペダルをしっかりと踏み込んでくださ 
し、。ポンピングブレーキを行なラと制 
動距離が長<なるおそれがあ0まず。 


A 事故のおそれびありまず 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる装 
置で、無謀な運転からの事故を防ぐ 
ち)のではありません。 

ABS が適切に作動してを、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界が 
ありまず。常に道路や天候の状況に 
ミ主意し、十分な車間距離を保って運 
転してください。 

また、タイヤのグ U ップが失われた 
状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があ0 
ます。 


磐紙が化 
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• ABS に異常があるときは、ブレー 
キペダルを強く踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
ア U ングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長<なるおそれが 
あ0ます。 

• 故障により、 ABS の機能が解除さ 
れたときは、 BAS と ESP の機能を 
解除されまず。常に道路や天候の 
状況に注意し、十分な車間距離を 
保って運転してください。 

Pabs は制動お離を短くずる装置で 
はありません。しツ下のよ5な路面び 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動お離び長< 
なることびありまず。 

• 雪の積をった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよ5に摩擦係数び連 
続して変化する路面 

• スノーチェーン 装着時 

P マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに ABS に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたときは (0294 
ページ）をご覧ください。 

Habs に異甫びあると、急 ブレーキ 
時にタイヤび□ックしてステア1」ン 
グ操作び効かな< な0、制動距離び 
長 < なるおそれびあ0まず。 

OaBS に異甫びあると、 ESP に関ず 
る故障/警告メッセージび表おさ 
れることびあ0まず。ずみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

〇 バッテ1」一電圧びほ下ずると ABS 
び一時的に機能を停止しまず。電圧 
び回復ずると、機能を元に戻りまず。 


ABS び作動したとを 


ABS び作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体び振動ずるこ 
とびありまずび、異常ではありませ 
ん。そのままペダルを踏み続けてく 
ださい。 

強い制動力び必要なとさは、ブレー 
キペダルをいっぱいまで踏み込んで 
<ださい。 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
びねずかに振動した0モーターの音 
び聞こえることびありまずび、これ 
は、システムび自己診断をしている 
とさの音で異甫ではあ0ません。 

■ゆ) ■ ABS 警告。 

イグニッシヨン位置を2にしたとさ、 
まにはキーレス3’一でのエンジン始動 
操作直後に点灯し（点灯しないとさは 
警告灯び故障していまず）、エンジン 
始動後に消灯しまず。 

エンジン始動後に消灯しないとさやエ 
ンジンびかかっているとさに点灯した 
ときは、 ABS に異常びありまず。 

ブレーキは 通常通り作動しまずび、 
ABS 、 ESP 、 BAS 、 ETS 、 PRE-SAFE 
などは作動しません。 

いつちより慎重に運転し、ずみやかに 
指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 


擊骗がが 






48 
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オフ□ー ド ABS 


オフ□ー ド ABS は、未舗装路やめか 
るみなどの悪路でブレーキを踏んだと 
さにフ□ントタイヤを強制的に□ック 
させ、制動力を向上させるオフ□ー ド 
専用のシステムでず。 

オフ□-ド A 巨 S は、□-レンジ （>1 6日 
ぺージ）にしたときに、約 30 krn/h 
m 下の速度でブレーキを強<踏むと自 
動的に作動しまず。 

A 事故のおそれがありまず 

• オフ□ー ド ABS は未舗装路、说か 
るみなどの悪路でのブレーキ時の制 
動力を高める装備で、無謀な運転か 
ら事故を防ぐをのではあ0ません。 
オフ□ー ド ABS が適切に作動して 
ち、制動力には限界がありまず。 

• オフ□—ド ABS の作動時は、フ〇 
ントタイヤが□ックずるため車の操 
縦性に影響をおよぼすおそれがあり 
ます。慎重に運転することをむげけ 
てください。 


BAS 

BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
でず。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• BAS は緊急プレーキの操作を補助 
する装置で、無謀な運転からの事 
故を防ぐをのではありません。臣 AS 
び作動してを制動距離の短縮には限 
界がありまず。また、タイヤのグリツ 
プが失われた状況では効果を発揮し 
またん。 

. 臣 AS に異常があるときもブレーキ 
は通常通0作動しますが、緊急ブ 
レーキ時には制動距離が長<なるお 
それがお0ます。 

• 臣 AS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があ0 
ます。 


〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに ABS に関する故障/警告メツ 
セージび表示されたとさは BAS は 
作動しません。詳しくは0294ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


磐紙がが 
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〇 目 AS に異常びあると、 ABS を正し 
<作動しな < なることびありまず。 

Obas に異常びあるとさは、マル 
チファンクシヨンディスプレイに 
ABS に関する故障/警告メッセー 
ジび表示されまずび、ブレーキは通 
苗通り作動しまず。 

〇 バッテ1」一電圧びほ下ずると BAS 
び一時的に機能を停止しまず。電圧 
び回復ずると機能を元に戻りまず。 


アダプティブブレ~キランプ 

約 50 km / hLi (上からの急ブレーキ時 
に BAS び作動ずると、ブレーキラン 
プび点滅し、後方の車両にミ主意を促し 
ます。停車すると、ブレーキランプは 
点灯に変わりまず。 

また、約 70 km/h じ(上からの急ブレー 
キ時には、ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車すると非甫点滅灯び自動的 
I し 点:;威しま弓~ 〇 

自動的に点滅した非常点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押すか、再度走行を 
開始して走行速度が約 lOkm / hii (上 
になると、自動的に消灯しまず。 


ESP 

ESP (エレクト□ニック-スタビ U 
テイ-プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車が不安定な状況 
になったとさに、個別のタイヤにブ 
レーキをかけた0エンジンの出力を制 
限して、車両操縦性や走行安定性を確 
保しよラとずるシステムでず。 

この車には、4輪駆動システムのため 
に専用に開発された 4- ESP が装備さ 
れています。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP は車両操縦性や走行安定性を高め 
るシステムで、無謀な運転からの事故 
を防ぐをのではありません。 ESP が作 
動してち、車両操縦性や走行安定性の 
確保には限界がありまず。また、タイ 
ヤのグリップが失われた状況では効果 
を発揮しません。 

ESP 作動時の安全確保や危険回避につ 
いては運転者に全責任がありまず。 

Q マルチフアンクションデイスプレ 
イに ESP に関する故障/警告^ッ 
セージが表示されたときは0296 
ページ）をご覧<ださい。 

Q 車輪を上げてけん引されるとさ 
は、イグこッション位置を2にし 
ないでください。 ESP が作動し、 
接地している車輪にブレーキがかか 
りまず。また、ブレーキシステムを 
損傷するおそれがありまず。 


摆骗がが 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあ0まず。 
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走行ま全装備 


y ESP び故障ずると、マルチフアン 
クションディスプレイに警告メッ 
セージび表示され、エンジンの出力 
びほ下ずることびありまず。走行び 
困難なとさは、ずみやかにま全な場 
所に停車し、指定サービスエ場に連 
絡してくださし、。 

P ブレーキダイナモ上で車輪を動か 
すとをは、約10秒じ(内にしてくだ 
さい。また、イグニッション位置を 
0か1にして < ださい。ブレーキ 
システムや駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

P ダイナモメーターを使用して検査 
などを行な5とさは、必ず2軸ダ 
イナモメーターを使用してくださ 
し、。駆動系部品やブレーキシステム 
を損傷するおそれびありまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

〇 ABS に異常び発生したときは、 
ESP の機能を解除されまず。 

〇 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP び 
作動することびありまず（走行中に 
ESP / ETS 表示灯び点滅したまま 
になりまず）。 

Oabs 警告灯^び点灯していると 
田ま、 ESP を作動しません。指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターン テーブルで 回転 
させたり、駐車場のらせん状のアプ 
□ ーチを走行してし^るときなどに、 
マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに ESP に関する警告ツセージ 
が表示され 、 ESP / ETS 表示灯や 
ABS 警告灯が点口ずることがあり 
^ 〇 

このよラなとさは、安全な場所に 
停車して、イグこツシヨン位置を0 
に戻し、エンジンを再始動して<だ 
さし、。 

しばらく走行ずると、警告><ツセー 
ジや表示灯、警告口は消口しまず。 

Q ESP / ETS 表示灯 

イグニツシヨン位置を2にずると点火了 
し（点灯しないとさは表示灯が故障し 
ていまず）、エンジン始動後に消灯し 
9 〇 

発進時または走行中に点滅したとさ 
は、 ESP または ETS が作動していまず。 

ESP オフスイツチで ESP の機能を解 
除（>51ページ）しているときは、 
点口したままにな0まず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
ESP に関する故障/警告><ツセージ 
が表示されたときは（[>296ページ） 
をご覧 < ださい。 


磐紙がが 
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心 事故のおそれびありまず 

ESP / ETS 表示灯が点滅したときは、 
タイヤが空転しているか、車が横滑り 
していまず。アクセルペダルを踏む力 
をかしゆるめてください。また、慎重 
に運転ずるととをに、の操作は絶 
対に行なわないよラにしてください。 

-急八ンドル 
-急 ブレーキ 
-急発進、急加速 
• 急激なエンジン ブレーキ 
- ESP の機能の解除 

A 事故のおそれびありまず 

走行中に ESP / ETS 表示灯が点灯し 
ているときは、 ESP の機能が解除され 
ています。路面や天候の状況にあわせ 
て慎重に運転してください。 


ESP の機能の解除 


次のよ5な状況では、 ESP の機能を解 
除したほラが走行しやずい場合があり 
ます。 

• スノーチェーンを装着して走行して 
し、るとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 
このときは ESP の機能を解除しまず。 


ESP の機能が解除されると、下の状 

態にな0まず。 

• ESP は作動せず、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとすることが 
でさな < なりまず。 

•駆動輪が空転した場合、ブレーキ 
制御による駆動力の確保は行なわ 
れまずが （ ETS の作動）、エンジン 
の出力制御による駆動力の確保は 
行なわれません。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP は 
自動的に作動しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP の機能を解除したとさは、必ず路 
面の状況に応じた速度で慎重に運転す 
るととちに、じ I 下の操作は絶対に行な 
わないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

A 事故のおそれびありまず 

ESP の機能を解除ずる必要がなくなっ 
たときは、 ESP を待機状態にしてくだ 
さい。車が不安定な状況になったとさ 
に、操縦安定性や走行安定性を高める 
ことがでさません。 


擊骗がが 
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走行まを装備 



① ESP オフスイッチ 


ESP の機能を解除ずる 

► エンジンがかかっているとさに、 
ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP の機能が解除され 、木ーター 
パネルの ESP / ETS 表示口が点口 
したままになりまず。 

ESP を待機げ態にずる 

►エンジンがかかっているとさに、再 
度 ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP が待機状態になり、 乂ーター } K 
ネルの ESP / ETS 表示灯が消灯し 
ます。 

〇 エンジンを始動したとさ、 ESP は 
常に待機状態になりまず。 

〇 ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除しているとさにタイヤの空転 
や横滑りを感知ずると 、 ESP / ETS 
表示口が点滅しまずが、 ESP は作 
動しません。 

ただし、このとさにブレーキを効か 
せたときは、 ESP は自動的に作動 
しま3。 


オフ□ー ド ESP 


オフ□-ド ESP は、□-レンジ （>1 60 
ページ）にしたとさに、 ESP の作動 
が自動的に悪路走行に適した制御にな 
る、オフ□ー ド専用のシステムでず。 

未舗装路やめかるみなどの悪路でアン 
ダーステアや オーノ （ーステアが起こり 
車が不安定な状況になると作動し、車 
両操縦性や走行安定性を確保しよラと 
します。 


EBV 

EBV (エレクト□こック.ブレーキパ 
ワー•デイストリビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行安定性を確保し 
よラとずるシステムでず。 

A 事故のおそれがありまず 

EBV に異常があるときをブレーキは通 
常通り作動しますが、急ブレーキ時な 
どには後輪げ□ックするため、車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすおそ 
れがありまず。車両操縦性の変化にま 
意して憤重に運転して < ださい。 
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4 ETS 

ETS は、滑りやずい路面などで車輪が 
空転したとさにブレーキを効かせて発 
進時や加速時の駆動力を確保しよラと 
するシステムでず。 

この車には、4輪駆動システムのため 
に専用に開発された 4- ETS が装備さ 
れています。 

A 事故のおそれびありまず 

• ETS は駆動力を確保し車両操縦性 
や走行安定性を高めるシステムで、 
無謀な運転からの事故を防ぐをの 
ではありません。 ETS が適切に作 
動してを、駆動力の確保には限巧 
があります。 

• ETS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 


四 ESP / ETS 表示灯 

イグこッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点口しないとさは表示口が故障し 
ています）、エンジン始動後に消口し 
ます。 

発進時または走行中に点滅したとさ 
は、 ESP または ETS が作動していまず。 

ETS に異常があるときは、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに ESP に関ず 
る故障/警告><ッセージが表示されま 
す。0296ページ）をご覧ください。 

Oabs 警告灯胃び点灯していると 
きは、 ETS を作動しません。指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


A 事故のおそれびありまず 

ESP / ETS 表示灯び点滅したときは、 
タイヤび空転しているか、車び横滑0 
しています。アクセルペダルを踏む力 
を少しゆるめてください。また、憤重 
に運転するととちに、しツ下の操作は絶 
巧に巧なわないよラにして < ださし、。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
• ESP の機能の解除 

〇指定されたサイズし i (外のタイヤを 
装着すると、 ETS び正しく機能しな 
いことびありまず。 

Q エンジンびかかっている状態で前 
輪または後輪を上げてけん引しない 
で < ださい。 

Q ブレーキダイナモ上で車輪を動か 
ずときは、約10秒じ(内にしてくだ 
さい。また、イグニッシヨン位置を 
0 か 1 にして < ださい。ブレーキ 
システムや駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

Q ダイナモメーターを使用して検査 
などを行なラとさは、必ず2軸ダ 
イナモメーターを使用してくださ 
し、。駆動系部品やブレーキシステム 
を損傷するおそれびありまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


擊骗がが 
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盜難防止システム 


〇 ブレーキに大さな負荷びかひりブ 
レーキび過熱ず ると、 ブレーキの保 
護のため、 ETS び一時的に解除され 
ます。また、このとき ESP/ETS 
表示灯び点灯し、マルチファンク 
シヨンディスプレイに故障/警告 
メ ッ セージび表示されまず。 

〇ブレーキダイナモを使用してパー 
キングブレーキを点検ずるときは、 
エンジンを停止して<ださい 。 ETS 
び作動してブレーキシステムを損傷 
するおそれびありまず。 

オフ□-ド ETS 


オフ□-ド ETS は、□—レンジ （>1 60 
ぺージ）にしたときに、 ETS の作動 
び自動的に悪路走行に適しに制御にな 
る、オフ□ー ド専用のシステムでず。 


車間距離警告 

ディスト□ニック装備車は、先行車に 
近付さずざると、車間距離警告灯と車 
間距離警告音による警告び行なわれ、 
運転者にブレーキ操作を促しまず。 

詳しくは77ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


盜難防止システム 


盗難防止警報システム _ 

盗難防止警報システムが待機状態のと 
さに LU 下の状況を検知ずると、サイレ 
ンが約3日秒間鳴り、非常点滅灯が通 
常の2倍の速さで約5分間点滅しま 
す。また、ルームランプや読書灯など 
ち約日分間点口しまず。 

• ドアまたはテールゲートが開けら 
れたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 

盗難防止警報システムは、リモコン操 
作またはキーレス3’一操作により施 
錠した後、エマージェンシーキーで運 
転席ドアを解錠して開いたとさち作動 
しま3。 



①表示な 


磐紙がが 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告な<変更されることびあ0ます。 
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システムを待機:!犬態にずる 


► U モコン操作またはキーレス3—操 
作で施錠しまず。 

表示灯①び点滅し、約10秒後に待 
機状態になりまず。 

システムび待機状態のとをは、表示灯 
①び点滅を続けまず。 

〇システムを待機状態にずるとをは 
ボンネットび確実に閉じていること 
を確認してください。ボンネットの 
□ ックび解除された状態でシステム 
を待機状態にずると、ボンネットび 
開けられてを警報は作動しません。 

〇システムび待機状態のとさに車内 
のドアレバーを引いてドアを開いた 
り、ボンネット□ック解除レバーで 
ボンネットの□ックを解除ずると警 
報び作動しまず。車内に人びいると 
さは待機状態にしないでください。 

H システムを待機状態にしてを、表 
示灯①び点滅しない場合は、システ 
ムび故障していまず。ずみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

システムの待機:！犬態を解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス=1一操 
作で解远しまず。 

表示灯①び消灯しまず。 


警報び作動したときの解除ち法 

► LiTF のいずれかの操作をずると、警 
報び停止しまず。 

• キーをエンジンスイッチに差し込む 

• キーのいずれかのボタンを押ず 

• キーびキー レス3’ 一の 左ち側アン テ 
ナの検知範囲 （063 ページ）にあ 
るとをは、ドア八ンドルに触れる 

• キーびキー レスゴーの車室内アン テ 
ナの検知範囲 （063 ページ）にあ 
るときは、エンジンスイッチに取り 
付けた キー レス:：1 ー スイッチを押ず 

• キーびキーレス3’ 一の テールゲート 
側アンテナの検知範囲 （063 ペー 
ジ）にあるときは、テールゲート八 
ンドルを引くか、テールゲートの 
キーレス3’ースイッチを押ず 

〇 ドアやテールゲートび開けられた 
り、ボンネットの□ックび解除さ 
れて警報び作動したとさは、それ 
らをずぐに閉じてち、警報は停止 
しません。 


擊骗がが 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあ0まず。 
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盜難防止システム 


けん引防止警報機能 


けん弓 I 防止警報機能は本国仕様車に採 
用されている装備であり、日本仕様車 
には装備されない場合びありまず。 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
さ、車び傾いたことを検知ずると、け 
ん引防止警報機能び作動し、ホーンと 
非甫点滅灯の点滅による警報び作動し 
ます。 

けん弓 I 防止警報機能を待機状態にずる 

► U モコン操作まにはキーレス 3— 操 
作で車を施綻します。 

約30秒後にけん引防止警報機能び待 
機状態になりまず。 

警報が作動したときの解除ち法 

► け下のいずれかの操作を行ないまず。 
• キーをエンジンスイッチに差し込む 
• キーのいずれかのボタンを押ず 

• キーびキー レスゴーの左ち側アンテ 
ナの検知範囲 （^63 ページ）にあ 
るときは、ドア八ンドルに触れる 

けん引防止警報機能の解除 

車を立体駐車場に入れたり、カーフエ 
U —や車両運搬車に乗せて移動ずると 
さは、けん引防止警報機能び作動ずる 
ことびありまず。 

そのよラなとさは、けん引防止警報機 
能を解除してください。 


ケンインボウシケイホウ 

I 面 

オフ 


けん弓 I 防止警報機能設定画面 

けん弓 I 防止警報機能を解除ずる 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
まず。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にけん弓 I 防止警報機能設定画面を表 
示させまず0152ページ）。 

► D を押し、オフを選択しまず。 

けん引防止警報機能が解除され 
9 〇 

► リモコン操作またはキーレス3—操 
作で車を施錠します。 

または 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
まず。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にエンジン停止時の表示設定画面を 
表示させまず（1>146ページ）。 

► ■■を押し、"ケンインホ'' ウシケイ肋"を選 
択しまず。 


磐紙が化 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあ0まず。 
《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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► イグニツシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイツチからキーを抜き 
ます。 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに"ケンインホ''ウシケイホウオン®/©テ'' 
オフニテ''巧ス II と表示されまず。 

II ケンインホ''ウシケイ肋オフ©/©テ'' オンニテ'' 
巧ス"と表示されたときは、けん引 
防止警報機能が解除されていまず。 
そのまま、 U モコン操作またはキー 
レス3—操作で施錠して < ださい。 

► ステア U ングの■■または D 
を押します。 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"ケンインホ''ウシケイホウむ"と表おさ 
れ、けん引防止警報機能が解除さ 
れます。 

► リモコン操作またはキーレス3—操 
作で施錠しまず。 

Q けん引防止警報機能を解除したと 
さは、必ずマルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"ケンインホ''ウシケイホウオ 
7" と表示されたことを確認して< 
ださい。 


〇 けん引防止警報機能を解除して 
ち、盗難防止警報システムは作動し 
ます。 

〇 なに U モコン操作まにはキーレス 
3—操作で施錠ずるまで、けん引防 
止警報機能は解除されたままになり 
もす© 


擊骗がが 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 







59 


才ープン / ク□—ズ . 60 

テールゲート . 69 

イグニッシヨン位置 . 73 

シート . 75 

ステアリング . 87 

S ラー . 89 

メモリー機能 . 92 

シートベルト . 94 

ランプ . 97 

ワイパー . 105 

i のーウイン ドウ . 108 

走行と停き . 113 

才ートマチックトランス吉ッシヨン 

. 118 

メーターパネル . 125 

マルチフアンクシヨン 

ディスプレイ . 128 

オフ□-ド走行装備 . 156 

走巧装備 . 166 

エアコンディシ ヨナー . 209 

スライデイングルーフ . 222 

荷物の積みち/ル物入れ . 226 

室巧装備 . 240 



■蠢昼冊 
























60 


才ープン / ク□—ズ 



U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解淀/施 
綻に使用しまず。 

また、 それぞれの キーにはエマージェ 
ン シーキーを 収納していまず。 

A けがのおそれびあ0まず 

• モ供だけを残して車から離れないで 
ください。車び施錠されていてち、 
誤って車内か S ドアを開いたり運転 
装置に触れて、事故やけびをするお 
それびあ D ます。 

また、キーび車室内またはドア付 
近などの車外にあるとさは、キー 
レスゴースイッチを押ずことによ 
りエンジンび始動し、事故の原因 
になります。 

• 短時間でち、車内にキーを残したま 
ま車から離れないで<ださい。事故 
やを難のおそれびあ0まず。 

• エンジンスイッチにキーを差し込む 
とさは、重い物や必要 liLh に大をな 
物、ステアリングなどの操作部に接 
触する物をキーホルダーとして使用 
しないで < ださい。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーびステア1」ングなどに接触ず 
ることでキーびまわると、エンジン 
び停止して事故を起こずおそれびあ 
D ます。 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちに指定サービ 
スエ場 I こ連絡して < ださい。 

〇キーを強い電磁波にさらずと 、 U 
モコン機能に障害び発生ずるおそれ 
びありまず。 

〇キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因になりまず。 

〇キーの先端部を巧したり覆ったり 
しないで< ださい。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとをは必ず車を施錠してくだ 
さい。 

〇貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないでください。盗難のおそれ 
びありまず。 

〇車を操作ずるとさは、運転をは常 
にキーを携帯してください。 

[I キーを携帯電話などの電モ機器や 
硬貨などの金属製のをのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

[I 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
3—操作を行な5と、作動しなかっ 
た0、 f 吳作動ずるおそれびあ0まず。 

〇磁気を発生ずる電化製品の近<に 
キーを置かないで<ださい。 

〇2 つの キーを 見わけるため、 キー 
のストッパー （0325 ぺージ）の色 
は異なりまず。 

〇 新たにキーをつくる場合は、指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 
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O キーの電ミ也び消耗ずると操作時に 
キーの表示灯び点灯せず、1」モコン 
操作やキーレス3—操作びでさな< 
なりまずび、エンジンスイッチに 
キーを差し込むことによるイグニッ 
シヨン位置の選択とエンジンの始動 
はでをまず。 


リモコン機能 



①発信部 
③表示な 

③ 施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑥テールゲート開閉ボタン 
⑧エマージェンシーキー 

イ グニッシヨン位置び0でエンジンス 
イッチにキーを差し込んでいないとさ 
に LU 下の操作びでをまず。 

-ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プの解綻/施綻 
-テールゲートの開閉 

• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□ージング機能の 
操作いり1、り2ぺージ)。 

操作時に表示灯③び1回点滅しまず。 


解錠ずる 

► 解錠ボタン④を押しまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび解錠され、非苗点滅灯び1回 
点滅します。 

施錯ずる 

► 施錯ボタン③を押しまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび施湿され、非常点滅灯び3回 
点滅します。 

〇車を施淀したとさは、非甫点滅灯 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

テールゲートを開く 

► テールゲートび開さ始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン⑤を押し続 
けまず。 

警告音び鳴0、テールゲートび自動 
で開をます。 

〇 U モコン操作でテールゲートを開 
くとさは、後方や上方に十分な空間 
びあり、身体や物に接触ずるおそれ 
のないことを確認してください。 

テールゲートを閉じる 

► テールゲートび閉じ始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン⑥を押し続 
けまず。 

警告音び鳴り、テールゲートび自動 
で閉じまず。 

〇 U モコン操作でテールゲートを閉 
じるとさは、身体や物を挟まないよ 
ラに十分ま意してください。車の周 
りにモ巧びいるとさは、特にま意し 
て < ださい。 
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〇 車び施湿されているとさにテール 
ゲート開閉ボタン⑥を押ずと、テー 
ルゲー 卜だけび解錠されて開さま 
す。その状態でテールゲート開閉ボ 
タン⑥を押ずと、テールゲートび閉 
じ、施錠されまず。 

〇 U モコン操作での解錠後約40秒 
し U 内に、 liTF のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されまず。 

• ドアを開< 

• テール ゲートを開く 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• キーレス3—スイッチを押す 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは、 U モコン操作はで 
さません。 

〇 車のバッテリーがあがったとさ 
は、キーの電池が正常でちリモコン 
操作はでさません。 

〇 キーの電池び消耗ずると操作時に 
表示灯び点灯せず、 U モコン操作び 
でさな<なりまずび、エンジンは始 
動でさまず。 

U モコン機能の設定切替 

U モコン操作での解錠時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップだけを解錠ずる 
よ5に設定でをまず。 

► 施錠ボタン③と解蟲ボタン④を同時 
に約6秒間押し続けまず。 


この状態ではじ(下のよラに作動しまず。 

• 解錠ボタン④を1回押ずと、運転 
席ドアと燃料給油フラップのみび解 
錠され、非甫点滅灯び1回点滅し 
まず。 

• 続けて約40秒し U 内に解錠ボタン④ 
を押ずと、助手席ドア、 U アドア、 
テールゲートび解湿され、非甫点滅 
灯び1回点滅しまず。 

リモコン機能の設定を元に戻ず 

► 施錠ボタン③と解錠ボタン④を同時 
に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯び2回点滅し、元の 
設定に戻りまず。 

□ケイターライティング 

周囲び暗いとを、 U モコン操作で車を 

解湿すると、車幅灯、フ□ントフォグ 

ランプ、テールランプ、ライセンスラ 

ンプび点灯しまず。 

点灯したランプは LU 下のとさに消灯し 
9 〇 

• 運転席ドアを開いたとを 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• キーび車室巧にあるとさにエンジン 
スイッチに取り付けたキーレス u — 
スイッチを押したとさ 

• 点灯してから約40秒経過したとさ 

この機能の設定と解除については 

( N 43ページ）をご覧ください。 
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キーの表示口®が2回点滅し、設 
定が切り替わりまず。 




キーレスゴー 



①ち側アンテナの検ミ日範囲 
③左側アンテナの検ミ日範囲 

③ テールゲート側アンテナの検ミ日範囲 

④ 車室内アンテナの検巧範囲 

キーレス=1一は、キーを携帯ずること 
により、キーとキーレス3—アンテナ 
び電波の送受信を行ない、 U モコン操 
作をしなくてを、車の解錠/施錠やエ 
ンジンの始動を行なラことできまず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、キーレス3—操作 
はでさません。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいないとさち、エンジンびか 
かっているとをやイグニッシヨン位 
置び2のとをは、キーレス ZJ —操 
作で施錠でさません。 


キーの位置により、キーレス3—操作 

で行な5ことびでさる操作びし U 下のよ 

5に異なりまず。 

キーび左ち測アンテナの検知節囲①⑨ 

におるとを 

• ドア八ンドルに触れると車の解綻び 
でさまず。 

• ドア八ンドルのキーレス3—スイツ 
チを押ずと車の施錠びでさまず。 

〇 キーの位置によっては、キーび検 
知範囲にない側のドア八ンドルに触 
れた0、キーレス3’ースイッチを押 
ずことで、車び解錠/施錠される 
ことびありまず。 

キーびテールゲー ト測アンテナの検知 

節囲③にあるとを 

• テールゲート八ンドルを引くと、 
テールゲートのみを解錠して開くこ 
とびでさまず。 

• テールゲートのキーレス3’ ース イッ 
チを押して、車を施錠ずることびで 
さまず。 

〇 キーの位置によっては、キーび検 
知範囲にないときを、テールゲー 
卜八ンドルを引くことでテール 
ゲートのみび解淀して開くことび 
ありまず。 

キーび車室内アンテナの検知節囲④に 

あるとを 

• イグニッシヨン位置の選択びでさま 
す074ページ）。 

• エンジンの始動びできまず （075 
ページ）。 
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〇 キーの位置によっては、キーがド 
ア付近やルーフ上、ボンネット上な 
どの車外にあるとさち、車室内アン 
テナにキーが検知されることがあり 
ます。 

A けびや事故のおそれびありまず 

• 埋め込み型む臓ペース;一力一およ 
び埋め込み型除細動器を装着されて 
いるちや、その他の医療用電子機器 
を使用されている方は、車を使用す 
る前に、あらかじめ医師や医療用電 
子機器^一力一などにキーレス3’一 
による電波の影響についてご相談く 
ださい。 

• 埋め込み型む臓ペース;一力一およ 
び埋め込み型除細動器を装着されて 
いるちは、キーレス3’ーアンテナか 
ら約 22cm し U 内にお付かないよう 
にしてください。キーレスづ一操作 
を行なラとさは、キーとアンテナの 
間で電波が送受信されるため、埋め 
込み型む臓ペース^ーカーおよび埋 
め込み型除細動器の作動に影響を与 
えるおそれがありまず。 

• テ供だけを残して車から離れないで 
ください。施錠されていて右、誤っ 
て車内からドアを開いたり運転装置 
に触れて、事故やけがをずるおそれ 
があります。 

また、キーが車室内にあるとさや、 
キーの位置によっては、車外にキー 
があるとさち)、キーレス3—スイッ 
チを押すことにより、エンジンが始 
動ずるなど、事故の原因になります。 

• 短時間でを、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


〇手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解湿しないことび 
ありまず。 

〇キーび左ち側アンテナの検知範囲 
にあるときに、ドア八ンドルを清掃 
しにり、ドア八ンドルに雨粒や水し 
ぶさびかかったり物などび触れる 
と、車び解湿されることびありまず 
のでま意して < ださし、。 

〇 キーを車ひら遠ざけたとさは、 
キーレス3—操作で車を施蟲/解 
錠したり、エンジンを始動ずること 
はでさません。 

〇 車を長期間使用しなかったとを 
は、ドア八ンドルを引いてからキー 
レス3’一操作を行なってください。 

〇 キーレス3’ーアンテナの検知範囲 
内にキーびあるとさは、キーを携帯 
していない人でを、車を施錠/解 
綻したり、エンジンを始動でさまず。 

〇 車のバッテ U —びあびっにとさ 
は、キーの電ミ也び正苗でをキーレス 
3’一操作はでさません。 
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解錠ずる（初期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れまず。 

ドア、 テールゲー ト、燃料給油フラッ 
プが解錠され、非常点滅灯が1回 
点滅します。 

解錠時の設定の切り曾え 



①表示灯 
©施錠ボタン 
感解錠ボタン 

運転席ドア八ンドルの裏側に触れて解 
錠したとさの作動内容を切り替えるこ 
とがでさまず。 

設定を切り曾える 

►表示口①が2回点滅ずるまで、約 
6秒間施錠ボタン③と解錠ボタン⑤ 
を同時に押し続けまず。 

このときは、 iU 下のように作動しまず。 

► 運転席ドア八ンドルの裏側に触れ 
ます。 


初期設定に戻ず 

►表示口①が2回点滅ずるまで、約 
6秒間施錠ボタン③と解錠ボタン③ 
を同時に押し続けまず。 

〇 解錠後約40秒し i (巧に、け下のし、 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されまず。 

• ドアを開< 

• テールゲートを開< 

• キーレス3—スイッチを押ず 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

ft 設定を切り替えたとさを、運転席 
ドア(外のドア八ンドルの裏側に触 
れることで、ずべてのドアとテール 
ゲート、燃料給油フラップを解淀ず 
ることびでさまず。 
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運転席ドア、燃料給油フラップが解 
錠され、非常点滅灯が1回点滅し 
ます。 
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施綻ずる 



ちフ□ントドア 

① ドアハンドルの キー レスゴースイッチ 


► ドア八ンドルのキーレス ZJ —ス 
イッチ①を押しまず。 

または 



③ テールゲー トの キー レス ゴース イッチ 


►テールゲートのキーレス3—ス 
イッチ③を押しまず。 

テールゲー トび閉じまず。 

ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プび施强され、非苗点滅灯び3回点滅 
します。 


〇車を施湿したとさは、非甫点滅灯 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

〇 キーび車室内にあるとさは、ドア 
八ンドルやテールゲートのキーレス 
3’ースイッチで施錠でさません。こ 
のときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"キ-力'' 外ナイニアリの！ II 
または"キ-ヲケンチデ'巧セン"と表示さ 
れることびありまず。 

ただし、キーび左ち側アンテナの検 
知範囲にあり、を51本のキーび 
車室内にあるとさは、ドア八ンドル 
のキーレス3’ ー スイッチを押すこと 
で施錠でさまず。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
にドア八ンドルまたはテールゲート 
のキーレス3—スイッチを押ずと、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"□ックノタメド乃トシ''テクゲサイ"と表示 
されます。 

〇 仕様により、テールゲートび閉じ 
るとさに警告音び鳴りまず。 

テールゲート を解綻して開く 

► テールゲート八ンドルを引さまず。 

テールゲートのみび解錠されて自動 
で開さます。 

〇テールゲートを開くときは、後方 
や上方 I こ十分な空間びあることを確 
認してください。 

〇 仕様により、テールゲートび開く 
とさに警告音び鳴りまず。 
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ドアの開閉 


A けびのおそれびありまず 

• ドアは確実に閉じてください。ドア 
の閉じかたが不完全（半ドア）な場 
含、走行中にドアが開くおそれがあ 
ります。 

-ドアを開くとさは、周囲の安全を十 
分確認してください。 

-同乗者がドアを開くとさは、盾; P 黄がな 
しにとを運転者び確認してくださし、 


車がか5の開閉 



①ドア八ンドル 

開< 

► ドア八ンドル①を引きまず。 

車がか5閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に閉じ 
ます。 


車内か5の開閉 



③ドア レバー 

③ イン ナーグ U ップ 

④ □ックノブ 

開< 

► ドアレバー③を引きまず。 

ドアび施錠されているとさは□ック 
ノブ④び上びり、解錠されまず。 

閉じる 

► インナーグ U ップ③を持って確実に 
閉じまず。 

B 車から離れるときは、エンジンを 
停止し、必ずドアを施錠してくだ 
ごい。 

〇ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないよ5にま意してください。 
車の周りに子巧びいるとさは、特に 
ミ主意して < ださい。 

〇 助手席のドアと1」アドアは、開い 
ているときに□ックノブを押し込ん 
でから閉じると施湿されまず。 

〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークび表示されまず0299ペー 
ジ）。 
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車内か S の解錠/施錠 _ 

H 施錠後は、□ックノブが完全に 
下がっていることを確認して < だ 
さい。 

。□ックノブが完全に下がっていな 
いドアがあるとさは、そのドアを 
し、ったん開さ、再度閉じてから施錠 
して < ださい。 

Q ドアの□ックノブが下がっていて 
ち、車内のドアレバーを引くとドア 
は開さまず。モ供を乗せているとき 
は特にま意して < ださい。 

ドアごとに解錠/施錠ずる 



①□ックノブ 
© ドア レバー 

解錠ずる 

► ドアレバー®を矢印の方向に引き 
ます。 

このとさドアち開さまず。 

施錠ずる 

► □ックノブ①を矢印の方向に押し込 
みます。 


ドア□ックスイッチ 



運転席ドアのスイッチ 

①解錠スイッチ 

©施錠スイッチ 

車内から、ずべてのドアと テールゲー 

卜をスイッチ操作で解錠/施錠でさ 

ます。 

ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 

助手席ドアにありまず。 

解錠ずる 

► 解錠スイッチ①を押しまず。 

施錠ずる 

► 施錠スイッチ®を押しまず。 

次のよラな場合はドア□ックスイッチ 

で解錠/施錠することはでさません。 

• リモコン操作またはキーレス 3— 操 
作で施錠しているとさ 

• 助手席ドアが開いているとさ 

〇 ドア□ックスイッチで施錠してあ 
るとさ、車内のドア レバーを 引いて 
フ□ントドアを開くと、他のドア、 
了 ールゲートち解錠されまず。 

〇 ドア□ックスイッチで施錠して 
ち、燃料給油フラップは施錠されま 
せん。 
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〇 ドア□ックスイッチにより施淀さ 
れていてを、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーび作動ずるとドア 
は自動的に解淀ごれまず。 

〇 運転席ドアび開いているとさにド 
ア□ックスイッチで解淀/施錠ず 
ると、他のドアとテールゲートび解 
綻/施綻されます。 

ま速感応ドア□ック 

速度び約1 5 km/h (上になると、ド 

アとテールゲートを自動的に施錠し 

ます。 

この機能の設定と解除については 

0147ぺージ）をご覽ください。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を移動したり、タイヤ交 
換などで車を持ち上げるとさ、ダ 
イナモメーターで車を検査すると 
きは、イグニッシヨン位置を0に 
してください。車輪び回転ずると 
施錠ごれ、車外に閉め出されるお 
それびあ0まず。 

Q 車速感応ドア □ ックで施湿されに 
ドアをドア□ックスイッチで解錠ず 
ると、ドアを開<かエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 

〇 車速感応ドア□ックにより施强さ 
れていてを、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーび作動ずるとドア 
は自動的に解錠されまず。 


^ールゲート 


A 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲート 

を開いたままにしないで<ださい。お f 

気ガスが車内に入り、意識不明になっ 

たり、中毒死ずるおそれがありまず。 

A けびのおそれびありまず 

• テールゲートを開くとさは、テール 
ゲートの動さにま意して < ださい。 
テールゲートのすぐ媛方にいると、 
テールゲートに接触してけがをする 
おそれがあります。 

• テールゲートを閉じるときは、身体 
や物を挟まないよラに十分ミ主意して 
ください。車の周りに子供がいると 
をは、特に注意してください。 

P テールゲートを開くときは、後方 
や上方に十分な空間があり、身体や 
物に接触ずるおそれのないことを確 
認してください。 

P 強風のとさにテールゲートを開く 
と、風にあおられ、テールゲートが 
不意に下がることがあります。風の 
強い曰は十分にま意して < ださい。 

また、テールゲートに雪が積ちって 
いるとさち同様にま意して < ださし、 

P テールゲートを閉じたときは、 
テールゲートが確実に閉じているこ 
とを確認してください。 

P テールゲートが開いているとさに 
U モコン操作で施錠し、テールゲー 
卜を閉じるとテールゲートは施錠さ 
れます。キーの閉じ込みにミ主意して 
<ださい。 
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ールゲート 


〇ラゲッジルームには乗車しないで 
ください。事故のとさ、けびをずる 
おそれびあ0まず。 

〇 テールゲートび完全に閉じていな 
し、状態で走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告マークび表示されまず。 

〇 完全に停車していないときは、 
テールゲートのク□ーヴースイッ 
チや運転席ドアのテールゲートス 
イッチでテールゲートを操作でさ 
ません。 

〇 テールゲートび自動で開いている 
とさに障害物との接触を感知ずる 
と、テールゲートはその位置で停止 
します。 

〇 テールゲートが自動で閉じている 
とさに挟み込みを感知ずると、テー 
ルゲートは停止し、その位置からか 
し開さまず。 

〇 テールゲートが自動で開閉してい 
るとさに、(下のいずれかを操作ず 
ると、テールゲートはその位置で停 
止します。 

• テールゲート八ンドル 
• テールゲートク□ーヴースイッチ 
• 運転席ドアのテールゲートス 
イッチ 

• キーのテールゲート開閉ボタン 
• テールゲートのキーレス3’ース 
イツチ 


車がか5のテールゲートの開閉 



fir 、いいい 


①テールゲート八ンドル 

テールゲートを開< 

► テールゲート八ンドル①を手前に引 
さまず。 

テールゲートが自動で開さまず。 
または 

► テールゲートが開さ始めるまで、 
キーのテールゲート開閉ボタンを押 
し続けまず。 

テールゲートが自動で開さまず。 



⑤テールゲートク□ーヴースイツチ 


テールゲートを閉じる 

► テールゲートク□ーヴースイッチ© 
を押します。 
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テールゲートび自動で閉じまず。 
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まには 

► テールゲートびいっぱいまで開いて 
いるとさに、テールゲートび閉じ始 
めるまで キーの テールゲート開閉ボ 
タンを押し続けまず。 

テールゲー トび自動で閉じまず。 

〇 仕様により、テールゲートび開閉 
するとさに警告音び鳴りまず。 


テールゲートを閉じて車を施錠ずる 



③ キー レス ゴース イッチ 


► テールゲー トの キー レスコ’ ース イツ 
チ③を押しまず。 

テールゲー トび自動で閉じまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラツ 
プび施淀され、非常点滅灯び3回 
点滅します。 


〇キーびラゲッジルーム巧や U ア 
シート周辺にあるときに、テール 
ゲートのキーレスコースイッチ③を 
押すと、テールゲートび閉じ、ずべ 
てのドアと燃料給油フラップび施錠 
されますび、テールゲートは施湿さ 
れません。 

テールゲー トの キー レス3’ ース イッ 
チで車を施錠したとさは、非苗点滅 
灯び3回点滅したことを確認して 
<ださい。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
にキーレスコースイッチ ③を押ず 
と、テールゲートはかし閉じた後停 
止します。このときは、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに"□ックノタメ 
ド乃トシ'' テ クタ''サイ"と表示されまず。 

〇 仕様により、テールゲートび閉じ 
るとさに警告音び鳴りまず。 


車内からのテールゲートの開閉 



① テー ル ゲー トスイッチ 


テールゲートを開く 

► テールゲー トスイッチ①を引き 
ます。 

警告音び鳴0、テールゲートび自動 
で開をまず。 
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ールゲート 


テールゲートを閉じる 

►イグニッシヨン位置び1か2のと 
さ、テールゲートスイッチ①を押し 
ます。 

警告音び鳴り、テールゲートび自動 
で閉じまず。 


テールゲート 内側の レバー での解錠 



③レバー 


テールゲート内側のレバーで、テール 
ゲートを解綻して開くことびでさまず。 

テールゲートを開< 

► レバー③を左側に押しなびら、上方 
に引さ上げまず。 

テールゲートの□ックび解除され 
ます。 

► レバー③を引き上げたまま、テール 
ゲー h を後方へ押し上げまず。 

〇 レバーでテールゲートを解錠して 
開いてを、ドアと燃料給油フラップ 
は解錠されません。 

〇 レバーで解錠して開いた後に、 
テールゲー h を閉じると再び施綻ご 
れます。キーの閉じ込みにま意して 
<ださい。 


[I 施淀した後に、レバー③でテール 
ゲートを解疆して開くと、盗難防止 
警報システムび作動しまず。 

LU 下のいずれかの操作をずると、警 
報び停止しまず。 

• キーをエンジンスイッチに差し込む 
• キーのいずれかのボタンを押ず 
. キーび車室内のキーレス3’ーアンテ 
ナの検知範囲 （^63 ページ）にあ 
るとをは、エンジンスイッチに取り 
付けたキーレス3—スイッチを押ず 

• キーびテールゲート側のキーレス 
3’ーアンテナの検知範囲 (063 ペー 
ジ）にあるときは、テールゲートの 
キーレス3—スイッチを押ず 


テールゲー トの開□角度設定 

上方に十分な空間びないところなど 
でテールゲートを開くとさのために、 
テールゲートの開□角度を設定でさ 
まず。 

開□角度を設定ずる 

► テールゲートび開閉しているとき 
に、しツ下のいずれかの操作を行なつ 
て、設定したい角度でテールゲート 
を停止させまず。 

• テールゲー h 八ンドルを引< 

• キーのテールゲート開閉ボタン 
を押す 

• 運転席ドアの テールゲートス 
イッチを操作する 
• テールゲートのテールゲートク 
□ーヴースイッチを押ず 

• テールゲートのキー レス3—ス 
イッチを押ず 
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►確認音が 1 回鳴るまで、テールゲー 
卜のテールゲートク□ーヴースイツ 
チを押して保持します。 

開口角度が設定されまず。 

次にテールゲートを開いたときは、 
設定された開口角度で停止します。 

開□ち度の設定を解除ずる 

►確認音が2回鳴るまで、テールゲー 
卜のテールゲートク□ーヴースイツ 
チを押して保持します。 

開口角度の設定が解除されまず。 

〇 テールゲートの角度によっては、 
その開口角度に設定でさないことが 
ありまず。 


イグニッシヨン位置 


A けびのおそれびありまず 

ごく短時間でち、車か！5離れるとさは 
エンジンスイッチからキーを抜いてく 
ださい。また、モ供だけを車内に残さ 
ないでください。いたずらから車の発 
進、义災などの事故び発生するおそれ 
びあります。また、炎天下では車内び 
非常に高温にな0、熱中症を起こすお 
それびあ0まず。 

Q 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
な<な0まず。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非苗に大さな力 
び必要になりまず。 



① キー レス ゴース イッチ 
③エンジンスイッチ 

キーレス3—スイッチ①を取り外し、 
エンジンスイッチ③にキーを差し込 
んでまわずことにより、イグニッシヨ 
ン位置の選がやエンジンの始動びで 
をます。 


イグニッ 


ン位置 
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イグニッシヨン位置 


イグニッシヨン位置を選択ずる 




エンジンスイッチに差し込んだキーを 
まわすと、じ(下のようにイグニッシヨ 
ン位置び変更されまず。 


キーの 
位置 

イグニツシヨン 位置 


0 

:キーを 差し込む/巧 
<位置 

の 

1 

:イグニッシヨン位置 
び1になりまず。 

⑤ 

2 

:イグニッシヨン位置 
び2になりまず。 

⑤ 

3 

:エンジンび始動しまず。 


P バッテ U —あびりを防ぐため、駐 
車時は必ずエンジンスイッチから 
キーを抜いて < ださい。 


Q エンジンスイッチにエマージェン 
シーキーを差し込むことはでをま 
せん。 

〇 エンジンスイッチからキーをなか 
ずに0の位置で長時間放置してし^ 
ると、キーがまわせな<なることが 
ありまず。このとさは、キーを いつ 
たん抜さ、再度差し込んでからまね 
して < ださい。 


〇 キーの発信部び覆われていたり、 
ミちれていると、エンジンを始動でさ 
な< な0まず。 


キー レス ゴース イッチによるイグ 
ニツシヨン位置の選択 



①キーレスゴースイッチ 


車室内にキーびあり、エンジンスイッ 
チにキーレス ZI — スイッチ①を取り 
付けてあるとを、キーレス3’ースイッ 
チ①を押ずことにより、イグニッシヨ 
ン位置の選択とエンジンの始動びで 
さまず。 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキ ペダルを踏んでいないとさ 
に キーレスコー スイッチ①を押ず 
と、し U 下のよ5にイグニッシヨン位 
置び変更されまず。 


キーレスゴース 
イツチの操作 

イグニツシヨン 
位置 

1回押ず 

0から1になり 

9 〇 

さらに 1 回押す 

1から2になり 

9 〇 

さらに 1 回押ず 

2から0になり 
ます。 
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エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
にキーレス3’ースイッチ①を押し 
ます。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さちエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 

〇 エンジンスイッチにキーレス 3— 
スイッチを取0付けた直後は、キー 
レス3—スイッチでのイグニッシヨ 
ン位置の選択やエンジン始動びでさ 
ないことびありまず。 

〇 車室巧にキーびないとをにキーレ 
ス3—スイッチを押ずと、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"キ- 
ヲケンチデ'巧セン"と表示されまず。 


タッナ乂ブ—卜 

キーレス3—スイッチを押したり、エ 
ンジンスイッチを③の位置までまねず 
と、手を放してを自動的にスターター 
び作動し続け、エンジンび始動しまず。 


シ— 


A 事故のおそれびありまず 

運転席の乗員は必ず走行前に自分の運 
転姿勢にをった正しいシート位置に調 
整してください。走行中に調整して操 
作を誤ると、車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれがあります。 


心 けびのおそれびありまず 

テ供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。シート調整スイッチに 
触れるとシートが動さ出し、けがをす 
るおそれがあります。 

シートを調整するとさは、身体や物 
などが挟まれないよラにミち意してく 
ださい。 

シートを調整するとさは、エアバッグ 
に関するミ主意右お読みください032 
ページ）。 


A けびのおそれびありまず 

乗車ずるとさは、必ずヘッドレストの 
中央が目の高さになっていることを確 
認してください。事故のとき、首にけ 
びをするおそれがあ0ます。 

B 乗車ずるときは、ヘッドレストの 
中央が目の高さになっていることを 
確認して<ださい。必要に応じて 
へッドレストの高さを調整して<だ 
さし、。 

〇セカンドシートをキ斤りたたんでい 
るとをにフ□ントシートを後方に移 
動しにり、バックレストを後方に倒 
すときは、セカンドシートに接触し 
ないよ5にま意して<ださい。シー 
卜を損傷するおそれびありまず。 
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u バックレストの角度やへッドレス 
卜の高さを調整するとさは、サンパ 
イヴーを収納してください。ヘッド 
レストび最を高い位置にあるとさ 
は、サンバイヴーとへッドレストび 
接触するおそれびありまず。 

©仕様に より、シートの前後位置を 
調整すると、へッドレストの高さを 
連動して上下します。 


へッドレストの角度調壁 


フ□ントシートの調壁 


を f 


運転席シー 

-卜のスイッチ 

矢巧の 

調壁内容 

向问 


① 

シートの前後位置 

⑤ 

バックレストのち度 

⑤ 

シートの高さ 

④ 

シートクッシヨンの角度 


へッドレストの高さ 

⑤ 

へッドレストの中央び目 
の高さになるよ5に調整 
します。 



へッドレストの角度を調藝ずる 

► へッドレストの下部を持って、矢印 
の方向に動かしまず。 


マルチコントロールシートバック 



シートを調整ずる 

► シート調整スイッチを矢印①〜®の 
方向に操作しまず。 


①バックレスト横方向のヴポート調整 
©ランノ（ーヴポートの強さの調整 
@ランノ（ーヴポートの位置の調整 
@シートクッシヨン前部のヴポート調整 

シートのヴポートを調整しまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に調整でさまず。 

スイッチは運転席/助手席のシート 
下部にありまず。 
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シートクッション前部のヴポートを調 

壁ずる 

► スイッチ④を前方まには後方に操作 
します。 

ランパーヴポートを調壁ずる 

腰部のサポートを調整でさまず。 

► スイッチ③を押して、サポートの位 
置を調整します。 

► スイッチ③を押して、サポートの強 
さを調整します。 

バックレスト横ち向のヴポートを調壁 

ずる 

► スイッチ①を左ちに操作しまず。 

〇 スイッチを操作してを調整でさな 
いとをは、エアタンクの圧力びほ下 
しています。エンジンを始動してか 
ら再度調整してください。 


セカンドシート/ヴードシートの 

調壁 _ 

セカンドシートの巧りたたみにつし、て 
は （^230 ぺージ）をご覧ください。 


バックレストのち度を調壁ずる 



① バックレスト 
③□ック解除レバー 


► □ック解除レバー③を矢印の方向に 
引さ上げまず。 

►バックレスト①を好みの角度にし 
て、□ック解除レバー③から手を放 
します。 

ヴードシートの収納/展開（スイッ 
チによる操作） 

ち側 U アドア開□部の車体側およびラ 
ゲッジルームち側にあるサードシート 
収納/展開スイッチで、サードシー 
卜を巧りたたみ、ラゲッジルームフ〇 
アに収納ずることびでをまず。 

ち側1」アドアまたはテールゲートび開 
し、ているとさに操作でさまず。 

Q ヴードシートを収納/展開してい 
るとさは、身体や物が挟まれないよ 
うにミ主意してください。 

Q ヴードシートを収納ずるときは、 
サード シー トの シー トクッシヨンに 
物が載っていないことを確認して< 
ださい。また、サードシートの周囲 
に作動の妨げとなる物がないことを 
確認して < ださい。 

サードシートや物を損傷ずるおそれ 
がありまず。 

Q ヴードシートを収納ずるときは、 
必ずへッドレストをし）っぱし)まで下 
げてください。シートやヘッドレス 
卜を損傷するおそれびありまず。 

Q ヴードシートを展開ずるときは、 
収納されているヴードシートの上に 
物が載っていないことを確認して< 
ださい。また、ラゲッジルームに物 
がないことを確認して<ださい。 

ヴードシートや物を損傷ずるおそれ 
がありまず。 
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。サ-ドシ—卜は、完全に収納または 
展開した状態で使用してください。 

〇 サードシートび完全に収納されて 
いないとさや、完全に展開されてい 
ないとさにイグニッシヨン位置を1 
ひ2にずると、警告音び鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイに 
警告メッセージび表示されまず。 


ち側リアドア開□部車体測のスイッチ 



ち側1」アドア開□部車体側のスイッチ 
①運転席側サードシートスイッチ 
③助手席側ヴードシートスイッチ 

③ ヴー ド シー ト展開スイッチ 

④ ヴードシート収納スイッチ 

IIR " の表記びあるスイッチは、向かつ 
てち側のヴードシート（運転席側サー 
ドシート）のスイッチでず。 

" L " の表記びあるスイッチは、向かつ 
て左側のサードシート（助手席側サー 
ドシート）のスイッチでず。 


ラゲツジルームち側のスイツチ 



ラヴッジルームち側のスイッチ 

①助手席側ヴードシートスイッチ 
© 運転席側サードシートスイッチ 
③ヴードシート展開スイッチ 
@ヴードシート収納スイッチ 

IIR " の表記があるスイッチは、向かつ 
てち側のヴードシート（助手席側ヴー 
ドシート）のスイッチでず。 

" L " の表記があるスイッチは、向かつ 
て左側のサードシート（運転席側ヴー 
ドシート）のスイッチでず。 

サードシートを収納ずる 

► ヴー ドシート のへッ ドレストを いつ 
ぱいまで下げまず。 

► ヴードシート収納スイッチ④を押し 
ます。 

ヴードシートのバックレストが前方 
に倒れ、サードシート全体が下方に 
移動します。 


を邸 S 恒冊 











ヴードシートを展開ずる 

► サードシート展開スイッチ③を押し 
ます。 

収納されているサードシート全体び 
上方に移動し、バックレストび後方 
に起さ上びりまず。 

〇 仕様により、サードシート収納/ 
展開スイッチから手を放ずと、サー 
ドシートの動さび停止しまず。 

ヴードシートの収納/展開（手動操 
作） 


サードシートをスイッチで操作でさな 
いとさは、手動で収納/展開でさまず。 



①ストラップ 


手動で収納ずる 

► シートベルトのバックル上方にある 
ストラップ①を前方に引し''て□ック 
を解除します。 

► バックレストを前方に倒しまず。 


シ— 



ヴードシートバックレスト背面 
①ストラッフ 
③フラッフ 


手動で展開ずる 

► サードシートのバックレスト背面下 
部にあるフラップ③を開きまず。 

►ストラップ①を後方に引いて□ック 
を解除します。 

►バックレストを後方に引き起こし 
ます。 

サードシート全体び上方に移動して 
展開します。 

P サー ド シー トをスイッチまたは手 
動で収納/展開できないときは、 
指定サービスエ場に連絡して < だ 
ごし、。 


■を馨直冊 


ヴードシート全体が下方に移動して 
収納されます。 








シ— 


ヴードシートアンダーパネルの脱着 



① ヴー ド シー トアン ダーノ ':ネル 

サードシートの下に物などを落として 

しまったとさは、サードシートのアン 

ダーパネルを取りがして、物を取り除 

し、て < ださい。 

Q アンダーパネルの取りがし/取り 
付けをしているとさは、サードシー 
卜を収納/展開しないで<ださい。 

P ヴードシートの下に物などが入っ 
ているときは、サードシートを収納 
/展開しないで<ださい。サード 
シートや物を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

〇走行ずるとさは、アンダーパネル 
び確実に固定されていることを確認 
して < ださし、。 


アンダーパネルを取り夕1•ず 

► サードシートを収納/展開の中間 
位置にしまず。 

►アンダーパネル下部を持ち、矢印の 
方向に引さ上げまず。 

アンダーノ くネルび外れまず。 

► サードシート下に落ちた物などを取 
り除いて < ださい。 

アンダー/ (ネルを取り付ける 

► サードシートび収納/展開の中間位 
置になっていることを確認しまず。 

► ガイドピンの位置を合わせて、アン 
ダーパネルを取り付け、下方に押し 
込みまず。 

► ヴードシートを収納/展開させて、 
アンダーパネルが確実に固定されて 
いることを確認しまず。 


B を邸6恒化 









シ— 


81 


セカンド/ ヴー ド シー トのヘッド 
レスト 


へッドレストの脱着 


A けびのおそれびありまず 

乗車するとさは、必ずヘッドレストを 
取り付けてください。衝突時に重大な 
けがをずるおそれがあります。 


へッドレストの高さを調藝ずる 

A けびのおそれびありまず 

乗車するとさは、必ずヘッドレストの 
中央が目の高さになっていることを確 
認してください。事故のとさ、首にけ 
がをするおそれがあ0ます。 


へッドレストを取りがず 

►バックレストを前方に傾けます 
077ページ）。 

► □ック解除ノブ®を押しながらへッ 
ドレストを引を巧さまず。 

へッドレストを取り付ける 

►バックレストを前方に傾けまず 
( W 7 ページ)。 

► 切り欠さのある支柱び左側になる 
よラにして、ヘッドレストの支柱 
を取り付け巧に差し込んで □ ック 
させます。 



①へッドレスト 
③□ック解除ノブ 


へッドレストを高くずる 

► へッドレスト①を引さ上げまず。 

へッドレストをほくずる 

► □ック解除ノブ③を押しなびら、押 
し下げまず。 


■を邸昼脚 
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ヴートジートへの柔恆 _ 

サードシートに乗降ずるとさは、ち側 
セカンドシートを前方に倒します。 

ち側セカンドシート脇の□ック解除レ 
バーまたはち側セカンドシート背面の 
ストラップにより操作できまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

ち側1」アドアを開くとさやち側 U アド 
アから乗降ずるとさは、乗降ちおよび 
運転ちとわに、周囲の状況に危険びな 
し、ことや後ちか！5車両び来ないことを 
確認して < ださい。 

〇ち側1」アドアを開くとさや、ち 
側リアドアから車外に出るときは、 
周囲の交通状況に十分ま意して< 
ださい。 

〇セカンドシートを前方に倒ずとさ 
は、身体や物び挟まれないよ5に注 
意してください。 

〇セカンドシートを前方に倒ずとさ 
は、フ□ントシートび前方にあり、 
バックレストび後方に傾さずざてい 
ないことを確認してください。 

セカンドシートとフ□ントシートび 
接触して、シートを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


〇 左側セカンドシートはバックレス 
卜のみを前方に倒ずことびでさまず 
084ページ）。 

〇イ グニッシヨン位置び1か2の 
とさ、ち側セカンドシートの□ッ 
ク解除レパーを引さ上げてち側セ 
カンドシートを引さ起こずと、警 
告音び鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告メッセージ 
び表示されまず。 

□ ック解除レバーでの操作 



①□ック解除 レバー 

③ち側セカンドシートのバックレスト 

► ち側セカンドシート のへ ッドレスト 
をいっぱいまで下げまず。 

► □ック解除レバー①を引き上げて、 
ち側セカンドシートのバックレスト 
③を前方に倒しまず。 

〇 助手席シートび後方の位圏こあると 
をは、□ック解除レバーを引さ上げ 
たまま保持すると、助手席シートび 
自動的に前方に動き、バックレスト 
を起さまず。レパーから手を放ずと 
助手席シートの作動び停止しまず。 


を邸 S 恒化 
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①□ック解除 レバー 


►再度、□ック解除レバー①をいっぱい 
まで引を上げなびら、ち側セカンド 
シート全体を前方に弓 I き起こしまず。 

ストラップでの操作 



③ストラップ 

► ち側セカンドシート のへ ッドレスト 
をいっぱいまで下げまず。 

► ち側セカンドシートのバックレスト 
を手で押さえなびら、ストラッフ③ 
を後方に引いて□ックを解除しまず。 

►ストラップから手を放し、バックレ 
ストをゆっくりと前方に倒しまず。 


〇バックレストを前方に倒ずとさ 
は、必ず手で押さえなびら行なって 
<ださい。ストラップだけを引いて 
バックレストを倒ずと、指などに当 
たり、けびをずるおそれびありまず。 

►再度、ストラッフ③を後方に引いて 
□ックを解除し、ち側セカンドシー 
卜全体を前方に引さ起こしまず。 


ち側セカンドシートを元に戻ず 



④ち側セカンドシート 


► 前方に倒したち側セカンドシート④ 
全体を、後方に引き下ろしまず。 


A けびのおそれびありまず 

セカンドシート 
を後ち口 I き 

ろずときは、リ^^^^^^一 
ンケージがヒン 
(gic^cDxEP 

のところなど） 

に身体などを挟 
まないようにを 
意してくださし、。 


を邸 S 恒册 
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⑤ち側セカンドシートのバックレスト 


► ち側セカンドシートのバックレス 
卜©を引き上げて、確実に□ック 
しま弓。 

〇 ち側セカンドシートび確実に□ッ 
クされていないとさにイグニッシヨ 
ン位置を1か2にずると、警告音 
び鳴り、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告メッセージび表おさ 
れます。 


左測セカンドシートを前方に倒ず 


左側セカンドシートはバックレストの 
みを前方に倒ずことびでさまず。 



①ストラツプ 

© 左側セカンドシートのバックレスト 


► 左側セカンドシート のへ ッドレスト 
をいっぱいまで下げまず。 

► 左側セカンドシート背面の左下方に 
あるストラップ①をいっぱいまで引 
さ上げまず。 

左側セカンドシートのバックレスト 
を前方に押して倒しまず。 



①シートベンチレータースイツチ 
©表示灯 

イグこツシヨン位置が1か2のとさ 
に使用できまず。 

シートベンチレーターを使用ずる 

►シートベンチレータースイツチ①を 
押します。 

シートベンチレ ー タ ー スイツチを押 
ずごとに表示灯®の点口数が変わ 
り、シートベンチレーターの作動内 
容が切り替わりまず。 


を邸 S 恒冊 
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シートベンチレーターを停止ずる 

►シートベンチレータースイッチ①を 


押して、 

表示灯感を消口させまず。 

表示1 灯の 
点'打数 

作動内容 

3 

シートベンチレーター 
が強で作動しまず。 

2 

シートベンチレーター 
が中で作動します。 

1 

シートベンチレーター 
が弱で作動しまず。 

0 

停止しています。 

〇 バッテ U —の電圧びほくなると、 


シートベンチレーターが停止ずるこ 
とがありまず。このとさは表示口が 
点滅します。電圧が回復ずると、再 
び自動的に作動して、表示灯が点灯 
します。 

〇 リモコン操作でドアウインドウな 
どを開くと、運転席のシートベン 
チレーターが強で約5分間作動し 
ます。 


I 



フ□ントシートのスイッチ 
①シー トヒ ー タ ー スイツチ 
©表示灯 



セカンドシートのスイッチ 
① シー ト ヒーター スイツチ 
©表示丹 


フ□ントおよび左ちのセカンドシート 
にシート ヒーターを 装備していまず。 
イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に使用できまず。 


■を邸昼冊 
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シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
ます。 

シートヒータースイッチを押ずごと 
に表示口®の点灯数が変わり、シー 
トヒーターの作動内容が切り替わり 
ます。 

シートヒーターを停止ずる 


►シートヒータースイッチ①を押し 
て、表示灯®を消灯させまず。 


表示灯の 
点1 打数 

作動内容 

3 

シー h ヒーターび強で 
作動します。 

約5分後に自動的に中 
に切り替わりまず。 

2 

シートヒーターび中で 
作動します。 

約10分後に自動的に弱 
に切り替わりまず。 

1 

シートヒーターび弱で 
作動します。 

約20分後に自動的に停 
止します。 

0 

停止しています。 


P コートや厚手の衣服などを着用し 
ている状態や、毛布などの保温性の 
高いちのをシートにかけた状態で 
シートヒーターを使用しないでくだ 
さい。また、シートヒーターを連続 
して使用しないで<ださい。異常週 
熱により低温火傷（紅斑、水ぶ<れ） 
を起こしたり、シートヒーターが故 
障するおそれがあ0まず。 

B し i (下の事項に該当ずる方は、熱ず 
ざた0、ほ温乂傷をずるおそれび 
ありまずので、十分にミ主意してく 
ださい。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、体び 
不自由な方 

• 皮膚の弱し、方 
• 疲労の激しい方 
• 眠気をさそ5薬を服用された方 
• 飲酒した方 

〇シートに凸部のある重量物を置か 
ないで<ださい。故障の原因にな0 
まず。 

〇バッ テ U —の電圧が低<なると、 
シー トヒーターが停止ずることがあ 
0まず。このとさは表示口が点滅し 
ます。電圧が回復ずると、再び自動 
的に作動し、表示口が点口します。 


を邸 S 恒冊 
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ステアリング 


A 事故のおそれびありまず 

ステア U ングの調整は、必ず停車中に 
行なってくださし''。走行中に行なって 
操作を誤ると、事故を起こずおそれが 
あ0まず。 


心 けびのおそれびありまず 

• 運転中はステアリングのパッド部を 
持たなし''でくださし、万一のとさ、 
エアバッグの作動を妨げるおそれが 
お0まず。 

• ステア U ングのパッド部にカバーを 
したり、エアバッグの上にバッジ、 
ステッカー、オーデイオのリモコン 
などを貼付しないでください。エア 
バッグの作動を巧げたり、作動時に 
けがをずるおそれがおりまず。 

• 子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。ステア U ング調整 
レバーを操作することでステアリン 
グが動き出し、ステアリングに挟ま 
れるおそれがあります。 


ステアリングを調整するときは、 iu 下 
のことに注意してください。 

• ステア U ングを握ったとき、腕に適 
度な余裕がある 

• 足を自由に動かせて、ペダルが十分 
に踏み込める 

• ーターパネルのずべての一 

ター類やマルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ、警告灯/表示灯を 
確認でさる 


Q ステア U ングをいっぱいまでまわ 
した状態を長<保持しないで<ださ 
し、。ステアリング装置を損傷ずるお 
それがあ0まず。 

〇故障などでエンジンを停止してけ 
ん引ずるとさは、十分ま意してくだ 
さい。エンジンび停止していると、 
通常のとさに比べてステア U ング操 
作に非常に大さな力び必要でず。 


ステア U ングの調壁 



①ステア U ング調整レバー 
③前後位置の調整 
③上下位置の調整 


前後位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバー①を③の方 
向に操作しまず。 

上下位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバー①を③の方 
向に操作しまず。 

〇 ステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶 （092 ページ）させる 
ことびでさまず。 


■を邸昼冊 
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ステアリング 


イー ソ ー □-ノ トレー 

運転席への乗り降りを容易にずるた 
め、次のいずれかの操作をずると、ス 
テア U ングが上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

•イグこッシヨン位置が0か1のとき 
に運転席ドアを開く 

ステアリングは、次のいずれかの操作 
をすると、元の位置に戻りまず。 

•運転席ドアが閉じている状態で、エ 
ンジンスイッチにキーを差ず 

•イグこッシヨン位置が0のときは、 
運転席ドアを閉じてから1の位置に 
する 

•イグこッシヨン位置が1のとさは、 
運転席ドアを閉じて、2の位置にする 

この機能の設定と解除については 
(>149ページ）をご覧ください。 

A けびのおそれびありまず 

イージーエント U —機能び作動してい 
るとさは、身体が挟まれないよラにミ主 
意してください。ステアリングの作動 
を停止ずるとさは、運転席のシートポ 
ジシ ヨン スイッチか^ モ I 」ースイッ 
チ、またはステアリング調整レバーを 
操作してください。 


心 けびのおそれびありまず 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。誤ってエンジンスイツ 
チからキーを抜いた0、運転席ドアを 
開いたときにイージーエントリー機能 
が作動し、身体び挟まれてけがをする 
おそれがお0ます。 


〇 ステアリングの位置によっては、 
ステア U ングが上方に移動しないこ 
とがありまず。 


B を邸6恒冊 
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巧一 


A 事故のおそれびありまず 

S ラー類は必ず走巧前に、後方が十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整ずると、事故を起こずお 
それがお0ます。 

ルーム S ラーやドア S ラーには死角が 
あります。車線変更をするとさは、必 
ずドア S ラーでわ後方を確認してくだ 
さい。また、必ず肩ごしに直接斜め後 
ちを確認してください。 

〇ルーム S ラーやドア S ラーのミちれ 
を取るとさにガラスクリーナーを使 
用するとさは、必ず指定サービスエ 
場にご相談<ださい。ガラスクリー 
ナーによつては、ミラーが変色ずる 
おそれがあ0まず。 


〇 ドアミラーにはヒーターが装着 
されています。 U アデフォッガー 
(杉216ページ）を作動させたとさ 
やが気温度が下がったとさは、自動 
的に温められ、凍結を防ざまず。 

ドア S ラーの角度調整 



①運転席側ドア S ラー選択スイツチ 
@助手席側ドア S ラー選択スイツチ 
@ドアミラー調整スイッチ 


ルームミラー 


ルーム S ラーの 角度調整 


手でルーム三ラーの角度を調整し 


ます。 


ドア S ラー 


イ グこッシ ヨン位置が 
に調整でさまず。 


か2のとさ 


A けびのおそれびあ0まず 

ドア S ラーに写った像は実際よりを遠 
くにあるよラに見えまず。ドアミラー 
で後方を確認ずるとさは十分ミ主意して 
<ださい。 


Q ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分ま意 
して < ださい。 


ドアミラーの角度を調整ずる 

► 調整ずる側のドアミラー選択スイッ 
チ①または感を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯しまず。 

► ドアミラー選択スイッチの表示口が 
点灯しているとさに、ドアミラー調 
整スイッチ③を操作してドアミラー 
の角度を調整しまず。 

〇 ドアミラーの角度を調整しないま 
ま約15秒経過ずると、ドアミラー 
選択ボタンの表示口は消口しまず。 

〇 ドアミラーの角度は、運転席シー 
卜やステア U ングの位置と併せて記 
憶させることができまず （>92 ぺ一 
ジ）。 
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云ラー 


ドア S ラーの格納/展開 



①ドアミラー格納/展開スイッチ 


イグこッシヨン位置が1か2のとさ 

に操作でさまず。 

ドアミラーを格納ずる 

► ドアミラー格納/展開スイッチ① 
を押します。 

ドア S ラーを 展開ずる 

►再度、ドアミラー格納/展開スイッ 
チを押します。 

Q ドアミラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドアミラーを 
損傷するおそれがありまず。 

Q 走行ずるときはドアミラーを展開 
して < ださい。 

Q ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物が挟まれないよラ 
にミ主意して<ださい。車の周りにモ 
供がいるとさは、特にミ主意して<だ 
さい。 

Q 洗車機を使用ずるとさはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれがありまず。 


〇 エンジンを停止して停車してい 
るときに、歩行者などが当たりド 
ア S ラーがわずかに巧がった場合、 
次にエンジンを始動し、速度が約 
45 km / h _ UiLL になると、ドアミラー 
が展開位置に戻りまず。完全に戻ら 
ないときは、格納/展開スイッチ 
を押して戻して < ださい。 

施錠時のドア S ラーの格納 


リモコン操作またはキーレス 3— 操作 
で施錠するとさにドア S ラーち併せて 
格納でさまず。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開 < と元の位置に戻りまず。 

この機能の設定と解除については 
0149ページ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納してから施錠した 
とさは、フ□ントドアを開いてちド 
ア S ラーは展開しません。 

ドア S ラーの リセット 

ノ（ッテ U —の接続が一時的に断たれた 
り、バッテ U —があがったとさは、施 
錠時のドア S ラー格納が作動しないこ 
とがありまず。このよラなとさは、ド 
ア S ラーを U セットして<ださい。 

► イグこッシヨン位置を1にしまず。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ① 
を押しまず。 
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〇 ルーム三ラーのセンサー①に後方 
からのライトが当たらないとさは、 
自動防眩機能は作動しないことがあ 
りまず。 

〇 シフトポジシヨンが mm のとさ 
やフ□ントルームランプが点灯し 
ているときは自動防眩機能は解除 
されます。 


周囲が暗く、イグこッシヨン位置が1 
か2のとさ、ルームミラーのセンサー 
①が後続車のライトを受けると、自動 
的にルームミラーと運転席側のドアミ 
ラーの色の濃度が変わり眩しさを防止 
します。 

A けびのおそれびありまず 

S ラーのガラスが損傷すると、液体が 
漏れ出すことがあります。この液体は 
物を腐食させる性質がありますので、 

目や皮膚に直接触れないよラミ主意して 
<ださい。 

万一、液体が目に入ったとさや皮膚に 
付着したとさは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診断を受けて 
<ださい。 

〇液体が車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水で湿らせた巧などで 
拭さ取って<ださい。塗装面を損傷 
するおそれがありまず。 

Q セーフテイネットを使用している 
ときなど、ルームミラーのセンサー 
が後続車のライトに照射されないと 
きは、自動防腹機能は作動しません。 
十分注意して走行して < ださい。 
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メモリー機能 



運転席シートのスイッチ 
①ポジションスイッチ 
モリースイッチ 

運転席シートおよび助手席シートに 
は、3つの位置を記憶させることがで 
さます。 

運転席シートでは、ステア U ングの位 
置とドアミラーの角度ち記憶させるこ 
とがでさまず。 

► 正しいシート位置に調整します。 

運転席では、さらにステアリングの位 
置、ドア三ラーの角度を調整しまず。 

ドア S ラーの角度を調整ずるとさ 
は、イグこッション位置を1か2 
にして <ださい。 

► モリースイッチ③を押しまず。 

►約3秒 Li (内にポジションスイッチ 
①の1〜3のいずれかを押しまず。 

確認音が鳴り、そのポジションス 
イッチにシート位置などが記憶され 
ます。 

他のポジションスイッチにち同様の方 
法でシート位置などを記憶させること 
がで'さまず。 


A けびのおそれびあ0まず 

子供だけを車内に残して車から離れな 
し、で<ださい。スイッチを操作するこ 
とでシートなどび動さだし、身体を挟 
まれるおそれびあ0ます。 


記憶させたシート位置の呼び出し 


A 事故のおそれびあ0まず 

運転席シートのシート位置の呼び出し 
は、おず停車中に巧なってください。 
走巧中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こすお 
それびありまず。 

► 呼び出しにいポジションスイッチ① 
の1〜3のいずれかを押し続けまず。 

シートなどび動さはじめ、あらかじめ 
記‘隱ごせた位置 I こなると停止しまず。 

〇バックレストを大きく後方に傾け 
ているときは、記憶位置を呼び出ず 
前に、バックレストを起こしてくだ 
さい。 

〇 を全のため、ポジションスイッチ 
から手を放ずとシートなどは停止し 
まず。 
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①運転席側ドア云ラー選択スイッチ 
③助手席側ドア云ラー選択スイッチ 
③ドアミラー調整スイッチ 

シフ h ポジションを〇にしたとさ 
に、助手席側ドアミラーの角度びあら 
かじめ記憶されていに角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にしまず。 

助手席側ドア5ラーの角度の記憶 

►パーキングブレーキを確実に効か 
せ、エンジンを停止しまず。 

► イグニッション位置を2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン③を 
押します。 

► シフトポジションを〇にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あらか 
じめ記憶させていた角嵐こなりまず。 

► ドア S ラー調整スイッチ③で、助手 
席ドア S ラーを後退時に後方び確認 
しやすい角度に調整しまず。 

調整した角度び新たに記憶され 
ます。 


記憶させた助手席側ドアミラーち度の 
呼び出し 

► イグニッション位置を2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択ボタン③を 
押しまず。 

► シフトポジションを〇にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 

助手席側ドア S ラーはなのいずれかの 
とさに元の角度に戻りまず。 

• シフトポジションを 匿ミ1 からイ也の 
位置にして約10秒経過したとを 

• 走行速度び約 lOkm/hii (上になつ 
たとさ 

• 運転席側ドアミラー選択ボタン①を 
押したとを 

〇 運転席側ドア S ラー選択ボタンび 
押されているとさは、助手席側ドア 
ミラーの角度は変わりません。 

〇 パーキングヘルプ機能び作動して 
いるとさは、助手席側ドアミラー選 
おボタンの表示灯び点灯しまず。 
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シートベルト 


シートベルト 


シートベルトの着用 


心 けびのおそれびありまず 

• シートベルトを正しく着用していな 
かったり、シートベルトがバック 
ルに確実に差し込まれていないと、 
シートベル h の機能が十分に発揮さ 
れずに、致命的なけがをずるおそれ 
があります。 

• シートベルトやバックルにミちれや 
損傷があるとさや、事故でシート 
ベルトが大さな負担を受けたとさ、 
シートベルトを改造しているとさ 
は、十分な乗員保護機能を発揮で 
さずに、致命的なけがをずるおそ 
れがおります。 

• 乗員全員が、常にシートベルトを正 
しく着用していることを確認してく 
ださし、。 

• 妊娠中の方やけがの治療中のちは、 
医師に相談の上、シートベルトを着 
用して < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

• デ供を膝の上に座らせて走行しない 
で<ださい。急な進路変更や急プ 
レーキ時、事故などのときに子供を 
保護することができず、テ供と他の 
乗員が致命的なけがをするおそれが 
あ0まず。 

• 身長1日 Ocm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートベルトを正 
し<着用ずることがでをません。必 
ずチヤイルド セーフ テイシートを適 
切なシートに装着して、子供の安全 
を確保してください。 

詳しくは038ページ）をご覧く 

ださし、。 


• デ供がシートベルトを着用するとさ 
は、着用状態を運転者が確認して< 
ださい。また、正しく着用でをない 
体格の子供は適切なチヤイルドセー 
フテイシートを使用してください。 


心 けびのおそれびありまず 

シートベルトの機能が十分発揮でさる 

よラに、し^下の点に注意して正し<着 

用してください。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用してくだ 
さし、。 

• コートなどの厚手のを類は着用しな 
いで <ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけて 
ください。絶対に首や脇の下には通 
さないで<ださい。また、シートべ 
ルトを引さ上げて上半身に密着させ 
て < ださし、。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだけ 
低い位置にかけてください。絶対に 
腹部にはかけないでください。必要 
であれば、シートベルトを少し押し 
下げた媛に、引さ上げてください。 

• 眼鏡やペンキーなど、衣類のポケッ 
h に入れたとがった物やこわれや 
すい物にシートベルトをかけない 
でください。事故のとさに、シー 
トベルトを損傷し、切れるおそれ 
があ0まず。 

• シートベルトクリップなどを使用し 
てシートベルトにたるみをつけない 
で < ださい。 

. 1本のシートベルトを2人似上で共 
用したり、シートベルトと身体の間 
にバッグなどを挟み込まないでくだ 
さい。 
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心 けびのおそれびありまず 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでをるだけ垂直におい角度で、乗員 
が上体を起こして座っている場含にの 
み発揮ずることができまず。絶対に 
バックレストを大さく寝かせた状態で 
走行しないで<ださい。致命的なけが 
をずるおそれがあります。 

シートベルトについては028ぺージ） 
ち)ご覧ください。 



①ベルトアンカー 


©プレート 
感バックル 
® 解除ボタン 


シートベルトを着用ずる 

►シートを調整し、パックレストをで 
さるだけ垂直に近い角度にしまず。 

► シートベルトをベルトアンカー① 
からゆっ < りと引さ出しまず。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないときは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっくり引き 
出しまず。 

►ねじれがないよラにしながら、シー 
トベルトを肩の中央にかけまず。 

► プレート©の先端をバックル③に 
差し込みまず。 

► 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かっていることを確認しまず。 

► 腰を通るベルトが腰骨のでさるだ 
け低い位置にかかっていることを確 
言忍します。 

►フ□ントシートは、必要に応じて 
シートベルトの高さを調整しまず 
([>96ページ）。 

► 必要に応じてシートベルトの肩に 
かかる部分を引さ上げ、身体に密着 
させます。 

シートベルトをがず 

► 手でプレート©を持ち、バックル 
③の解除ボタン®を押して、シート 
ベルトをゆっ < り巻さ取らせまず。 
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シートベルト 


フ□ントシートベルトの高さ調整 



①□ック解除ボタン 
©アンカー 


シートベルトが肩の中央にかかるよラ 
に高さを調整しまず。 

高さは4段階に調整でさまず。 

フ□ントシートベルト上げる 

► アンカー®をそのまま上げまず。 

フ□ントシートを下げる 

► □ ック解除ボタン①を押しながら 
アンカー③を下げまず。 

調整後はアンカーが確実に □ ックし 
ていることを確認してください。 


正しい運転姿勢 

正しい運転姿勢になるよ5に iU 下の 
点に注意してシートを調整して<だ 
さい。 

• 運転席エアバッグからでさるだけ 
離れている 

• へッドレストの中央が目の高さに 
おな 

• バックレストはできるだけ垂直に 
する 


• 背中はバックレストに密着させる 
• シートベルトが正しく着用できる 

• ちちの裏側が軽く支えられるよラ 
に、シートクッシヨンの角度を調整 
する 

• ペダルが楽に踏み込める 
• ステアリングが楽に操作でさる 

A 事故のおそれびありまず 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の運 
転姿勢に合った正しいシート位置に調 
整してください。運転中に調整して操 
作を誤ると、車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれがあります。 


A けびのおそれびあ0まず 

• バックレストと背中の間に物を挟ま 
ないで<ださい。事故のとを、けが 
をするおそれがあります。 

• シートのバックレストを大さく後ち 
に傾けた状態で走行しないでくださ 
し、。急ブレーキ時や衝突時などに身 
体がシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力が腹部や首にかかり、致命的 
なけがをするおそれがあります。 

U シートを調整しているときは、シ 
ートの下や横に身体を入れたり、作 
動部に触れないで<ださい。挟まれ 
てけがをずるおそれがありまず。 

Q シートの一部が身体や物に当たっ 
たとさは、それ LiLb 操作しないで< 
ださい。 

。誤ってシート調整スイッチに触れ 
るとシートが動さ、乗員がけがをず 
るおそれがありまず。モ供を乗せて 
いるときは十分注意してくださし、。 
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①ランプスイッチ 

H エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点口しないで<ださい。 
パ‘ッテ U —があがるおそれがあ0 
ます。 

位置作動内容 

⑤ H ずべてのランプび消灯 

⑤田田周囲の明るさに応じて 
自動的に点灯/消灯 

④ 应 a 車幅灯、テールランプ、 

ライセンスランプやス 
イッチなどの照巧び点 
灯し、表示灯⑦び点灯 

⑤ 匪 g へッドランプび点灯 

® 〇 ち側のパーキングラン 
_ プび点灯 

左側のパーキングラン 
プび点灯 

⑦車幅灯表示灯 
④フ□ントフォグランプ表示灯 
® U アフオグランプ表示灯 


。ランプスイッチを Big の位置に 
したまま、エンジンスイッチに差 
し込んだキーを抜くかキーレス Z ] — 
スイッチでイグニッシヨン位置を0 
にして、運転席ドアを開<と、警告 
音び鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"ライトヲケシテクゲサイ！" 
と表示されまず。 

このとさはランプを消なしてくださ 
し、。バッテ1」一びあびるおそれびあ 
りまず。 

へッ ドランプ 

〇へッ ドランプび点灯しているとを 
に、イグニッシヨン位置を1にず 
ると、へッドランプび消灯しまず。 

さらにこの状態でイグニッシヨン位 
置を0にして運転席ドアを開くか、 
エンジンスイッチからキーを巧く 
と、車幅灯などを消灯しまず。 

へッドランプを手動で点：打ずる 

► ランプスイッチ①を warn の位置に 
します。 

•イグニッシヨン位置び1のとさ 
は、車幅灯、テールランプ、ライ 
センスランプび点灯し、車幅灯表 
お灯⑦び点灯しまず。 

•イグニッシヨン位置び2のとを 
は、上記に加えてへッドランプを 
点灯しまず。 

へッドランプの自動点'灯機能 

周囲び暗いときに、へッドランプを自 
動的に点灯/消灯でさまず。 
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ンプ 


A 事故のおそれびありまず 

• ランプの点灯/消灯に関する責任は 
運転者にあります。ランプの自動点 
灯機能は運転者を支援ずる機能です。 

• し^下の状況などではランプは自動的 
に点灯しなかったり、点灯していた 
ランプが消灯して事故を起こすおそ 
れがありまず。このとさは、手動で 
ランプを点灯してください。 

◊霧の中を走行するとき 
◊対向車のランプなどにより、セ 
ンヴーが正常に作動しないとさ 

• ランプスイッチをから 回 
の位置にずるとさは、必ず停車して 
ください。ランプが一瞬消灯して事 
故を起こずおそれがあります。 


へッドランプを自動的に点'打/消 :) a 

ずる 

► ランプスイッチ①を^巧の位置に 
します。 

•イグこッション位置が1のとき 
は、周囲が暗いときに車幅口 、テー 
ルランプ、ライセンスランプが自 
動的に点灯し、車幅口表示灯③が 
点灯します。 

•エンジンがかかっているとさは、 
上記に加えてへッドランプち自動 
的に点灯しまず。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は巧るさを感知ずるセンサーびあり 
ます。このセンサーは、レインセン 
サーと同じ位置にありまず（>106 
ページ）。センサー部にステ ツカー 
などを貼付ずると、 自動点灯機能び 
働かな< な0まず。 


フオグランプ 


A 事故のおそれびありまず 

ランプスイッチび BS 0 の位置のとさ 
は、フォグランプを点打することはで 
きません。 

霧の中を走行ずるとさは、あらかじめ 
ランプスイッチを^1の位置にして 
へッドランフを点打してください。 


フ□ントフォグランプを点なずる 

► イグニッシヨン位置び2でランプ 
スイッチ①の位置び国また-は 
^のとさに、ランプスイッチを 
1段引さまず。 

フ□ントフォグランプび点灯し、フ 
□ントフォグランプ表示灯⑨び点灯 
しまず。 

フ□ントフォグランプとリアフォグラ 
ンプを点灯ずる 

►イグニッシヨン位置び2でランプ 
スイッチ①の位置び 巨 旧または 
^のとさに、ランプスイッチを 
2段引さまず。 

フ□ントフォグランプと1」アフォグ 
ランプび点灯し、フ□ントフォグラ 
ンプ表示灯⑨と U アフォグランプ表 
示灯⑨び点灯しまず。 

H フォグランプは、露などの悪天候 
で、十分な視界が確保でさないとさ 
政がには使用しないでください。対 
向車や後続車の迷惑になりまず。 
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パーキングランプ 


暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、車幅灯とテール 
ランプだけを点灯しまず。 

パーキングランプを点!打ずる 

イグニッシヨン位置び0か1のとさ、 
まにはキーを差し込んでいないとさに 
点灯させることびでさまず。 

► ランプスイツチをまには B 2 
の位置にしまず。 


位置 

作動内容 

因 

ち側のノ（ーキングランプび 
点灯 

巧 

左側のノ（ーキングランプび 
点灯 


へッドランプ下向を/上向をの切 
り替え 



①下向を 
③上向を 
③バッシング 


へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーシヨンスイッチを①の位 
置にしまず。 

へッドランプび下向さになりまず。 


へッドランプを上向きにずる 

► コンビネーションスイッチを③の位 
置にしまず。 

へッドランプび上向さになりまず。 

メーター パネルの八イ ビーム 表示灯 
msi び点灯しまず。 

〇対向車びあるとさや市街地を走行 
ずるときは、へッドランプを上向き 
にしないで < ださい。 

パッシングずる 

► コンビネーションスイッチを③の方 
向に引さまず。 

引いている間、ヘッドランプび上向 
をで点灯しまず。 

メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
msi び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチから手を 
放ずと①の位置に戻りまず。 


車がランプ消な遅延機能 

周囲び日音いとさにエンジンを停止ずる 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやテールゲートを開いて閉 
じた後、約15秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>144ページ）をご覧ください。 

車夕1■ランプ消な遅延機能を一時的に解 
除ずる 

►エンジンを停止した後、イグニッ 
シヨン位置を2にしまず。 

〇 ランプび消灯ずるまでの時間は、 
ドアや テールゲー トを閉じてから消 
灯ずるまでのおよその時間でず。 


■を邸直册 
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ンプ 


〇 エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じたままにずる 
か、開いてそのままにしてから約 
60秒後に、ランプは消灯しまず。 



①ち側の方向指示なび点滅 

③を側の方向指示なび点滅 

ち測の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の方 
向に操作しまず。 

左測の方向指示灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の方 
向に操作しまず。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 

ネーションスイッチは自動的に戻り 

ます。戻らないとさは手で戻してくだ 

ごい。 

方向指示灯び点滅しているとさは、 

メーターノ くネルの方向指示表示灯を点 

滅します。 

〇 方向指示灯を点滅させているとさ 
に非甫点滅灯スイッチを押ずと、非 
常点滅灯に切り替わりまず。再度、 
非甫点滅灯スイッチを押ずと、方向 
指示灯に切り替わりまず。 


〇 コンビネーションスイッチを軽く 
操作ずると、方向指示灯び3回点 
滅しまず 



①非常点滅灯スイッチ 

故障などの非甫時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用しまず。 

が常点滅なを点滅させる 

► 非甫点滅灯スイッチ①を押しまず。 
すべての方向指示灯び点滅しまず。 

非甫点滅灯スイッチ①とメーターノ く 
ネ J レの方向指示表示灯を点滅しまず。 

が常点滅灯を消灯させる 

► 再度、非常点滅灯スイッチ①を押し 
9 〇 

〇非常時(外は使用しないでくだ 
ごい。 

〇エンジンを停止して長時間使用ず 
ると、パッテ U —びあびるおそれび 
ありまず。 
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〇 非甫点滅灯を点滅させているとさ 
に方向指示の操作をずると、その方 
向の方向指示灯の点滅に切り替わり 
ます。方向指示灯び消灯ずると、再 
び非苗点滅灯に切り替わりまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、非甫点 
滅灯び自動的に点滅しまず。自動 
的に点滅した非甫点滅灯を消灯ず 
るとをは、非常点滅灯スイッチを 
押します。 

〇 約 70 km / h じ(上からの急ブレー 
キ時は、 停止後に非甫点滅灯び自動 
的に点滅しまず。自動的に点滅しに 
非苗点滅灯は、非苗点滅灯スイッチ 
を押すか、走行速度び約 10 km/h 
じ(上になると自動的に消灯しまず。 


へッ ドラン プウォッシャー 

エ ンジンびかかっていてへ ッ ドランプ 
び点灯しているとをに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを約5回操作ずる 
と、ヘッドランプウォッシャーび自動 
的に作動しまず。 

〇 エンジンを停止ずるか、ヘッドラ 
ンプを消灯ごせると、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを作動させた回 
数は U セットされまず。 

〇 を季にはウォッシャー液の濃度に 
注意し、冬用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

〇へッドランプは樹脂製レンズを使 
用してし''るので、おず専用の純正 
ウォッシャーあを使用してくださ 
しんレンズを損傷ずるおそれびあり 
ます。 



し U 下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点灯しまず。 

• 周囲び暗いとを 

• エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 40 km/h iiTF のとさ 

• へッドランプを点灯しているとき 

方向指示なの点滅との連動 

方向指示灯を点滅させると、点滅させ 
た側のフ□ントフォグランプび点灯し 
9 〇 

シフトポジションび ra のとさは、フ 
□ントフォグランプは点灯しません。 

ステアリング操作との連動 

ステア1」ングを操作ずると、操作した側 
のフ□ントフォグランフび点灯しまず。 

シフトポジションび ra のとさは、 
ステア U ングを操作した方向と逆側の 
フ□ントフォグランプび点灯しまず。 

〇 点滅させた方向指お灯の方向と、 
ステアリングの操作方向び異なると 
きは、方向指示灯と同じ側のフ□ン 
トフォグランプび点灯しまず。 


■を邸恒脚 
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〇フ □ントフォグランプはゆっくり 
消灯ずるにめ、一時的に左ち両側の 
フ□ントフォグランプび点灯ずるこ 
とびありまず。 

〇 点灯したフ□ントフオグランプ 
は、約3分後に自動的に消灯しまず。 



①フ□ント読書な（左側）スイッチ 
③ヴードシートルームランプスイッチ 

③ 点なモード選択スイッチ 

④ フ□ントルームランプスイッチ 
⑥フ□ント読書灯（ち側）スイッチ 

⑥ フ□ントルームランプ 

⑦ フ□ント読書打（ち側） 

⑨フ□ント読書灯（左側） 


ルームランプの点！打モードの選択 

自動点なモードにずる 

► 点灯モード選択スイッチ③び押され 
ていない状態にしまず。 

U (下の操作をするとフ□ントルームラ 
ンプ、セカンドシートルームランプ、 
サードシートルームランプ、ラゲッジ 
ルームランプおよびテール ゲー ト裏側 
のランプが点灯/消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜くと 
点灯し、約10秒後に消口しまず。 

この機能の設定/解除については 
は（[>144ぺージ）をご覧ください。 

• リモコン操作またはキーレス3—操 
作で解錠すると点口し、約30秒後 
に消口しまず。 

• いずれむ、のドアまたはテールゲート 
を開< とフ□ントルームランプ、セ 
カンドシートルームランプ、サード 
シートルームランプ、ラゲッジルー 
ムランプおよびテールゲート裏側の 
ランプが点口しまず。 

クイグこッシヨン位置が2のとき 
は、ドアやテールゲートを閉じ 
るとただちに消口しまず。 

ドアや テールゲー トが開いたままの 
とさは、消口しません。 

◊イグこッシヨン位置が 0 か 1 の 
とさ、またはキーが抜いてある 
とさは、ドアやテールゲートを 
閉じると約7秒後に消口しまず。 

ドアや テールゲー トが開いたま 
まのとさは、約日分後に消灯し 
ます。 
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O 点灯しているルームランフや読書 
灯などは、 U モコン操作まにはキー 
レス3’ 一 操作で施綻ずると数秒後に 
自動的に消灯しまず。 

〇車を施蟲したとさは、ルームラン 
プなどび消灯ずることを確認してく 
ださい。 

常時消なモードにずる 

► 点灯モード選択スイッチ③び押され 
に状態にしまず。 

し U 下のいずれかの操作をしてを、 
ルームランプなどは点灯しません。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 
• U モコン操作またはキーレス3—操 
作で解錠ずる 
• ドアを開< 

• テールゲートを開< 

非常時の自動点■灯 


ルームランプび自動点灯モードのとさ 
は、シートベルトテンシヨナーやエア 
バッグび作動ずると、ルームランプび 
自動的に点灯しまず。また、このとを 
は非甫点滅灯を点滅しまず。 

自動的に点灯したルームランプを消な 
ずる 

► 非苗点滅灯スイッチを押しまず。 
まには 

► U モコン操作で解錠しまず。 

または 

► 点灯モード選択スイッチ③を押し 
ます。 


フ□ントルームランプの点口 /消な 

フ□ントルームランプを手動で点な/ 
消打ずる 

► フ□ントルームランプスイッチ④を 
押しまず。 

フ□ントルームランプ⑧び点灯/ 
消灯しまず。 

フ□ント読書口 


フ□ント読書なを点口 /消':口ずる 

►フ□ント読書灯スイッチ①⑥を押し 
ます。 

フ□ント読書灯⑦⑨び点灯/消灯 
しまず。 

セカンドシートルームランプの点'灯/ 
消な 



⑨セカンドシートルームランプ（ち側） 

セカンドシートルームランプは U アド 
アウインドウの上方にありまず。 
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セカンドシートルームランプを手動で 
点:打/消'打ずる 

► セカンドシートルームランプ⑨の前 
部（矢印の部分）を押します。 

セカンドシートルームランプび点灯 
/消灯しまず。 

〇セカンドシートルームランプを長 
時間点灯ずると、セカンドシート 
ルームランプび熱くなりまず。乂傷 
をするおそれびありまずので、操作 
するとをなどはミ主意してください。 

ヴー ドシートルームランプとサード 
シート読書打の点な/消' I 灯 



⑩ヴードシートルームランプ 
⑩ヴードシート読書なスイツチ（ち側） 
⑩ヴードシート読書なスイツチ（左側） 
⑩サードシート読書口（ち側） 

⑩ヴードシート読書な（左側） 

サードシートルームランプはサード 
シートの上方にありまず。 

ヴードシートルームランプを手動で点 
I 灯/消なずる 

► サードシートルームランプスイツチ 
③ 0102 ぺージ）を押しまず。 

サードシートルームランプ⑩び点灯 
/消灯しまず。 


ヴードシート読書打を点！打/消!打ずる 

► サードシート読書灯スイッチ⑩⑩を 
押しまず。 

サードシート読書灯⑩⑩び点灯/ 
消灯しまず。 

フツトウエルランプ 


フ□ントシートおよびセカンドシート 
の足元に乗降用のランプがありまず。 

ルームランプの点ロモードが自動点火了 
モードのとさに、下の操作をずると 
点口/消口しまず。 

• リモコン操作またはキーレス3’一操 
作で解錠すると低い照度で点灯し、 
約3日秒後に消灯しまず。 

• イグこッシヨン位置が2のときは 
低い照度で点口し、 21；( がの位置に 
すると約7秒後に消灯しまず。 

• いずれかのドアを開 < と日月る < 点口 
しま弓。 

クイグこッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを閉じると減光します。 

クイグこッシヨン位置が2の位置 
のとさは、ドアを閉じると減光し、 
約7秒後に消口しまず。 

ドアを開いたままのとさは、約5 
分後に消口しまず。 

センターコンソールランプ 


ルーム S ラーの 下部にあ 0 まず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に点口し、センターコンソールを照ら 
し ^ 〇 
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ドア下部のランプ 


ワイ パー 


ドア下部に乗降用のランプびありまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 

モードのとさに、し i (下の操作をずると 

点灯/消灯しまず。 

• ドアを開くと点灯しまず。 

•イグニッシヨン位置び21；■(外でド 
アを開し、にままのとさは、約已分 
後に消灯しまず。 

ドア5ラー下33のランプ 

運転席側ドアミラー下部に乗降用のラ 

ンプびありまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 

モードのとをに、し U 下の操作をずると 

点灯/消灯しまず。 

• いずれかのドアを開 < と点灯し、 
ドアを閉じると約7秒後に消灯し 
ます。 

• ドアを開いたままのとさは、約30 
秒後に消灯しまず。 

• U モコン操作またはキーレスづ一操 
作で解読ずると、約30秒間点灯し 
まず。 


フ□ントワイ パー 



①テイップ機能/フ□ントウインドウ 
ウォッシャーの噴射 
③ワイパー作動 モー ドの マーク 

ワイパーを作動させる 

イグニッション位置び1か2のとを 
に作動しまず。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
てワイパー作動モードのマーク③を 
〇〜 S に合わせまず。 


位置 

作動内容 

〇 

停止 

■ 

間欠モード I 
(停止〜高速） 


間欠モードロ 
(停止〜高速） 

同じ雨滴量の場合、間欠モー 
ド I よりを短い間隔でワイ 
ノ（一び作動しまず。 


低速モード 

日 

高速モード 
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ワイ パー 


ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印① 
の方向に軽く押しまず。 

ワイパーび1回だけ作動しまず 
(ウォッシャー液は噴射しません）。 

この機能はフ□ントウインドウび 
肅れているとさだけ使用してくだ 
さい。 

フ□ントウインドウウォッシャーを 
晴射ずる 

►イグニッション位置び1か2のと 
さ、コンビネーションスイッチを 
矢印①の方向にいっぱいまで押し 
まず。 

その間ウォッシャー液び噴射し、ワ 
イパーを作動しまず。 

〇 間欠モードでは、フ□ントウインド 
ウのレインセンサーび感知した雨滴 
量や走行速度などに応じて、ワイパー 
の作動を自動的に切り替えまず。 

〇 間欠モードのとさ、停車時にフ〇 
ントドアを開くとワイパーは停止し 
ます。ワイパーは LU 下のとさに作動 
を再開します。 

• シフトポジションび ■ミ ■ まには 
El のときは、ドアを閉じて他 
のシフトポジションにしたとを 

• シフトポジションび〇まには 
la のとさは、ドアを閉じたとさ 

〇 コンビネーションスイッチび〇 
および g の位置のとさを、停車 
時およびほ速走行時のワイ y く一の作 
動は、レインセンサーにより自動調 
整されます。 


〇 ボンネットの□ックび解除されてし、 
るときは、ワイノく一は作動しません。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選択ずると作動ずること 
びありまず。 

〇 を季にはウォッシャー液の濃度に 
ま意し、を用の純正ウオッシャー液 
を使用して < ださい。 

レインセンサー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 
センサーびあ0まず。 

P レインセンサー部にステ ツカーなど 
を貼付しないで<ださい。レインセ 
ンサーび正しく機能しなくなりまず。 


U アワイ パー 



①ノブ 

③ U アワイパー作動 モー ドの マーク 

③ 1」アワイパー作動位置 

④ 停止位置 

©テールゲートウインドウウォツシャー 
作動位置 
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⑧ U アワイバーインジケーター 

リアワイパーを作動させる 

►イグニッション位置び1か2のと 
きにノブ①をまわして、 U アワイ 
パー 作動 モー ドの マーク ③を③の位 
置に合わせまず。 

U アワイパーび間欠で作動し、マル 
チフアンクションデイスプレイに、 
U アワイパーインジケーター⑥び表 
示されます。 

〇 イグニッション位置び2でフ□ン 
トワイパーび作動しているとさにシ 
フトポジションを〇にずると、 
U アワイノ く一び m 下のように作動し 
ます。 

• フ□ントワイパーび間欠作動の 
とを 

間欠で作動しまず。 

• フ□ントワイパーびほ速まには 
高速作動のとさ 

ほ速で作動します。 


テールケートウインドウウォッシャー 

を晴射ずる 

►イグニッション位置び1か2のと 
さ、ノブ①をまわして U アワイパー 
作動 モー ドの マーク ③を⑥の位置 
に合わせ続けまず。その間ウォッ 
シャー液び噴射し、1」アワイパーを 
作動しまず。 

U ワイノ（一やウォッシ巾一を使用 
ずるとさは、歩行者に水しぶさや 
ウォッシャー液びかからないよラに 
ミ主意して < ださい。 

B ウインドウを拭くときなどは 、必 
ずコンビネーションスイッチを 
■I (停止）の位置にしてください。 
ワイパーび動を、けびをずるおそれ 
びありまず。 

Q ウインドウび乾いているときはワ 
イパーを使用しないでください。ウ 
インドウの表面に細かい傷び付いた 
り、ワイパーブレードを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

ウインドウびミちれている場合は、必 
ずウォッシャーを噴射してから使用 
して < ださい。 

〇エンジンを停止ずるときは、必ず 
コンビネーションスイツチを ■■ 
の位置に戻してください。 


■a 

1ン位 


コンビネーシヨンスイツチび 
し i (外の位置のままイグニツシヨ： 
置を1にずると、ワイパーび作動し、 
ウインドウび;'!れていないとさは傷 
び付 < おそれびあ0まず。 


■を馨恒冊 
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パワーウインドウ 


P ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇ワイパーを使用ずる必要びないと 
をは、必ずコンビネーションスイッ 
チを匯1の位置にしてください。 
フ□ントウインドウのミちれや光線の 
乱反射などでレインセンサーび誤作 
動し、フ□ントウインドウび請れて 
いないとさでをワイパーび作動ずる 
ことびありまず。 

P 寒を時にはワイパーびウインドウ 
に貼り付<ことびありまず。作動 
させる前に貼0付いていないことを 
確認してください。貼り付いたまま 
ワイパーを操作ずると、ワイパーブ 
レー ドやモーターを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

P 雪などび付着しているとをは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には、ま 
全のため、イグニッション位置を0 
にずるか、エンジンスイッチから 
キーを抜いて < ださい。 


パワーウインドウ 


心 けびのおそれびありまず 

• ドアウインドウを開<とさは、ドア 
ウインドウに触れたり、身体を寄り 
かけないでください。ドアウインド 
ウとドア フレームとの 間に身体が引 
さ込まれて、けがをするおそれがあ 
ります。 

• ドアウインドウを閉じるときは、身 
体や物が挟まれないよラに注意して 
ください。挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドアウインドウスイッ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て < ださい。 

• デ供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけがをしたり、事故の原因に 
な0ます。 

また、車内び高温または低温になる 
と、命に関わるおそれがありまず。 

. テ供が車内からドアやドアウインド 
ウを開くと、事故やけがの原因にな 
ります。 

テ供を乗せるとさは、リアドアやリ 
アドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ックを使用して < ださい。 


B を邸6直が 
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ドアウインドウの開閉 



運転席ドアのスイッチ 

①左フ□ントドアウインドウスイッチ 
©ちフ□ントドアウインドウスイッチ 
感ちリアドアウインドウスイッチ 
® 左リアドアウインドウスイッチ 

ドアウインドウスイッチは各ドアにあ 
りまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウスイッチがありまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に、ドアウインドウを開閉でさまず。 

ドアウインドウを開< 

► 各スイッチを軽く押しまず。 
押している間だけ開さまず。 

各スイッチをいっぱいまで押ずと、 
自動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► 各スイッチを軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

各スイッチをいっぱいまで引 < と、 
自動で閉じます。 


挟み込み防止機能 


ドアウインドウには挟み込み防止機能 
がありまず。 

A けびのおそれびありまず 

挟み込み防止機能が作動しない状態で 
ドアウインドウを閉じるときは十分ミち 
意してください。 


スイッチを引を続けてドアウインドウ 
を閉じているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ただち 
に停止し、スイッチから手を放ずと、 
その位置からかし開さまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してから約3秒 LU 内に、再度 
ドアウインドウを閉じたときは、挟み 
込み防止機能は作動しません。 

自動でドアウインドウを閉じているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ただちに 
停止して、その位置からかし開きまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してから約3秒 LU 内に、再度 
ドアウインドウを閉じたとさは、ドア 
ウインドウは自動で閉じなくなり、挟 
み込み防止機能ち作動しません。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、スライデイング 
ルーフが完全に閉じていることを確 
認して < ださい。 

〇 リモコン操作でドアウインドウを 
開くことができまず（>111ぺ一 
ジ）。 


■を馨直冊 
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パワーウインドウ 


〇 U モコン操作またはキーレスゴー 
操作でドアウインドウを閉じること 
がでさまず oil 2ページ）。 

〇 ドアウインドウが自動で開閉して 
し、るときに、スイッチを操作ずると、 
その位置で停止します。 

〇イ グこッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約5分間は、ドアウインドウ 
を開閉できます。約5分内にフ 
□ントドアを開< と、ドアウインド 
ウの開閉はでさな<なりまず。 

〇 ドアウインドウが開いているとさ 
に PRE-SAFE ([>37ぺージ）が車 
両の横滑りを感知ずると、ドアウイ 
ンドウがかし開いた位置まで自動的 
に閉じまず。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のドア 
ウインドウを開閉しているとさは、 
助手席ドアやリアドアのスイッチで 
開閉しているドアウインドウを操作 
することはでさません。 


ドアウインドウび自動で開閉しない 
とき _ 

m 下のときは、ドアウインドウをリ 
セツトして<ださい。 

• バツテ U —あがりやバツテ U —の交 
換などで、一時的に電源が斷たれた 
とさ 

• ドアウインドウが自動で開閉しない 
とさ 

• ドアウインドウが全閉した後にかし 
開 < とさ 


ドアウインドウをリセットずる 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

►スイッチを軽く引いて全閉にし、そ 
のまま約2秒 LU 上保持してください。 

再度、ドアウインドウがかし開くと 
さは 

► 再度ドアウインドウスイッチを引い 
て、そのまま約1秒 iU 上保持して 
<ださい。 

► この操作を他のドアウインドウでち 
行ないまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


ベンチレーシヨンウインドウの開閉 


A けびのおそれびあ0まず 

ベンチレーションウインドウを閉じる 
とさに、身体が物が挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにスイッチを押ずか 
引いてください。ベンチレーションウ 
インドウが開さます。 


© 

ん 


①ベンチ レーシヨ ンウインドウ 

ベンチレーシヨンウインドウ①のス 
イッチは運転席ドアにありまず。 


B を邸6直が 
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⑤ベンチレーシヨンウインドウスイッチ 


イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に、ベンチレーシヨンウインドウを開 
開でさまず。 

ベンチレーシヨンウインドウを開く 

► スイッチ®を押しまず。 

左ちのベンチ レーシヨ ンウインドウ 
が自動で開さまず。 

ベンチレーシヨンウインドウを閉じる 

► スイッチ®を引きます。 

左ちのベンチレーシヨンウインドウ 
が自動で閉じまず。 

〇イ グこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約5分間は、ベンチレーシヨ 
ンウインドウを開閉でさまず。約5 
分内にフ□ントドアを開くと、ベ 
ンチレーシヨンウインドウの開閉は 
でさな < なりまず。 

〇 安全のため、ベンチレーシヨンウ 
インドウを全閉してから約4秒間 
は、スイッチを押してもベンチレー 
シヨンウインドウが開かないことが 
ありまず。 


コンビニエンスオープニング機能 



①発信部 
©解錠ボタン 


車内が暑<なっているとさなど、乗車 
ずる前に車内の空気を換気したいとさ 
は、リモコン操作でドアウインドウと 
ベンチ レーシヨ ンウインドウ、スライ 
デイング>1レーフを開 < ことがでさまず。 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて、解錠ボタン© 
を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとベンチ 
レーシヨンウインドウ、スライデイ 
ングルーフが開さまず。 

解錠ボタンから指を放ずと、作動中 
のドアウインドウとベンチレーシヨ 
ンウインドウ、スライデイン グルー 
フはその位置で停止しまず。 

D 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行な5 
と、リモコンが作動しなかったり、 
誤作動することがあ0まず。 

Q リモコン操作でドアウインドウを 
開くときは、ドアウインドウに身体 
を寄りかけないでください。ドアウ 
インドウとドア フレームの 間に身体 
が引さ込まれてけがをずるおそれが 
ありまず。 


■を馨直冊 
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パワーウインドウ 


〇 コンビニエンスオープニング機能 
は、 U モコン操作でのみ行な5こ 
とびでさまず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは、 U モコン操作はで 
きません。 


コンビニエンスク□ージング機能 

リモコン操作またはキーレス 3— 操作 

により、車がからドアウインドウとべ 

ンチレーシヨンウインドウ、スライディ 

ングルーフを閉じることがでさまず。 

車から降りた後に、ドアウインドウな 

どを閉じたいときに使用しまず。 

Q コンビニエンスク□—ジング機能 
で ドアウインドウとベンチ レーシヨ 
ンウインドウ、スライディン グルー 
フを閉じるときは、開□部に異物び 
ないことを確認してください。 

〇車から離れる前に、ずべてのドア 
ウインドウとベンチ レーシヨ ンウイ 
ンドウ、スライディングルーフび閉 
じていることを確認して < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作まには 
キーレス3—操作を行なラと、作 
動しなかった0、誤作動ずること 
びありまず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは、 U モコン操作また 
はキーレス ZI —操作はでをません。 


リモコン操作で閉じる 


A けびのおそれびあ0まず 

U モコン操作でドアウインドウとベン 
チレー シ ヨン ウインドウ、スライ ディ 
ングルーフを閉じているとさは、身体 
などび巧まれないよラにミ主意してくだ 
さし、。 

身体などが挟まれそラになったとさ 
は、ただちに施錠ボタン感から指を放 
し、解錠ボタン®を押し続けて、ドア 
ウインドウとベンチ レーシヨ ンウイン 
ドウ、スライディングルーフを開いて 
ください。 



①発信部 
©解錠ボタン 
@施錠ボタン 


► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて、施錠ボタン③ 
を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとベンチ 
レーシヨンウインドウ、スライデイ 
ング ルーフが 閉じまず。 

施錠ボタン③から指を放ずと、作動 
中のドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、スライデイング 
ルーフはその位置で停止しまず。 


B を邸6恒化 
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キーレスゴー操作で閉じる 


A けびのおそれびありまず 

キーレス3—操作でドアウインドウと 
ベンチレーシヨンウインドウ、スライ 
ディングルーフを閉じているときは、 
身体などが挟まれないよラにミ主意して 
<ださい。 

身体などが挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドア八ンドルのキーレス 
3—スイッチ®から指を放し、ドア八 
ンドルを引さ続けてください。ドアウ 
インドウとベンチレーシヨンウインド 
ウ、スライディングルーフが開さます。 



左フ□ントドア 

@ドア八ンドルのキーレス 3— スイッチ 


► ドア八ンドルのキーレス3’ース 
イッチ④を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとベンチ 
レーシヨンウインドウ、スライデイ 
ングルーフが閉じます。 

キーレスコ'ースイッチ感から指を放 
すと、作動中のドアウインドウとべ 
ンチレーシヨンウインドウ、スライ 
デイングルーフはその位置で停止し 
ます。 


走行と停車 


エンジンの始動 

A 事故のおそれびありまず 

運転席の足元には、物を置かないで< 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな<なるおそれびあります。 

フ□アマットは純正品のみを正しく使 
用してください。車に合ったをのを使 
用しないと、ペダル操作びでさな<な 
るおそれびありまず。 

かしでを車を動かずとさはエンジン 
を始動して<ださい。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステア U 
ングの操作に非常に大さな力び必要 
になります。 


A 中養のおそれびありまず 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こし、意識不明になつ 
た0、死 t するおそれびあ0ます。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
あ0まず。 

〇エンジンは、シフトポジションび 
m のとさを始動でをまずび、ま 
全のため、必ずシフトポジションを 
■ a にして、ブレーキペダルを踏 
んで始動してください。 

B エンジンを始動ずるとさは、アク 
セルぺダレを踏まないでください。 


■を馨直脚 
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走行と停車 


〇 ランプやエアコンデイシヨナーな 
ど、バッテ U —の負担になる装置 
を停止しておくと始動性び良くな 
りまず。 



①セレクターレバー 


MM 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置 

〇 

後退ずるとさの位置 

の 

動力が伝わらない位置 

押したり、けん引して 
ちら5ことで、車を移 
動でさまず。 

E1 

走行ずるとさの位置 

1速〜7速の範囲で自 
動的に変速しまず。 


キーによるエンジンの》台動 


►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► シフトポジションび D になって 
いることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに 3 の 
位置までまわして手を放しまず。 

〇 タッチスタート機能：エンジン ス 
イッチを 3 の位置（[>74ページ） 
までまわずと、手を放してを自動的 
に スターターび 作動し続け、エンジ 
ンび始動しまず。 

キーレスコ’一によるエンジンの始動 

A 事故やけびのおそれびありまず 

子供だけを残して車か！5離れないでく 
ださい。車室内にキーびあるとさは、 
キーレスゴースイッチを押すことによ 
り、エンジンび始動しまず。短時間で 
ち車巧にキーを残したまま車から離れ 
ないで < ださい。 

► 車室内にキーびあることを確認し 
9 〇 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► シフトポジションび D になって 
し、ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レス3—スイッチを押します。 


B を邸 e 恒冊 
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H エンジン始動後は、キーを携帯し 
に人び車から離れてを、エンジンは 
停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でを必ずエンジンを停止 
して、車を施綻してください。盗難 
のおそれびあ0まず。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さをエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 

[I エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して走行を開始すると、警告音 
び1回鳴りまず。また、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイびホくな 
り、"キ-ヲケンチデ'巧セン"と数秒間表示 
ごれます。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動でさません。また、 
車を施綻することをでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 


。エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要 LU 上 
にエンジン回転数を上げないでくだ 
さい。 

〇 車速感応ドア □ ックび設定されて 
いるとをは、走行速度び約 15 km / 
h (上になると自動的に車び施錠さ 
れます。 


► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、シフ 
トポジシヨンを El にしまず。 

A 事故のおそれびありまず 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレク 
ターレバーを操作しないでください。 
車び急発進した0、オートマチツクト 
ランス吉ツシヨンを損傷ずるおそれび 
あ0まず。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みまず。 

〇 エンジンび;ちえているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プび行なわれまず。これにより、排 
気ガスを;争化ずる触媒びより早く適 
正温度に達しまず。 

ヒル スター トアシスト 

あ道での発道時に車び後退または前進 

するのを防ざ、発進を容易にしまず。 

►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してを、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
または前進ずるのを防ぎまず。 


■を馨直冊 


車速感応ドア□ックの設定/解除 
については（>147ページ）をご覽 
<ださい。 
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A 事故のおそれびありまず 

• ヒルスタートアシストはパーキング 
ブレーキに代わるをのではありませ 
ん。駐車するとさは必ずパーキング 
ブレーキを確実に効かせ、シフトポ 
ジションをにしてください。 

• ヒルスタートアシストが作動して車 
が停止していてち、絶対に車から離 
れないでください。約1秒媛には 
ヒルスタートアシストは解除され、 
車が動さ出すおそれがありまず。 

〇 ヒルスタートアシストの機能は解 
除でさません。 

ヒルスタートアシストはじ(下のときに 

は作動しません。 

-傾斜していない路面や下り坂で発進 
するとさ 

-シフトポジションが El のとさ 

-パーキングブレーキが効いている 
とさ 

- ESP が故障しているとさ 


A 乂災のおそれびあ0まず 

マフラーは非常に高温になります。周 
囲に枯れ草や紙<ず、油など燃えやす 
いちのがある場所には駐停車しないで 
ください。 


A 事故のおそれびありまず 

• 停車する前にエンジンを停止しない 
で<ださい。ブレーキやステア U ン 
グの操作に非常に大さな力が必要に 
な0まず。 

• 駐車時や車を離れるとさは、シフト 
ポジションをにし、パーキン 
グブレーキを確実に効かせ、エンジ 
ンを停止してください。 

• デ供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけがをしたり、事故の原因に 
な0ます。 

Q 短時間でち車から離れるとさは、 
ドアウインドウやスライデイング 
ルーフを閉じて、車を施錠して<だ 
さい。 

パーキングブレーキ 


心 火災のおそれびありまず 

パーキングブレーキを効かせたまま走 
巧しないでください。パーキングブ 
レーキげ過熱して効かなくなったり、 
火災が発生するおそれがあ0ます。 


B を邸6恒冊 
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①ノてーキングブレーキペダル 
©ブレーキペダル 
感解除八ンドル 


パーキングブレーキを効かせる 

► ち足でブレーキペダル⑤を踏みなが 
ら、左足でパーキングブレーキぺダ 
ル①をいっぱいまで踏み込みまず。 

メーター パネルのブレーキ警告口が 
点灯します。 

〇パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 

〇 急な坂道に駐車ずるとさは、タイ 
ヤの下0側に輪止めをして < ださ 
しんさらに前輪を歩道方向に向けて 
<ださい。 

パーキングブレーキを解除ずる 

► 解除八ンドル③を引きまず。 

メーター ノ くネルの ブレーキ警告 灯び 
消灯しまず。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
メ ッ セージび表示されまず。 


エンジンの停止 


A 事故のおそれびありまず 

走行中にエンジンを停止しないでくだ 
さい。エンジンブレーキび効かな<な 
D まず。また、フレーキやステア U ン 
グの操作に非常に大さな力び必要にな 
D ます。 

〇水温び高めのとをは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンを冷却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

エンジンスイッチにキーび差し込 i まれ 
ているとを 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、シフトポジションを眶ミ|に 
しまず。 

►キーをまわして、イグニッション位 
置を0にしまず。 

エンジンび停止しまず。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり放 
します。 

〇 シフトポジションび眶ミ1か〇 
のとさにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に d に 
なりまず。 

さらにこの状態でフ□ントドアを開 
<か、エンジンスイッチからキーを 
巧くと、シフトポジションび u 
になりまず。 

ただし、シフ h ポジションを mm 
にしてエンジンを停止したとさは、 
フ□ントドアを開いてを、シフトポ 
ジションは E 1 になりません。 


■を習直冊 
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エンジンスイッチに キー レス ゴース 

イッチを取り付けているとを 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、シフトポジションを ra に 
します。 

►エンジンび停止ずるまで、キーレス 
3’ースイッチを押します。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり放 
します。 

A けがのおそれびあ0まず 

走行中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押ずとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かな<なった 
り、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大をな力び必要になりまず 
ので、走行中はエンジンを停止しな 
し、でくださし、。 

〇 走行中にキーレス3—スイッチを 
押してエンジンを停止しにときは、 
再度キーレス3—スイッチを押すと 
エンジンび始動しまず。 

〇 キーレス3’ースイッチを押してエ 
ンジンを停止ずると、シフトポジ 
ションび自動的に HI になりまず。 
さらにこの状態でフ□ントドアを開 
くと、シフトポジションび ra に 
なりまず。 

〇 キーレス3’ースイッチを押してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
ション位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッション位置び0になりまず。 


オートマチックトランス S ッシ 


心 事故のおそれびあ0まず 

運転席の足元には、物を置かないで< 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな< なるおそれびありまず。 

フ□アマットは純正品のみを正しく使 
用してください。車に合ったちのを使 
用しないと、ペダル操作びでさなくな 
るおそれびあります。 


A 事故のおそれびありまず 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失ない、事故を起こすおそれび 
ありまず。 

Q エンジンび暖まっていないとさ 
は、必要じ(上にエンジン回転数を上 
げないで < ださい。 


B を邸6恒化 
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シフトポジシヨンを選択ずる 

► セレクターレバー①を操作して、シ 
フトポジションを選択しまず。 

A けびのおそれびありまず 

走行中にシフトポジションを m に 
すると、エンジンブレーキがまった< 
効かなくなり、事故を起こしたり、卜 
ランスミツションを損傷するおそれが 
あ0まず。 

P セレクターレバーはステアリング 
のち側にありまず。方向指おやワイ 
パーの操作をする際は、誤ってセレ 
クターレノ（一の操作をしないよラに 
ま意して<ださし、事故を起こした 
り、車を損傷ずるおそれがありまず。 


シフトポジション 


操作ち法 

wm 

パーキング 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置 

►セレクターレノ（一先端のボタ 
ンを③の方向に押します。 

の 

ニユートラル 

動力が伝わらない位置 

押したり、けん引して 
ちらうことで車を移動 
でさまず。 

►セレクターレノ（一を③または 
④の方向に輕く操作しまず。 

〇 

リバース 

後退ずるとさの位置 

►セレクターレノ（一を⑥の方向 
にいっぱいまで上げます。 

■a 

ドライブ 

走行するとさの位置 

1速〜7速の範囲で自 
動的に変速しまず。 

►セレクターレノ（一を⑧の方向 
にいっぱいまで下げます。 



①セレクターレバー 
@ ノてーキングポジションの選択 
感ニュートラルポジションの選択 
@ニュートラルポジションの選択 
⑥ U バースポジションの選択 
© ドライプポジションの選択 


■を馨直册 
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H シフトポジションを n にずる 
とさは、完全に停車してくだごい。 
トランスミツションを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

P 滑りやずい路面で発進ずるとさ 
は、駆動輪を空転させないよ5にま 
意して<ださい。駆動系部分を損傷 
するおそれびありまず。 

P セレクターレバーを操作ずるとさ 
は、完全に停車させ、ブレーキぺダ 
ルを踏んで行なってください。 

約 lOkm/hL ツ下で走行していると 
をは、 la から〇、または〇 
からにシフトポジションを変 
更でさまずび、シフトポジションび 
変更されたことに気付かずに一さ停 
止して、再度走り出ずと、車び不意 
に後退または前進して事故を起こず 
おそれびあ0まず。 

〇イ グニツション位置び2で、ブ 
レーキペダルを踏んでいるとさに、 
n から他のシフトポジションに 
でさまず。 

〇イ グニツション位置び1で、ブレー 
キぺダ >1 レを踏んでいると さに、 シフ 
トポジションを ra から in にで 
さまず。 


〇 シフトポジションび li ■か ra 
のときにイグニッション位置を0 
か1にずると、シフトポジション 
び自動的に眶 a になりまず。 

さらにこの状態でフ□ントドアを開 
くか、エンジンスイッチに差し込ま 
れているキーを巧くと、シフトポジ 
ションびになりまず。 

ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポジ 
ションを 111 か U から m に 
してからイグニッション位置を0 
か1にしたとさは、フ□ントドア 
を開いてを、シフ h ポジションは 
n になりません。 

〇 シフトポジションを 151 にした 
とさは、確認音び鳴りまず。 

〇 セレクターレバーから手を放ず 
と、セレクターレバーは中立の位置 
に戻りまず。 

〇 シフトポジションを Ig から他 
のシフトポジションにずるとさにブ 
レーキペダルが踏まれていないと、 
マルチファンクションディスプレイ 
に " P レンシ''カラシフトアレ-朽フンテ''クタ''サイ" 
と表示されまず。 

〇 約 10 km / hi ； (上で走行している 
とさは、 ra から〇、または 
〇から〇にシフトポジション 
を変更しよ5とすると、 HI にな 
りまず。 

〇 シフトポジションが DLU がの 
とさに運転席ドアを開くと、警告音 
が1回鳴り、マルチファンクショ 
ンディスプレイに"セレクタカ''ソウ]ウイチ" 
と表示されます。 


B を邸6恒冊 
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シフトポジション表示 


函 J 

①シフトポジション表示 

( ドライブに入っている状態） 


マルチフアンクションディスプレイが 
表示されているとさに、選択されてい 
るシフトポジションがシフトポジショ 
ン表示①に反転表示されまず。 

Q マルチフアンクションディスプレ 
イが故障してシフトポジションが 
表示されないとさは、セレクターレ 
ノ（一を慎重に操作してゆっくりとア 
クセルペダルを踏み、選択されたシ 
フトポジションを確認してから走行 
して<ださい。でされば、シフトポ 
ジションを C 1 に、走行モードを 
S モードにして、ティップシフトは 
解除して<ださい。また、すみやか 
に指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


運転のヒント 


キックダウン 

急な加速が必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みまず。 

エンジン回転数に応じて自動的に低 
いギアに変速し、素早く加速しまず。 

► 希望ずる速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

H キックダウンずるとさは、周囲の 
状況にミ主意しながら操作して < ださ 
し、。事故を起こずおそれがありまず。 


テイツプシフ 



①左側パドル（低いギアレンジを選択） 
©ち側パドル（高いギアレンジを選択） 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアが変速ずるタイ三ングが変化し 
ます。 

• 軽<踏んだとさはシフトアップずる 
タイミングが早くなりまず。 



感ギアレンジ表示 
® 走行モード表示 


■を邸直冊 


• 深く踏み込んだとさはシフトアップ 
するタイ S ングが遅< なりまず。 
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オートマチックトランスクッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより不必要なシフトアップを 
抑えまず。 

走行モード （>124 ぺージ）び S モー 
ドのとさにテイップシフトにでさまず。 

走行モード選択スイッチ （^124 ペー 
ジ）を押ずと、走行モードを S モード 
と M モードに切り替えることびでき 
ます。 

走行モードび S モードのとさは、走行 
モード表示④に " 101 " び表示されまず。 

テイップシフトにずる 

► シフトポジションび田■のとさに、 
左側パドル①を引さまず。 

テイップシフトに切り替わり、選択 
されたギアレンジびマルチファンク 
ションデイスプレイのギアレンジ表 
お③に表示されまず。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► 左側パドル①を引さまず。 

ほいギアレンジび選択され、ギアレ 
ンジ表示③に表示されまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側パドル③を引きまず。 

高いギアレンジび選択され、ギアレ 
ンジ表示③に表示されまず。 


テイツプシフトを解除ずる 

► ち側パドル③を引いて保持しまず。 

テイツプシフトび解除され、ギア 
レンジ表示③に"〇"び表示され 
まず。 

または 

►シフトポジシヨン田1を選択ずる 
方向にセレクターレパーを操作しま 
す0119ページ）。 


ギアレンジ 


〇 

1速〜7速の範囲で変 
速します。 

liia 

1速〜6速の範囲で変 
速します。 

FPi 

1速〜5速の範囲で変 
速します。 

QQ 

1速〜4速の範囲で変 
速します。 

四 

1速〜3速の範囲で変 
速します。 

エンジンブレーキび必 
要なときに使用しまず。 

の 

1速〜2速の範囲で変 
速します。 

下りあや山道、悪路を 
走行するとさに使用し 
ます。 

の 

1速に固定されまず。 

エンジンブレーキび最 
大に作用しまず。急な 
下りあや長い下り坂を 
走行するとをに使用し 
ます。 


B を邸6直が 
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心 事故のおそれびありまず 

滑りやすい路面やカーブを走行してい 
るとをは、低いギアレンジを選択して 
エンジンブレーキが効<と、駆動輪が 
グ U ップを失ラおそれがあります。低 
いギアレンジを選択ずるとをは十分ま 
意してください。また、滑りやすい路 
面状況で駆動輪を空転させると、駆動 
系部品を損傷するおそれがあります。 


P マルチフアンクションデイスプレ 
イが故障してシフトポジションや 
ギアレンジが表示されないときは、 
テイップシフトを解除して走行して 
<ださい。また、ずみやかに指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けて < ださい。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのときの走 
行速度やエンジン回転数などにより 
異な0まず。 

〇 シフトポジションが Mim のとさ 
にち側パドル®を引<と、走行速度 
やエンジン回転数に応じてシフト 
アップが行なわれまず。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるおそれがあるときは、自動的 
にシフトアップされ、高いギアレン 
ジになりまず。 

〇 ギアレンジ表示は選択したギアレ 
ンジを示しており、実際のギアを示 
すちのではありません。 


マニュアルギアシフト 

ステアリングのパドルを操作して、マ 

ニュアルでギアを選択でさまず。 

A 事故のおそれびありまず 

滑りやすい路面やカーブを走行してい 
るとをは、シフトダウンによってエン 
ジンブレーキが効くと、駆動輪がグ 
U ップを失ラおそれがありまず。シフ 
トダウンするとさは十分ミ主意してくだ 
さい。また、滑0やすい路面状況で駆 
動輪を空転させると、駆動系部品を損 
傷するおそれがあります。 

H エンジンが暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担がかかるよラな運転をしないで< 
ださい。 

〇 マこュアルギアシフトを選択し 
たときは、 ESP の機能を解除しな 
し、で走行することをお勧めしまず 
(>51ページ）。 


マニュアルギアシフトの選択 


A 


巧一 


ス 



■を邸昼冊 


①走行モード選択スイッチ 
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マニュアルギアシフトを選択ずる 

► シフトポジションび〇のとさに 
走行モード選択スイッチ①を押し 
ます。 



③走行モード表お 

③ギア表示 

走行モード表示③に " m II び表示さ 

れ、選択されているギアびギア表示③ 

に表示されまず。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
示に表おされる数字は実際のギアを 
示しています。運転をのシフトアッ 
プ/ダウン操作や、自動的なシフ 
トアップ/ダウンに応じてギア表 
示に表おされる数字を変わりまず。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、走行モード表示③に " m " を 
表示ごせます。 

〇 マニュアルギアシフトを選択した 
状態でエンジンを停止ずると、な 
にエンジンを始動したとさは、オー 
トマチックギアシフトに切り替わ 
りまず。 


ギアシフト操作 



④を側バドル（シフトダウン） 
⑥ち側バドル（シフトアップ) 


シフトダウンずる 

► 左側パドル④を引きまず。 

引くたびに]段ほいギアにシフトダ 
ウンしまず。 

シフトアップずる 

► ち側パドル⑥を引さまず。 

引くたびに]段高いギアにシフト 
アップします。 

〇 停車ずると、ギアは1速にシフト 
ごれまず。 

〇 停車時に選択でさるギアは1速ま 
たは2速でず。 

〇 エンジン回転数び上昇してレッド 
ゾーンに近付くと、シフトアップ操 
作をしなくてを自動的にシフトアッ 
プされます。 

〇 運転をびシフトダウン操作をしな 
くてを、速度とエンジン回転数に応 
じて、自動的にシフトダウンずるこ 
とびありまず。 


B を邸〇恒化 















メーター パネル 


125 


〇 運転をびシフトアップ/ダウン操 
作をしてを、選択したギアび適切で 
ない場合は、エンジン保護などのた 
め、シフトアップ/ダウンごれま 
せん。 

〇 マニュアルギアシフトでを、アク 
セルペダルをいっぱいまで踏み込む 
とキックダウンび行なわれ自動的に 
シフトダウンしまず。 

〇□ーレンジになっているとさは 
(01 60ページ）、エンジン回転数び 
高回転になってをオートマチックト 
ランス S ッシヨンは自動的にシフト 
アップしません。エンジン回転数の 
上げずざにま意して<ださい。エン 
ジンを損傷ずるおそれびありまず。 


メー ターパスル 


乂ータ ー J (ネルの各部の名称について 
は（杉22ページ）をご覽ください。 

A 事故のおそれびありまず 

方ーターパネルやマルチファンクショ 
ンディスプレイが故障ずると、車両の 
状態や速度、外気温度、故障/警告^ッ 
セージなどが表示でさな<なることが 
あります。十分ミ主意して走行してくだ 
さい。また、ただちに指定サービスェ 
場に連絡してください。 


メーター パネルの点む _ 

ーターパネルは(下のとさに点灯し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとさや閉じたと 
さ（約3日秒後に消灯） 

• ーターパネル照度調整ボタンま 
たは U セツトボタンを押したとさ 
(約30秒後に消灯） 

•イグこツシヨン位置を1か2にし 
たとき（イグこツシヨン位置を0 
にしてから約3日秒後に消灯） 

• 車がランプが点口したとさ 


タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レツドゾーンに入らないよ5 
にしてくだごい。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給び行なわれなくなりまず。 


■を馨恒冊 
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メーター パネル 


乂 tl —。メー ツ — 

車の走行速度を表示します。 

速度の表示単位をマイルに変更ずる 
ことちでさまずが、マイル表示にずる 
と km / h 表示に比べ、同じ数字でち 
約 1.6 倍の速度になりまず。速度の 
出しすざを防ぐため km / h 表示にし 
て < ださい。 

表示の切り替えについては(>140 
ページ）をご覧< ださい。 

mph は約1 .6 km/h でず。 

〇 マイル表示を選択ずると、トリツ 
プメーターなどの表示ちマイル表示 
になりまず。 


外気温度表示 

外気温度を表おしまず。 

列気温度の上昇や下降は、かし遅れて 
表示に反映されます。 

列気温度をフ□ントパンパー付近で測 
定しているため、外気温度表示は路面 
からの顧射熱などの影響を受けまず。 
したがって、が気温度表示が実際のが 
気温度と異なることがありまず。 


メーターパネル照度調整ボタン/ 
リセットボタン 



①照度調整ボタン（明) 
©リセットボタン 
感照度調整ボタン（暗) 


メーターパネル照度調整ボタン 

周囲が暗いとさに ーターパネルの明 
るさを調整でさまず。 

照度を上げる 

► 照度調整ボタン①を押しまず。 

照度を下げる 

► 照度調整ボタン③を押しまず。 

リセツトボタン 

トリツプ><ーターや各種設定などを U 
セツトするときに使用しまず。 


B を邸6恒冊 
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燃料計 _ 

燃料の鶏量を表示します。 

燃料タンクの容量は約100リツトル 
です。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 


燃料残量警告灯 

燃料の鶏量がかな < なると点口しまず。 

警告灯が点灯したとさの残量は約13 
リツトルでず。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認して<ださい。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反にな0まず。 


燃料給油□位置表示 _ 

燃料給油口の位置を表示しています。 
燃料給油口は車体後部ち側にありまず。 

時計 

日寺亥 IJI ま、 C 0 MAND システ厶の日寺亥 IJ に 
連動します。 

時刻の調整については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧 < ださい。 


■を邸恒脚 
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广スプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告メッセージや各種情 
報などを表示 • 設定ずるシステムでず。 


マルチフアンクシヨンステア U ング 



マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないまず。 

A 事故のおそれびありまず 

マルチフアンクシヨンディスプレイを 
操作するとさは、常に周囲の状況にを 
意してください。 


A 事故のおそれがありまず 

走行中にステア U ングのスイッチを 
操作するとさは、直進時に巧なってく 
ださい。ステア U ングをまわしなびら 
操作すると、事故を起こずおそれびあ 
D まず。 


名称 

マルチフアンクシヨンデイスフ 
W レィ 

設定スイッチ/音量スイッチ 



• 各種設定の設定グループ選択 
画面でのグループの選択 

• 設定項目画面での数値や設定 
の変更や、機能のオン/オフ 
の選択 

③•各メイン画面やオーディオ画 
面表示中の音量の調節 

通話開始/終了スイッチ（電話） 

1 ^ 1 ^ 

電話の受信/保留/切断 

音声認識スイッチ la 

音青認識の使用 

スク□—ルスイッチ〇 〇 

• 選択したメイン画面巧での画 
面の切り替え 

• オーディオ画面表お中のオー 
ディオやテレビの選曲-選局、 
DVD ビデオのチャプターの選択 

③ • 電話画面表示中の電話帳や発 
信履歴の選択 

表示切り曾えスイッチ 國画 

メイン画面の選択 

音声認識解除スイッチ IH 

音声認識の中止 

〇 ステア1」ングスイッチでの 
COMAND システムの操作について 
は、別冊 「 COMAND システム取扱 
説明書」をご覧< ださい。 


B を邸6恒化 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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デンワ 






Bluetooth 
セツゾクマチ 


. 0： 




© 



m 〔圆 ® 


DSR 


ソクド 

受 

因 km/h 

色 




マルチファンクシヨンディスプレイ 
は、車両に関ずる各種情報や故障/ 
警告メッセージなどを表示ずるシステ 
ムでず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 


の 

車両情報 

130 

⑤ 

オーディオ 

134 

(D 

ナビゲ—シ ヨン. 

進行方向方位表お 

13斗 


④ 

オフ□ー ド表示 

135 

⑤ 

車間距離表示* 

135 


故障表お 

136 

③ 

さ種設定 

137 

④ 

車両設定 

150 


卜 U ップコンピュー 
夕一 

153 

颇 

電話 

155 


メイン画面一 覧 


を邸 S 直冊 



※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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广スプレイ 




⑤ 

タイヤ空気圧警告シス 
テム画面 

263 

④ 

を却水温度画面 

133 

⑤ 

サブス ピー ド メーター 

133 


/が気温度表お画面 


® 

メンテナンスインジ 

280 


ケーター画面 



①車両情報メイン画面 131 

(卜1」ツプメーター/ 

オドメーター） 

③車両情報サブ画面 131 

(外気温度表示/サブ 
スピードメーター/ 

巧変スピード U ミツ 
ター設定速度表お/ 

DSR の設定速度表 
示/ DSR インジケー 
夕一/ 車間距離警告 
音インジケーター* 

/□—レンジマーク/ 

シフトポジション表示 
/ギアレンジ表示/ 

ギア表示/走行モー 
ド表示） 


車両情報 


80 km/h 


773 


@ 




若 


@ 



〇 J J © 



呂 


© 





K 


を邸6恒化 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


















マルチフ〕 
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車両情報メイン画面 

(トリツプメーター/オドメーター ) 



, 


車両情報メイン画面を表示させる 

► ^または m を押して、車両情 
報メイン画面を表示させまず。 


の 

トリップ 

メーター 

U セツト後の走行 
距離を表示します。 

⑤ 

オド 

メーター 

これまでに走行し 
た距離の総合計を 
表のし东 9 〇 


卜 U ツプメーターを U セツトずる 
(0.0 に戻ず） 

► U セツトボタン （M 26ページ） 
を、表示び 0.0 になるまで押し続 
けまず。 


車両情報サブ画面 



A けびのおそれびありまず 

外気温度表示び 0° CL ツ上でを、路面び 
凍結していることびあ0ます。走巧に 
は十分を意してください。 

〇外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、外気温度表示 
は路面からの簡射熱などの影響を受 
けまず。したびって、外気温度表示 
び実際の外気温度と異なることびあ 
りまず。 


■を邸恒脚 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 















① 

が気温度表示/ヴブス 
ピード 一夕一 

外気温度または走行速度を表示しまず。 

表示の切り替えは各種設定の"インスト 
ルメントクラスタ"の"車両情報サブ画 
面の表示設定画面" （^141 ページ）で行 
ないまず。 

⑤ 

可変スピードリミッター 
/ DSR の設定速度表示 

可変スピードリミッター （>180 ページ） 
または DSR 0157ページ）で設定した速 
度を表71^します。 

⑤ 

DSR インジケーター 

DSR (M 57ぺージ）を作動させたときに 
表示されます。 

④ 

□—レンジマーク 

□ー レンジモード （M 6日ぺージ）に設定 
したとさに表示されまず。 

⑤ 

シフトポジション表示 

オートマチックトランス S ッションのシフ 
トポジションを表示しまず。 

選択しているシフトポジションは反転表示 
されます0121ページ）。 


ギアレンジ表示/ギア表示 

ティップシフトのときに選択しているギア 
レンジ0121ページ）、またはマこユア 
ルギアシフトのとさに選択しているギアを 
表示します（>124ページ）。 

③ 

走行モード表示 

オートマチックトランスミッションの走行 
モードを表示しまず（>124ページ）。 

⑥ 

車間距離警告音インジ 
ケーター本 

ディスト□ニック*の車間距離警告音を才 
ンにしたときに表示されまず（^78ぺ一 
ジ)。 


スプレイ 


32 


を邸 S 恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 



















/ 71 却水; nn 度画面 


ヴブスピードメーター/外気温度表 
の画面 



イグこッシヨン位置が2のとき、 
ジンの冷却水温度を表示しまず。 


エン 


冷却水温度画面を表示させる 

► ^または n を押して、車両情 
報 イン画面を表示させます。 

► 〇または〇を押して、冷却水 
温度画面を表おさせまず。 

〇 指定の冷却水を適切な混合比で使 
用しているとさは、約120でまで 
はオーノ（ーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上り坂が続<とさなど 
に、冷却水温度の表示がち端付近 
を示すことがあ0まずが、マルチ 
フアン クシ ヨン ディスプレイに冷却 
水に関ずる故障/警告><ッセージ 
0304ページ）が表示されない限 
り、問題ありません。 



①ヴプスピード;一夕一 

@外気温度 

走行速度またはが気温度を表おしまず。 

表示の切り替えは各種設定の"インス 

トル^ントクラスタ"の"車両情報サ 

ブ画面の表示設定画面"（[>141ペー 

ジ）で行ないまず。 

ヴブスピードメーター/夕 I * 気温度表 

示画面を表示させる 

► ^または^を押して、車両 
情報> (イン 画面を表おさせまず 
(>131ぺージ)。 

► 〇または〇を押して、ヴブス 
ピード一夕一/外気温度表お画 
面を表示させます。 

〇 サブス ピー ド メーターの 表示単位 
を km / h または mph に切り替える 
ことびできまず（>140ぺージ）。 


■を邸 Q } 恒册 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
















スプレイ 


オーディオ 


ナビゲーシヨン. 進方向方位表示 




オーディオの使用時にそれぞれの情報 
を表 TT： します。 

オーディオのメイン画面を表示させる 

► 層百またはをキ甲して、オーディ 
才の イン画面を表示させまず。 

オーディオの；>< イン画面表示中に、 
〇または D を押ずと、ラジオの選 
局や CD の選曲などがでさまず。 

音量調節 


■a または G 

調節でさます。 


を押ずと、音量を 



COMAND システムのナビゲーシヨン 
機能でルート案内を行なっているとさ 
に、ルート案内をマルチファンクシヨ 
ンディスプレイに表示できまず。 

ルート案内を行なっていないとさは、 
画面に進行方向の方位が表示されまず。 

ナビゲーシヨン. 進行方向方位表示画 
面を表/ J 、 させる 

► 1^ または^を押して、ナビ 
ゲーシヨン-進行方向方位表示画面 
を表示させます。 

※詳細については、別冊 「 COMAND シス 
テム取扱説明書」をお読みください。 


《詳細については、別冊「巳 OMAND シス 
テム取扱説明書」をお読みください。 


を邸 S 恒化 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 






















オフ □ ー ド表の 


オフ□ー ド装備に関ずる情報を表示し 
ます。 

車高レベル/デイファレンシャル□ッ 
ク表示画面 



①車高レベル表示 


⑤デイファレンシャル□ック表示 


AIR マテイックサスペンションの車高 
レベルとデイファレンシャル□ックの 
作動状態を表示でさまず。 

車高レベル/デイファレンシャル□ッ 
ク表の画面を表巧させる 

► イグこッション位置を2にしまず。 

► ^または！^を押して、車高レ 
ベル/デイファレンシャル□ック 
表示画面を表示させます。 


デイスト□ニックを解除しているとき 
の車間距離表示画面 



①先行車（先行車を感知した場を） 
©先行車と自車とのおよその車間距離 
@自車 


デイスト□ニックび作動したとをの車 
間距離表示画面 



①デイスト□ニック作動表示 
@設定速度 

©先行車と自車との設定した車間距離 


デイスト□ニックが作動ずると、設定 
速度が約5秒間表示されまず。 


詳しくは（1>163、185ページ）をご設定速度を変更したときは、新しい設 
覧< ださい。 定速度が約5秒間表示されまず。 


車間距離表示* 


先行車と自車とのおよその車間距離や 
デイスト□ニック*の設定/作動内 
容を表おしまず。 


詳し<は（杉171ページ）をご覧<だ 
さい。 

〇 ディスト□ニックの車間距離警告 
音の設定は、車両設定（た1日日ぺ一 
ジ）で行ないまず。 


車間距離表示画面を表示させる 


► ^または^を押して、車間距 
離表示画面を表示させます。 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 























スプレイ 


故障表示 


な 

U ショウガ1 
ク 


の 


□ 


□ 


ヒダ提爲ブ/ 


© 


© 故障件数画面（この例では、 

1件故障びあ0まず） 

③故障/警告メッセージ画面の例 

故障や異苗び発生したとさ、車の状況 
をメッ セージで 表示しまず。 

0 故障や異常びないとさは、故障表 
示画面は表示されません。 

自動表示機能 

エンジンびかかっているときに故障 
や異甫び発生したとさは、故障/警 
告メッセージ画面び自動的に表示さ 
れます。 

ステアI」ングの 層百 IBI や ran 、 
まには U セットボタンを押ずと、故障/ 
警告メッセージび消えまず。 


故障/警告メッセージを手動で5き i 忍ずる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に表示されまず。 

► または^を押して、故障件 
数画面①を表示させまず。 

故障件数び数字で表示されまず。 

► 〇または〇を押して、故障/ 
警告メッセージ画面③を順番に表示 
させまず。ずべて表示されると、故 
障件数画面①に戻りまず。 

故障/警告メッセージのリセット 

マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
故障/警告メッセージび表おされて 
し、るとをは、イグニッシヨン位置を0 
にずると、故障メッセージの表示び消 
スまず。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
次にイグニッシヨン位置を1か2に 
ずるか、エンジンを始動したとを、再 
び故障/警告メッセージび表示され 
ます。 

〇表おごれる故障や異常は一部の限 
られた装備についてであり、表示さ 
れる内容ち限られてし''まず。故障や 
異常の表示は運転をを支援ずるをの 
です。発生した故障や異苗に対処し 
て車のま全性を確保する責任は運転 
をにありまず。 

〇故障/警告メッセージび表示され 
たとをは、必ず指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

〇表示される故障/警告メッセージ 
については（[>292ページ〜）をご 
覧< ださい。 


B を邸 e 恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 














り 




各種設定メイン画面 




( 

セ‘ホイ 

コウジョウシュ’劝 
ジノセッテイニ 
リセットシマスカ？ 

カクニン/、 R ボタン！ 


( 


各種設定メイン画面を表示させる 

► ^または^を押して、各種設 
定 ィン画面を表おさせまず。 


n 設定の変更は必ず停車中に操作し 
て < ださい。 

〇 安全のため、走行中は設定を変更 
でさない項目がありまず。 


セッテイ 
リセットハ 
R ボタンヲ 
3ビヨウカンオシ7ス 


の 

を種設定メイン画面 


⑤ 

設定 グループ 選択画面 

138 

(D 

各種設定項目の初期化 
画面 

138 

④ 

各種設定項目の初期化 
完了画面 

138 




※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 


















設定グループ選択画面 


各種設定項目の初期化 


セツテイ 


1インストルメントクラスタ 

1 

ライト 

© 

シャリョウ 

0 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に〇 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、設定グ 
ループを選択します。 

► 選がしたグループ名を確認して、 
〇を押すと、選択したグループ 
内の最初の設定項目画面び表示され 
ます。 

設定項目画面を選択ずる 

► 〇まには〇を押して、設定項 
目画面を選択しまず。 

設定項目や機能のオン/オフを)»尺ずる 

► ■■または D を押して、設定項 
目を選択したり、機能のオン/才 
フを選択します。 

選択した設定び記憶されまず。 



セッテイ 

つクジョクシユッカ 
ジノセッテイニ 
IJ セットシマ别？ 
カクニン八 R ボタン! 


初期化画面 

各種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化する（戻す）ことがで 
さます。 

各種設定項目を初期化ずる 

► 1^ または^を押して、各種 
設定メイン画面を表おさせまず 
(>137 ページ)。 

► リセットボタン（[>126ページ）を 
約3秒間押し続けまず。 

上記の初期化画面が表示されまず。 


セッテイ 

つクジョクシュッカ 
ジノセッテイニ 
U セットシマシタ 


初期化完了画面 

► 巧]期化画面の表お中（約已秒し U 内） 
に、再度1」セツトボタンを押しまず。 

初期化を実行し、上記の初期化完了 
画面び表示されまず。 


を邸 S 恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 











O 初期化画面び表おごれてから約 5 
秒間 U セツトボタンを押さずにいる 
と、各種設定メイン画面に切り替わ 
りまず。 

〇 初期化ずると設定グループ選択画 
面び表示されまず。 


〇 走行中に初期化操作を行なって 
を、ま全のため、初期化されない項 
目びありまず。 


インストルメントクラスタ 



の 

各種設定メイン画面 

137 

⑤ 

設定グループ選択画面 

138 

⑤ 

速度-お離単位設定 
画面 

140 

④ 

サブス ピー ド メーター 
単位設定画面 

140 

⑤ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

140 

(D 

車両情報サブ画面の表 
示設定画面 

141 


設定グループ選択画面を表示させる 

► ^まにはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>137ページ）。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
〇を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► D または D を押して、"イン 
ストルメントクラスタ"を反転表示 
にしまず。 


※画面表示や操作方まなどは予告なく変更されることびあ0ます。 



















設定項目画面を表示させる 

► 〇を押しまず。 

インストル ><ントクラスタの最初の 
設定項目画面が表示されまず。 

速度-距離単位設定画面 


ス ピー ドメーターとマルチファンク 
シヨンディスプレイの速度と走行距離 
などの表示単位の設定がでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示び km / h 、 km に 


なりまず。 

7ィル 

表术か mph 、 7イル、 


Ml になります。 


glmph は約 1.6 km / h でず。表示 
単位がマイル表示になっていると、 
誤って速度を超過するおそれがあり 
ます。必ず km 表示を選択してくだ 
さし、。 


ヴブスピードメーター単位設定画面 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
サブスピード^-夕一(>133ページ） 
の表示単位の設定がでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

km / h 表示になりまず。 

7ィル 

mph 表おになりまず。 


glmph は約 1.6 km / h でず。表示 
単位がマイル表示になっていると、 
誤って速度を超過ずるおそれがあり 
まず。必ず km 表示を選択して<だ 
さし、。 

ディスプレイ言語設定画面 



ディスプレイに表示ずる言語の設定が 
でさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 



ヒヨウジタンイ 
ソクド/ソウコウキヨ! J 

咖 © 

マイル 白 


ヒヨウジタンイ 
デジタルスピードメーター 

耐 ④ 

マイル © 


スプレイ 


40 


B を邸〇〇恒化 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 












マルチフつ 


141 


〇 COMAND システムの言語設定 
を"マルチファンクシヨンデイス 
プレイと同期"に設定していると 
さは、この画面で設定しに言語 
び COMAND システムにを適用 
されます。詳細については、別冊 
「COMAND システム取扱説明書」 
をお読み < ださい。 

車両情報ヴブ画面の表示設定画面 



車両情報サブ画面（外気温度表示） 


車両情報サブ画面に表示される項目の 
設定びでをまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

車両情報ヴブ画面の表示 
がサブスピード ーター 
になりまず。 

このとき、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレ 
イのサブスピード^- 
ター/ 外気温度表示画面 
0133ぺージ）にはが 
気温度が表示されまず。 

ガイキ 
オンド 

車両情報ヴブ画面の表示 
がが気温度になりまず。 
このとさ、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレ 
イのヴブスピード一 
ター/外気温度表示画 
面（>133ぺージ）には 
サブスピード ターが 

表示されまず。 




表示 

設定内容 

English 

英語表示になりまず。 

ニホンゴ 

日本語表示になりまず。 


+20. 已 。 C 


© 

© 


■を邸昼冊 


P 

RA N ▲囚 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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广スプレイ 


① 

を種設定メイン画面 

137 

③ 

設定グループ選択画面 

138 

⑤ 

へッ ドランプ点灯 モー 
ド設定画面 

143 

④ 

□ケイ ター ライテイン 
グ設定画面 

143 

⑤ 

車外ランプ消灯遅延機 
能設定画面 

144 

(D 

ルームランプ消灯遅延 
機能設定画面 

144 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 1^ まには^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>137 ページ）。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
〇を押して、設定グループ選択 
画面③を表おさせまず。 

設定グループを還択ずる 

► n または B を押して、"ライ 
卜IIを反転表示にしまず。 


ライト 




© 


J/ 



@ 










© 



を邸 S 恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 



















設定項目画面を表示させる 

► D を押しまず。 

ライトの最初の設定項目画面が表示 
されます。 

へッドランプ点灯モード設定画面 


ヘッドライト 

スイッチ 



© 

© 


へッドランプの点ロモードの設定がで 


さまず。 

► n 


または〇を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 



設定内容 

手動点ロモードでず。 
へッドランプなどを 
点灯ずるとさはラン 
プスイツチを操作し 
ます。 

曰本ではこのモード 
に設定してくださし、。 


ツネニオン常時点ロモードでず。 

ランプスイツチが 
■9 の位置のとさ 
は、イグこツシヨン 
位置を1か2にずる 
と、車幅灯、 テール 
ランプ、ライセンス 
ランプが点口しまず。 

エンジンを始動する 
と、車幅口などに加 
え、へッドランプが 
点灯します。 


〇設定が常時点ロモードのとさは、 
安全のため走行中に設定を変更ずる 
ことはでさません。 

このときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"セッテイテイシチュウノミカノ 
ウテ''スIIと表示されます。 

〇 常時点灯モードは、走行中の常時点 
灯が義務付けられている諸国に対応 
しています。曰本では手動点ロモー 
ドに設定して使用して < ださい。 

〇 常時点灯モードで自動的に点灯ず 
るランプは、ヘッドランプ、車幅 
口、テールランプ、ライセンスラン 
プでず。ヘッドランプを上向きにし 
たり、フォグランプなどを点灯ずる 
ときは、各スイッチを操作してくだ 
さい。 

□ケイターライティング設定画面 


キノウ 


□ケイタライティング 


オン 

© 

の 

© 


周囲び暗いとさに U モコン操作で解錠 
ずると車外ランプび点灯ずる機能の設 
定びでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
おを移動しまず。 


■を邸昼冊 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 









ルームランプミ肖な遅延機能設定画面 


ルームランプび自動点灯モードのとさ 
にエンジンスイツチからキーを巧く 
と、ルームランプび点灯ずる機能の設 
定びでをまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプび自動点灯 
モードのとさにエンジンス 
イツチからキーを巧くと、 
ルームランプび約10秒間 
点灯しまず。 

オフ 

ルームランプ消灯遅延機能 
は作動しません。 

詳しくは 

(>102 ぺージ）をご覧くだ 


さし、。 



表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに1」モコン 
操作で解淀ずると、車幅 
灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンス 
ランプび点灯しまず。 

オフ 

□ケイターライティングは 
作動しません。 


詳しくは （^62 ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


車がランプ消な遅延機能設定画面 


周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と車がランプび点灯ずる機能の設定び 
でさまず。 


► n または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲が暗いとさにエンジン 
を停止すると、車幅口、フ 
□ントフォグランプ、テー 
ルランプ、 ライセンスラン 
プが点口し、ドアやテール 
ゲートを開いて閉じた後、 

約15秒後に消灯しまず。 

オフ 

車がランプ消口遅延機能は 
作動しません。 


詳しくは （^99 ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


ヘッドライトオフノチエン 


ルームランプオフノチエン 

^^3 © 

オフ © 


スプレイ 


144 



※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









シヤ u ヨウ 



の 

を種設定メイン画面 

137 

⑤ 

設定グループ選択画面 

138 

⑤ 

エンジン停止時の表示 
設定画面 

146 

④ 

ウインタータイヤス 
ピード US ッター設定 
曲を 

146 

⑤ 

車速感応ドア□ック設 
定画面 

147 


設定グループ選択画面を表示させる 

► ^またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>137ページ）。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
〇を押して、設定グループ選択 
画面③を表おさせまず。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、"シャ 
リョウ"を反転表示にしまず。 

設定項目画面を表示させる 

► 〇を押しまず。 

シヤ1」ヨウの最ネ刃の設定項目画面び 
表示されます。 


※画面表示や操作方まなどは予告なく変更されることびあ0ます。 























スプレイ 


エンジン停止時の表示設定画面 


ウインタータイヤスピードリ吉ツター 
設定画面 



エンジン停止時の表示設定画面は本 
国仕様車に表示される画面であり、 
曰本仕様車には表示されない場合び 
ありまず。 

イグニッシヨン位置を0にしたとさや 
エンジンスイッチからキーを巧いたと 
さに、最ネ现こ表おされる画面の設定び 
でさます。 

► n または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ケンイン 

けん引防止警報機能の 

ボウシ 

オン/オフ画面になり 

ヶィホウ 

ます。 

キロ 

車両情報メイン画面に 

メーター 
ヒヨ ウジ 

なります。 



最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能です。 

曰本仕様でを設定はでさまずび法定速 
度を守って走行してください。 

〇 ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているとをは、可変 
スピードリミッター（ 1 > 180 ぺ一 
ジ）で設定でさる制限速度の上限は、 
ウインタータイヤスピード U 云ッ 
ターの設定速度になりまず。 

► ■■または D を押して、設定巧 
容を選択しまず。 


〇 イグニッシヨン位置を0にしてか 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約2分間経週ず 
ると、けん引防止警報機能を解除し 
たり、待機状態にずることはできな 
くなりまず （056 ページ）。 


B を邸6恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 












マルチフ 



表示 

設定内容 

オン 

ウイン ター タイヤス 
ピー ドリミッターは 
作動しません。 

240 km/h 
230 km/h 
220 km/h 
210 km/h 
200 km/h 

190 km/h 

180 km/h 

170 km/h 

160 km/h 

最高速度びそれぞ 
れの速度に設定さ 
れまず。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア □ ックが作動 


し ^ 〇 

オフ 

車速感応ドア□ックは作動 


しません。 


詳しくは 

ごし、。 


069ページ）をご覧く 


《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定ま度や制限速度 
を遵守してください。 


車速感応ドア□ック設定画面 



走行速度び約 15 km/hii (上になった 
とをに、ドアとテールゲートを自動的 
に施淀ずる機能の設定びでさまず。 

► ■■まには D を押して、反転表 
おを移動します。 


を邸 S 眉冊 
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※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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广スプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 1^ または^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>137 ページ）。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
〇を押して、設定グループ選が 
画面③を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► n まには B を押して、"コン 
フオート"を反転表示にしまず。 

設定項目画面を表示させる 

► 〇を押しまず。 

コンフオートの最ネ刃の設定項目画面 
び表示されまず。 



① 

を種設定メイン画面 

137 

③ 

設定 グループ 選択画面 

138 

⑤ 

イージーエント U —設 
定画面 

149 

④ 

施錠時のドア云ラー格 
納設定画面 

149 


コンフォート 


•ぺーエントリー 

オン ④ 

の © 



※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 

















イーシーエントリー設定画面 



運転席への柔〇降0を容易にずる 
イージーエント U —機能の設定びで 
をます。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

イージーエント U —機能び 
作動します。 

オフ 

イージーエント U —機能は 
作動しません。 


詳しくは （^88 ページ）をご覧くだ 
さい。 

施錠時のドアミラー格納設定画面 


U モコン操作での施錠時にドアミラー 
を格納する機能の設定びでさまず。 



► n または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

U モコン操作での施錠時 
にドアミラーが格納され 
まず。 

オフ 

U モコン操作での施錠時 
にドアミラーは格納され 
ません。 


詳しくは（>90ページ）をご覧くだ 
さし、。 



□ックジノ 
三ラ~カクノウ 


149 


7ルチフ: 


B を蒙恒册 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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广スプレイ 



0 * 



© 



車間距離警告音設定画面= 


デイスト□ニックホ 
の設定びでさまず。 


車間距離警告音設定画面を表示させる 

► IOI またはを押して、車間お 
離警告音設定画面を表示させます。 

► n または D を押して、反転表 
示を移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

車間距離警告音びオンにな 


りまず。 

オフ 

車間距離警告音びオフにな 


りまず。 


の車間距離警告音 


〇 車間距離警告音をオンに設定ずる 
と、車両情報サブ画面に車間距離警 
告音インジケーター^び表示され 
まず。 

詳しくは78ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


の 

車間距離警告音 
設定画面* 


③ 

DSR 速度設定画面 

1已1 

⑤ 

けん引防止警報機能 
設定画面 
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車両設定 


シャカンケイホウソウチ 


ケンインホウシケイホウ 

の © 

オフ © 


シャカンケイホウソウチ 

の 货 

オフ © 


を邸 S 恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 



















DSR 速度設定画面 


► ■■まには D を押して、設定速 
度を選択します。 



DSR 


ソクド 

© 

回 km/h 

0 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
では、 DSR の速度を 6 km / h から 
18 km / h の間で、 2 km / h 単位で設 
定でさまず。 


表示 

設定内容 

6〜18 
km/h 

DSR の設定速度びそれぞ 
れの速度にな0まず。 


Odsr を作動させているとさは、ク 
ルーズコント□ール/可変スピー 
ド U ミッターレバーにより 、 DSR 
の設定速度を 4 km / h から1 8 km/h 
の間で、1 km / h 単位で一時的に変 
更ずることびでさまず。 


DSR 速度設定画面を表示させる（ディ詳しくは0159ページ）をご覧くだ 
スト□ニックが装備車） さい。 


► ^または^を押して 、 DSR 
速度設定画面を表示させます。 


DSR 速度設定画面を表示させる（ディ 
スト□ニック装備車） 

► ^まには^を押して、車間お 
離警告音設定画面を表示させます。 

► D を押して、 DSR 速度設定画面 
を表示させます。 


※画面表示や操作方まなどは予告なく変更されることびあ0ます。 








けん弓 I 防止警報機能設定画面 


ケンインポウシケイホウ 

\m 

牙フ 


けん引防止警報機能設定画面は本国仕 

様車に表おされる画面であり、日本仕 

様車には表示されない場合びありまず。 

盗難防止システムのけん引防止警報機 

能を設定でさまず。 

けん弓 I 防止警報機能設定画面を表示さ 

せる（ディスト□ニックが装備車） 

► IOI または^を押して 、 DSR 
速度設定画面を表おごせまず。 

► 〇または D を押して、けん引 
防止警報機能設定画面を表おさせ 
ます。 

けん弓 I 防止警報機能設定画面を表示さ 

せる（ディスト□ニック装備車） 

► まには^を押して、車間お 
離警告音設定画面を表示させます。 

► 〇まには〇を押して、けん引 
防止警報機能設定画面を表示させ 
ます。 


■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

けん引防止警報機能び待機 
状態になりまず。 

オフ 

けん引防止警報機能び锅除 
されます。 


〇 エンジン停止時の表示設定画面 
(>146ページ）が"ケンインホ'' ウシケイホウ" 
のとをは、イグニツシヨン位置を 
0にずるかエンジンスイツチから 
キーを巧くと、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"ケンインホ''ウシケイ妝才 
フ II または"ケンインホ''ケンケイホウオン"と表 
示されます。このとさ■■か D 
を押ずと、けん引防止警報機能を待 
機状態にずるか、または解除ずるこ 
とびでさまず。 

詳しくは （^56 ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


を邸 S 恒化 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 








トリップコンピューター 



の 

ショートト U ップ 
メーター画面 


⑤ 

□ングト U ップ 
メーター画面 
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⑤ 

走行可能距離画面 
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ショートトリップ メーター 画面 



①エンジン始動からの走行距離 （ km ) 
©エンジン始動からの経週時間 （ h ) 

感エンジン始動からの平均速度 ( km / h ) 
® エンジン始動からの平均燃費 ( km / I ) 


ショートト U ップ;>< 一夕一は、エンジ 
ンを始動したとさを起点とした情報を 
おします。 


イグこッション位置を0にしてから、 
またはエンジンスイッチからキーを抜 
いてから約4時間経過ずると、ショー 
トトリップ 一夕一は自動的に U セツ 
卜されます。 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 



















シヨートトリツプメーター画面を表の 
させる 


または 


を押して、シヨ- 


ト ト U ップ 一夕一画面を表おさせ 
ます。 

ショートト U ップ一夕一は、手動で 
ち I 」 セッ トでさまず。 

ショートトリップ メーターを 手動でリ 
セットずる 

► ショートト U ップ^ーター画面が表 
示されているとさに、^ーターパネル 
のリセットボタン （> じ6ページ）を 
押し続けて、表示を U セットしまず。 

□ングトリップ メーター 画面 


□ンクトリップメーターをリセットずる 

► □ングト U ップ一夕一画面が表 
示されているとさに 、乂ーター八 
ネルのリセットボタン （0126 ペー 
ジ）を押し続けて、表示をリセッ 
卜します。 

〇 U セット後、 □ ングト U ップメー 
夕一は、 99,999 km 走行後、また 
は9,999時間経過後に自動的に U 
セットされまず。 

走行可能距離画面 


ソウコウカノウ11 2 km 


U セットカラ 

-1 OOkm 


1:1 6 h 


^― ! 


‘ /9 km/h 

巳. 8 km/l 


E3 



① U セットからの走行距離 （ km ) 

@1」セットからの経週時間 （ h ) 

@リセットからの平均速度 ( km / h ) 
@リセットからの平均燃費 ( km / I ) 

□ングト U ップ;>< 一夕一は、 U セットし 
たときを起点とした情幸 g を表示しまず。 

□ングトリップメーター画面を表示さ 
せる 


または 


を押して、ショー 


トト U ップ 一夕一画面を表おさせ 
ます（>153ページ）。 

D を押して、□ングト U ップ一 
ター画面を表示させます。 


現在の燃料残量で走行可能なおよそ 
の距離を計算し、予測値として表示 
します。 

走行可能距離画面を表示させる 

► イグこッション位置を2にしまず。 

► または！^を押して、ショー 
J ップ 一夕一画面を表おさせ 


トト U 
まず（>153ぺ 


-ジ）。 


〇を押して、走行可能距離画面 
を表示させます。 


を邸 S 恒冊 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 










マルチフ: 



H 走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と燃料残量から計算した予測値 
です。今後の走行状況に応じて大さ 
<変動することがありまずので、燃 
料計を確認して、早めに給油して< 
ださい。 

燃料鶏量がかないとさは、マルチファ 
ンクションディスプレイに"ネンリョウリヴ'' 
-了 キユウユ巧クダサイ"と表示されるか、じ （ 
下の マークが 表示されまず。 


ソウ]ウカノウ: 


電話 




Bluetooth 
セツゾクマチ 


最寄りのガソ1」ンスタンドでずみやか 
に給油してください。 


電話画面を表示させる 

► ^まには^を押して、電話画 
面を表示させます。 

通話ずる（電話を夏信ずる） 

► 電話びかかってさたとさにステア1」 
ングの通話開始スイッチ^を押 
します。 

電話を受信でさまず。 

通話を終える（電話を切断ずる） 

► ステア U ングの通話終了スイッチ 
^を押します。 

電話を切断でさまず。 

電話帳からの発信 

COMAND システムの電話帳に登録し 
てある電話番号に電話をかけることび 
でさまず。 

► 電話画面表示中に、 ri または Ki 
を押して、発信先を選択します。 

► ステア U ングの通話開始スイッチ 
^3を押します。 

※詳細については、別冊 「 COMAND シス 
テム取扱説明書」をお読みくださし、。 


■を邸昼冊 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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オフ□—ド走行装備 


オフ□-ド走巧装備 


オフ□ー ド走行のための装備には、 
• UU 下のちのがありまず。 

4MATIC 

車両操縦性や走行安定性を高める4輪 
駆動システムでず。 

DSR 

下0坂を走行するとさ I こ設定した速度 
を維持しようとずるシステムでず。 

□ —レンジモード 

強い駆動力を必要とずるとさに設定し 
ます。 

デイファレンシャル□ック 

車輪が空転して動けな < なつた場合な 
どの緊急時の装備です。 

オフ□—ドの走行については、「オフ 
□ー ド走行瓜273ページ）」もご覧 
<ださい。 


4MATIC 

4 MAT には、滑りやすい路面での発進 
時や加速時の走行安定性を向上させ、 
車両操縦性を確保しよラとずる4輪駆 
動システムでず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 4 MATIC は車両操縦性や走行安定性 
を高める装備で、無謀な運転から 
の事故を防ぐをのではあ0ません。 
4 MATIC 車でを、車両操縦性や走行 
安定性の確保には限界がありまず。 


• 運転時の安全確保や危険回避につし、 
ては運転者に全責任があります。 

• 滑りやずい路面などでいずれかの夕 
イヤが空転したとさは、アクセルぺ 
ダルを踏む力をかしゆる故て < ださ 
し、。また、慎重に運転するととをに、 
政下の操作は絶対に行なわないよラ 
にしてください。 

◊急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊急発進、急加速 
◊急激なエンジンブレーキ 

04 MAT に車であってを雪道や凍結 
路などでは、ウインタータイヤやス 
ノーチェーンを装着し、速度を控え 
めにし、車間距離を十分確保して運 
転してください。スノーチェーンは 
後輪に装着してください。 

〇ブレーキダイナモ上でパーキング 
ブレーキを点検ずるときは、約10 
巧ん U 内にして<ださい。 また 、イグ 
ニッション位置を0か1にしてく 
ださい。ブレーキシステムや駆動系 
部品を損傷ずるおそれびありまず 

[I ダイナモメーターを使用して検査 
などを行な5とさは、必ず2軸ダ 
イナモメーターを使用してくださ 
し)。駆動系部品やブレーキシス了ム 
を損傷するおそれびありまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


B を邸6恒化 








オフ□ード走行装備 
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DSR (ダウンヒル-スピード-レギユ 
レーシヨ ン） は、 下り坂を走行ずると 
さに自動的にブレーキを作動させ、設 
定した速度を維持しようとするシステ 
ムです。 

下り坂の勾配が急になるほどブレーキ 
の効さ具をは強<なり、勾配がゆる< 
なるとブレーキの効さ具合は弱<なり 
ます。 

勾配のない路面でち作動しまずが、必 
ず下り坂を走行ずるとさに使用して< 
ださい。 

設定できる速度は 6 krn / h から 
1 8 km / h の間で'ず。 

A 事故のおそれびありまず 

極端な下り坂などでは、 DSR が設定速 
度を維持できないことがあります。こ 
のときは、 ブレーキ ペダルを踏んで減 
速して<ださい。また、路面や周囲の 
状況に適した速度に設定してください。 
DSR 使用時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任がありまず。 


Hdsr の設定速度の表示と、スピー 
ドメーターおよびマルチファンク 
シヨンディスプレイの速度表示に 
は、若干の誤差が生じることがあり 
ます。 

Odsr はおず下りあを走行ずるとき 
に使用してください。路面の勾配に 
かかわらず作動しまずので、路面や 
周囲の状況、特に後方の車などにミ主 
意しなびら操作してください。事故 
を起こずおそれびありまず。 


〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに DSR に関する故障/警告メッ 
セージび表示されたとさは （0303 
ページ）をご覧ください。 

Odsr び作動していてを、アクセル 
ペダルを踏むと車は加速しまず。ま 
たブレーキペダルを踏むと、車は減 
速しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

DSR が作動しているとさに、アクセ 
ルペダルを踏んで車を加速させると、 
設定速度や路面の勾配によっては、 
アクセルペダルから足を放したとさ 
に DSR が急 ブレーキを かけることが 
あります。十分ま意して走行してく 
ださし、。 


DSR の作動と解除 



① DSR スイッチ 
©表示灯 



(設定速度び 6 km / h のとき) 


■を馨直冊 















④設定速度 

⑥ DSR ィンジケーター 


DSR を作動させる 

► エンジンびかかっていて走行速度び 
約 30 km / h じ(下のときに、 DSR ス 
イッチ①を押しまず。 

スイッチの表示灯③び点灯し、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに設 
定速度③び数秒間表示され、車両情 
報サブ画面に DSR インジケーター 
⑥び表示されまず。 

その後、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイの車両情報サブ画面に、設 
定速度④び表示されまず。 

〇 約 30 km/h (上の速度で走行し 
ているとさは DSR を作動させるこ 
とびでさません。このとさは7ル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
下記のメッセージび数秒間表おご 
れます。 



約 30 km / hlil 上のを度で走行していて 、 DSR 
を作動させよラとしたとさ 


DSR を解除ずる 

► DSR スイッチ①を押しまず。 

スイッチの表示灯③び消灯し、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
" DSR オフ"と数秒間表示されまず。 

車両情報サブ画面の設定速度④と 
DSR インジケーター⑥を消灯し 
9 〇 

Odsr を解除ずるとさは周囲の状況 
にま意してください。急な下り坂を 
走行しているときに DSR を解除ず 
ると、自動で作動しているブレーキ 
び解除されて速度び上昇し、事故を 
起こずおそれびありまず。 

〇 エンジンを停止ずると、 DSR は解 
除されます。 

〇 走行速度び約 35 km/h (上にな 
ると DSR は自動的に解除されま 
ず。このとをは警告音ととちにマル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
" DSR オフ"と表示されまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイで 
DSR の速度を設定ずる 



DSR 設定画面 


マルチフアンクシヨンデイスプレイで 
DSR の速度を設定でさまず。 

設定できる速度は 6 km / h から 
18 km / h の間で'ず。 











オフ□ード走行装備 
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〇 マルチフアンクシヨンディスフレ 
イで設定した DSR の速度は、イグ 
ニッシヨン位置を0にしたり、エ 
ンジンスイッチひらキーを巧いても 
消去されません。 

速度を設定ずる 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に DSR 速度設定画面を表おさせま 
す （0151 ぺージ）。 

► ステア1」ングの D を押しまず。 

2 km / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

または 

► ステア1」ングの D を押しまず。 

2 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

Q 走行中はマルチフアンクシヨン 
ディスプレイで DSR の設定を行な 
わないでください。車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
りまず。必ずレバーで設定を行なつ 
て < ださい。 


レバーで DSR の設定速度を変更ずる 



DSR を作動させているとさは、レバー 
で DSR の設定速度を一時的に変更で 
さまず。 

この変更によって設定でをる速度は 
4 km/h から1 8 km/h の間でず。 

〇 レバーで設定した DSR の速度は、 
エンジンを停止ずると消去されま 
す。なにエンジンを始動して DSR 
を作動させたとさは、マルチファン 
クシヨンデイスプレイで設定した速 
度になりまず。 

設定速度を上げる 

► レパーを⑧®方向に軽く操作しまず。 
1 km/h 単位で設定速度び上びり 

C^' ^ 〇 

または 

► レバーを®の方向にいっぱいまで操 
作しまず。 

設定速度が、 

• 1 Okm/h (下のときは 
一 10 km/h 一 18 km/h に 
• 1 Okm/h liLL のときは 
一1 8 km/h に 
設定速度が上がりまず。 

► 希望ずる速度になったらレパーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 

〇 設定した速度は数秒間マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに表示さ 
れ、その後、車両情報サブ画面に表 
示されます。 


■を邸直脚 


©設定速度を上げる 
©設定速度を下ばる 
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オフ□ード走行装備 


設定速度を下げる 

► レノ（一を⑦の方向に軽く操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

または 

► レバーを⑦の方向にいっぱいまで操 
作しまず。 

設定速度び、 

.10 km / h じ(上のときは 
一1 Okm/h 一 4 km/h に 
• lOkm / hiiTF のときは 
一 4 km/h に 
設定速度び下び0まず。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとをの速度に設定されまず。 

〇 設定した速度は数秒間マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに表示ご 
れ、その後、車両情報サブ画面に表 
示されます。 


1_1—レノジ—卜 

急勾配の道路を走行ずるとさや、ミ巧川 
などを渡るとさ、トレーラーをけん引 
するとさなど、強い駆動力を必要とず 
る場合は□ー レンジにしまず。 


ギアレンジ 

用途 

ノー7ル 
レンジ 

-般道路走行用でず。 

□—レンジ 

急勾配の道路を走行 
するとをや河川など 
をミ度るとをなどに使 
用しまず。 

ノーマル レンジに比 
ベて速度は約1/3に 
なり、強い駆動力び 
発生します。 

〇 LU 下のときは□ーレンジを使用し 


ないで < ださい。 

• めかるみなど滑りやずい路面を 
走行ずるとき 

• 積雪路や凍結路を走行するとさ 

• スノーチェーンを装着している 
とさ 

〇マニュアルギアシフト（>123ぺ一 
ジ）を選がしているとさに□—レ 
ンジにずると、エンジン回転数び許 
容回転数に達しても自動的にシフト 
アップされません。エンジン回転数 
を上げずざないよ5にミ主意して< だ 
ごい。エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 


B を邸6直が 
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①□ーレンジスイッチ 
③表示な 

□ーレンジにずる 

► エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 40 km / h け下のときに、シフ 
トポジションを m にしまず。 

► □ー レンジスイッチ①を押しまず。 

ギアチェンジの動作び終了ずると、 
作動音び鳴0、スイツチの表示灯③ 
び点灯しまず。 



ノーマル レンジにずる 

► エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 70 km / h じ(下のときに、シフ 
トポジションを m にしまず。 

► □ー レンジスイッチ①を押しまず。 

ギアチェンジの動作び終了ずると、 
スイッチの表示灯③とマルチフアン 
クションディスプレイの□ーレンジ 
マーク③び消灯しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ノーマルレンジから□ーレンジへ、ま 
たは□ーレンジからノーマルレンジへ 
のギアチェンジ操作を行なラ場合は、 
必ずギアチェンジの動作が完了するま 
で待ってくださし、。 

また、ギアチェンジの動作中にエンジ 
ンを停止したり、シフトポジションを 
El じ(外にしないでください。 

ギアチェンジの動作が完了するまで待 
たないと、ギアがニュー h ラルにな0、 
エンジンとドライブアクスルの間で動 
力が伝達されな< な0ます。 

この状態では、シフトポジションが 
wm 似外のときでを車が固定されな 
いため、坂道などで車が動さ出し、事 
故を起こすおそれがあります。 


⑤□—レンジマーク 



を邸6恒冊 


また、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに□ーレンジマーク⑤が表示 
されます。 
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マルチフアンクションディスプレイの 
警告メッセージ 

ギアチェンジの動作が正常に終了して 
いないときは、マルチフアンクション 
ディスプレイに LU 下の ッセージが表 
示されます。 

" max . 40 km / h テ、、ソウコウ" 

走行速度が約 40 km/h 政上のときに 
□ーレンジにしよ5としていまず。 

スイッチの表示灯 ( D ち点滅していまず。 

► 走行速度を約 40 km/hiU 下にして、 
操作を行なって< ださい。 

" max . 70 km / h テ、、ソウコウ" 

走行速度が約 70 km/hii (上のとき 
にノーマルレンジにしよラとしてし、 
ます。 

スイッチの表示灯③ち点滅してし^まず。 

► 走行速度を約 70 km/hiU 下にして、 
操作を行なって<ださい。 

■ I タングカン N こシフトシテクタ''リイ" 

走行速度は約 40 km/h iU 下（□-レ 
ンジにずるとき）または約 70 km/h 
m 下（ノーマルレンジにずるとき）に 
なっていまずが、シフトポジションが 
MM になっていません。 

► シフトポジションを m にして< 
ださい。 


" シフトドウサキャンがレサイキドウシテクタ''サイ" 

何らかの原因でギアチェンジの動作が 
完了していません。 

► ギアチェンジのための条件を確認 
し、再度操作を行なって<ださい。 

■ I テイシャ A "- キンク'' フ''レ-キソ州" 

警告音が鳴0まず。 

ギアチェンジの動作が完了していませ 
ん。ギアがこユートラルになっており、 
エンジンとぶイールの間で動力が伝達 
されていません。 

〇走行を続けないでください。駆動 
部品を損傷ずるおそれびありまず。 

► 周囲の状況にミ主意しなびら、停車し 
て < ださい。 

► パーキングブレーキを効かせて<だ 
ごい。 

► ギアチェンジのための条件をお認 
し、再度操作を行なってください。 

ギアチェンジの動作び完了ずると、 
警告メッセージび消えまず。 


B を邸6恒冊 
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デイファレンシャル□ックは、車輪が 
空転して走行でさな<なった場合など 
に、デイファレンシャルを□ックずる 
ことにより、空転していない車輪に駆 
動力を伝え、脱出を容易にずる緊急時 
の装備でず。 

デイファレンシャル□ックは、自動ま 
たは手動により操作でさまず。 


①デイファレンシャル□ックダイヤル 


点なずる 
表示な 

モード 

作動内容 

⑤ 

AUTO モード 

状況に合わせてディファレンシャ 
ル□ックが自動的に作動しまず。 

⑤ 

センター 

デイファレンシャル□ック 

センターディファレンシャルを手 
動で□ックでさまず。 

□ックずると、フ□ント / U アの 
プ□ペラシャフトび直結し、前輪 
まには後輪び空転した場合でを駆 
動力を確保します。 

④ 

センター/リア 

デイファレンシャル□ック 

センターディファレンシャルと U 
アディファレンシャルを手動で 
□ックでさまず。 

□ックずると、フ□ント/リアの 
プ□ペラシャフトとリア左ちのア 
クスルが直結し、空転していない 
車輪にち駆動力が伝わりまず。 



B を馨直册 













A けびのおそれびありまず 

• 緊急時の脱出 L 处外は、雪道や凍結路 
でデイファレンシャル □ ックを使用 
しないでください。また、デイファ 
レンシャルを□ックしたとさは、急 
発進をしないで<ださい。車の向さ 
び急に変わり、事故を起こすおそれ 
がありまず。 

• デイファレンシャルを□ックしたま 
ま舗装路面が表面のかたい路面を走 
巧しないでください。また、旋回中 
にデイファレンシャルを □ ックしな 
いで <ださい。 

旋回時でわ直進しよラとずる力が強 
<働さ、急激に直進状態に戻ること 
びあり、事故を起こしたり、駆動装 
置を損傷するおそれがあります。 


〇 前輪の駆動力は ETS により、自動 
的に制御されまず。 

〇 デイファレンシャル□ックの作動 
状態は、マルチファンクシヨンデイ 
スプレイの"オフ□ー ド表示"画面 
(>1 3日ぺージ）に表示されまず。 

Oauto モード(外のモードを選択 
した状態でエンジンを停止し、約 
10秒し i (上経過した後にエンジンを 
再始動ずると AUTO モードに切り 
替わりまず。 

〇 ま全のため、センターデイファレ 
ンシャルや U アデイファレンシャル 
を手動で□ックしているとさに走行 
速度び約 50 km / h を超えると、自 
動的に□ックび解除されまず。 


AUTO モードにずる 


〇デイファレンシャル□ックの手動操 
作は、 AUTO モードでは駆動力び不 
足する場合にのみ行なってくださし)。 

〇デイファレンシャルを□ックした 
ときは、アクセル操作やステアリン 
グ操作はゆっくり行ない、慎重に運 
転してください。 

〇デイファレンシャルを□ックずる 
とさは、車輪び空転していないこと 
をおず確認して<ださい。車輪び空 
転しているときに□ックずると車び 
急発進するおそれびありまず。 

。車をシャシーダイナモ上で動かずと 
をは、必ずパーキングブレーキを確 
実に効かせ、短時間であってを駆動 
アクスルし U 外を持ち上げるか、ドラ 
イブシャフトを外してください。こ 
のとさ、センターデイファレンシャ 
ルを必ず□ックしてください。駆動 
装置を損傷するおそれびありまず。 



► エンジンを始動しまず。 

ディファレンシャル□ックダイヤル 
①の表示灯③び点灯しまず。 

► 化のモードを選択しているときは、 
ディファレンシャル□ックダイヤル 
①をまわして、表示灯③を点灯させ 
まず。 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
"オフ□-ド表示"画面（>135ぺージ） 
にしているとさは、"トト"の文字が表 
おされまず。 
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AUTO モードでは、デイファレンシャ 
ル□ックは自動的に制御されまず。 

舗装路面からオフ□ー ドまで、様々な 
路面状況に適した駆動力が発生し、車 
の旋回時にち影響を与えません。 

センターデイファレンシャルを□ック 
ずる 



愈センターディファレンシャルが□ック 
した状態 

► 約 30 km / haU 下で走行していると 
きにディファレンシャル□ックダイ 
ヤル①をまわして、表示口③を点口 
させます。 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
"オフ□-ド表示"画面（1>135ぺ一 
ジ）にしているとさは、センターディ 
ファレンシャルが□ックしたことを示 
す □ ©が表示されまず。 

AUTO モードから操作したときは、 
II 才-卜"の文字が消えまず。 


センターデイファレンシャルとリア 
デイファレンシャルを□ックずる 



©センターディファレンシャルが□ック 
した状態 

© U アディファレンシャルが□ックした 
状態 

► 約 30 km / hLU 下で走行していると 
きにディファレンシャル□ックダイ 
ヤル①をまわして、表示口④を点口 
させます。 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
"オフ□-ド表示"画面（>13日ページ) 
にしているとさは、センター/ U ア 
ディファレンシャルが□ックしたこと 
をおず □ ©® が表示されます。 

AUTO モードから操作したときは、 
II トト"の文字が消えまず。 



約 30 km / haU 上で走行しているとき 
ディファレンシャルを□ックしようと 
したときは、マルチファンクシヨン 
ディスプレイに上記の^ッセージが表 
示されます。 


■を邸昼脚 
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走巧装備 


走行装備には、(下のものがありまず。 

クルーズコント□ール/デイストロ 
ニック* /可変スピードリミッター 

走行速度を制御ずる機能でず。 

ADS 

運転のスタイルや道路状況などに応じ 
て、サスペンションモードを選択でき 
ます。 

レベルコント□—ル 

悪路などを走行ずるとさに車高を上げ 
ることがでさまず。 

パークト□ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、障 
害物とのおよその距離を知らせまず。 

サイドビューカメラ 

助手席側のフ□ントタイヤ周辺や助手 
席ドア下方の映像を COMAND デイス 
プレイに表示しまず。 

パーキングアシストリアビューカメラ 

車庫入れや縦列駐車などの後退操作を 
補助します。 

ABS 、 BAS 、 アダプテイブブレーキラ 
ンプ、 ESP 、 EBV 、4 ETS については、 
走行安全装備（>46ページ）をご覧 
<ださい。 


クルー义」ントロール _ 

アクセルペダルを踏まな<てち、設定 
した速度を自動的に維持して走行でさ 
まず。 

設定できる速度は約 30 km / hi ； LL でず。 

A 事故のおそれがありまず 

. 車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保など、クルーズコント□ール 
使用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任があります。 

• し^下のよラな場合はクルーズコント 
□ールを使用しないでください。車 
のコント□ールを失い、事故を起こ 
すおそれがあります。 

◊急な下り坂、急カーブ、曲がり 
<ねった道路 

〇加減速を繰り返すよラな交通状 
況や交通量のをい道路 

◊雨で濡れた路面や積雪路、凍結 
路などの滑りやすい路面 

◊降雨時や降雪時、濃霧時など視 
界が確保でさない場合 

B クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用ずる 
ことを想定したをのでず。市街地で 
は使用しないでください。 

〇指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 

P 急な上りあでは、クルーズコント 
□ールび速度を維持ずるためにシフ 
トダウンしまずび、設定した速度を 
維持でさないことびありまず。この 
よ5なとさはアクセルペダルを踏ん 
で加速してください。 


B を邸6恒化 
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〇急な下り坂などで惰性びついにと 
さは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効かせることびありま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このよ5なとさは、ブレーキペダルを 
踏むか、テイップシフトでほし)ギアレ 
ンジを選択し、エンジンブレーキの効 
さを強< して、減速して<ださい。 

にだし、路面び滑りやずいときは、 
急激なエンジンブレーキを効かせな 
し、でください。ス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびありまず。 

Q 自動的にブレーキを効かせている 
ときは、ブレーキペダルび奥に引き 
込まれます。ブレーキペダルの下に 
足を置し''てし''ると、足を挟まれたり、 
ブレーキの作動を妨げるおそれがあ 
りまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メッセージび表示され 
にときは（1>298ページ）をご覧く 
ださい。 


クルー ズコント□—ルの使いかた 



①〜⑥レ J (一の操作ち向 
⑧表示な 


DSR (0157 ぺージ）、可変スピード 
リミッター（[>181ぺージ）と同じレ 
バーを使用しまず。 

レバーの表示灯⑧び消灯しているとさ 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
〇 

レバーの表示灯⑥び点灯しているとを 
は、可変スピード U S ッターを操作で 
さる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
ずと表示灯び消灯し、クルーズコント 
□ールを操作でさる状態に切り替わり 
まず。 

クルーズコント□-ルを設定ずる 

► DSR び解除されていることを確認 
します （>157 ページ）。 

► 希望の速度まで加速、または減速し 
9 〇 

► 希望の速度に達したとさ、レバーを 
①か③の方向に操作しまず。 

そのとさの速度にクルーズコント 
□ールび設定されまず。 

まには 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

• 設定速度び記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
されます。 

• 設定速度び記憶されていないと 
をは、そのとさの速度に設定さ 
れまず。 

アクセルペダルから足を放ずと、設 
定した速度を維持するよう I こ走行し 
まず。 


■を邸昼冊 
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⑦設定ま度 

マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
設定速度⑦び表示され、数秒間後に車 
両情報サブ画面に移動しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

記憶されている速度に再度設定ずると 
さは、周囲びま全な状況であることを 
確認してください。走行中の速度と設 
定ま度に大さな差びあると、急加まや 
急減まをして事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

〇 走行速度び約 30 km/h 下のとき 
や、 ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除しているとさはクルーズコン 
卜□ールを設定でさません。このと 
をは、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに "— km / h " び数秒間点滅し 
ます。 

〇 クルーズコント□ールを解除ずる 
前の設定速度は記憶されまず。 

にだし、イグニッシヨン位置をを一 
度0か1にずると、記憶された速 
度は消去されまず。 


〇 クルーズコント□—ルの設定速度 
の表示と、スピードメーターおよひ' 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の速度表示には、若干の誤差び生じ 
ることびありまず。 

設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に軽く操作し 
9 〇 

1 km / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

または 

► レバーを①の方向にいっぱいまで操 
作しまず。 

•10 km / h 単位で設定速度び上び 
りまず。 

• 1 km / h 単位の端数で速度び設定 
されていたとさは、設定速度び 
切り上びり、その後 10 km / h 単 
位で設定速度び上び0まず。 

希望ずる速度になったらレバーから 
手を放しまず。 

そのとさの速度に設定され、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに設定 
速度び数秒間表おごれまず。 

Q レバーを①の方向に操作してク 
ルーズコント□ールの設定速度を上 
げるときは、周囲の状況にま意して 
ください。レバーから手を放した後 
を、設定した速度に到達ずるにめに 
車び加速ずることびありまず。 


B を邸 e 恒冊 





走行装備 


169 


設定速度を下げる 

► レパーを③の方向に軽く操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び下びりまず。 

希望する速度になったらレノ（一から 
手を放します。 

または 

► レバーを③の方向にいっぱいまで操 
作しまず。 

•10 km / h 単位で設定速度び下び 
りまず。 

• 1 km / h 単位の端数で速度び設定 
されていたとをは、設定速度び 
切り下びり、その後 10 km / h 単 
位で設定速度び下びりまず。 

希望する速度になったらレノ く一ひら 
手を放します。 

そのとさの速度に設定され、マルチ 
フアンクションディスプレイに設定 
速度び数秒間表示されまず。 

〇 レバーを③の方向に操作して減速 
しているときに、シフトダウンした 
0、自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありまず。 

P クルーズコント□ールび自動的 
にブレーキを効かせているとをは、 
ブレーキペダルび奥に引さ込まれ 
ます。ブレーキペダルの下に足を 
置し''てし''ると、足を挟まれにり、 
ブレーキの作動を妨げるおそれび 
ありまず。 


—時的に速度を上げる 

追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るときは、アクセルぺダ>1レを踏んで速 
度を上げてくだごい。アクセルペダル 
から足を放ずと、元の設定速度に戻り 
まず。 

クルーズコント□-ルの設定を解除 
ずる 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

まには 

► レバーを③の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを⑥の方向に操作しまず。 

レノ（一の表示灯⑧び点灯し、巧変ス 
ピード U ミッターを操作できる状態 
に切り替わりまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

クルーズコント□ールはシフトポジ 
ションを m にしてち解除されま 
すび、走巧中はシフトポジションを 
HI にしないでください。エンジン 
ブレーキび効かないため、事故を起こ 
したり、トランスミッションを損傷す 
るおそれびありまず。 

〇 クルーズコント□ールを解除ずる 
前の設定速度は記憶されまず。 

ただし、イグこッション位置を一度 
0か1の位置にずると、記憶され 
た設定速度は消去されまず。 
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〇 UTF のとさはクルーズコント□一 
ルが自動的に解除されまず。 

• シフトポジションを ■! ■にした 
とさ 

• ESP が作動したとさ 

• ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除したとさ 

このとさは警告音が鳴り、マルチ 
フアンクションディスプレイに"クル- 
ス'' T ノ阳-ルオフ"と表示されまず。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
たとさちクルーズコント□ールは自 
動的に解除されまず。 


ディスト□ニック* _ 

ディスト□ニックは、設定した速度を 
自動的に維持して走行ずるクルーズコ 
ント□ール機能に、センサーによる車 
間距離感知機能と車間距離警報、自動 
ブレーキ機能を組み合わせたシステム 
です。 

先行車を感知すると、設定した速度か 
ら自動的に速度の調整を行ないなが 
ら、車間距離を維持ずるよ5に走行し 
ます。 

設定できる速度は約 30 km / h から約 
1 80 km / h の間で'ず。 

《上記は、車両の機能の説日月でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 


心 事故のおそれびありまず 

• ディスト□ニックは先行車への追突 
を回避ずるよラな自動操縦システム 
ではありません。 

. 車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保、適切なブレーキ操作など、 
ディスト□ニック使用時のま全確保 
が危険回避については運転者に全責 
任があります。 

• ディスト□ニックによるブレーキ 
は最大制動力の約20%程度のため、 
運転者はこのシステムだけに頼ら 
ず、常に先行車との車間距離や周囲 
の状況を確認し、必要に応じてブ 
レーキを操作してください。 

• 積雪路や凍結路など滑りやすい路面 
では、ディスト□ニックを使用しない 
でください。車のコント□ールを失し、、 
事故を起こずおそれがおりまず。 

• ディスト□ニックは、じ(下のような 
ちのには反応しません。 

ディスト□ニックを使用していると 
さわ、常に周囲の状況にを意を払つ 
て < ださい。 

◊歩行者 
〇停車中の車両 
ぐ対向車 

〇道路を横切る車両 
〇オートバイなど横幅の狭い車両 
〇異なる車線を走行してし''る車両 
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• LU 下のよラな場含はデイスト□ニッ 
クを使用しないでください。急加速 
して先行車との車間距離を維持でき 
ず、事故を起こすおそれがあります。 
◊急な下り坂や急カーブ、巧がり 
くねつた道路を走行するとさ 
〇 ETC ゲートを通過するとき 
〇走行速度の速い車線に車線変更 
ずるとさ 

◊交通量の多い道路や、工事中区 
間など頻繁に車線変更を行なラ 
区間を走行ずるとさ 
• みぞれやひょラ、 霧 や豪雨、吹雪 
などの悪天候のとさや、デイスト 
□ニックセンサーがミちれているとさ 
は、デイスト□ニックを使用しない 
で<ださい。先行車との車間距離を 
正確に計測でさず、事故を起こすお 
それがあります。 

H デイスト□ニックは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用すること 
を想定したをのでず。市街 i せでは使 
用しないで < ださい。 

y 急な下り坂などで惰性びついたと 
さは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効かせることびあ0ま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このようなとさは、ブレーキペダル 
を踏むか、テイップシフ h でほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さい。 

ただし、路面び滑0やずいとさは、 
急激なエンジンブレーキを効かせな 
し、でください。ス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびありまず。 


Q 自動的にブレーキを効かせている 
ときは、ブレーキペダルび奥に引き 
込まれます。ブレーキペダルの下に 
足を置し''てし''ると、足を挟まれにり、 
ブレーキの作動を巧げるおそれびあ 
りまず。 

〇ディスト□ニックの設定速度の表 
おと、スピードメーターおよびマル 
チフアンクシヨンディスプレイの速 
度表示には、若干の誤差び生じるこ 
とびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にディスト□ニックに関ずる故障/ 
警告メッセージび表おされたとさは 
(0294、295、298ぺージ）をご覧く 
ださい。 

〇 前方に車両びいないとさは、ディ 
スト□ニックはクルーズコント□一 
ル（[>166ページ）と同じ働きをし 
ます。 

〇 自動的にブレーキを効かせたとさ 
は、ブレーキランプを点灯しまず。 

車間距離表示画面 



①先行車（先行車を感知した場合） 

③先行車と自車とのおよその車間距離 

③ 先巧車と自車との設定した車間距離 

④ 自車 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に車間距離表示画面を表示させると 
(>135ページ）、先行車との距離など 
を表示ずることびできまず。 
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ディスト□ニックを設定しているとさ 
に先行車を感知ずると、他の画面を表 
示させていてち、自動的に車間距離表 
示画面に切り替わりまず。先行車がい 
な<なると、元の画面に戻りまず。 

他の画面を表おさせていてち、ディス 
卜□ニックを設定または解除したとさ 
は、車間距離表示画面が数秒間表おさ 
れます。 

〇 車間距離表示画面は、ディスト □ 
ニックを解除しているとさを表示で 
をまず。 

©道路 や交通の状況により、先行車 
との距離を正確に表示でさないこと 
びありまず。 

デイスト□ニックの使いかた 



①〜⑥レバーの 操作方ミ去 
⑥表示む 

DSR (01 57ぺージ）、巧変スピード 
リミッター 0181ぺージ）と同じレ 
バーを使用しまず。 

レバーの表示灯⑧び消灯しているとさ 
に、デイスト□ニックを操作でさまず。 


レノ（一の表示灯⑧び点灯しているとさ 
は、可変スピード U ミッターを操作で 
さる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
ずと表示灯⑧び消灯し、ディスト □ 
ニックを操作でさる状態に切り替わり 
ます。 

ディスト□ニックを設定ずる 

► DSR び解除されていることを確認 
します（>157ページ）。 

► 希望の速度まで加速、または減速し 
9 〇 

► 希望の速度に達したとさ、レバーを 
①または③の方向に操作しまず。 

そのとさの速度に設定されまず。 
または 

► レバーを④の方向に引さまず。 

• 速度び記憶されているとさは、 
記憶されている速度に設定され 
9 〇 

• 速度び記憶されていないとさは、 
そのとさの速度に設定されまず。 

アクセルペダルから足を放ずと、設定 
した速度を維持ずるよ5に走行しまず。 

先行車びいるとさは、設定した車間お 
離（>176ぺージ）を維持ずるように、 
速度を調整しなびら走行しまず。 

⑦設定ま度 
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マルチフアンクシヨンディスプレイに 
他の画面を表おさせているとさは、車 
間距離表示画面と設定速度③が数秒間 
表示されます。 


車両距離表示画面を表示させるには 
0135ぺージ）をご覽ください。 



⑧デイスト□ニックインジケーター 


また、設定速度の前後にディスト □ 
こックインジケーター®が1個または 
2個点灯しまず。 

〇 ディスト□ニックは iU 下のときは 
設定でさません。このとさは、設定 
速度③に "— km / h " が数秒間表示 
されます。 

• 走行速度が約 30 km/hii (下のと 
きや約18日 km/h 上のとき 

• ブレーキ ペダルを踏んでいる 
とさ 

• パーキングブレーキを効かせて 
し、るとさ 

• ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除しているとき 

• シフトポジションが眶ミ I 、 MSM - 
〇になっているとさ 

また、エンジンを始動してから約2 
分間経過していないとさは、設定で 
さないことがありまず。 


〇 ディスト□ニックの設定速度の表 
示と、スピード一夕一およびマル 
チフアンクシヨンデイスプレイの速 
度表示には、若干の誤差が生じるこ 
とがありまず。 

〇 ディスト□ニック作動中にアクセ 
ルペダルを踏んで速度を上げると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"才- A ''- ライド"と表示され、ディ 
スト□ニックによる速度調整び一時 
的に解除されまず。 

〇 ディスト□ニックの設定速度は記 
憶されまず。 

ただし、イグこッシヨン位置を一度 
0か1にずると、記憶された速度 
は消去されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

記憶されている速度に設定ずるとさは、 
周囲が安全な状況であることを確認し 
て<ださい。走行中の速度と設定速度 
に大さな差があると、急加速や急減速 
して事故を起こすおそれがあります。 


設定速度を上ばる 

► レパーを①の方向に軽く操作しまず。 
1 km / h 単位で設定速度が上がりまず。 

希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 
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まには 

► レバーを①の方向にいっぱいまで操 
作します。 

•10 km / h 単位で設定速度び上び 
りまず。 

. 1 km / h 単位の端数で速度び設定 
ごれていたとをは、設定速度び 
切り上びり、その後 10 km / h 単 
位で設定速度び上び0まず。 

希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとをの速度に設定され、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに設定 
速度び数秒間表示されまず。 

〇レバーを①の方向に操作して設定 
速度を上げるとさは、周囲の状況 
にミ主意してください。レバーから 
手を放した後を、設定した速度に 
到達ずるにめに車び加速ずること 
びありまず。 

設定速度を下げる 

► レパ'一を③の方向に軽く操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び下びりまず。 

希望する速度になったらレバーから 
手を放します。 

まには 

► レバーを③の方向にいっぱいまで操 
作します。 

•10 km / h 単位で設定速度び下び 
りまず。 


希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとをの速度に設定され、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに設定 
速度び数秒間表示されまず。 

〇 レバーを③の方向に操作して減速 
しているときに、シフトダウンした 
0、自動的にブレーキを効ひせるこ 
とびありまず。 

Q 自動的にブレーキを効かせている 
とさは、ブレーキペダルび奥に引 
を込まれます。ブレーキペダルの 
下に足を置いていると挟まれたり、 
ブレーキの作動を妨げることびあ 
りまず。 

—時的に速度を上げる 

► 追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るときは、アクセルペダルを踏んで 
速度を上げてください。 

アクセルペダルから足を放ずと、元 
の設定連度 I しおりまず。 

〇 ディスト□こック作動中にアクセ 
ルペダルを踏んで速度を上げると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"才 - A ''- ラ仆 '' II と表示され、ディ 
スト□ニックによる速度調整が一時 
的に解除されまず。 


• 1 km / h 単位の端数で速度が設定 
されていたとさは、設定速度が 
切り下がり、その後 10 km / h 単 
位で設定速度が下がりまず。 
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ディスト□ニックを解除ずる 

► レバーを③の方向に押しまず 
(>172ページ）。 

または 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

または 

► レバーを®の方向に押します 
(>172ページ）。 

レバーの表示口®が点口し、可変ス 
ピード U ミッターを操作できる状態 
に切り替わりまず。 

ディスト□ニックが解除されると、 
マルチファンクションディスプレイ 
に"テ''ィスト□ニックオ尸と数秒間表示さ 
れます。 

A 事故のおそれびありまず 

• じ(下のよラなとさはディスト□ニッ 
クを解除してください。 

◊急な下り坂や急カーブ、曲がりく 
ねった道路にさしかかったとさ 
〇設定速度よりち低い速度で走行 
している先行車への追従走行か 
ら、車線を変更するとさ 

◊合流車線や分岐車線を走行する 
とさ 

これらの場合にディスト□ニックを 
作動させていると、設定した速度ま 
でシステムが自動的に加速-減速を 
行ない、事故を起こすおそれがあり 
まず。 

• 走行中はシフトポジションを m 
にしてディスト□ニックを解除しな 
いでください。エンジンブレーキが 
効かないため、事故を起こしたり、 
トランスミツシヨンを損傷ずるおそ 
れがお0まず。 


〇 ディスト□ニックを解除ずる前の 
設定速度は記憶されまず。 

ただし、イグこッション位置を一度 
0か1にずると、記憶された設定 
速度は消去されまず。 

〇 LU 下のとさはディスト□ニックが 
自動的に解除されまず。 

• 走行速度が約 30 km / hiU 下に 
なったとさ 

• ESP が作動したとさ 

• ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除したとさ 

• シフトポジションを mm にした 
とさ 

• パーキングブレーキを効かせた 
とさ 

このとさは警告音が鳴0、マルチ 
フアンクションディスプレイに"テ'' 
イスト□こックオフ"と数秒間表示されまず。 


先行車を感知したとを 


の一 






FV 

. » >Vi 


①先行車（先行車を感知した場を） 
©先行車と自車とのおよその車間距離 
感先行車と自車との設定した車間距離 
® 自車 

前方に走行している車を感知ずると、 
車間距離表示画面に先行車①が表おさ 
れまず。 
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自車の走行速度よ0遅い速度で走行し 
ているときは、車間距離が詰まるにつ 
れ、先行車の表示が左からちへ移動し 
ます。 

速度に応じた設定車間距離に達ずる 
と、先行車への追従走行を開始します。 

〇 マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに他の画面を表おさせていてち、 
デイスト□ニックを設定していると 
さに先行車を感知ずると、自動的に 
車間距離表示画面に切り替わりま 
す。先行車がいな<なると、元の画 
面に戻りまず。 



先行車を感知したとさの表示例 
© 先行車の走行速度 
© 設定速度 

@デイスト□ニックインジケーター 

また、先行車の走行速度®と設定速度 
©、デイスト□ニックインジケーター 
③が点灯しまず。 


車間距離の設定 


走行しているとさ、先行車との車間距 
離を1秒から2秒の範囲で設定する 
ことがでさまず。 

車間距離の1秒間とは、ある速度のと 
さ1秒間で走行ずる距離のことで、約 
100 km / h で走行しているときの1秒 
の車間距離は約 28 m になりまず。 


設定した車間距離はマルチファンク 
シヨンディスプレイに表示されまず。 



①車間距離調整ダイヤル 
©車間距離を短くする 
@車間距離を長くする 


車間距離を長<ずる 

► ダイヤ;レ①を③の方向にまわしまず。 

車間距離を短<ずる 

► ダイヤ;レ①を③の方向にまわしまず。 


B を邸6恒冊 









走行装備 


177 


走行速度と車間距離の関係 


走巧速度 

設定できる車間距離 

( km / h ) 

( m ) 

40 

11—22 

60 

17〜33 

80 

22 — 44 

100 

28〜56 


※車間距離はおよその距離です 


〇 設定される車間距離は走行速度に 
よつて変わりまず。 

A 事故のおそれびありまず 

車間距離を設定するとさは、先行車と 
の安全が確保でさる距離に設定して< 
ださい。先行車が急ブレーキをかけた 
とさなどに、事故を起こずおそれがあ 
ります。 


車間距離警告 


デイスト□ニックが作動していると 
さ、先行車に近付さずざると、車間距 
離警告灯と車間距離警告音による警告 
が行なわれ、運転者にブレーキ操作を 
促します。 

〇 道路幅の狭い道やカーブなどを走 
行しているとさは、車道脇に設置さ 
れた静止物やガードレールの U フレ 
クターなどを感知して、車間距離警 
告音が鳴ることがあ0まず。 


〇 減速が必要なとさは、必ずブレー 
キペダルを踏んで<ださい。デイス 
卜□ニックが作動しているときは、 
テイップシフトでシフトダウンを行^ 
なってち、エンジン回転数が速度に 
応じて変化ずるだけで、エンジンブ 
レーキは効さません。 

A 事故のおそれびありまず 

• 走行中に車間距離警告灯が赤色点灯 
して、車間距離警告音が鳴ったとを 
は、大幅な減速が必要になります。 
ブレーキ ペダルを踏んで減速ずる 
か、回避操作を行なってください。 
前車皆前方の障害物に衝突ずるおそ 
れがお0まず。 

• 車間距離警告灯が頻繁に点口した 
り、車間距離警告音が鳴るよラなと 
きは、デイスト□ニックを使用しな 
いで < ださい。 

• 周囲の状況によっては、先行車がい 
てち車間距離警告が行なわれなかっ 
たじ 、先行車がいないときに車間距 
離警告が行なわれることがありま 
ず。運転者は車間距離警告だけに頼 
らず、常に先行車との車間距離や周 
囲の状況を確認し、必要に応じてブ 
レーキを 操作してください。 


■を邸直冊 
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車間距離警告'打 



①車間距離警告灯 

イグこッシヨン位置を2にすると点火了 
し（点灯しないとさは警告灯が故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

走行中は、先行車に近付さずざたとさ 
や他車が割り込んでさたとさ、または 
前方に停止している障害物があるとさ 
など、先行車との車間距離が短<なり、 
大幅な減速が必要になったとさに点口 
します。 

車間距離警告音を設定ずる 

► イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に車間距離警告音設定画面を表おさ 
せます（[>150ぺージ）。 


を押し、"オン"を 


または I _ 

選択しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
のサブ画面に、車間距離警告音イン 
ジケーター®が表示されまず。 



©車間距離警告音インジケーター 

車間距離警告音を解除ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
9 〇 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に車間距離警告音設定画面を表おさ 
せます0150ページ）。 

► D または D を押し、"才7 II を 
選択します。 

車間距離警告音インジケーター③が 
消えまず。 

B 車間距離警告音を解除ずると、先 
行車に近付さずざてを、車間距離 
警告灯による警告しか行なわれま 
せん。 

車間距離警告音を設定して走行して 
<ださい。 
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〇 デイスト□ニックを解除している 
とさでち、先行車との車間距離は測 
定されています。先行車に近付さず 
ざると、車間距離警告灯と車間距離 
警告音による警告を行ないまず。 

ただし、車間距離警告音を解除して 
いるときは、車間距離警告音は鳴り 
ません。 

〇 道路や交通の状況により、デイス 
卜□ニックび先行車との距離を正確 
に認識でさない場合びありまず。 

デイスト□ニックを使用して走行ずる 
と走の注意 

デイスト□ニックを使用ずるときに、 
特にミ主意び必要な道路と交通の状況 
を、し U 下に記載していまず。 

このよラな状況下では、必要に応じ 
て ブレーキ ペダルを踏んで<ださい。 
デイスト□ニックび解除されまず。 


力ーブを走ずるとをや力ーブに入る 
と走、カーブをおけるとを 



カーブでは、デイスト□ニックび先行 
車を感知でさなかった0、感知び早ず 
ざることびありまず。その結果、車び 
加速した0、ブレーキを効かせること 
びありまず。 


異なるライン上を走行しているとを 



ディスト□ニックは、同一車線でを異 
なるライン上を走行している先行車を 
感知でさないことびあ0まず。その結 
果、先行車に接近しずざることびあり 
まず。 

巧巧車との間に割り込みびあつたとを 



前方に割り込んでさた車びディスト □ 
ニックの感知範囲内に入らないことび 
ありまず。その結果、割り込んでさた 
車に接おしずざることびありまず。 


■を邸昼冊 
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巧巧車の横幅び狭いとを 



ディスト□ニックは、同一車線の端を 
走行している横幅の狭い先行車（オー 
h バイなど）を感知でさないことびあ 
りまず。その結果、先行車に接近しず 
ざることびありまず。 


巧変 スピー ドリ吉ッ ター 

巧変スピード U S ッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいてを、設定速度を超えないよ 
ラに走行ずることびでさまず。 

設定できる速度は 30 km / h から 
210 km / h の間でず。ただし、車の最 
高速度し U 上に制限速度を設定してを、 
車の最高を度し U 上の速度で走行ずるこ 
とはでさません。 

《上記は、車両の機能の説日月です。公道を 
を行する際は、必ずま定ま度や制限速度 
を遵守してください。 


A 事故のおそれびありまず 

• 走行時は法定速度を遵守して<ださ 
し、。巧変スピード us ッター使用時 
の安全確保や危険回避については運 
転者に全責任がありまず。 

• 運転を交代ずるとさは、必ず交代ず 
る運転者に、可変スピードリ云ッ 
ターの機能と設定した制限速度を伝 
えて < ださい。 

可変スピード U S ッターの機能を知 
らずに運転すると、アクセルペダル 
を踏んでも速度が上がらず、事故を 
起こすおそれがあります。 

• 可変 スピード U ミッターはブレーキ 
ペダルを踏んでを解除できません。 

• 可変スピード US ッターは設定した 
制限速度似上に加速する必要のない 
とさに使用してください。 

Q 急な下り坂などで惰性がついたと 
さは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効かせることがあ0ま 
すが、設定速度を維持でさないこと 
がありまず。 

このよラなときは、ブレーキぺ夕 V レ 
を踏むか、ティップシフトで低い半 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強< して、減速して<だ 
さい。 

ただし、路面が滑りやすいとさは、 
急激なエンジンブレーキを効かせな 
いでください。スリップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それがあ D まず。 
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Q 自動的にブレーキを効かせている 
とさは、ブレーキペダルび奥に引 
さ込まれまず。ブレーキペダルの 
下に足を置いていると挟まれたり 
ブレーキの作動を巧げるおそれび 
ありまず。 

P 巧変スピード U S ッターの 設定速 
度の表示と、スピードメーターおよ 
びマルチファンクシヨンデイスプレ 
イの速度表示には、若干の誤差び生 
じることびありまず。 

P マルチファンクシヨンデイスプレ 
イに可変スピード U ミッターに関ず 
る故障/警告メッセージび表示さ 
れたとをは （0298 ページ）をご覧 
<ださい。 

〇 ウインタータイヤスピード US ッ 
夕一 (W 46ページ）を設定してい 
るときは、可変スピードリミッター 
で設定でさる制限速度は、ウイン 
タータイヤスピード US ッターの設 
定速度び上限となりまず。 

〇 設定した速度を維持でさないとを 
は、警告音び鳴り、マルチファンク 
シヨンデイスプレイに"リミットヲ]1巧 
ダ’と表示されることびありまず。 


可変スピードリミツターの使いかた 



①〜⑥レノ（一の操作方向 
⑥表示な 


DSR (0157 ページ）、クルーズコン 
卜□-ル （01 66ぺージ）、ディスト 
□ニック* ([>170ページ）と同じレ 
バーを使用します。 

レバーの表示灯⑧び点灯しているとさ 
に、可変スピード U ミッターを操作で 
さまず。 

レバーの表示灯⑥び消灯しているとを 
は、クルーズコント□ールまたはディ 
スト□ニック*の操作びでさる状態で 
ず。レバーを⑥の方向に押ずと表示灯 
⑧び点灯し、可変スピード U S ッター 
を操作でさる状態に切り替わりまず。 

可変スピードリ吉ッターを設定ずる 

► DSR び解除されていることを確認 
します（>157ページ）。 

► レバーを①まには③の方向に軽く操 
作しまず。 

.停車中および走行速度び約 
30 km/h li * (下のときは、 30 km / 
h に設定されまず。 


• 走行速度が約 30 km / haU 上のと 
さは、そのとさの速度に設定さ 
れます。 


■を邸昼冊 





182 


走行装備 


まには 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

• 設定速度び記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に再度 
設定されます。 

• 設定速度び記憶されていないと 
をで、停車中および走行速度び約 
30 km/h (下のときは' 30 km / 
h に設定されまず。 

• 設定速度び記憶されていないと 
さで、走行速度び約 30 km/h 
上のとさは、そのとさの速度に 
設定されます。 



⑦設定速度 

⑨可変スピードリ云ツター表示な 

マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
設定速度⑦び表示され、数秒後に車両 
情報サブ画面に移動しまず。 

また、メーターパネルの巧変スピード 
U ミツター表示灯⑨び点灯しまず。 



デイスト□ニック装備車 


⑨可変スピード1」 S ッターインジケーター 

ディスト□ニック装備車は、スピード 

メーターの設定速度より下の部分に、 

可変スピード U ミッターインジケー 

夕一 ⑨び点灯し まず。 

〇 可変スピード U 三ッターを解除ず 
る前の設定速度は記憶されまず。 

ただし、イグこッシヨン位置を一度 
0か1にずると、記憶された速度 
は消去されまず。 

〇 キックダウンをしているとさは巧 
変スピード US ッターは設定でさま 
せん。 

〇 車種や仕様により、走行速度が 
記憶されている設定速度より約 
60 km / h 政上高いときは、記憶 
されている速度に再度設定ずるこ 
とがでさません。このとさは7ル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
"— km / h " が数秒間点滅しまず。 

U 制限速度を設定ずるとさは、周囲 
の状況、特に後方の車などにミ主意し 
ながら操作して<ださい。事故を起 
こすおそれがあ D まず。 
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設定速度を上げる 

► レパーを①の方向に軽く操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び上びりまず。 

希望する速度になったらレノ（一から 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 
まには 

► レバーを①の方向にいっぱいまで操 
作しまず。 

•10 km / h 単位で設定速度び上び 
りまず。 

• 1 km / h 単位の端数で速度び設定 
ごれていたとをは、設定速度び 
切り上びり、その後 10 km / h 単 
位で設定速度び上び0まず。 

希望する速度になったらレノ（一から 
手を放します。 

そのとさの速度に設定され、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに設定 
速度び数秒間表示されまず。 

設定速度を下げる 

► レパーを③の方向に軽く操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び下びりまず。 

希望する速度になったらレノ（一から 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 
まには 

► レバーを③の方向にいっぱいまで操 
作しまず。 

•10 km / h 単位で設定速度び下び 
りまず。 


• 1 km/h 単位の端数で速度び設定 
されていたとさは、設定速度び 
切り下びり、その後 10 km/h 単 
位で設定速度び下びりまず。 

希望ずる速度になつたらレノ（一から 
手を放しまず。 

そのとさの速度に設定され、マルチ 
フアン クシ ヨン デ イス プレイに設定 
速度び数秒間表示されまず。 

可変ス ピー ドリミッ ターを 解除ずる 

► レバーを③の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを⑥の方向に押しまず。 

レノ（一の表示灯⑥び消灯し、クルー 
ズコント□—ルまたはデイスト〇 
ニック*の操作びでさる状態に切り 
替わりまず。 

〇巧変スピード U S ッターを解除し 
てを、設定速度は記憶されていまず。 
記憶されている速度び走行速度より 
をほい場合、記憶されている速度に 
再度設定ずると、アクセルペダルを 
踏んでいてを車は減速しまず。 

〇 なの操作をしたとさは可変スピー 
ド U ミッターび自動的に解除され 
まず。 

• アクセルペダルを踏んでキックダウ 
ンしたとさ 

このとさは警告音が鳴0まず。 

ただし、走行速度が設定速度よ0 
約 20 km/h 政上低いときは、キッ 
クダウンしても可変スピードリミッ 
ターは解除されません。 

• エンジンを停止したとき 


■を邸昼脚 
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①ヴスペンションモード逞択スイッチ 
③表示な（スポーツ） 

③表示な（コンフォート） 

ADS (アダフティブ.ダンピング- 
システム）は、運転のスタイルや道路 
状況などに応じて、サスペンションを 
最適な状態に調整しまず。 

まに、サスペンションモード選択ス 
イッチでヴスペンションモードを選択 
でをまず。 

エンジンびかかっているとさに操作で 
さまず。 

サスペンションモードを選択ずる 

► サスペンションモード選択スイッチ 
①を押しまず。 

サスペンションモードび SPORT ^ 
COMF 一 AUTO 一 SPORT と切り替わ 
りまず。 

A けびのおそれがあ0まず 

サスペンションモード逞択スイッチを 
操作するとさは、ホイール八ウスの近 
くや車の下に人びいないことを確認し 
てください。車高び変化するときに、 
身体を挟むおそれびあ0ます。 


点な 

ずる 

表示な 

モード 

作動内容 

消な 

AUTO 

通常走行用の 
モードです。 

の 

SPORT 

(スポーツ） 

ス ポー テイ 
な走行に適 
したモード 
です。標準よ 
り約1 5 mm 
低い車高に 
なりまず。 

■a 

COMF 

ロン 

フオ—卜） 

快適性を重 
視ずる走行 
用のモード 
です。 


〇 サスペンションモードび AUTO 
モードか COMF モードのときは、 
走行速度び一定(上の速度になる 
と、車高び約 15 mm 下びりまず 
(>191ぺージ)。 

〇イ グニッション位置を0にしたり、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
を、選択したサスペンションモード 
は記憶されまず。 

〇 いずれかのドアび開いているとを 
は、 SPORT モードを選択してを車 
高は下びりません。開いているドア 
を閉じると、車高び下びりまず。 
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①車高調整ダイヤル 
©車高上昇の方向 
感車高下降の方向 
@表示灯 


レベルコント□ールは、悪路などを走 
行するときに、車高を上げることによ 
り最低地上高を確保でさまず。 

車高は、車高調整ダイヤル①により、 
4つのレベルを選択でさまず。 

エンジンがかかっているとさに操作で 
さまず。 


^けびのおそれびありまず 

• 車高を調整するとさは、ホイール八 
ウスの近<や車の下に人がいないこ 
とを確認して<ださい。車高が変化 
ずるとさに、身体を挟むおそれがあ 
りまず。 

• 通常は、でさるだけ低い車高で走行 
してください。車高が上昇ずると、 
車の重むを上がり、事故を起こすお 
それびあ0ます。 

• 車高を上昇させたとさは、急発進や 
急加速を避け、憤重に運転操作を行 
なってください。 ESP が作動しても、 
車両操縦性や走行安定性の確保には 
限界があ0まず。 


Q 連続して車高を調整しないでくだ 
さい。エアポンプの保護機能によつ 
て作動び停止ずることびありまず。 

〇マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに車高に関ずる故障/警告 
メッセージび表示されたとさは 
(1>301、302ぺージ）をご覧くだ 
ごし、。 


点なずる表示打の数 

車局レベル 

き局上昇値 

設定可能速度 

0 

通常走行レベル 

0 mm (標準） 


1 

オフ□—ドレべル1 

標準 +30 mm 

〜100 km/h 

2 

オフ□ードレべル2 

標準 +60 mm 

〜 70 km/h 

3 

オフ□—ドレべ J レ3 

標準 +90 mm 

〜 20 km/h 
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〇 走行中に車高を調整ずると、より 
短い時間で車高調整を完了させるこ 
とがでさまず。 

〇 停車中は、車を解錠したとさやド 
アを開いたとさに、積載荷物の重量 
に応じて車高が調整されることがあ 
りまず。 

また、外気温度の変化により、車高 
が調整されることちありまず。 

〇イ グこッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
ち、選択した車高レベルは記憶され 
ます。 

〇 いずれかのドアが開いているとさ 
は、車高は下がりません。開いて 
いるドアを閉じると、車高が下が 
りまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

表示 



車高レベルの表示 

マルチフアンクシヨンディスプレイを 
"オフ□-ド表示"画面 （>135 ぺージ） 
にしているとさは、車高の上昇/下 
降状態や車高レベルが表示されまず。 


II オフ□ー ド表示"画面を表おさせて 
いないとさに、レベルコント□ールを 
作動させたときは、マルチファンク 
ションディスプレイの表示が UTF のよ 
うに切り誓わりまず。 

• 車高をオフ□ー ドレべル3 がの 
レベルにしたとさは、マルチファン 
クションディスプレイの画面は、車 
高調整び完了した約5秒後に、元 
の画面に戻りまず。 

車高び調整されている途中で、ス 
テア 1 」ングの iBirsa または E9 
を押すと、他のメニューを選 
おでさまず。 

• 車高をオフ□—ドレべル3にした 
とさは、車高調整び完了してをマル 
チファンクションディスプレイの画 
面は元の表示に戻りません。 

車高び調整されている途中で、ス 
テア1」ングの i ^ rga または E 1 
U を押すと、そのとをの車高び 
オフ□—ドレベル2け下のとさは、 
イ也のメニューを選択でさまず。車高 
びレベル2よりを高くなると、車 
高の上昇/下降状態や車高レベル 
び表おごれまず。 

〇 設定可能速度上の速度で車高を 
調整しよラとしたときは、7ルチ 
フアンクションディスプレイに"レ 
へ''ルチョウセイシヨの力"と表示されます。 
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車局をオフ□ー ドレべル1にずる 


J 

⑥車高上昇インジケーター 


停車中、または約100 km/h Li (下で走 
行しているとさに設定でさまず。 

► 車高が通常走行レベルのとさは、車 
高調整 ダイヤ; レ①を時計回り®にま 
わして、表示口④の状態を下図のよ 
うにしまず。 


通常走行レベル 

レふ1 




車局がオフ□ー ドレべル2、または 
オフ□—ドレベル3のときは、車 
高調整ダイヤル①を反時計回り③に 
まわして、表示口④の状態を下図の 


よつ 1 ししまず。 

レベル吕 

レベル3 

レベル 1 

レベル1 

消灯 

点麻 

点減 

点減 

点灯 

点灯 




@ 

@ 


車高調整ダイヤル①操作直後の表示灯④の状態 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに車高下降インジケーター®と 
II 力]巧が"が表示されまず。 


車高調整ダイヤル①操作直後の表示な®の状態 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに車高上昇インジケーター®と 
II シ''ヨウショウチュウ"が表示されまず。 


I 國 ! 


⑦車高インジケーター 

車高調整び完了ずると、マルチフアン 
クシヨンデイスプレイに"オフトドタカサ 
1" と表おごれ、車高インジケーター 
⑦び1個点灯しまず。 

また、スイッチの表示灯④び1個点灯 
します。 


■を馨直脚 
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車高をオフ□ー ドレべル2にずる 




©車高上昇インジケーター 

停車中、または約 70 km / hii (下で走 
行しているとさに設定できまず。 

► 車高が通常走行レベル、またはオフ 
□ー ドレべル1のとさは、車高調 
整ダイヤル①を時計回り③にまわし 
て、表示灯④の状態を下図のよ5し 
ます。 


通常走行レベルレベル] 

♦ ♦ 

レベル2 レベル2 


‘© 


@ 



車局がオフ□ー ドレべル3のとさ 
は、車高調整ダイヤル①を反時計回 
り③にまわして、表示灯④の状態を 
下図のようにしまず。 

レベル3 
レオレ2 



車高調整ダイヤルの操作直後の表示灯④の状態 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに車高上昇インジケーター®と 
II シ''ヨウショウチュウ"が表示されまず。 


車高調整ダイヤ j レの操作直後の表示な®の状態 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに車高下降インジケーター⑥と 
II 力]ウチが"が表示されまず。 




わ ぃ( 


⑦車高インジケーター 

車高調整び完了ずると、マルチフアン 
クシヨンデイスプレイに"オフ日-ドタカサ 
2" と表示され、車高インジケーター 
⑦び2個点灯しまず。 

また、表示灯④び2個点灯しまず。 


⑥車高下降インジケーター 
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車高をオフ□ー ドレべル3にずる 


國 J 

⑥ 車高上昇インジケーター 


停車中、または約 20 km / hLi (下で走 
行しているとさに設定でさまず。 

► 車高調整ダイヤル①を時計回り®に 
まわして、表示口④の状態を下図の 
よつ I ししまず。 


通常走行 
レベルレベル1レベル2 ^ 

♦ ♦ ♦ 

レベル3レベル3レベル3 


点滅 点滅 点;風 


点滅 点灯 点灯 


© 

@ 


車高調整ダイヤル①操作直後の表示灯④の状態 




©車高インジケーター 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに車高上昇インジケーター®と 
II シ''ョウショウチュウ"が表示されまず。 

車高がオフ□ー ドレべル 2 LU 上に 
なったときは " max . ZOkm / h " と表 
おされます。 


車高調整が完了ずると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに"む日-ド州サ 
3" と表おされ、表示灯④が3個点灯 
しまず。 

また、車高インジケーター③が3個点 
口しまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

一般道では車高をオフ□ー ドレべル3 

にして走行しないでください。重むび 

高くなり、事故を起こずおそれびあ0 

ます。 

また、 L ：： rF の内容を守って運転してく 

ださし、。 

• オフ□ー ドレべル2では走破でさ 
ないよラな悪路を走行するとさの 
み、オフ□ー ドレべル3にしてく 
ださい。 

• オフ□ー ドレべル3のとさは、約 
20 km / h 1；^上の速度で走行しない 
で< ださい。 

• オフ□ー ドレべル3にすると、車 
両操縦性が大さく変化しまず。急八 
ンドルや急加速、急ブレーキは避け 
て < ださし、。 


オフ□ー ドレべルの自動解除 



車高がオフ□ー ドレべル3のとさに約 
20 km / h 上の速度で走行した場を 
の 警告;><ッセージ 


■を馨直冊 
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オフ□ー ドレべル3の自動解除 

車高がオフ□ー ドレべル3のとさに走 
行速度が約 20 km / h を超えると、警 
告音とともにマルチフアンクシヨン 
ディスプレイに左記の警告^ツセージ 
が表示されまず。 

そのままの速度で走行を続けたり、速 
度を上昇させたとさはオフ□ー ドレべ 
ル3は自動的に解除され、そのときの 
速度に適した車高に自動調整されまず。 


車高を通常走行レベルにずる 

► 車高調整ダイヤル①を反時計回り③ 
にまわして、表示口④の状態を下図 
のよラにしまず。 

レベル]レベル2レベル3 


通常走行通常走行通常走行 


レベル レベル レベル 


点滅 点滅 点滅 


@ 

@ 


〇 オフ □ー ドレべ J レ3で走巧"してし、 車高調整 ダイヤ J レ①標作直後の表示口④のが態 
るとさに、停止ずるか速度を下げる 
と、車高び自動調整されることびあ 
りまず。 

オフ□—ドレべル2の自動解除 

車高びオフ□—ドレべル2のときに、 

約 90 km / h し iLh の速度で走行ずるか、 

約70〜 90 km / h の速度で約20秒し U ⑥車高下降インジケーター 
上走行すると、オフ□ー ドレべル2は 




自動的に解除され、 
1になりまず。 


オフ□—ドレべル 


オフ□ー ドレべル1の自動解除 

車高びオフ□ー ドレべル1のとをに、 
約11 5 km / h 1；■(上の速度で走行ずる 
占、、約100〜 IlSkm / h の速度で約 
20秒 ii (上走行ずると、オフ□ー ドレ 
ベル1は自動的に解除されまず。 

ADS のモードび AUTO または C 0 MF 
のときは通常走行レベルに 、 SPORT 
のときは八イウェイレベル（>191 
ページ）になりまず。 

《上記は車両の機能の説日月です。公道を走 
行する際は、おず法定速度や制限ま度を 
遵守してください。 


マルチフアンクシヨンデイスプレイに 
車高下降インジケーター⑥と"力]巧ユウ" 
び表示されまず。 

車高調整び完了ずると、点滅していた 
表示灯④び消灯しまず。 
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八イウェイレベル 


ADS (>1 84ぺージ）のモード 
が AUTO わ、 COMF のときに、約 
1 80 km/h (上の速度で走行ずるか、 
約160〜 180 km/h の速度で約20 
秒(上走行ずると、車高が約 15 mm 
下が0まず。 

速度が約 40 km / haU 下になるか、約 
4日〜 70 km/h の速度で約2日秒 U (上 
走行すると、車高は通常走行レベルに 
戻0まず。 

X‘上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する隙は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してくださし、。 

OaDS のモードが SPORT のときは、 
走行速度にかかわらず、車高は八イ 
ウェイレベルになりまず。 


パークト□ニック 

パークト□ニックは、フ□ントとリア 
のノ（ンノて一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転者に知らせる装置でず。 

〇パークト□ニックは運転者を支援 
するシステムでず。運転者はパーク 
卜□ニックだけに頼らず、必ず周囲 
の状況を確認して<ださい。特に周 
辺に人や動物がいないことを確認し 
て < ださい。 


) \ —クト□ニックセンヴー 



U ア 

①センサー 


フ□ントバンパーの6個のセンサー① 
とリアノくンノて一の4個のセンサー①が 
車の周辺の障害物などを感知しまず。 

〇センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着したとさは、赤色インジ 
ケーターび点灯して、約20秒後に 
パークト□ニックの機能び解除され 
ることびありまず。 

〇センサーに損傷を与えないよラに 
ま意してください。正しく作動しな 
<なるおそれびありまず。 


■を馨恒冊 
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インジケーター/作動表示灯 



フロント 

①左側インジケーター 
©ち側インジケーター 
@作動表示灯 


フ□ントのインジケーターと作動表示 
灯はダッシュボード上の図の位置にあ 
りまず。 



U ァ 

® 左側インジケーター 
©ち側インジケーター 
©作動表示灯 

U アのインジケーターと作動表示口は 
ラゲツジルーム上方の図の位置にあり 
ます。 

ノ（ンノて一と障害物などとのおよその距離 
をインジケーターの点灯数でおしまず。 


H システムに異常があるときは、赤 
色インジケーターだけが点口して警 
告音が約2秒間鳴り、約2日秒後に 
パークト□ニックの機能が解除され 
ることがありまず。このとさは、ノ（一 
クト□ニックオフスイッチの表示口 
が点口しまず。 

〇イ グニッシヨン位置を2にずると、 
ずべてのインジケーターと作動表示 
灯び一瞬点灯しまず。 

パークト□ニックの作動を件 

イグニッシヨン位置び2でノ（ーキング 
ブレーキび解除されているとを、シフ 
トポジシヨンに応じて下のように作 
動しまず。 


シフト 

ポジション 

作動内容 

〇 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯③び点 
灯しまず。 

〇の 

フ□ントと U アのセ 
ンサーび作動し、フ 
□ントの作動表 7 K 灯 
③と、 U アの作動表 
示灯⑧び点灯しまず。 

■a 

パーク ト □ニックは 
作動しません。 


〇 パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害物な 
どびあると、その距離に応じて表示 
灯び点灯し、警告音び鳴りまず。 
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〇 パークト□ニックは、速度び約 
18 km/hLU 下のときに待機状態に 
なりまず。速度び約 18 km/hLU 上 
になると機能び解除されまず。 

A ‘ークト□ニックの作動 


センサー惑が]節囲に障害物び入ったとき 

センサー感知範囲に障害物び入る 
と、黄色インジケーターび1個点灯 
します。 

障害物とのお離び短<なるにつれ、点 
灯ずる黄色インジケーターの数び増え 
ていをます。 

障害物との距離び近くなったとを 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
距離におくなると、黄色インジケー 
ターに加えて1個目のホ色インジケー 
ターび点灯し、警告音び断続的に約 3 
間鳴りまず。 

最短感知距離（約 20 〜 1 5 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目の赤色インジケーターび点灯し、 
警告音び連続的に約 3 秒間鳴りまず。 

〇障害物との距離びセンサーの最短 
感知お離よりを近くなると、セン 
サーは障害物を感知でをなかった 
り、正雷に作動しなくなることびあ 
りまず。 

また、点灯していたインジケーター 
び消灯ずることびありまず。 


IJ ア 

バンパー側 

センサー感知節囲 

センター 

約 1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー 

約 80 cm 〜1 5 cm 


P 車のセンター で バンパーから約 
20 cm じ (巧、 コーナーでノ くン J て一 か 
ら約 1 5 cm (内にある障害物は感 
知でさません。 

〇センサーの周辺にアクセサ U —な 
どを取0付けないで< ださい。パー 
クト□ニックび正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につなびるおそれ 
びありまず。 


センサーの感知節囲 



フ□ント 
バンパー側 

センサー感知節囲 

センター 

約 100 cm 〜 20 cm 

コーナー 

約 60 cm 〜 1 5 cm 
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P 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分ミ主意して< 
ださい。これらが至近距離にあると 
き、状況によっては、センサーがこ 
れらを感知せず、車や物を損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

P センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことがあ0 
ます。 

P 電波を発ずる物び近くにあるとさ 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正常に作動 
しないことびありまず。 

P 洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正甫に作動しなし、こ 
とびありまず。 

P 温度や湿度び高いとさや超音波や 
ほ周波を発生ごせる機器び車のお 
くにあるとき、まにエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。 

運転者はパークト□ニックだけに頼 
らず、必ず周囲の状況を確認して< 
ださい。特に車の周辺に人や動物び 
いないことを確認して < ださい。 


パークト□ニックオフスイッチ 



①パークト□ニックオフスイッチ 
③表雨な 

パークト□ニックの機能を解除ずるこ 
とびでさまず。 

パークト□ニックの機能を解除ずる 

►イグニッシヨン位置び2のとさ、 
パークト□ニックオフスイッチ①を 
押します。 

スイッチの表示灯③び点灯しまず。 

パークト□ニックを待機状態にずる 

► 再度、パークト□ニックオフスイッ 
チ①を押しまず。 

スイッチの表示灯③び消灯しまず。 

〇システムに異常びあるときは、赤 
色インジケーターだけび点灯して警 
告音び約2秒間鳴り、約20秒後に 
ノ（ークト□ニックの機能び解除され 
ることびありまず。このとさは、パー 
クト□ニックオフスイッチの表示灯 
び点灯しまず。 

〇 パークト□ニックの機能を解除し 
てを、次にイグニッシヨン位置を2 
にしてノ くーキングブレーキを解除し 
たとさ、パークト□ニックは自動的 
に作動しまず。 
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サイドビューカメラ _ 

助手席側ドア S ラー下部に装着され 
た力 ラにより、助手席側のフ□ン 
トタイヤ周辺や助手席ドア下方の映 
像を、 COMAND ディスプレイに表 
77^します。 

また、ガイドラインにより、 カーブな 
どでの走行を補助します。 

発進する際などには、必ずサイド 
ビューカ ラで助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方の状況を確 
認して < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• サイドビューカラは運転者を支援 
するシステムでず。運転者はサイド 
ビューカラだけに頼らず、必ず周 
囲の状況を確認してください。特に 
周辺に人や動物がいないことを確認 
してください。 

• サイドビューカ;ラ使用時において 
を安全確保や危険回避については、 
運転者に全責任があります。 

• COMAND ディスプレイの映像には 
お< にある障害物の遠お感び正し< 
映し出されなかったり、映像が非常 
に見えづらいことがありまず。ディ 
スプレイの映像だけを見て発進や路 
肩への幅寄せなどをすると、人や他 
の車、障害物に衝突した0、事故に 
つながるおそれがあ0ます。 

サイドビューカ;ラ使用時において 
を、目視による安全確認を行ないな 
がら運転してくださし、。 


P 乗車人数や荷物の積載量によ0、 
サイドビューカラの映像範囲は変 
化し、それに伴いガイドラインのお 
す位置にち誤差が生じまず。必ず自 
分の目や三ラーで周囲の状況を直接 
確認して < ださい。 

Q ボディ側面前方や後方にある物は 
ディスプレイには表示されません。 

H 外気温度が低いとさは 、ディスフ 
レイが暗<なった0、映像が薄<な 
ることがありまず。また、動いてい 
る物の映像が歪んだり、ディスプレ 
イに表示されないことがありまず。 

Q 必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着して<ださい。指定 
(外のぶイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼすことが 
ありまず。 

Q ドアを開閉ずるとさやドア三ラー 
を格納/展開ずるときなどは、力 
ラを損傷しないよラにま意して< 
ださい。 

Q 力ラや力ラの周囲に強い衝撃 
をちえないで<ださい。力ラが故 
障したり、力ラの取り付け位置や 
角度がずれるおそれがありまず。 

Q ドアミラーや力ラを損傷した 
り、力ラの取り付け位置や角度が 
ずれたとさは、ずみやかに指定ヴー 
ビスエ場で力 ラの修理および調整 
を行なって< ださい。 

〇カメラの修理および調整はおず指 
定サービスエ場で行なって<ださ 
し、。お客様自身で作業を行なラと、 
システムび正苗に作動しなくなるお 
それびありまず。 


■を邸直冊 
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y 力 ラや関連部品の取りがしや分 
解、改造は絶対に巧なわないで < だ 
さい。 

P ガイドラインが表示されないなど 
故障のおそれがあるとさや、"ガイ 
ドでさません。オーナーズマこュア 
ルを参照ください"といラ><ッセー 
ジが表示されたとさは、ずみやかに 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

P Li (下のよ5な場合は、サイドビュー 
カメラは正常に作動しません。 

• 助手席ドアが完全に閉じていな 
し、とさ 

• 助手席側ドア S ラーが完全に展 
開していないとさ 

• スノーチェーンや 応急用 スペア 
タイヤを装着してし''るとき 

〇 iU 下のとさは映像が見えづら <な 
りまずが、異常ではありません。 

• 激しい雨や雪が降っているとさ 
や謹のとさ 

• 夜間や暗い場所で使用ずるとさ 

• 力ラにへッドランプや日光の 
反射などの強い光が直接当たっ 
たとさ 

• 董光灯の下で使用するとさ（映 
像にちらつさが出ることがあ0 
ます） 

• 急激な温度変化があったとさ（寒 
冷時に暖房されたガレージに入 
るとさなど） 

• 力 ラが曇ったり水滴が付着し 
たとさ（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 


洗車ずるとをのま意 


• 洗車時に高圧のスプレーガンを使用 
するとさは、ノズルを力ラや力 
ラの周囲に近付けないで<ださい。 
水圧が高いため、故障の原因になり 
まず。 

• 力ラを清掃するときは、きれいな 
水でミちれを落とし、やわらかい巧で 
拭さ取って<ださい。有機溶剤や強 
アルカリ洗剤などは使用しないでく 
ださい。また、強い力で乾拭さしな 
し^で<ださし、変色の原因になった 
り、力ラを損傷ずるおそれがあり 
まず。 

• ボディにワックスをかけるとさは、 
力；>< ラにワックスが付着しないよ 
ラに注意して<ださい。付着してし 
まった場合は、水と純正カーシヤン 
プ…を混ぜた洗浄液でおさ取って< 
ださい。 


サイドビューカメラの位置 



①助手席側ドア S ラー 
©サイドビューカ方ラ 


サイドビューカラ®は助手席側ドア 
三ラー①の下部に装備されていまず。 


B を邸6恒冊 


カメラにミ尼やちれび付着したとさ 
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サイドビューカメラの表示飽囲 



①ヴイドカメラの表示範囲 


サイドビューカメラは、助手席側のフ 
□ントタイヤ周辺や助手席ドア下方の 
範囲①を表示しまず。 

サイドビューカメラの作動と停止 

サイドビューカメラを作動させる 

イグニッシヨン位置び2のとさにサイ 
ドビューカメラを作動させることびで 
をます。 

► COMAND システムをオンにしまず。 

► COMAND コント□—ルパネルの 
D ボタンを押しまず。 

まには 

► アプ U ケーシヨンェ U アの"設定" 
を選択します。 


設定基本画面になりまず。 



'" I 的 こ‘-がい- : 

設定基本画面 

► II サイドピュ-がラ"を選択しまず。 

COMAND ディスプレイに、サイド 
ビューカ;><ラの映像とガイドライン 
が表示されまず。 

サイドビューカメラを停止ずる 

► コント□ールスティックを押しまず。 

設定基本画面に戻りまず。 

または 

► COMAND コント□—ルパネルのアプ 
U ケーシヨン選択ボタンを押しまず。 

それぞれのボタンに応じた画面にな 
りまず。 

OCOMAND システムをオフにした 
り、イグニッシヨン位置を21；■(外 
にずると、サイドビューカメラび停 
止しまず。 

再度 COMAND システムをオンに 
したり' イグニッシヨン位置を2 
にずるとサイドビューカメラび作動 
します。 


■を邸恒册 
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①自車 

③助手席側フ□ントタイヤ 

ガイドライン 

⑤助手席側フ□ントホイールの中 
む位置を表示ずるガイドライン 
です。 

④ 助手席側の車体から約 20 cm の位 
置を表示するガイドラインです。 

⑤ ステア U ングをいっぱいにまわ 
して巧びったとさの、助手席側 
後輪の軌道の目まを表示ずるガ 
イドラインでず。 

( D 現在のステア U ング操驼ちで巧 
びったとさの、助手席側後輪の 
軌道の目まを表示するガイドラ 
インでず。 

ステア U ング操驼角び変化ずる 
と、角度び変化しまず。 

〇 走行速度び約 20 km/h を超える 
と、サイドビューカメラの映像は表 
示されな< な0まず。 

このときは、ディスプレイに"ま全 
のため、走行中は利用でさません" 
と表示されます。 

走行速度び約1 Skm/h (下になる 
と、サイドビューカメラの映像は再 
び表示されます。 


〇 ガイドライン⑥および⑧は LU 下の 
とさには表示されません。 

• 助手席方向にまわしたステア U 
ング操驼角び約90° 下のとさ 

• ステア U ングび運転席方向にま 
わしてあるとさ 

• シフトポジションび D のとさ 

また' じ(下のとをはガイドライン③ 
および④を表示されません。 

• 助手席ドアび完全に閉じていな 
し、とさ 

ディスプレイに"助手席側ドアび 
開いているため、ガイドでさま 
せん"と約6秒間表示されまず。 

• 助手席側ドア云ラーび格納され 
ているとさ 

デイスプレイに"ドアミラーび 
格納されているため、ガイドで 
をません II と約6秒間表示され 
まず。 

路肩などに車を寄せるとを 





車両のげ態 

@助手席側フ□ントホイールの中むを表 
示ずるガイドライン（青色） 

® 助手席側のタイヤ側面から約 20 cm の 
位置を表示するガイドライン（青色） 


B を邸6恒冊 
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路肩などに車を寄せるときに、車体と 
路肩の縁石などの目標物との位置関係 
を確認でさまず。 

►左図のように、ガイドライン④び目 
標物の端に接ずるよラに車両を幅寄 
せします。 

► ガイドライン④を目標物と平行にず 
ることで、目標物に沿って駐車でき 
ます。 

ガイドライン③の位置により、助手席 
側フ□ントホイールのおよその位置を 
知ることをでさまず。 

障害物のあるカーブを曲びるとを 



⑥ステア U ングをいっぱいにまわして巧 
びったとをの助手席側後輪の軌道目を 
を表示するガイドライン（青色） 

⑥ 現在のステア1」ング操航角で曲びった 
とさの、助手席側後輪の軌道目まを表 
示するガイドライン（黄色） 

⑦ 障害物 

〇ディスプレイの表示はあくまで目 
安です。走行するとさはディスプレ 
イの表示だけに頼らず、必ず周囲の 
状況を直接確認して < ださい。 


助手席側に障害物があるカーブを巧が 
るとさに、車体の予想進路と障害物と 
の位置関係の目安を確認でさまず。 

► ステアリングを助手席側にまわし 
苗 〇 

左図のように、ガイドライン⑥が 
障害物③よりが側にあるときは、 
車体と障害物が接触しない目安に 
な0まず。 

〇ガイドラインは目をを示ずをので 
あり、車両の移動軌道を保証ずるを 
のではありません。ガイドラインは 
目まとして使用し、実際は必ず周囲 
の状況を直接確認してください。 

ただし、よりステア1」ングを助手席 
側にまねし、ガイドライン⑧び障害 
物と重なったり、障害物よりを内側 
にくると、車体と障害物び接触ずる 
おそれびあ0まず 

ガイドライン⑧び障害物より外側に 
くるよラにステア U ング操驼角を調 
整して走行してください。 



上図のように、ガイドライン⑤び障害 
物⑦より外側にあるときは、ステア 
1」ングをいっぱいにまねして巧びって 
を、車体と障害物び接触しない目安に 
なります。 


■を邸昼脚 





















200 


走行装備 


H ガイドラインは目安をおずちので 
あり、車両の移動軌道を保証ずるち 
のではありません。ガイドラインは 
目安として使用し、実際は必ず周囲 
の状況を直接確認して < ださい。 


ノ（ーキングアシストリアビューカメラ 

パーキングアシスト U アビューカ ラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムでず。 

A 事故のおそれがありまず 

• パーキングアシスト U アビューカ; 
ラは運転者を支援するシステムで 
す。運転者はパーキングアシストリ 
アビューカ;ラだけに頼らず、必ず 
周囲の状況を確認してください。特 
に周辺に人や動物がいないことを確 
認してください。 

• パーキングアシスト U アビューカ; 

ラ使用時の安全確保やを険回避につ 
いては、運転者に全責任があります。 


〇パーキングアシスト U アビューカ 
巧 は運転者を支援ずるシステムで 
す。絶対に COAMND ディスプレ 
イの映像だけを見て後退や車庫入れ 
などをしないで < ださい。 


H システムの特性上、 COMAND ディ 
スプレイの映像には障害物の遠近感 
が正し<映し出されなかったり、映 
像が非常に見づらいことがありま 
ず。 COMAND ディスプレイの映像 
だけを見て後退などをずると、人や 
他の車、障害物に衝突したり、事故 
につながるおそれがありまず。必ず 
自分の目や S ラーで 後方や周囲の安 
全を確認して < ださい。 

〇乗車人数や荷物の積載量により、 
パーキングアシスト U アビユーカ;>< 
ラの映像範囲は変化し、それに伴い 
ガイドラインのおず位置にち誤差が 
生じまず。 

必ず自分の目や S ラーで周囲の状況 
を直接確認して < ださい。 

□ COMAND ディスプレイに表示さ 
れる物などが歪んだ形状で表示され 
たり、鮮明に表示されないことがあ 
りまず。 

QU アバンパーの至近距離や下方に 
ある物は COMAND ディスプレイ 
には表示されません。 

運転者は COMAND ディスプレイ 
の映像だけに頼らず、必ず自分の目 
や S ラーで周囲の状況を直接確認し 
て<ださい。特に周囲に人や動物が 
いないことを確認してください。 

Q 力ラの周囲に強い衝撃をちえなし^ 
で<ださい。故障の原因になりまず。 

P 必ず指定されたサイズのぶイー J レ 
やタイヤを装着して<ださい。指定 
外のホイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずことが 
ありまず。 


B を邸6恒化 
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P 車の後部を損傷したとさは、ずみ 
やかに指定サービスエ場で力 ラ 
の点検および調整を行なって<だ 
さい。 

P ガイドラインが表示されないなど 
故障のおそれがあるとさは、指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇パーキングアシスト U アビューカ 
メラは、じ(下のとさは正しく作動し 
ません。 

• テールゲートが完全に閉じてい 
ないとさ 

• 力 ラや力 ラの周囲に損傷が 
あるとさ 

P テールゲートを開閉ずるとさなど 
は、力ラを損傷しないようにま意 
して < ださい。 

P 下のよラな場合はシステムを使 
用しないで < ださい。 

• 激しい雨や雪が降っているとさ 
や、力ラがミちれているとさな 
ど、 COMAND ディスプレイの映 
像が見えづらいとさ 

• 積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤがス U ップしやずいとさ 

• 坂道やカーブなどの平坦でない、 
または直線でない道路 


洗車ずるとをのま意 


• 洗車時に高圧のスプレーガンを使用 
するときは、ノズルを力ラや力 
ラの周囲に近付けないでください。 
水圧が高いため、故障の原因になる 
ことがあります。 

• 力ラを清掃ずるときは、きれいな 
水でミちれを落とし、やわらかい巧で 
おさ取って<ださい。有機溶剤や強 
アルカリ洗剤などは使用しないでく 
ださい。 

また、強い力で乾枯:さしないで<だ 
さい。変色の原因になったり、力 
ラを損傷することがありまず。 

• ボディにワックスをかけるとさは、 
力 ラにワックスが付着しないよラ 
にま意して < ださい。付着してし 
まった場合は、水と純正カーシヤン 
プーを混ぜた洗浄液でおさ取つて< 
ださい。 


カメラの位置 



①カメラ 


■を邸恒册 


カメラ①は テールゲー ト八ンドルの横 
に装備されていまず。 
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COMAND ディスプレイの映像 



後退駐車モードの映像 
①予想進路ガイドライン（黄色） 

感 4.0 m ガイドライン（黄色） 

③ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（赤色） 

COMAND ディスプレイに映し出され 
る映像は、ルーム S ラーやドア S ラー 
で見るのと同じ左ち反転させに鏡像と 
なりまず。 

〇 テールゲートび開いていたり、完 
全に閉じていない状態でノ くーキング 
アシスト U アビユーカメラを作動さ 
せたとをや、パーキングアシスト1」 
アビユーカメラ作動中にテールゲー 
卜を開いたとさは、ガイドラインは 
表示されません。 

このとをは COMAND ディスプレ 
イに"テールゲートび開いていまず 
ガイドでさません"と数秒間表おご 
れます。 

Q 後方に駐車している車のバンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、ディスフ 
レイの映像では実際よりを遠くにあ 
るよラに見えまず。ガイドラインだ 
けでお離を判断せず、おず周囲の状 
況を直接確認してください。 


〇障害物に向かって後退していると 
をは、 0.25 m ガイドライン⑥を越 
えないよラにミ主意して<ださい。障 
害物によっては、 0.25 m ガイドラ 
イン⑧まで後退ずるけ前に衝突ずる 
おそれびあ0まず。 

[I ステア1」ングをまわしなびら後退 
するとをは、車のフ□ント部び他の 
車や障害物に接触しないよラにま意 
してください。 

〇 (下のとさは映像び見えづらくな 
りまずび、異苗ではありません。 

• 夜間や暗い場所で使用ずるとさ 
• 急激な温度変化びあったとさ 

(カメラに;令水や温水びかかった 
とさなど） 

• カメラ付近の温度び極端に高い 
とをやほいとさ 

• カメラにへッドランプや日光の 
反射などの強い光び直接当たっ 
たとを（映像に白い縦線び入る 
ことびありまず） 

• 堂光灯の下で使用ずるとさ（映 
像にちらつさび出ることびあり 
ます） 

• 急激な巧るさの変化びあったとさ 

(ガレージから出入りずるとさな 
ど） 

• カメラに水滴び付着したとさ 

(雨の曰や湿度の高い曰、洗車し 
た直後など） 

• カメラにミ尼やミちれび付着したとさ 


B を邸6直が 
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後退駐車モード 


駐車場の駐車スペースなどに後退して 
駐車するとをに、後退操作を補助をず 
るモードでず。 

後退駐車モードにずる 

► COMND システムをオンにしまず。 
► シフトポジシヨンを ra にしまず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されまず。 

与び表示されていないとさは、 


後退駐車アイコン t 



の 


①後退駐車アイコン 



〇" 戻る"を選択してコント□—ルス 
ティックを押すと、パーキングア 
シスト U アビユーカメラの映像び消 
え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト1」アビユーカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジションを■ミ■じ(外にして、 
再度〇にしまず。 

ステア U ングをまねさないで、まつず 
ぐを退駐車ずる 


1①を選択 


して、コント□ールスティックを押 
します。 



後退駐車時のガイドラインび表示され 
ます。 


①自車位置 

③ 4.0 m ガイドライン（黄色） 

③ 予想進路ガイドライン（黄色） 

④ 1.0 m ガイ ドライン（黄色） 

⑥0.25 m ガイドライン（赤色） 

► 予想進路ガイドライン③び駐車ス 
ぺースに収まっていることを確認 
し、周囲にま意しなびら、まっすぐ 
に後退しまず。 

Q ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などがな 
いことを確認してください。 


■を邸昼脚 










































204 


走行装備 


ステアリングをまわしなび5後退駐車 
ずる 



© 自車位置 

③予想進路ガイドライン（黄色） 

③ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（赤色） 

⑥直進ガイドライン（青色） 

直進ガイドライン⑥は、ステアリング 

び直進状態で車び後退ずるとさの道路 

をします。 

予想進路ガイドライン③は、そのとさ 

のステア U ングの操驼角で車び後退ず 

るとさの予想進路をおしまず。 

► 予想進路ガイドライン③び駐車ス 
ペースのなかに収まるよラにステア 
1」ングをまわしなびら、ま意して後 
退します。 

► 直進ガイドライン⑥び、駐車しよう 
としてし''るスぺースと平行になった 
ら、ステア U ングを直進位置に戻し 
て、後退して<ださい。 

〇ガイドライン内およびその周辺、 
およひ'上方の空間に障害物などびな 
し、ことを確認して < ださい。 


〇ステア U ングをまわして予想進路 
ガイドライン③の位置を調整して 
を、予想進路ガイドライン内に障害 
物び入ってしま5場合は、駐車ス 
ペースび狭ずざまず。そのスペース 
I こは駐車しないでください。 

縦列駐車モード 


路上の駐車スペースなどに縦列駐車ず 
るとをに、画面表示と音声案内で後退 
操作を補助ずるモードでず。 


縦列駐車ずる 



①自車 

③駐車スペース前ちの駐車車両 
③駐車スペース 


► 駐車スペース前方の駐車車両③から 
約1 m 間隔を空けて平行に、駐車車 
両③の前端から自車び約半分ほど前 
に出た位置で、停車しまず。 

ステア U ングは直進状態にしまず。 

〇 駐車スペース③の前方に駐車車両 
③びないときは、後退駐車モードで 
駐車ずることをお勧めしまず。 


B を邸6恒化 





























走行装備 


205 


COMND システムをオンにしまず。 

シフトポジシヨンを ra にしまず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像が表示されまず。 

I, •、り 1 が表示されていないと 
きは、後退駐車アイコン古: ] 


® を選択して、コント□ールス 
テイックを押しまず。 




〇" 戻る"を選択して、コント□ール 
スティックを押すと、パーキングア 
シスト U アビューカラの映像が消 
え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト U アビューカ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを〇从外にして、 
再度 ra にしまず。 

►垂直ガイドライン®が、駐車スペー 
ス前ちの駐車車両⑤の後端に合ラま 
でステアリングをまねさずに後退し 
ます。 

► 垂直ガイドライン®が駐車車両の後 
端に合ったら、停車しまず。 

〇垂直ガイドライン⑥び駐車車両③ 
の後端から外れていると、正しい位 
置に駐車ずることはできません。 



③駐車スペース前方の駐車車両 
⑥垂直ガイドライン 

縦列駐車モードのガイドラインび表 
示されます。 


垂直ガイドラインび表おされてひらし 
ばらくずると、駐車位置ガイドライン 
⑧び表示されまず。 


■を邸昼冊 
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圓圓 


-0 


J 車両の状態 

⑦駐車位置ガイドライン（道路側） 

® 駐車位置ガイドライン（縁石側） 

► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）⑦び駐車車両のタイ 
ヤの接地面に接ずるまで、ステア U 
ングをまわしまず。 

まに、このとき駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）⑨び、駐車スペースの 
前後の車両や道路の縁石、摄や電柱 
など道路脇の障害物にかかっていな 
し、ことを確認してください。 

[I 駐車位置ガイドライン（道路側） 
⑦び駐車車両のタイヤ部分に交わっ 
ていると、正しい位置に駐車ずるこ 
とびでさません。 

P 駐車位置ガイドライン（縁石側）⑧ 
び正しい位置に合っていることを確 
認してください。正しい位置に合わ 
せないまま後退ずると、駐車車両や 
障害物に衝突ずるおそれびありまず。 

[I ステア U ングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）⑨の位置を 
調整してを、駐車位置ガイドライン 
(縁石側）⑨巧に駐車車両や障害物 
び入ってしま5場合は、駐車スペー 
スび狭ずざまず。そのスペースには 
駐車しないでください。 


〇ステア U ングをまわしずざたとさ 
は"ガイドでさませんステア U ング 
を戻してください"と表示されまず。 

► 駐車位置ガイドライン（縁石側）⑨ 
を正しい位置に合わせたら、ステア 
1」ングはそのままで、ゆっくりと後 
退します。 

後退をはじめると、画面から垂直ガ 
イドライン④、駐車位置ガイドライ 
ン（道路側）⑦、駐車位置ガイドラ 
イン（縁石側）⑨び消えまず。 

ft ゆっくり後退しないと、ガイドび 
間に合わないことびありまず。 

ft 1；■(下のとさはガイドび中止され 
まず。 

• シフトポジシヨンを〇じ(がに 
したとさ 

• "戻る"を選択したとさ 

• C 0 MAND システムの化の機能を 
作動ごせたとさ 

• ステア U ングを操作したとを 

〇後退ずるとさは必ず周囲の状況を直 
接確認してください。特に車のフ〇 
ント部び人や他の車、障害物などに 
衝突しないよ51こま意してください。 

〇後退をはじめた後は、 ステア11ン 
グをまわごないで<ださい。ステ 
ア U ングをまわずとガイドび中止さ 
れ、画面に"ガイドでをません"ま 
たは"ガイドでさませんステア1」ン 
グびずれました"と表示されまず。 

〇ガイドび中止された場合は、最初か 
ら後退操作をやりなおしてくださし、。 


B を邸6恒冊 
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⑨ステアリング角度ガイドライン 


► ゆっくり後退をはじめると、ステア 
U ング角度ガイドライン⑨び表示さ 
れます。縁石などの駐車スペースの 
縁に、ステア U ング角度ガイドライ 
ン⑨び合ラまで、ステア U ングをま 
わさないでそのままゆっくり後退し 
ます。 

► ステア U ング角度ガイドライン⑨び 
正しい位置に合ったら、停車しまず。 



⑩予想進路ガイドライン（黄色） 

► ステア U ングを反対方向にいっぱし、 
までまわします。 

直進ガイドライン⑩と予想造路ガイ 
ドライン⑩び表示されまず。 

► 予想進路ガイドライン⑩び縁石など 
の駐車スペースの縁と接ずるまで 
ゆっくり後退しまず。 


〇後退ずるとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び前方の駐車車両などに接 
触しないよラにミ主意してください。 

► 車び駐車しよラとしているスペース 
と平行になったら、ステアリングを 
直進状態に戻しまず。 

〇ステア U ング操作は、必ず停車し 
た状態で行なってください。 

音声案内の設定 

パーキングアシスト1」アビユーカメラ 

作動時の音声案内を停止/作動でさ 

ます。 

► C 0 MAND システムをオンにしまず。 

► COMAND コント□ールパネルの 
D ボタンを押しまず。 

または 

► アプ U ケーシヨンェ U アの"設定" 
を選択します。 

設定基本画面になりまず。 



設定基本画面 


■を馨直脚 
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► "システム設定"一"リアビューカ ラ" 
を選択します。 


日 " M 

，•广 L" pjM ， 

mmwTi 

け化ュー。巧 
レが™がで 
1わ卜 

► コント□一>1レスティックを押しまず。 

コント□ールスティックを押すたび 
に、左側のボックスのチェックマー 
クが表示/消去されまず。 

チェックマークが表示されていると 
さは、音声案内が行なわれまず。 



〇 音声ガイドの音量は、ステア U 
ングスイッチ DD 、 または 
COMAND コント□ールパネルの音 
量調整ダイヤルで調整でさまず。 



B を邸〇恒化 
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エアコンディショナーは、設定温度や 
車内温度、外気温度や日射の強さなど 
に応じて、送風量や送風□の組み合わ 
せなどを自動的に調整し、車内の温度 
や湿度などを快適な状態 I こ保ちまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

• 送風温度を高めに設定してあるとき 
は、を風口び過熱して高温になり、 

义傷をずるおそれびありまず。また、 
暖気び送風されているときは、送風 
口に身体をお付けたままにしている 
と低温火傷のおそれびありまず。十 
分に注意してください。 

• 送風温度を低めに設定してあるとさ 
に送風口に身体をお付けると、しを 
やけなどを起こすおそれびあります 
ので十分にを意してください。 

• 皮膚の弱い人は、ち風口に身体を 
お付けすざないよラにミ主意してく 
ださい。 


9環境 

• エアコンディショナーのを媒には、 
新;令媒 R 134 a を使用していまず。 

• 化球環境を巧護するため、フ□ンガ 
スを大気放出することは法律で禁止 
されていまず。また、ずべての自動 
車オーナーは、フ□ンガスび適切に 
処理されるよラ與めなければなりま 
はん。 

• エアコンディショナーのを媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ず指定ヴー 
ビスエ場で行なってください。 


〇車内び高温になっているとさは、 
エアコンデイシヨナーを作動させる 
前に換気をしてください。 

〇ボンネットの吸気□び雪や氷で覆 
われないよ5にして < ださい。 

Q 送風□や車内の吸排気□び覆われ 
ないよ5にして < ださい。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されまず。 

〇 ドアウインドウやベンチ レーシヨ 
ンウインドウ、スライデイン グルー 
フび開いていると、設定温度を維持 
することびでさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
ち、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコン デ イシヨナーの 機能 や 
モードのなかには、併用巧能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンデイシ ヨナーの フイル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なります。 

フイルター類び目ゴまりを起こし 
ていると送風量び減ることびあり 
まず。 


■を馨恒冊 
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@ 

送風□選択スイッチ（助手席側： 
中央/サイド/ドアウインド 
ゥ送風 □) 

@ 

AC スイッチ/ホ熱ヒーター- 
ベンチ レーシヨ ンスイッチ 

@ 

ディスプレイ 

@ 

送風量調整スイッチ（弱） 

® 

巧気循環スイッチ 

© 

送風□選択スイッチ（運転席側： 
中央/サイド/ドアウインド 
ウ送風 □) 

@ 

送風□選択スイッチ（運転席側： 
足元/サイド/ドアウインド 
ウ送風 □) 

® 

運転席モードスイッチ 


① 

送風温度調整ダイヤル 
(運転席側） 

⑤ 

AUTO スイッチ 

⑤ 

送風□選択スイッチ（運転席側： 

フ□ントウインドウ/サイド 
/ドアウインドウ送風 □) 

④ 

デフ□スタースイッチ 

⑤ 

送風量調整スイッチ（強） 

(D 

U アデフォッ ガース イッチ 

③ 

送風□選択スイッチ（助手席側： 

フ□ントウインドウ/サイド 
/ドアウインドウ送風 □) 

④ 

U アエアコンディシヨナー 
コン 卜□ールスイッチ 

® 

送風温度調整ダイヤル 
(助手席側） 

@ 

オフスイッチ 

⑩ 

送風□選択スイッチ（助手席側： 
足元/サイド/ドアウインド 
ウ送風 □) 


コント□—ルパネル 
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通常の使いかた （ AUTO モード） 


エアコン デ イシヨナーを 作動させる 

► AUTO スイッチ③を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

送風□の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよ5になりまず。 

Oauto モードでエアコンデイシヨ 
ナーを作動させると、自動的に AC 
モード0213ページ）に設定され 
ます。 

エアコン デ イシヨナーを 停止ず る 

► オフスイッチ⑩を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

再度、オフスイッチ⑩を押すと、 
表示灯び消灯し元の設定で作動し 
ます。 

〇 ドアウインドウやベンチレーシヨ 
ンウインドウ、スライデイングルー 
フび閉じているとさにエアコンデイ 
シヨナーを停止ずると、ウインドウ 
び曇0やず<な0まず。 


送風温度の調舊 


送風温度を調壁ずる 

► 送風温度調整ダイヤル①まには⑨を 
まわして、ダイヤル内側のインジケー 
夕一を巧みの温度に合わせまず。 

〇 送風温度は左ち別々に設定でさま 
す。また、1」アエアコンディショナー 
(^21 8ページ）の送風温度を独立 
して設定でさまず。 

〇 通常は 22° C に設定ずることをお 
勧めします。 


送風量の調舊 



⑤送風量調整スイッチ（強） 

® 送風量調整スイッチ（弱） 

@)送風量インジケーター 

送風量を手動で調整でさまず。 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ⑥を押しまず。 

ディスプレイの送風量インジケー 
ター翅)の点灯数び増えまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ⑩を押しまず。 

ディスプレイの送風量インジケー 
ター⑩の点灯数び減りまず。 

〇 エアコンデイシ ヨナーび AUTO 
モードで作動しているときに、送風 
量調整スイッチを押すと、送風量の 
AUTO モードび解除され、 AUTO ス 
イッチの表示灯び消灯しまず。 


■を邸昼脚 
















送風□の選択 _ 

送風□を選択ずる 

► 送風□選択スイッチ③⑦⑩⑩⑩⑩の 
いずれかを押しまず。 

選おされにスイッチの表示灯び点灯 
します。 

送風□の選択を解除ずる 

► 選択されているスイッチを押します。 
スイッチの表示灯び消灯しまず。 

〇 複数の送風口選択スイッチを押す 
と、組み合わせた送風口から送風で 
さます。 


〇 エアコンデイシヨナーが AUTO 
モードで作動しているとさに、送風 
口選択スイッチを押ずと、押した側 
の席の送風口選択の AUTO モード 
が解除され、 AUTO スイッチの表示 
灯が消灯しまず。 

再度、送風口選択スイッチを押して 
すべての送風口選択スイッチの表示 
口を消口させると、 AUTO モードに 
戻0まず。 

〇 選択した送風 aii (外の送風□から 
を、微量の送風び行なわれることび 
ありまず。 



送風□選択スイッチ 

主に送風される送風 □ 

③⑦の 

フ□ントウインドウ送風口©サイド送風口® 

ドアウインドウ送風口⑥ 

⑩⑩ H 

中央送風口©サイド送風口® 

⑩⑩ IH 

足元送風口©サイド送風口® 
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送風□①開閉 _ 

サイド送風口®と中央送風□⑥を開 
閉でさまず。 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑥⑩をち側に 
まわします。 

徐々に送風□び開き、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑥®を左側に 
まわします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤル⑥⑩を停止す 
るまで左側にまわずと、送風□び閉 
じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で左側にまわしてを、完全に送風 □ 
を閉じることはでさません。 


ピ風□の風向を調舊 _ 

サイド送風口®と中央送風□⑥は風 
向さを調整でをまず。 

風向きを調舊ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 換気効率を上げるため、中央送風 
口の風向さを中央にずることをお勧 
めします。 


AC モード 

AC モードでは除湿/冷房された空気 
が送風されまず。 

AUTO モードでエアコンディシヨナー 
を作動させたときは、自動的に AC モー 
ドにな 0、 スイッチの表示口が点灯し 
まず。 

聲環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負荷が軽減し、燃費び向上します。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑩を押しまず。 

スイッチの表示灯び消灯し、除湿 
/を房されていない空気び送風さ 
れまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ドアウインドウやベンチ レーシヨ ンウ 
インドウ、スライディング ルーフび閉 
じているとをに AC モー ドを解除する 
と、ウインドウび曇りやずくなります。 


AC モードを設定ずる 

► 再度、 AC スイッチを押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

〇 除湿/を房はエンジンびかかって 
いるとさに行なわれまず。 

Oac スイッチを押したとさに、表示 
灯び点滅をし < は消灯したままのと 
さはエアコンデイシヨナーのを媒び 
減っています。除湿/を房は行な 
われません。すみやかに指定サービ 
スエ場で点検を受けてくだごい。 


■を馨恒冊 
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Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気が送風さ 
れる場合がありまず。 


内気循環モード _ 

トンネル内など、空気がミちれた場所で 
5^^気を車内に入れた<ないとさなどに 
イま用します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気が循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやベンチレー 
シヨンウインドウ、スライディング 
ルーフを開閉でさます。 

A 事故のおそれびありまず 

外気温度が低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は短時間にとどめて<ださ 
し、。ウインドウが曇りやずくなり、事 
故を起こすおそれがあります。 

内気循環モードに設定ずる 

► 巧気循環スイッチ®を押します。 
スイッチの表示灯が点灯しまず。 

内気循環スイッチ®を約2秒 LU 上 
押し続けると、開いているドアウイ 
ンドウとベンチ レーシヨ ンウインド 
ウ、スライディング ルーフが 自動で 
閉じまず。 

A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウや 
スライディングルーフを閉じていると 
き■に、挟み込みなどの抵抗があると、 
ただちに動きを停止して少し開<機能 
がありまずが、乗員が身体を挟まれな 
いよラにミ主意してください。 


内気循環モードに設定していてち、一 
定時間を経過ずると下のよラにが気 
導入をはじめまず。 


外気温度が約5で iU 上 
のとさ 

約30分後 

外気温度が約5で iU 下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除して 
し、るとさ 

約5分後 


内気循環モードを解除ずる 
(夕'!•気導入モードにずる） 

► 内気循環モードのとさに内気循環ス 
イッチ®を押しまず。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

内気循環スイッチ®を約2秒 LU 上 
押し続けると、ドアウインドウとべ 
ンチレーシヨンウインドウ、スライ 
ディングルーフが、前回開いていた 
位置まで自動で開さます。 

A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウを 
開いているとをは、ドアウインドウに 
身体を寄りかけないでください。ドア 
ウインドウとドア フレームの 間に身体 
が弓 I さ込まれるおそれがあります。 


Oac モードを解除ずるかデフ□ス 
ターモードにずると、が気導入モー 
ドになりまず。 
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〇 外気温度び非雷に高いとさは、；ち 
房効率を高めるために自動的に内気 
循環モードに切り替わることびあり 
ますび、このとさ内気循環スイッチ 
の表示灯は点灯しません。約30分 
経過すると、一定の割合で外気導入 
をはじめまず。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやベンチ レーシヨ ンウイン 
ドウ、スライディングルーフを別の 
スイッチで開いた場合、開いたドア 
ウインドウやベンチ レーシヨ ンウイ 
ンドウ、スライディングルーフを巧 
気循環モードの解除操作と連動して 
前回開いていに位置まで開くことは 
でさません。 


デフ□スターモード 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るとさに使 
用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ④を押しまず。 
スイッチの表示口が点口しまず。 

• UTF の内容でエアコンディショナーが 
作動します。 

• 除湿された空気が送風されまず。 

• 送風量が上がりまず。 

• 送風温度が高 < なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風口とドアウ 
インドウ送風口、サイド送風口から 
送風されます。 

• 内気循環モードが解除されまず。 


0 外気温度によっては、送風温度び 
高くならなひったり、送風量び上び 
らないことびありまず。 

デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ④を押 
し cJ ^ 9 〇 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

〇ウインドウに雪や氷が付着してい 
るとさは、運転前にそれらを取り除 
いて視界を確保して<ださい。事故 
を起こずおそれがありまず。 

〇 曇りが取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 

〇 デフ□スターモードを解除ずる 
と、送風量と送風温度、送風口の選 
おは、デフ□スターモードを設定ず 
る前の設定に戻りまず。 

〇 デフ□スターモードを解除ずる 
と、 AC モードを解除していた場合 
は AC モードに設定されまず。 AC 
モードを解除していて内気循環だっ 
た場合は、が気導入になりまず。 

〇 デフ□スターモードに設定ずる 
と、 U アエアコンディショナー 
([>218ページ）が停止しまず。 

ウインドウの夕 " M 則び量るとを 

車列の湿度が高いとさなどに、フ□ン 
トウインドウやフ□ントドアウインド 
ウのが側が曇ることがありまず。この 
ときは、ウインドウに冷気が当たらな 
いよ5に送風口を調整ずると、が側の 
曇りを軽減でさまず。 

また、フ□ントウインドウが側の曇り 
を取るとさには、ワイパーを作動させ 
て<ださい。 
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u アデフォッガー _ 

U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

イグニッシヨン位置び2のときに使用 
でさます。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► U アデフォッガースイッチ⑧を押し 
ます。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ⑥ 
を押します。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

U アデフォッガーは、一定の時間び経 
過すると自動的に停止しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ウインドウに雪や氷が付着していると 
さは、運転前にそれらを取り除いて視 
界を確保してください。事故を起こす 
おそれがあ0ます。 


P 消費電力が大さいため、曇りが取 
れたら早めに停止して<ださい。 

〇 が気温度と走行速度により、リア 
デフォッガーが自動的に停止ずるま 
での時間は異なりまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほ<なると自 
動的に停止し、表示灯び点滅しまず。 
電圧び回復ずると自動的に作動を再 
開します。 

0 外気温度びほいとさは、車内び暖 
まるまでは U アデフオッガーび作動 
しないことびありまず。 


を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車巧に外気を導入して換気を行な5と 
をに使用しまず。 

イグニッシヨン位置び0か1のとさ、 
またはキーを巧いているとさに使用で 
さまず。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨンス 
イッチ⑩を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

エンジンを停止ずる前の設定温度や 
外気温度により、送風□の選おや送 
風温度は自動的に調整されまず。 

を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 再度、 ま熱 ヒーター •ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ⑩を押しまず。 

または 

► オフスイッチ⑩を押しまず。 

余熱ヒーター.ベンチレーシヨンス 
イッチ⑩の表示灯び消灯しまず。 

じ(下のとをは、ホ熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

• イグニッシヨン位置を2にしたとき 

• 使用を開始してから約30分経過し 
たとを 

• バッテ1」一の電圧びほ下したとさ 

〇 送風量は弱の設定で一定に保たれ 
g 〇 

〇 エンジンを却水の温度びほいとさ 
や外気温度び高いときは、暖気び送 
風されないことびありまず。 
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〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれまず。このときは、中程度 
の送風量になりまず。 

〇 U ア送風□からは送風されません。 


運転席モード 

助手席および U アエアコンディショ 
ナー （^21 8ページ）の設定の一部を 
運転席と同じ設定にでさまず。 

運転席の設定を変更すると、助手席お 
よび1」アエアコンディショナーの設定 
を変更されます。 

運転席モードに設定ずる 

► 運転席モードスイッチ⑩を押し 
ます。 

スイッチの表示丹が点口しまず。 

助手席の送風温度と送風量、送風 
口の選択が運転席の設定に連動し 
ます。 

また、 U アエアコンディショナー 
が AUTO モードで作動し、送風温 
度の設定が運転席の設定に連動し 
ます。 

運転席モードを解除ずる 

► 再度、運転席モードスイッチ®を押 
します。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

〇 助手席やリアエアコンディショ 
ナーの設定を変更したとさは、運転 
席モードは自動的に解除されまず。 


フ□ントのコント□ールパネルでリ 
アエアコンデイシヨナーを操作ずる 



©AUTO スイッチ 

® リアエアコンディショナーコント□一 
ルスイッチ 

® 送風温度調整ダイヤル（助手席側） 

® オフスイッチ 

® U アエアコンディショナー作動 
インジケーター 

@リアエアコンディショナーモード 
インジケーター 

@リアエアコンディショナー停止 
インジケーター 

フ□ントのコント□ールパネルでリア 
エアコンディショナーを作動/停止 
させたり、 U アエアコンディショナー 
の送風温度を調整でさまず。 

リアエアコンディショナーを AUTO 
モードで作動させる 

► U アエアコンディショナーコント 
□ールスイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯し、ディス 
プレイに U アエアコンディショナー 
作動インジケーター®と U アエア 
コンディショ ナーモー ドインジケー 
ター®が表示されまず。 

また、 U アエアコンディショナーコ 
ント□ールパネルの AUTO スイッ 
チ（杉219ページ）の表示口が点口 
し、 U アエアコンディショナーが 
AUTO モードで作動しまず。 
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〇 U アエアコンディショナーコント 
□—ルスイッチ⑨を押してから約3 
秒間何を操作をしないと、スイッチ 
⑨の表示灯とディスプレイの U アエ 
アコンディショナーモードインジ 
ケーター⑩び消灯し、フ□ントの 
エアコンディショナーを操作でさる 
状態に戻りまず。 

U アエアコンディショナーの送風温度 
を調壁ずる 

► U アエアコンディショナースイッチ 
⑨を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯し、ディス 
プレイに U アエアコンディショナー 
モードインジケーター⑩び表おさ 
れます。 

►約3秒(内に送風温度調整ダイヤ 
ル（助手席側）⑨で送風温度を調整 
します。 

設定した送風温度のインジケーター 
び約3秒間点灯しまず。 

また、 U アエアコンディショナーコ 
ント□ールパネルの送風温度調整ダ 
イヤル（[>219ページ）の内側のイ 
ンジケーターび、設定した送風温度 
に移動しまず。 

リアエアコンディシ ョナーを 停止ずる 

► 1」アエアコンディショナースイッチ 
⑨を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯し、ディス 
プレイに1」アエアコンディショナー 
モードインジケーター⑩び表おさ 
れます。 


► 約3秒じ(内にオフスイッチ⑩を押 
しまず。 

ディスプレイに U アエアコンディ 
ショナー停止インジケーター⑩び 
表示されまず。 

U アエアコンディショナーび停止し 
9 〇 

〇 通常は22むに設定ずることをお 
勧めします。 

〇 フ□ントのコント□ールパネルで 
U アエアコンディショナーの送風口 
の組み合わせや送風量を調整ずるこ 
とはでさません。 

〇フ □ントのコント□ールパネル 
でリアエアコンディショナーを操 
作しているときは、リアエアコン 
ディショナーのコント□ールノ（ネル 
(杉219ページ）は操作でさません。 

リアエアコンディショナー 

U アエアコンディショナーは、フ□ン 
トエアコンディショナーが作動してい 
るときに作動させることができまず。 

〇フ □ントシートの下にセカンド 
シート足元送風口がありまず。 

〇フ □ントのエアコンディショナー 
がデフ□スターモードのとさは 、 U 
アエアコンディショナーのコント 
□ールパネルは操作でさません。 

〇 フ□ントのコント□ールパネルで 
U アエアコンディショナーを操作し 
ているとさ0217ページ）は 、 U 

アエアコンディショナーのコント 
□ールパネルは操作でさません。 
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セカンドシート中巧送風 □ / 
コント□—ルパネル 



の 

セカンドシート中央送風 □ (左偵 IJ ) 

⑤ 

セカンドシート中央送風 □ (ち側） 

⑤ 

送風温度調整ダイヤル 

④ 

AUTO スイッチ 

⑤ 

送風□選択スイッチ 

(セカンドシート中央/セカン 
ドシート上部/サードシート送 
風口） 

(D 

送風□選択スイッチ 

(セカンドシート足元/セカン 
ドシート上部/サードシート送 
風口） 

⑦ 

オフスイッチ 

④ 

送風量調整スイッチ（弱） 


送風量インジケーター 

⑩ 

送風量調整スイッチ（強） 


セカンドシート上部送風 □ 



⑩セカンドシート上部送風口（左側） 
©送風□開閉ダイヤル 

〇 セカンドシート上部送風□からは 
暖気は送風されません。送風温度調 
整ダイヤル③で設定温度を上げる 
と、送風び停止しまず。 

ヴードシート送風 □ 



⑩ ヴー ド シー ト送風口 
⑩送風□開閉ダイヤル 

〇 サードシート送風□からは暖気は 
送風されません。送風温度調整ダイ 
ヤル③で設定温度を上げると、送風 
が停止しまず。 
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リアエアコンデイシ ヨナーの 
作動/停止 


リアエアコンディシヨナーを AUTO 
モードで作動させる 

► AUTO スイッチ④を押しまず。 

AUTO スイッチの表示灯び点灯し 
ます。 

送風量の調整と送風□の選択は自動 
的に行なわれまず。 

► 送風温度調整ダイヤル③で好みの温 
度を設定します。 

設定した送風温度のインジケーター 
び点灯しまず。 

通常は22でに設定ずることをお勧 
めします。 

U アエアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチ⑦を押しまず。 

オフスイッチの表示灯び点灯し、 
U アエアコンディショナーび停止 
します。 

再度オフスイッチ⑦を押すと、リア 
エアコンディショナーび元の設定で 
作動します。 

〇 フ□ントエアコンデイシ ョナー の 
送風量を最大にずるとさは、 U アェ 
アコンデイシ ヨナー を停止してくだ 
ごし、。 


リアエアコンディシ ョナーの 
送風量調壁 

1」アエアコンディショナーの送風量を 
手動で調整でをまず。 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ⑩を押しまず。 

送風量インジケーター⑨の点灯数び 
増えまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ⑨を押しまず。 

送風量インジケーター⑨の点灯数び 
減りまず。 

〇 U アエアコンディショナーが 
AUTO モードで作動しているときに 
送風量調整スイッチ®®を押ずと、 
送風量の AUTO モードが解除され、 
AUTO スイッチ④の表示灯が消口し 
ます。 

リアエアコンディショナーの 
送風□選択 

U アエアコンディショナーの送風口を 
手動で選択でさまず。 

送風□を選択ずる 

► 送風口選択スイッチ®®のし^ずれか 
を押します。 

選択されたスイッチの表示灯が点灯 
します。 
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送風□選択 
スイッチ 

送風される送風 □ 

⑤ IS 

セカンドシート中央送 
風□①③、セカンド 
シート上部送風□⑩、 

サードシート送風□⑩ 

®IO 

セカンドシート足元送 
風口（フ□ントシート 
下）、セカンドシート 
上部送風□⑩、サード 
シート送風□⑩ 


〇 送風口選おスイツチ®および®を 
同時に選択ずることちできまず。 


〇 U アエアコンデ イシヨナ ーが 
AUTO モードで作動しているとさ 
に、送風口選択スイッチ®⑥を押す 
と、送風口選択の AUTO モードが 
解除され、 AUTO スイッチ④の表示 
灯が消灯しまず。再度、送風口選択 
スイッチ®®を押して、ずべての送 
風口選択スイッチの表示口を消口さ 
せると、 AUTO モードに戻りまず。 

送風□の開閉 


セカンドシート上部送風口とサード 
シート送風口は、送風口を開閉でさ 
ます。 

送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル®または®を上 
側にまわしまず。 

徐々に送風口が開さ、送風量が上が 
りまず。 


送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®または颇を下 
側にまわしまず。 

徐々に送風口が閉じ、送風量が下が 
りまず。 

送風口開閉ダイヤル®または顿を停 
止するまで下側にまわずと、送風口 
が閉じまず。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてち、完全に送風口 
を閉じることはでさません。 

送風□の風向を調整 


送風口①③⑩®は、風向きを調整でき 
9 〇 

► 各送風口のノブを上下左ちに動かし 
9 〇 
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スライデイングルーフ 


r ングルーフ 


A けびのおそれびあ0まず 

• スライディングルーフを閉じると 
さは、身体や物が挟まれないよラ 
にミ主意してください。挟まれそラ 
になったとさは、ただちにスライ 
ディングルーフスイッチを操作し 
て、スライディングルーフを開い 
て < ださい。 

• 子供だけを車巧に残して車から離 
れないでください。スライディン 
グルーフを操作してけがをしたり、 
事故の原因にな0ます。 

• スライディングルーフのガラスは 
事故のとをに割れるおそれがあ0 
まず。シートベルトを着用してい 
ないと、車が横転したとさにスラ 
イディングルーフの開口部から車 
がに放り出されて、致命的なけが 
をするおそれがあります。乗員全 
員がシートベルトを着用してくだ 
さし、。 

[I 走行中はスライディングルーフひ 
ら身体を出さないでください。けび 
をするおそれびありまず。 

〇スライ ディ ング ルーフの 開□部か 
ら、物を出し入れしないで < ださい。 
スライ ディ ング ルーフのシール部を 
損傷するおそれびありまず。 

P 降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを開 < とさは、 ルーフ 上の水 
や雪な どを 取り除いてください。 車 
内に水や雪などび入るおそれびあ0 
ます。 

P スライディングルーフ上に雪や氷 
び付着した状態で操作しないで < だ 
ごい。スライデイングルーフを損傷 
するおそれびありまず。 


〇スライディングルーフの開□部に 
腰をひけたり、荷物を載せたりして 
大さな力を加えないでください。ス 
ライディングルーフを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

〇車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとスライディン 
グルーフび完全に閉じていることを 
確認してください。 

〇 スライディングルーフは、車外か 
ら U モコン操作で開くことびできま 
ず（>111ぺージ）。 

〇 スライディングルーフは、車外 
から U モコン操作またはキーレス 
ゴー操作で閉じることびでさまず 
(1>112ページ）。 

〇 スライディングルーフを開いて走 
行しているとき、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、スラ 
イディングルーフの開度を変えるか 
ドアウインドウをかし開くと、解消 
することびありまず。 

〇イ グニッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧し、て 
から約5分間は、スライディング 
ルーフを開閉でをまず。その間にフ 
□ントドアを開くと、スライディン 
グルーフは開閉でさな<なりまず。 

〇 スライディングルーフび開いてし、 
るときに PRE-SAFE 037ぺージ) 
び車の横滑りを感知ずると、スライ 
ディングルーフびかし開いた位置ま 
で自動的に閉じまず。 

〇 スライディングルーフび開閉でさ 
ないとさは、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 
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スライデイングルーフの開閉 



① スライデイングルーフスイッチ 
③ 開く 

③ 閉じる/チルトダウン 

④ チルトアップ 


スライディング ルーフを 開閉ずる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でをまず。 

スライディング ルーフを 開く 

► スライディングルーフスイッチ①を 
③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ開きまず。 

サンシエードび閉じている場合は連 
動して開をます。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開さまず。 

スライディングルーフを閉じる 

► スライディングルーフスイッチ①を 
③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ閉じまず。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じまず。 


スライディングルーフをチルトアップ 
/チルトダウンずる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 

スライディングルーフをチルトアップ 
ずる 

► スライディングルーフスイッチ①を 
④の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトアップし 
9 〇 

④の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトアップしまず。 

スライディングルーフをチルトダウン 
ずる 

► スライディングルーフスイッチ①を 
③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトダウンし 
9 〇 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトダウンしまず。 


挟み&み防止機能 _ 

スライディングルーフには挟み込み防 
止機能びありまず。 

スイッチを引を続けてスライディング 
ルーフを閉じるかチルトダウンしてい 
るとを 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただち 
に停止し、スイッチから手を放ずと、 
その位置からかし開をまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能び作動したとさは、挟み込み防止機 
能は作動しない場合びありまず。 
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スライデイングルーフ 


自動でスライディングルーフを閉じる 
かチルトダウンしているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ただ 
ちに停止して、その位置からかし開 
さまず。 

A けがのおそれびありまず 

スライディングルーフには挟み込み防 
止機能がありまずが、スライディング 
ルーフを閉じるとさは、身体などを挟 
まないよラに注意してください。特に 
子供にはま意してください。 


自動チルトアップ機首 g _ 

スライディングルーフを開いた状態 
で、イグこッシヨン位置を0にする 
か、エンジンスイッチからキーを抜い 
たときは、 iu 下のときにスライディン 
グルーフが自動で閉じ、チルトアップ 
した状態で停止します。 

• 降雨などによりレインセンサーが雨 
滴を感知したとさ 

• イグこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から、約 12 時間経過したとさ 

〇自動チルトアップ機能で閉じてい 
るスライディングルーフには、挟み 
込み防止機能びありまずび、スライ 
ディングルーフから身体や物などを 
出さないで < ださい。 

Q 蕭れたタオルなどで フ□ン トウイ 
ンドウをがくと、スライディング 
ルーフび 閉じるおそれびありまず。 


〇 レインセンサーに雨滴びかからな 
いときは、自動チルトアッフ機能は 
作動しません。 

〇 自動チルトアップ機能でスライ 
デイングルーフび閉じているとをに 
挟み込みなどの抵抗びあると、挟み 
込み防止機能び働さ、スライデイン 
グルーフびただちに停止し、その位 
置からかし開をまず。その後自動チ 
ルトアップ機能は解除されまず。 

〇 自動チルトアップ機能は、イグ 
ニッシヨン位置び1か2のとさや 
スライデイングルーフびチルトアッ 
プしているときは作動しません。 

〇イ グニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
ひら約5秒間は、自動チルトアッ 
プ機能は作動しません。 


サンシエード 

スライデイングルーフと、サードシー 
卜上方のパノラ S ツクグラスルーフに 
はサンシエードび装備されていまず。 


スライデイングルーフのサンシエード 



①グリップ 
©サンシエード 
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サンシェードを開閉ずる 

► グリップ①を持って開閉しまず。 

スライディングルーフを開くと、連動 
して開さまず。 

〇スライディングルーフが開いてい 
るときに、サンシェード®とルーフ 
内張りの間に身体が挟まれないよ5 
にま意してください。 

〇 スライディングルーフが開いてい 
るとさは、サンシェードを閉じるこ 
とはでさません。 

パノラミックグラス ルーフの サン 
シエード 



①グリップ 
③ヴン シェー ド 

サンシェードを開< 

►グ U ッフ①を押して□ックを外し、 
開をます。 

サンシェードを閉じる 

► グ U ップ①を持って閉じ、確実に 
□ックしまず。 


スライディングルーフのリセット 

じ(下のとさは、スライディングルーフ 
び自動で全開しないことびありまず。 
スライディングルーフの U セットを行 
なって < ださい。 

• バッテ U —あびりやバッテ U —交換 
などで電源び断たれたとさ 
• スライディングルーフびスムーズに 
作動しないとを 

• スライディングルーフを修理した 
とさ 

スライディングルーフをリセットずる 

► イグニッション位置を0にしまず。 
► イグニッション位置を2にしまず。 

► スライディングルーフスイッチを④ 
の方向 （^223 ページ）に押してチ 
ルトアップし、そのまま約2秒し U 
上押し続けまず。 

► スライディングルーフび自動で全開 
ずることを確認しまず。 

自動で全開しないとさは、再度 U 
セット作業を行なってください。 

〇 スライ デ ィング ルーフの リセット 
びでさないとさなどは、指定サービ 
スエ場で作業を行なってください。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


荷物の積みち/ル物入れ 


ラゲツジルームに荷物を積むとき 

A けびのおそれびありまず 

荷物を積むとさは、似降に記載されてい 
るミ主意点を守り、確実に固定してくださ 
し、。急ブレーキ時和急な道路変更時、事 
故のとさなどに前方に放り出されて、乗 
員がけがをずるおそれがあ0ます。 

荷物を積むときは、「荷物の固定 
(0232 ぺージ）」もご覧ください。 

また、荷物を積むとさのを意点を守つ 
たとしても、荷物を積むことにより、 
事故などのとさに乗員がけがをずる可 
能性は高まります。 


-荷物はラゲッジルームに積み、バッ 
クレストまたは前方に折りたたんだ 
セカンドシートのシートクッシヨン 
に接ずるよラにしてください。 

-荷物はでさるだけ乗員のいないシー 
卜の後方に積んで < ださい。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
パーを して <ださい。 

-燃料を入れた容器やスプレー吿など 
を積まないで<ださい。引火や爆発 
のおそれがあ0まず。 

〇 荷物固定用のアクセサ U —はダイ 
ムラー社の推奨品の使用をお勧めし 
ます。詳しくは指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


A 中毒のおそれびあ0まず 

エンジンをかけた状態でテールゲート 
を開いたままにしないで<ださい。排 
気ガスび車内に入0、意識不日月になつ 
たり、中毒死ずるおそれびあ0ます。 


荷物の積み方は車の走行ま定性に大さ 

く影響しまず。け下の点にミ主意してく 

ださい。 

-ラゲツジルームには極端に重い荷物 
を積載しないで < ださい。 

-重い物は車の中むおく（ラゲツジ 
ルーム前方のほい位置）に確実に固 
定してください。確実に固定でさて 
いないと、急ブレーキ時などに荷物 
び動さ、ラゲツジルーム内部を損傷 
するおそれびありまず。 

• 荷物を車内に積むときは、シートの 
バックレストより高く積み上げない 
で < ださい。 


ル物入れ 


A けびのおそれびありまず 

走行中は、ル物入れのカバーを開いた 
ままにしないで<ださい。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさなど 
に収納物び飛び出して乗員びけびをす 
るおそれびあります。 


〇収納物びル物入れからはみ出さな 
いよ5にして < ださい。 

〇ル物入れのカパーび閉じなくなる 
よラな大さな物をノ」\物入れに入れな 
いで< ださい。ル物入れや収納物を 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇ル物入れには食料品を収納しなし、 
で < ださい。 

〇貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださい。 
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ク□ーブボックス 



①八ンドル 
を)カバー 
感キーシリンダー 


〇走行中は、グ□ーブボックスの力 
ノ（一を開いたままにしないで< ださ 
し、。急ブレーキ時や急な道路変更時、 
事故のとさなどに収納物が飛び出し 
て、乗員がけがをずるおそれがあ0 
ます。 

グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドル①を引きまず。 

カバー③び開さまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックしまず。 

〇 グ□ーブボックスには外部音声入 
力端モ ( AUX ) び装備されていまず。 

詳しくは、別冊 「 COMAND システ 
ム取扱説明書」をご覧ください。 

〇 グ□—ブボックスにはペンホル 
ダーびありまず。 

〇イ グニッシヨン位置び1か2のと 
さにグ□ーブボックスを開<と、グ 
□ーブボックスランプび点灯しまず。 


ク□—ブボックスの施綻 

キーシ U ンダー③にエマージェンシー 
キーを差し込んで施錠/ 解綻するこ 
とびでをまず。 

グ□ーブボックスを施錠ずる 

► キーを水平位置にまねしまず。 

確実に施湿されていることを確認し 
ます。 

グ□ー ブボックスを解錠ずる 

► キーを垂直位置にまわしまず。 

〇貴重品はグ□ーブボックス内に保 
管しないで < ださい。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施錠して < ださい。その際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 

フ□ントアームレストのル物入れ 



①レバー 
③ヵ バー 

フ□ン トシートのアームレスト内部に 
はル物入れびありまず。 
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ル物入れを開く 

► レバー ①を引いて カバー ③を開き 
ます。 

ル物入れを閉じる 

► カバー③を下げて□ックしまず。 

[I 走行中は必ずル物入れのカパーを 
閉じて<ださい。急ブレーキ時や急 
な道路変更時、事故のとをなどに収 
納物び飛び出して、乗員びけびをず 
るおそれびありまず。 

〇カバー③び閉じなくなるよう 
な大をな物をル物入れに入れな 
し、で<ださい。アームレストや 
収納物を損傷するおそれびあり 
ます。 

P ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

〇 ル物入れ内部にはランプがありま 
す。車がランプに連動して点灯/ 
消灯しまず。 

携帯電話の接続 

フ□ントアームレストのル物入れには 

携帯電話用の コネクターを 接続する端 

テが装備されていまず。 

携帯電話用の コネクターは 販売店 オプ 

シヨンでず。詳しくは、お買い上げの 

販売店または指定サービスエ場におた 

ずね < ださい。 

《電話の操作については、別冊 「COMAND 
システム取扱説明書」をお読みください。 


カップホルダー 


A けびのおそれびありまず 

• 走行中はカップホルダーを使用しな 
いでください。急ブレーキ時や急な道 
路変更時、事故のとさなどにカップ 
ホルダーに置いた容器が飛び出して、 
乗員が火傷をずるおそれがおりまず。 

• カップホルダーのサイズに音った 
フタ付きの容器を使用してくださ 
し、。また、火傷防止のため、熱い 
飲み物が入った容器を置かないで 
ください。 

H カップ ホルダーに 飲み物を置<と 
きは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないようにま意してください。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショートして発火ずるおそれが 
ありまず。 

H カップ ホルダーの 手入れを行なラ 
とさは、めるま湯のみを使用してく 
ださい。 


センターコンソールのカツプホルター 



①カップホルダー 
©カードホルダー 
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センターコンソールにはカップホル 
ダー①び装備されていまず。 

また、2つのカップホルダーの間には 
カー ドホルダー③びあ0 まず。 

〇 カード ホルダー ③は、上方に引を 
上げて取り外ずことびでさまず。 


セカンド シー トのカップホルダー 



① アームレスト 

② カップホルダー 


アームレストを使用ずる 

► 引き出して使用しまず。 

収納するとをは押し込みまず。 


ヴードシートのカツプホルダー 



①カップホルダー 


収納ネット _ 

助手席の足元とフ□ントシートの背面 
に新聞や雑誌などを収納でさるネット 
を備えていまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンが吿、割れやずい物、鋭利な形状 
の物を入れないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさな 
どに収納物が飛び出して乗員がけがを 
するおそれがあ0ます。 


Q 収納ネットから収納物がはみ出さ 
ないよ5にして < ださい。 



①助手席足元の収納ネット 



⑤フ□ントシート背面の収納ネット 


ヴー ド シー トの アーム レストにはカツ 
プ ホルダー ①がありまず。 
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分割可倒式セカンドシート _ 

左ちいずれか一方、または両方のセカ 
ンドシートを巧りたにむことびでさ 
ます。 

A けびのおそれびありまず 

-重い荷物を積むときは、確実に固定 
して<ださい。急ブレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどに荷物 
が放0出されて、乗員がけがをする 
おそれがあります。 

• セカンドシートを折りたたんで荷物 
を積むときは、シートが□ックして 
し、ることを確認し、セーフテイネッ 
卜を取り付けてください。 

-大さな荷物を積まないとさは、バッ 
クレストを起こしてください。ラゲッ 
ジルームの荷物などが前方に放0出 
され、けがをずるおそれがあります。 

-セカンドシートに乗車ずるときは、 
必ずバックレストを起こして確実に 
□ックしてください。急ブレーキ時 
や急な車線変更時、事故のとさなど 
に荷物が放り出されて、乗員びけが 
をずるおそれがあります。 


A 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲート 
を開いたままにしないでください。ち f 
気ガスが車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死ずるおそれがあります。 

Q セカンドシートを折りたたんでい 
るときにフ□ントシートを後方に移 
動したり、バックレストを後方に倒 
すときは、セカンドシートに接触し 
ないようにミ主意してください。シー 
卜を損傷するおそれがありまず。 


〇 背の高い乗員が前席に乗車してい 
るときにセカンドシートを折りたた 
む場合は、必要に応じてフ□ント 
シートを前方に動かし、バックレス 
卜を起こしてくださし)。 


セカンドシートを巧りたたむ 



ち側セカンドシートを巧りたたむとを 
①ストラップ 
③シートクッシヨン 


► ストラップ①を引をまず。 

シートクッション③の□ックび解除 
されまず。 

► シートクッション③を前方に引き起 
こしまず。 

P ストラップ①はぶルタ'—⑤に通し 
た状態で使用して<ださい。また、 
ホルダー⑤からがれないよラに注意 
して < ださい。 



► 折りたたむセカンドシートのヘッド 
レストをいっぱいまで下げまず。 
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セカンドシートを兀に戻ず 



ち側セカンドシートを巧りたたむとさ 
④バックレスト 
⑥□ック解除レバー 

► □ック解除レバー⑥を引き上げて、 
□ックを解除しまず。 

〇バックレストは非常に重量びあり 
ます。倒すとさは身体を挟まないよ 
ラにま意してください。 

► バックレスト④を前方に倒して、確 
実に□ックしまず。 

〇 ち側セカンドシートを、同じ方法 
で巧りにたむことびでさまず。 



⑧シ—トベルト 
⑦フック 

► シートベルト⑧をフック⑦にかけ 
ます。 


左側セカンドシートを元に戻ずとき 

©シートクッション 

® バックレスト 

⑥□ック解除レバー 

©ストラップ 

► □ック解除レバー®またはストラッ 
プ®を引き上げて、□ックを解除し 
9 〇 

► バックレスト④を元の位置に戻し、 
確実に□ックしまず。 

〇バックレストを元の位置に戻ずと 
きは、シートベルトが挟まれていな 
いことを確認してください。 

► シートクッション®を元の位置に戻 
し、確実に□ックしまず。 

►必要であれば、セカンドシートの 
へッドレストの高さを調整しまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

バックレストを元の位置に戻したとさ 
は、バックレストが確実に□ックされ 
ていることを確認してください。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


巧物の固定 


荷物固定用リング 


A けびのおそれびあ0まず 

荷物固定用 U ングには均等に力がかか 
るよラにして<ださい。急ブレーキ時 
や急な進路変更時、事故のとさなどに 
荷物が放り出されて、乗員がけがをず 
るおそれがあります。 

荷物を固定するとさは、 iu 下の点にま 

意して < ださい。 

. 荷物固定用リングを使用して、荷物 
を固定して < ださい。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのちので 
す。これらを使用して荷物を固定し 
ないで < ださい。 

• 固定用具が荷物のとがった部分や角 
に当たらないよ5にして < ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーを して < ださい。 

. 荷物固定用 U ングに均等に力がかか 
るよラにして < ださい。 

• でさるだけずベての荷物固定用リン 
グを使用して < ださい。 

. 荷物固定用 U ングに過大な力がかか 
らないよ5にして < ださし、。 

• 固定用具の取扱説明書ちお読み< 
ださい。 

荷物固定用のアクセサリーは、ダイム 

ラー社の推奨品の使用をお勧めしま 

す。詳しくは指定サービスエ場におた 

ずね < ださい。 


荷物固定用リングは、ラゲッジルーム 
内①に4個、サードシートバックレス 
卜背面上部®とセカンドシート足元③ 
に2個ずつありまず。 



ヴードシートを収納した 状態 
①荷物固定用 U ング（ラゲツジルーム内) 
©荷物固定用 U ング（サードシートバッ 


クレスト背面上部) 



⑤荷物固定用リング 


(セカンドシート足元) 
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巧物固定用フック 



①荷物固定用フック 

ラゲッジルームの左ちに荷物固定用 
フックがありまず。 

U 荷物固定用フックには、約 4 kgiU 
上の荷物をかけないで<ださい。フッ 
クを損傷ずるおそれがあります。 


ラゲツジ ルームカバー 


心 けびのおそれびありまず 

ラゲ ツジルーム カバーは荷物を固定す 
るものではありません。荷物を積むと 
さはラゲ ツジルーム カバーの下に納ま 
るよラにして、荷物を確実に固定して 
ください。急ブレーキ時や急な車線変 
要時、事故のときなどに荷物が前ちに 
放り出され、乗員がけがをずるおそれ 
がありまず。 



セカンドシート後方に収納1」ールを取り付けた 
状態 

①八ンドル 

©ラゲ ツジルームカバー 

@固定部 

©フック 


ラゲッジ ルームカバーを 使用ずる 

► 八ンドル①を持って、ラゲッジルー 
ムカバー®をリールから引き出し 
9 〇 

► 左ちの固定部⑤をフック④にかけ 
まず。 

〇ラゲッジルームカバーは、サード 
シー トの シー トベルト®をフック© 
にかけた状態で使用して < ださし、。 
ラゲッジルームカバーが シー トベル 
卜にかかり、正しく使用でさないお 
それがあ0まず。 



を-, • 
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荷物の積み万/ル物入れ 


ラゲツジルームカ/ V — 収納リール 


収納 U — ) レの取り付け位置 



①セカンドシート後ちの取り付け位置 
③ヴードシート後方の取り付け位置 


ラゲ ッ ジルーム カバー 収納 U —ルは、 
セカンドシート後方①またはサード 
シート後方③に取り付けることびでさ 
ます。 


取り付け部カバーの脱着 



③取り付け部のカバー 


(ヴードシート後方.ち側） 

► 取り付け部のカバー③の上部を押し 
て、カバーを取り外しまず。 


► 取り外しにカバーは、紛失しないよ 
5に、使用しない取り付け部に取り 
付けまず。 

収納リールの脱着 



セカンドシートをちに取り付けた巧態 
①左側取0付け部 
③□ツク解除ボタン 

③ 収納1」ールち端部 

④ ち側取0付け部 

収納リールを取りがず 

► ラゲツジルームカバーを U —ルに収 
納します。 

► 収納 U — ルち端部③を左側にスライ 
ドさせまず。 

収納 U — j レち端部③び左側に押し込 
まれ、収納 U —ルの長さび短くなり 
まず。 

► ち側取り付け部④から収納 U —ルち 
端部③を取り外しまず。 

► 収納 U —ルを取り外しまず。 
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ます。 





















荷物の積み万/ル物入れ 


235 


収納リールを取り付ける 

► 収納 U — J レち端部③び左側に押し込 
まれていて、収納 U —ルび短くなつ 
ていることを確認しまず。 

収納 U —ルち端部③び左側に押し 
込まれていないとさは、左側に押 
し込みます。 

► □ック解除ボタン③びち側および上 
面にくるようにしまず。 

► 収納 U — j レの左端部を左側取り付け 
部①に固定しまず。 

► 収納 U — J レち端部③をち側取り付け 
部④に合わせ、□ック解除ボタン③ 
を押します。 

U —ルち端部③びち側にスライドし 
てち側取り付け部④に固定されまず。 


セーフティネット 


心 けびのおそれびあ0まず 

• セーフテイネットを使用ずるときは、 
上下の取り付け位置に確実に固定さ 
れていることを確認して<ださい。 

• セーフテイネットに損傷がある場を 
は使用しないでください。 

• セーフテイネットは重い荷物の移動 
を防ぐことはでをません。重い荷物 
を積載ずるとさは、確実に固定して 
<ださい。急ブレーキ時や急な車線 
変更時、事故のとさなどに荷物が前 
ちに放り出され、乗員がけがをする 
おそれがあります。 


セーフテイネツトの準備 


© 〇 



①ストラップ 


セーフテイネツトを展開ずる 

► 2本のストラップ①を外しまず。 



③バー 

③□ック解除ボタン 


► バー③を□ツクずるまで開きまず。 

バーは セーフ テイネツトの下部にを 
ラ1本ありまず。下部のバーを□ツ 
クずるまで開さまず。 

〇 セーフテイネツトを収納ずるとき 
は、□ツク解除ボタン③を押しなび 
らパーを巧りたたみまず。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


セーフテイネットの取り付け位置 



①フ□ントシ ー ト後方の取り付け位置 
©セカンドシート後方の取り付け位置 

セーフティネットはフ□ントシートの 
後方①、またはセカンドシートの後方 
③に取り付けることができまず。 

フ□ントシ ー トの後方に取り付けると 
きは、セカンドシートを折りたたみ 
(>23 日ページ）、サードシート か17 
ページ）を収納して<ださい。 

セカンドシートの後方に取り付ける 
とさは、サードシートを収納してくだ 
さし、。 


セーフテイネットの取り付け 



@取り付け部 
® □ ッド 


► ラゲツジルームカバー収納リールを 
取りがしまず0234ページ）。 


► セーフテイネット下側のフック®が 
後方を向くよラにセーフテイネット 
の上部を持ちます。 

► セーフテイネットの□ッド④の片側 
を取り付け部③に差し込み、前方に 
押し込んで固定します。 

► □ッドを押し縮めながら、ち5片側 
の端を取り付け部③に差し込み、前 
ちに押し込んで固定しまず。 



フ□ントシ ー ト後方に取り付けるとを 
©フック 

©荷物固定用 U ング 


(セカンドシート足元) 
©ベルト 


セカンドシート禮ちに取り付けるとを 

愈フック 

©ベルト 

® 荷物固定用 U ング 

(ヴードシートバックレスト背面上部) 
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► フック®を荷物固定用リンクにかけ 
ます。 

• フ□ントシート後方にセーフ 
ティネットを取り付けるときは、 
セカンドシート足元の荷物固定 
用リング®を使用しまず。 

• セカンドシート後方に セーフ 
ティネット取り付けるときは、 
サードシートを収納して(>77 
ぺ…ジ）、サードシートバックレ 
スト背面上部の荷物固定用 U ン 
グ®を使用しまず。 

► ベルト③の端部を下ちに引さまず。 

►かしの間走行した後に、ベルトが 
ゆるんでいないことを確認して< 
ださい。 

ベルトがゆるんでいるときは、ベル 
卜の端部を引さ、ベルトを締めて< 
ださい。 

セーフテイネットの取りがし 



フ□ントシ ー ト後方に取り付けたとさ 
⑥フック 

©荷物固定用I」ング 
(セカンドシート足元） 
©ベルト 
©アジヤスター 


► アジヤスター®を矢印の方向に引き 
上げまず。 

ベルト③がゆるみます。 

► 荷物固定用リング®からフック風を 
列しまず。 

► □ッド④を押し縮めながら、□ッ 
ドの端部を取り付け部から取りが 
しまず。 


「クロスバー 

ルーフレールに ク□スバ ーを 取り付 
け、各種のアタッチ^ントを装着でさ 
9 〇 

アタッチ><ントはダイムラー社の純正 
品および指定品の使用をお勧めしま 
ず。詳し < は指定サービスエ場におた 
ずね< ださい。 

A 事故やけびのおそれびありまず 

• ルーフ上に荷物を積んでいるとさ 
は、車の重む位置が変化し、走行安 
定性に影響を与えます。運転すると 
きは十分ミ主意してください。 

• ク□スバーを取り付けたときは、確実 
に固定されていることを確認してく 
ださい。ク□スバーが外れて脱落ずる 
と、乗員がけがをしたり、事故の原因 
になります。 

• ク□スバーに各種のアタッチ^ント 
を装着ずるときは、製品に添付の取扱 
説明書に従って<ださい。取り付けち 
を誤ると、事故の原因になりまず。 
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ク□スバーを取り付ける 



① カバー 
③ キーシリンダー 
③ キー 


► ク□スバー両端にあるカバー①の 
キーシ U ンダー ③に付属の キー ③を 
差し込んで時計回りにまわし、□ッ 
クを解除します。 


► カバー①を取り外しまず。 



④六角レンチ 
⑥ネジ 
⑥取り付け部 


► 付属の六角レンチ④でネジ⑥を反時 
計回りにまわし、取り付け部⑧をゆ 
るめます。 


[■取り付け部⑥をゆるめるときは、 
ネジ⑥を反時計回0にまわしずざな 
いよ5にま意してください。取り付 
け部び脱落ずるおそれびありまず。 



⑦フ□ント側の取り付け位置マーク 


2本のク□スバーの長さは異なりまず。 
長いク□スバーはフ□ント側に、短し、 
ク□スノ く一は U ア側に取り付けまず。 

フ□ント側のク□スバーの取り付け位 
置は、マーク⑦の位置を参考にして< 
ださい。 



⑧ U ア側の取り付け位置 


U ア側のク□スバーの取0付け位置 
は、⑨の位置を参考にしてください。 

► ク□スバーの片側の取り付け部⑧ 
を、フ□ント、 U アそれぞれの取り 
付け位置⑦⑥に合わせまず。 


B を邸 e 恒化 













荷物の積み万/ル物入れ 


239 


〇⑦⑨は取り付け位置の目までず。 
ク□スバーを取り付けたとさは、確 
実に固定されていることを確認して 
<ださい。 

►反巧側の取り付け部を、フ□ント、 
1」アそれぞれの取り付け位置⑦⑧に 
合わせまず。 

► 六角レンチ④でネジ⑥を時計回り 
にまわし、取り付け部⑥を締め付 
けまず。 

► カバー ①を取り付け、 キー ③で □ッ 
クします。 

〇 ルーフレールに直接ク□スバーを 
取り付けると、 ルーフレールに 傷び 
付くおそれびありまず。必要に応じ 
て、保護 シー ト などを 使用してく だ 
ごい。 

ク□スバーを取りがず 

► ク□スバーを取り外ずときは、取 
り付けたとさと逆の手順で行ない 
ます。 

[I ルーフレールの最大積載量（約 
90kg) を超えないようま意してくだ 
ごい。 

ルーフレールの 最大積載量には、ク 
□スバーやアタッチメントの重量を 
含まれます。 

〇純正品 LU 外のアタッチメントを取 
り付けると車を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


〇スキーキヤ U アやバイシクルキヤ 
リアには、純正品でをク□スバーに 
対応していないタイプびありまず。 
詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

〇ク□スバーに荷物やアタッチメン 
卜を取り付けるとさは下記にミ主意し 
てください。車を損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• スライデイングルーフをチルト 
アップさせたとさに接触しない 
こと 

• テールゲートを開いたとさに接 
触しないこと 


■を邸直册 





240 


室内装備 


室内装備 


サンバイザー 


A 事故のおそれげありまず 

走行中は バニテイ云ラーのカバーを開 
じてください。眩惑により事故を起こ 
すおそれびあります。 



①サンバイヴー 
③フック 

③ 補助サンバイヴー 

④ バニテイミラーカバー 
⑥バニテイ吉ラー 

⑥照明 

前ちか5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

横方向か5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

► サンバイヴーをフック③から外し 
ます。 

► サンバイヴー①を横にまわしまず。 

このとをは、軸方向にスライドさせ 
ることびでさまず。 

► 前方からの目をしさを防ぐとさは、ネ甫 
助サンノ（イヴー③を下げまず。 


使用後は、補助サンバイヴーを元の位 
置に戻してから、サンバイヴーを元の 
位置に戻しまず。 

〇サンバイヴーを横にまわずとさ 
は、バニティ S ラー カバー④を閉じ 
てください。ルーフ内張りやバニ 
ティ S ラー カバーを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

バニティミ ラー 

バニティ ミラーを使用ずる 

► サンバイヴー①を下げまず。 

► バニティ云ラーカバー④を上方に開 
さまず。 

照巧⑧び点灯しまず。 

〇眩惑を防ぐため、走行中はバニティ 
ミラーを使用しないでください。 

〇 サンバイヴーをフック③から外ず 
と、照日月⑧は点灯しません。 


灰皿 


フ□ントシートのの皿 



① カバー 
③ マーク 
③の皿 
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巧皿を開く 

► カパー①のマーク③を軽く押しまず。 

巧皿を閉じる 

► カバー①を前方に押して閉じまず。 

灰皿を取り夕1•ず 

► 灰皿③を上方に引き上げて取り外し 
まず。 

巧皿を取り付ける 

► 灰皿③を□ックずるまで押し込み 
ます。 

〇 灰皿を取り外ずとル物入れとして 
使用でさまず。 

P 吸いびらやマッチの乂はお実に消 
して < ださい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

P 使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださい。 

〇灰皿を取り外してル物入れとして 
使用しているとをは、灰皿として使 
用しないで < ださい。 

また、カノ（一び閉じなくなるよラな 
大さな物をル物入れに入れないで< 
ださい。 


セカンドシートのの皿 



①晒 m 
③ヵバ ー 
③ボタン 


セカンドシートの灰皿は、 U アセン 
ターコンソールにありまず。 

巧皿を開< 

► カバー③のボタン③を軽く押しまず。 

灰皿を閉じる 

► カバー③を押して閉じまず。 

巧皿を取りがず 

► 灰皿①を引き上げて取り外しまず。 

巧皿を取り付ける 

► の皿①を□ックずるまで押し込み 
9 〇 
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室内装備 


〇 灰皿を取りがずとル物入れとして 
使用できます。 

Q 吸いがらやマッチの火は確実に消 
して < ださい。 

Q 紙<ずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

D 使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださい。 

Q 灰皿を取りがしてル物入れとして 
使用しているとさは、灰皿として使 
用しないで < ださい。 

また、カノ（一が閉じな<なるよ5な 
大さな物をル物入れに入れないで< 
ださい。 



①カバー 
©マーク 
©ライター 

イグこツシヨン位置が1か2のとさ 
に使用できます。 

ライターを使用ずる 

► カバー①の マーク ③を軽く押します。 
カバー①が開さまず。 


► ライター③を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

A けびと乂傷のおそれびありまず 

ライターは必ずノブの部分を持ってく 
ださい。金属部を持つと火傷をするお 
それがあります。 

安全のため、モ供を乗車させるとさは 
ライターを抜さ取って<ださい。 


。ライターを使用ずるときは、下 
の点に注意してください。ライター 
を損傷したり、火災が発生ずるおそ 
れがありまず。 

• ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないで < ださい。 

• 赤熱部に灰や異物が付着したま 
ま使用しないで < ださい。 

• ライターを改造したり、純正品 
(列のライターを使用しなし^で 
<ださい。 

H ライターび戻らなくなったとさ 
は、イグニッション位置を0にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いて、指定サービスエ場に連絡し 
て < ださい。 


B を邸6恒冊 
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U アセンターコンソールの電源ソケット 
①ソケットカバー 



ラゲッジルームの電源ソケット 
①ソケットカバー 


U アセンターコンソールとラゲツジ 
ルームに 12V 電源ソケットを装備し 
ています。 

エンジンがかかっているときに使用し 
て < ださい。 


12 V 電源ソケットを使用ずる 

► ソケットカバー①を開き、電気製品 
の電源コネクターを確実に差し込み 
ます。 

〇電源ソケットにライターを差し込 
まないで < ださい。 

。ソケット巧に指などを入れないで 
<ださい。感電ずるおそれびあ0 
9 〇 

Q エンジンびかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テ U —びあびるおそれびありまず。 

〇電源ソケットを使用しないとをは 
ソケットカパ'一を閉じてくだごい。 
異物び入った0、水びかかると故障 
の原因にな0まず。 

〇電気製品を使用ずるとをは、最大 
消費電流び 20A を超えないことを確 
認してください。 

〇おず DC12V の電気製品を使用し 
てください。 

〇イ グニッショ ン位置び 0 か 1 のと 
さや、エンジンスイッチからキーを 
巧いてあるとをを使用ずることびで 
さまずび、バッテ1」一の電圧びほ下 
ずると自動的に機能を停止しまず。 


■を馨直冊 













244 


室内装備 


アシストグリップ 

各ドアウインドウの上方にアシストグ 
U ップびありまず。コーナ U ング時の 
姿勢保持などに使用しまず。 

セカンドシートのアシストグ1」ップに 
は、コートフックび装備されていまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

SRS ウインドウバッグの作動を巧げた 
0、作動時に物び巧んで乗員びけびを 
するおそれびありますので、 liTF の点 
にを意してください。 

• アシストグ1」ップに八ンガーやア 
クセヴ1」一など物をかけないで< 
ださい。 

• コートフックには軽く柔らかい巧服 
な外の物をかけないでください。 

• コートフックを使用するとさは、八 
ンガーなどを使用はず、巧服を直接 
かけて < ださい。 

〇アシストグ1」ップにぶらさびった 
り、必要！;■(上に大さな荷重をかけな 
いで<ださい。アシストグ1」ップを 
損傷するおそれびありまず。 

〇運転者は運転中にアシストグ U ッ 
プを使用しないで < ださい。 

Q コートフックを使用ずるときは、 
巧服び運転をの視界の妨げにならな 
いようにま意してくださし、。 


B を邸6恒化 
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慣 5 し運転 . 

燃料®給油 . 

エンジンルーム…1 
タイヤとホイール 
寒を時の取り扱い 
走行時のミち意…… 
オフ□-ド走行… 
メンテナンス…… 
曰常の手入れ…… 



3弦0度©が田 

679948302 

444566788 
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慣百し運転 


慣5し運転 


A 事故のおそれびありまず 

新品のブレーキパッドやブレーキ 
ディスクは、目安として走行距離が 
数百 km を超えるまでは制動能力を 
完全には発揮でさません。この期間 
は必要に応じてブレーキペダルをか 
し強めに踏んでください。また、プ 
レーキパッドの交換を行なったとさ 
ち)、目安として走行距離が数百 km 
を超えるまではミ主意してください。 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 

が馴染むまで「慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは LiTF のま意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6.000回転のとさは約 
4,000回転）を超えないよラに運転 
して < ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けてください。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けてください。 


• ギアレンジの、 E 且、回！および 
1〜3速のギアは山道などを低速 
で走行するとさだけ使用して < だ 
さし、。 

走行距離が1,500 km を超えたら、エ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

て < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後ち、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン： 走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいに踏み込むと、自 
動的に低いギアに切り替わり、エン 
ジンの回転数が上がって素早<加速 
しまず。これをキックダウンといい 
9 〇 

〇 エンジンブレーキ： 走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 


B こな〇芭6が田 
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燃料の給油 


燃料を給油ずる 


A 火災や爆発のおそれびありまず 

給油するとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
があるときや燃料の巧いがするとさ 
は、決して火気をお付けないで<だ 
さい。火災が発生するおそれがあり 
ます。 

A 健康を害ずるおそれがありまず 

肌や衣服に燃料が付着しないよラにミ主 
意して<ださい。燃料が肌に直接触れ 
たり、気化した燃料を暇い込むと、健 
康を害するおそれがあります。 



①燃料給油フラップ 
©取り外したキャップ 
感ホルダー 
@タイヤ空気圧ラベル 

燃料給油フラップを開く 

► エンジンを停止しまず。 

► 燃料給油フラップ①の矢印の部分を 
押します。 


キャップを取りがず 

►キャップを反時計回0にまわし 
ます。 

►キャップを給油□から取り外し 
9 〇 

取り外したキャップ③を燃料給油フ 
ラップの裏側にあるホ J レダー③にか 
けまず。 

キャップを取り付ける 

►キャップを給油□に合わせまず。 

► キャップをカチカチッとい5音びし 
て空回りずるまで、時計回りにまね 
し弓〇 

燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラッフ①を押しまず。 

A 义災のおそれびあ0まず 

• エンジンをかけたまま給油しなし、で 
<ださい。火がび発生するおそれび 
あ0ます。 

• 周囲に燃料びあるとさや燃料の巧い 
びするとさは、ミ夫して火気をお付け 
ないで< ださい。火災び発生ずるお 
それびあ0ます。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル④び貼付してありま 
す。タイヤ空気圧ラベルの見かたに 
ついては （0261 ページ）をご覧く 
ださい。 

〇 リモコン操作や キーレスコー 操作で 
の解錠/施話に連動して、燃料給油 
フラップを解錠/施淀されまず。 

〇 燃料給油フラップび施錠されなし、 
とさは、手動で解湿して開くことび 
できまず（[>323ページ）。 


I 
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燃料の給油 


P 燃料を給油ずるとさは、 iU 下の点 

にミ主意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用して < ださい。有鉛ガソ 
U ンや粗悪なガソリン、指定政 
外の燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などを混入ずると、エンジ 
ンなどを損傷ずるおそれがあり 
まず。 

• 輕油を燃料として使用したり、 
燃料に混ぜて使用しないで<だ 
さい。少量を混ぜただけでちエ 
ンジンなどを損傷ずるおそれが 
ありまず。また、このよラな場 
合は保証の適用がになりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった 
場合は、決してエンジンを始動 
しないで < ださい。軽油が燃料 
供給系部品全体にまわるおそれ 
がありまず。誤って給油した場 
合は指定サービスエ場に連絡し、 
燃料タンクや燃料系部品を交換 
して <ださい。 

• 目的地までを裕をちって走れる 
よラに、十分な量を補給して< 
ださい。 

• 燃料給油口には、純正品 iU がの 
キャップを使用しないで < ださし、。 

P セルフ式のガソリンスタンドなど 

で給油するとさは必ず(下の点を 

守0、安全に十分ま意して作業を行 

なって < ださい。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さし、。 


• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をずる人がは燃料給 
油口に近付かないで < ださい。 

• 給油作業をする人は、作業の前に 
金属部分に触れるなどして身体の 
静電気を除去してぐださし、。 

身体に静電気を帯びていると 、放 
電による火花で燃料に引火した 
0、火傷をずるおそれがあ0まず。 

. 作業中は車内に戻らないで<ださ 
し、。帯電ずるおそれがあ0まず。 

• キャップの取り外し/取り付け 
0247ページ）は確実に行なし、、 
火気を近付けないよ5にして< 
ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよ5に 
ミ主意して<ださい。塗装面を損傷 
ずるおそれがあ0まず。 

• 給油ノズルは給油口の奧まで確 
実に差し込んで < ださい。 

• 給油が自動的に停止したら、それ 
iiLL は給油しないで<ださい。燃 
料漏れのおそれや、エンジンが不 
調になった0停止ずるおそれがあ 
りまず。 

•手動で給油しているときは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• 気化した燃料を吸い込まないよ 
ラにミ主意してください。 


• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を遵守して<だ 
さし、。 


B こな〇芭6が田 






A 事故のおそれびありまず 

走行中はボンネット□ック解除レ 
バーを引かないでください。ボンネッ 
卜が開いて事故を起こすおそれがあ 
りまず。 


心 けびのおそれびありまず 

イグニッション位置が0のときや、エ 
ンジンスイッチからキーを抜いている 
とさち、冷却水の温度が高いとさはエ 
ンジンフアンなどが自動的に回転ずる 
ことがありまず。エンジンフアンなど 
の回転部分には身体や物をお付けない 
で < ださい。 


A 乂傷のおそれびありまず 

ボンネットから炎や煙が見えたとを 
は、ボンネットを開かないで<ださい。 
火傷をずるおそれがあります。 


A 火傷のおそれびありまず 

エンジンが停止していてを、エンジン 
ルーム内には高温になっている部分が 
あります。エンジンルーム内に触れる 
とさは、各部の温度が下がっているこ 
とを確認してください。 


A けびのおそれびあ0まず 

エンジンを始動しているときやエンジ 
ンがかかっているとさ、イグニッシヨ 
ン位置が2のときは、エンジンルーム 
内には手を触れないでください。高電 
圧の発生部分や高温部分、回転してい 
る部分があり、それらに触れると非常 
に危険でず。 


ボンネットを開< 


A けがのおそれびありまず 

ボンネットを開<とさは、イグニッ 
ション位置を0にずるか、エンジン 
スイッチか5キーをおさ、ワイパー 
のスイッチが停止の位置になってい 
ることを確認してください0105 
ページ）。ボンネットを開いていると 
きにワイパーが作動すると、けがを 
したり、車やワイパーを損傷ずるお 
それがあ0まず。 


Q ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが接触して、損 
傷するおそれがありまず。 

H 強風のときにボンネットを開くと、 
風にあおられ、ボンネットが不意に 
下がるおそれがありまず。風の強い 
曰には十分にミ主意してください。 

また、ボンネットに雪が積ちつてい 
るときも同様に注意してください。 
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エンジン ルー ム 



①ボンネット□ック解除レバー 


► 運転席足元にあるボンネット□ック 
解除レバー①を手前に引さまず。 



③□ック解除ノブ 


► ラジエターグ U ルの上方にある□ッ 
ク解除ノブ③を矢印の方向に引を上 
げなびらボンネットを開さまず。 


ボンネットを閉じる 


心 事故のおそれびありまず 

走行前に、ボンネットが確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走行中にボンネットが開いて事故を起 
こすおそれがお0まず。 


心 けびのおそれびありまず 

ボンネットを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラに十分ミ主意してくださ 
い。車の周りに子供がいるときは、特 
に注意してください。 


。ェンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜が変形ずるおそれがありまず。 

► ボンネットを引さ下げ、ラジェター 
グリル上部から約 20 cm 〜 30 cm 
上ちの位置で手を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、ちラー 
度ボンネットを開き、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 

〇 ボンネットが完全に閉じていない 
状態で走行すると、警告音が鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告 マークが 表示されまず。 


B こな〇芭6が田 









エンジンルー. 


I 


ボンネットをま直に開< 


エンジン ルー ム 



③ □ックボタン 

④ 支柱上部の□ックボタンの位置 

を直位置まで開く 

► 左側支柱下部にある□ックボタン③ 
を押しなびら、ボンネットを押し上 
げて垂直の位置にしまず。 

□ックボタン③び支せ上部に移動 
し、□ックされまず。 

を直位置か5閉じる 

► ボンネットをかし後方に押しなびら 
支せ上部に移動した□ックボタン④ 
を押し、ボンネットを閉じまず。 

〇 垂直に開いたボンネットは、支柱 
上部に移動した □ ックボタン④を押 
さなくてを通常の開く位置まで下げ 
ることはでをまずび、その位置から 
閉じることはでさません。 

再度、垂直に開き、□ックボタンを 
押しなびら閉じて < ださい。 


A けびのおそれびありまず 

• イグニッシヨンシステムおよびキセ 
ノンへッドランプのバルブソケット 
や配線に手を触れないでください。 
高電圧び発生しているため、感電す 
るおそれびあ 0 まず。 

• イグニッシヨン位置び0でエンジ 
ンスイッチからキーを巧いていて 
ち、；令却水の温度び高いとさはエン 
ジンフアンなどび自動的に回転する 
ことがあります。エンジンフアンな 
どの回転部には身体や物をお付けな 
いで < ださい。 


9環境 

環境保護のため、オイルなどの各種の 
油脂類やフルード類の交換および廃棄 
は、指定サービスエ場で行なってくだ 
さし'!。 


こな〇芭©がの 







[ンジンルーム 



① 

を却水 U ヴーブタンク 

254 

⑤ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

253 

⑤ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

2已8 

④ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

2已7 

⑤ 

ヒューズボックス 

345 


エンジンオイル 
レベルゲージ 

2已3 


ェンジンルーム内①手入れ 

手作業で巧いて<ださい。乂傷や感電 
にま意してください。 

ェンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けたり、スチーム洗ミきをしないで<だ 
さい。 

〇ェンジンや補器類の熱や動をに十 
分ま意して<ださい。乂傷やけびを 
するおそれびありまず。 

〇ラジェターに手を触れないでくだ 
さい。火傷やけびをずるおそれびあ 
りまず。 

〇作業はま全な場所を選んで行なつ 
て < ださい。 


〇適切な工具を使用してください 

〇部品や工具をエンジンの上など、 
エンジンルーム内に置かないで<だ 
ごい。中に落とずおそれびありまず。 

〇油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキ液、ウォッシャー液、 
を却水など）は、十分ま意して取 
り扱ってください。万一目に入っ 
た場合は、ただちに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診断を受け 
て < ださい。 

[I 油脂類やフルード類び皮膚に付着 
したとをは、ずぐに石けんで洗い流 
して<ださい。放置ずると皮膚に障 
害を起こずおそれびありまず。 

〇油脂類やフルード類の容器は、モ 
供の手び届くところや乂気の近くに 
保管しないでください。 


エンジンオイ J レ _ 

[I エンジンオイルに添加剤などをイ吏 
用しないで<ださい。エンジンを損 
傷ずるおそれびあ0まず。 

[I エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かしまず。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
て < ださい。 

〇 慣らし運転中のエンジンオイルの 
消費量はをか増加ずることびありま 
ず。また、頻繁にエンジン回転数を 
上げて走行ずると、エンジンオイル 
消費量は増加しまず。 
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エンジンオイルの量を点検ずる 



①エンジンオイルレベルゲージ 
©上限 ( max ) 

感下限 ( min ) 


► 水平な場所に停車しまず。 

► エンジンを始動して、エンジンオイ 
ルを温めまず。 

►エンジンを停止して、日分ほど待ち 
ます。 

エンジンが冷えているときは、約 
30分 LU 上待ちまず。 

► エンジンオイルレベルゲージ①を 
抜さ取り、されいにおいて差し込 
みます。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
抜さ取り、付着したエンジンオイル 
量とミちれ具合を点検しまず。オイル 
量はエンジンオイルレベルゲージの 
上限 ( max ) ©と下限 ( min ) ③の 
間にあれば正常でず。 

► エンジンオイルが下限 Li (下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 


〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故障 
/警告メッセージび表示されたとを 
は(>305, 306ぺージ）をご覧く 
ださい。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は、約2 U ットルでず。 


エンジンオイルを補給ずる 



①エンジンオイルフイラーキャップ 


► エンジンオイルフイラーキャップ 
①を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを補給しまず。 

安全に十分ま意して、作業を行なつ 
て < ださい。 

► エンジンオイルフイラーキャップを 
補給□に合わせ、時計回りにまわし 
て、確実に取り付けまず。 

A 乂傷のおそれびありまず 

エンジンオイルをエンジンルーム内に 
こぼさないでください。エンジンが熱 
いとさにオイルが付着すると、発火し 
て火傷をするおそれがあります。 
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[ンジン ルー ム 


P マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故障 
/警告メッセージび表示されたとさ 
は(>305, 306ぺージ）をご覧く 
ださい。 

エンジンオイ J レ交換の時期 

エンジンオイルおよびフイルターは定 

期的に交換ずることをお勧めしまず。 

交換時期はメンテナンスインジケー 

ターを目まとしてください。 

ただし、交換時期は使用状況によって 

異な0まずので、詳し<は指定サービ 

スエ場におたずねください。 

P 必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

P 種類の異なるエンジンオイルをミ畳 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

[I エンジンオイルびエンジンルーム 
巧に付着しにとさは完全に巧さ取っ 
て < ださい。 

〇エンジンオイル量びをずざると故 
障の原因にな0まず。 

P エンジンオイルの減りかたび著 
しいとさは、ただちに指定サー 
ビスエ場で点検を受けて < だ 
さい。 

P エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かします。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給まには交換し 
て < ださい。 


を固]水 


A 乂傷のおそれびあ0まず 

水温びかしでち高いとさは、絶巧に1」 
ヴーブタンクのキャップを開かないで 
<ださい。高温の蒸気や熱湯び巧さ出 
して、火傷をするおそれびあります。 


A 义傷のおそれびありまず 

不凍液をエンジンルームにこぼさない 
よラにしてください。熱くなったエン 
ジンに不凍液び付着すると、発火して 
火傷をずるおそれびありまず。 


冷却水の量を点検ずる 



① U ヴーブ タンク 
③キャップ 
③ バー 


► 水平な場所に停車しまず。 

を却水び;ちえている状態で、 U ヴー 
ブタンク①の白と黒の境目まで液面 
びあれば適量でず。 

または 

► 水平な場所に停車しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
ます。 
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► U ヴーブタンクのキャップ③を反時 
計回りにゆっくり約1/2回転まで 
まわして、圧力を抜きまず。 

►圧力が抜けたら、キャップをさらに 
反時計回りにゆっくりまわして取り 
外します。 

► 冷却水の液面が U ヴーブタンク巧 
のバー③の上面に達していれば適 
量です。 

〇 水温び高いとさは液面び若干高< 
なりまず。 

〇を却水の減りひたび著しいとさ 
は、ただちに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

をち！]水を補給ずる 


を却水び不足している場合は、を却水 
びをえているときに U ヴーブタンクに 
補給します。 

► U ヴーブタンク①のキャップ③を反 
時計回りにゆっくり約1/2回転ま 
でまわして、圧力を巧きます。 

► 圧力び巧けたら、キャップをさらに 
反時計回りにゆっくりまわして取り 
外します。 

► 液面の高さにミ主意してを却水を補給 
します。 

通苗は水道水 I こ純正の不凍液をミ畳ぜ 
て使用します。 

車を使用する化域(最低気温）によつ 
て濃度を変えます。 


〇を却水の補給は、冷却水びちえて 
から行なってください。 

〇を却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定 LU 外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

〇不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずぐに水 
で洗い流して < ださい。 

〇を却水の減りひたび著しいとさ 
は、指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

〇マルチフアンクションディスフレ 
イにを却水に関ずる故障/ 警告 メッ 
セージび 表示されたとさは、 オーパー 
ヒートしてエンジンを損傷ずるおそ 
れびありまず。ただちに指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 

を却水の交換時期 

を却水は時間の経過ととをに劣化しま 

ずので、整備手帳に従い定期的に交換 

して < ださい。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 

<ださい。 
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オーバーヒートしたとを 


才ーバーヒートしたとをの症状 

• を却水温度び約 120° C 1； ■(上を示し 
ている。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にを却水に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示されている。 

• エンジン ルームから 蒸気び出ている。 

A 义災のおそれびあ0まず 

エンジンルームから蒸気び出ていると 
さや;令却水び吹さ出しているとさは、 
ただちにエンジンを停止し、をえるま 
で車から離れて<ださい。漏れた液体 
び発火して义巧び発生するおそれびあ 
0ます。 


A けびをずるおそれびありまず 

水温び下びるまで、絶対にボンネット 
や U ヴーブタンクのキャップを開かな 
いでください。高温の蒸気や熱湯び巧 
さ出して乂傷をするおそれびあ0ます。 


〇マルチファンクシヨンデイスフ 
レイに、を却水に関ずる故障/警 
告メッセージび表おごれたとさは 
([>304ページ）をご覧ください。 

[I オーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水び吹を出している状 
態でエンジンをかけたままにずる 
と、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 


〇オーバーヒートしたとさは必ず指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

才ーパ’ーヒートしたとをは、じ I 下のよ 
うに処置してください 

► ただちにま全な場所に停車しまず。 

► ェンジンをアイド U ング状態で冷却 
しま弓。 

ラジェターの冷却ファンが停止し 
ているとさや、冷却水が吹さ出し 
ているときは、ェンジンを停止し 
て冷却して < ださい。 

►ェンジンが十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
ファンなどを点検しまず。 

► 冷却水が不足しているとさは補給し 
ます0255ページ）。 

〇;ち却水は、ェンジンび熱いときに 
ネ甫給しないで<ださい。ェンジンを 
損傷ずるおそれびありまず。 
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I 

ブレーキ液 I ブレーキ液の量を点検ずる_ 


A 事故のおそれびありまず 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告六ッ 
セージが表示されたり （0300 ペー 
ジ）、ブレーキ警告灯（1>311ページ） 
が点灯したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないでください。補給 
によって故障が解消することはあり 
ません。 

ま全な場所に停車して、指定サービス 
工場に連絡してください。 


A 事故のおそれびあ0まず 

必ず指定のブレーキ液を使用して 
くださし'^。指定 iU 外のブレーキ液 
を使用したり、他の銘柄を混ぜる 
と、ブレーキの効を具含やブレー 
キシステムに悪影響を与え、安全 
なブレーキ操作がでさな<なるお 
それがありまず。 


A けびのおそれびあ0まず 

ブレーキ液の捕給は、エンジンびを 
えてか！5行なってください。また、 
上限 （ MAX ) を超えないように浦給し 
て < ださい。あふれたブレーキ液び 
エンジンや排気系部品などに付着ず 
ると、発火して火傷をした0、火が 
び発生するおそれびありまず。 


〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告メツセージび表示されたとさは 
(0301 ページ）をご覧ください。 



①ブレーキ液 U ヴーブタンク 
⑤レベルインジケーター上限 （ MAX ) 
③レベルインジケーター下限 （ MIN ) 


► ブレーキ液 U ヴーブタンク①のレべ 
ルインジケーターで点検しまず。 

ブレーキ液の液面びレベルインジ 
ケーター上限 ( MAX ) ③と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常でず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキあに関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(>301ページ）をご覧ください。 

ブレーキ液の交換 


定期的に指定サービスエ場で点検を受 

けて<ださい。詳し<は指定サービス 

工場におたずねください。 

〇ブレーキ液の減りかたび著しいと 
さは、ただちに指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

〇ブレーキ液の補給や交換は、指定 
サービスエ場で行なつてください。 

H 補給のとさは、3ミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよラにして 
ください。たとえルさな3’ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 
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エンジンルーム 


H レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給ずると、走行 
中に漏れて塗装面を損傷ずるおそれ 
がありまず。ボディに付着したとさ 
は、ずみやかに水で洗い流して<だ 
さし、。 

P ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ く一 □ ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック： 長い下りおや急 

な下りあなどでブレーキペダルを踏 
み続けると、ブレーキ液び沸騰して 
ブレーキパイプ巧に気泡び発生し、 
ブレーキペダルを踏んでを圧力び伝 
わらず、ブレーキび効かな<なる現 
象のことでず。 


ウォッシャー液 


A けびや义災のおそれびあ0まず 

ウォッシャー液は可燃性です。火気を 
お付けた0、ちくで喫煙をしないでく 
ださい。また、エンジンび熱くなって 
し、 るとさは捕給しないでください。 

〇 ウインドウウォッシャー液と へッ 
ドランプウォッシャー液の U ヴーブ 
タンクは共用でず。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、ぞ用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 


ウオッシャー液を補給ずる 



①ウオッシャー液リプーブタンクの 
キャップ 


► ウォッシャー液 U ヴーブタンクの 
キャップ①を開いて補給しまず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ屋ぜ 

て使用します。 

〇補給ずる前に別の容器で適正なお 
合比にミ畳ぜてください。 

〇粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあ0まず。 

。ウォッシャー液び出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇へッドランプには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し)。純正じ(外のウォッシャーあを使 
用ずると、レンズを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとをは 
([>307ページ）をご覧ください。 
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タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳し<は指定サービスエ場にお 
たずね < ださし、。 

A 事故のおそれびありまず 

• 純正品および承認されている製品];^ 
外のタイヤやホイールを装着する 
と、ブレーキシステムやヴスペン 
シヨンを損傷したり、事故を起こず 
おそれがありまず。 

• タイヤの摩耗には十分にま意し、ス 
U ップヴイン（別冊「整備手帳」参 
照）が現われたら、ずぐに交換して 
ください。タイヤの溝の深さが約 
3 mm じ TF になると著しく滑りやす 
くなり、事故につながるおそれがあ 
ります。 


A 事故のおそれびありまず 

• 必ず規定の空気圧を守って<ださ 
し、。燃料給油フラップの裏側に、規 
定のタイヤ空気圧を記載したラべ 
ルが貼付してあります（1>247ペー 
ジ)。 

• 空気圧のイ岳いタイヤで走行しない 
でください。タイヤが過熱して破 
裂したり、火災を起こすおそれび 
あ0ます。 

• ホイールボルトはホイールに適合し 
た純正品だけを使用して < ださい。 
純正品似外のホイールボルトを使用 
すると、ホイールが脱落して事故を 
起こすおそれがありまず。 


H ホイールやタイヤの選択を誤ると、 
車全体のバランスに影響し、安全性 
に支障をさたずおそれがありまず。 

Q 装着ずるタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とち同じ銘柄のち 
のにして<ださい。サイズや銘柄が 
異なると、操縦性に悪影響をおよぼ 
し、事故を起こずおそれがありまず。 

Q 回転方向が指定されているタイヤ 
は、タイヤの側面に記された回転方 
向の矢印などの指示に従って装着し 
て<ださい。 

H 再生タイヤを装着した場合、安全 
性の保証はでさません。 

Q 純正品または承認されている製品 
1；( がのタイヤやホイールを装着ずる 
と、道路運送車両法違反になること 
がありまず。 

B 摩耗具合にかかわらず、6年上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。 

応急用スペアタイヤち同様に交換し 
て < ださい。 

〇タイヤ/ぶイールは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着するおそ 
れのない、乾燥した冷暗所に保管し 
て < ださい。 

〇 ほこりや水分の侵入を防ぐため、 
ホイールノ（ルブのキヤツプを必ず装 
着してください。 

〇 新品のタイヤを装着したとさは、 
走行距離が約100 km を超えるまで 
は速度を控えて運転ずることをお勧 
めします。 
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タイヤとホイール 


タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適切であることを点検しまず。 

► タイヤに大をな傷びないこと、くぎ 
や石などびささったり、かみ込んで 
し、ないことを点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にずり減っていないことを点検しま 
す。ス U ップサイン （ 別冊「整備手 
帳」参照）び出ているとさは、新し 
し、タイヤに交換しまず。 

[I ほこりや水分の侵入を防ざバルブ 
を保護するため、ホイールパルブ 
のキャップを必ず装着してくださ 
しんまた、市販のタイヤ空気圧計測 
装置をホイールパルブに装着ずるな 
ど、純正品または承認されたバルブ 
キャップし U 外のをのをホイールバル 
ブに装着しないでください。 

H タイヤに空気を入れてを、ずぐに 
空気圧びほ下ずるとさは、パンク 
やホイールの損傷、タイヤバルブか 
らの空気漏れなどのおそれびありま 
す。ただちに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

〇タイヤの摩耗は均一ではありませ 
ん。タイヤの摩耗を点検するとを 
は、必ずタイヤの内側を点検して 
<ださい。 

〇タイヤのトレツドやサイドウオー 
ルびひど<ず0減った0、傷び付い 
ているとさは交換して < ださい。 


走行時のを意 


• タイヤやホイールび損傷していると 
きは、振動や騒音び発生したり、ス 
テア U ングび不自然な動ををずるこ 
とびありまず。このよラなとさはた 
だちにま全な場所に停車して、タイ 
ヤとホイ ー J レを点検してください。 

異常び見つからないとさを、指定 
サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

• 路面の段差などを乗り越えるとを 
は、速度を落とし、ま意して走行し 
てください。タイヤやホイールを損 
傷ずるおそれびあ0まず。 

• 駐車時は、タイヤやホイールび縁石 
に接触しないよ5にしてくださし、。 

また、縁石を乗り越える必要びある 
ときは、縁石に巧してタイヤをでき 
るだけ直角にしてください。タイヤ 
を損傷ずるおそれびありまず。 

タイヤを這掃ずるとを 


• タイヤを清掃ずるときは、高圧式ス 
プレーガンなどを使用しないでくだ 
さい。タイヤを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

• ホイールには酸性のホイールク 
U —ナーを使用しないでください。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクび腐食ずるおそれびあ 
りまず。 
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• ぶイールク U —ナーなどでぶイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
ます。 

このよラなとさは、しばら<走行^し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださし、。 


タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベルの例 

ぷタイヤ空気圧ラベルは仕様により異なる 
ことびありまず。 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されていまず （^247 
ぺージ)。 

乗車人数や荷物の量などに応じて、 
前輪と後輪の空気圧を調整して < だ 
さし、。 

単位は 「 bar （与 kg / cm 2 )」 と fpsij 
で示してし''ます。 

^ m m 

定期的にタイヤの空気圧を点検して< 
ださい。タイヤの空気圧が低いと、燃 
料をを計に消費します。 


A 事故のおそれびありまず 

空気圧の低いタイヤで走行しないでく 
ださい。タイヤが過熱して破裂したり、 
火災を起こすおそれがあります。必ず 
規定の空気圧を守つて < ださい。 

タイヤに空気を入れすぎないでくださ 
い。空気を入れずざたタイヤは、路上 
の破片や凹みなどにより損傷を受けた 
りパンクしやすくなります。また、夕 
イヤ空気圧警告システムが正しく作動 
しな<なった0、車両操縦性に悪影響 
をおよぼすおそれがあ0ます。 


〇必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

Q 周囲の気温が約1日で変化ずると、 
タイヤ空気圧は約日. Ibar 変化しま 
ず。タイヤ空気圧を点検ずるとさは 
周囲の気温 I しま意してぐたさし、。 

0 "up to 210 km / h " の表示がある場 
合は、"叩 to 21日 km / h " の空気圧 
に調整して < ださい。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行ずるとさなどは必ず点検を 
行なって < ださし、 

〇 走行した直後や炎天下のよラに夕 
イヤ自体が高温になっているとさ 
は、約 0.3 ba 「 ほど空気圧が高くな 
りまず。空気圧はタイヤが冷えてい 
るとさに測定して < ださい。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールまた 
はタイヤに記載されていまず。 


I 













262 


タイヤとホイール 


タイヤ空気圧警告システム _ 

4輪ずベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧が低下すること 
により他のタイヤとの回転速度に差 
が生じると、マルチフアンクション 
ディスプレイに警告 ><ッセージを表 
77^しま9 〇 

タイヤ空気圧警告システムは、 iU 下の 
況のとさは作動しません。 

• カーブを曲がっているとさ 
• 加速または減速をしているとき 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやずい路面を走行しているとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着して走行して 
し、るとさ 

• ルーフに荷物を積んでいたり、重い 
荷物を積んで走行しているとさ 

上記に該当しない条件で約 20 krn/h 
1；( 上の速度で数分間走行した後、異常 
が検知されると警告が行なわれまず。 


心 事故のおそれびありまず 

• 空気の入れすぎなど、誤ったタイヤ 
空気圧の調整に対しては警告が行な 
われません。燃料給油フラップの裏 
側にあるタイヤ空気圧ラベルを参照 
して、必ず規定の空気圧に調整して 
<ださい。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複数 
のタイヤから同量の空気が漏れた場 
含などは検知でさません。また、夕 
イヤ空気圧の点検を行なラシステム 
ではありません。 

• 急激な空気圧低下（タイヤに異物が 
貫通した場含など）に対しては警告 
を行なラことがでをません。このと 
さは、急ブレーキや急八ンドルを避 
け、しっかりステア U ングを支えな 
がら、徐々に減速して安全な場所に 
停車して < ださし、。 


タイヤ空気圧警告システムを再起動 
ずる 


下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させて < ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• ホイールやタイヤを交換したとさ 

• 新しいホイールやタイヤを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル（1>261ページ）を参照 
して、すべてのタイヤが、適正な 
空気圧に調整されていることを確 
認して < ださい。 
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A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムは、タイヤ 
空気圧が適正に調整されていないとさ 
は、正常に作動しません。 


タイヤクウキアツ 
ケイコクシステム 
ヴドウ 

メニユ ー: R ボタン 


► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► ^または^を押して、車両 
情報イン画面を表おさせまず 
(>131ページ）。 

► D または D を押して、タイヤ 
空気圧警告システム画面を表おさせ 
ます。 

"夕仆クウキアツケイ]クシステムサドクメニュ R 
ホ''タン"と表示されまず。 

► リセットボタン（>126ページ）を 
押します。 

〇 マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキアリケイ]クシステムイク''こッシヨ 
ンオンテ'' サドウ"と表示されたときは、 
イグこッシヨン位置を2にして< 
ださい。 


努就藻が コク 



■キャンセル] 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ？" 
と表示されます。 


〇 マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ 
?" と表示されてから約15秒間何ち 
操作をしないと、再起動は中断され 
まず。 

► ■■を押して、"八イ II を反転表示 
にしまず。 


タイヤクウキアツ 
ケイ]クシステム 
サイシドウ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ"と 
表示されまず。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 


タイヤ□ーテーシヨン 


A 事故のおそれびありまず 

タイヤまたはホイールのサイズが前後 
で異なるとさは、タイヤ□ーテーシヨ 
ンを行なわないでください。前後の夕 
イヤを入れ替えると車両操縦性や走行 
ま定性が確保でさません。 

ホイールボルトの締め付けトルクは 
1已 kg - m (1 5日 Nm ) です。タイヤ □— 
テーシヨンを行なったあとは、指定 
サービスエ場でホイールボルトの締 
め付けトルクを確認してください。 
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寒冷時の取り扱い 


タイヤの摩耗具をは、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,日日日〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 



タイヤ□ーテーシヨンの方法 


タイヤ□ーテーシヨンを巧なう 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることがでさまず。この結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤを入れ替えた後に空気圧を 
調整して < ださい。 

指定空気圧は、燃料給油フラップの 
裏側に貼付してあるタイヤ空気圧ラ 
ベ )レで確認して < ださい。 


寒を時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いが必要でず。必ず下のま意事項を 
守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

指定サービスエ場で、冷却水の不凍液 
の濃度が適正であることや、バッテ 
U —の液量や充電状態に不足がないこ 
とを点検してください。 

エンジンオイル 

車を使用する場所のが気温にをわせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイヤや 
スノーチェーンが必要でず（1>266、 
267、3日7ページ）。 

スノーチェーンは、ダイムラー社の指 
定品を使用して<ださい。取り扱いに 
ついては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従って<ださい。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださし、凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま < 地方の場合、1 
年に一度ボディ下回りの防謂処理をず 
ることをお勧めしまず。 


B こな〇芭6が中 


















寒冷時の取り扱い 


265 


積雪 

ボディやウインドウに雪び積をったと 

をはずベて取り除いてください。走行 

中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 

ありまず。 

ドアやテールゲートのま結 

ドアやテールゲートび凍結していると 

さは(下のよ5な方法で走行ずる前に 

解凍するか、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよ5にま意して 
<ださい。 

• ドアやテールゲートび凍結して開 
かないとさは、開□部周囲にめる 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。また、キーシ1」ンダー 
にはめるま湯びかからないよ5に 
して < ださい。 

• 再凍結を防止するため、ま分な水分 
はをれいに巧を取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとずると、周囲の 
防水シールを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

ボディ下部の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
巧側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンシヨンなどに雪や氷塊び付 
着していにり凍結していると、ボ 
デイを損傷したり、車のコント□一 
ルを失って事故を起こずおそれびあ 
りまず。 


• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよラにミ主意しなび 
日、雪や氷塊を取り除いてください。 

• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
さび凍結し、氷となってボディ下部 
やフてンダーの内側に付着しまず。 
休憩時などにこまめに点検し、雪や 
氷塊び付着しているとをは、大きく 
なる前に取り除いてください。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、テールゲート、 
ドアウインドウ、スライデイングルー 
フなどび凍結しているとさに、無理に 
動かずとモーターを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

また、ドアミラーは手で動ひさないで 
<ださい。 

乗き前に 

靴底などに付着した雪や氷を取り除い 
てから柔車してください。ペダルを操 
作ずるとさに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇りや 
す < なりまず。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
まず。 
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寒冷時の取り扱い 


A 中毒のおそれびありまず 

マフラーなどび雪に埋ちれた状態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび車 
内に入0—酸化炭素中毒を起こした 
0、中毒死するおそれびあ0まず。 


駐車ずると走 

寒を時や積雪化での駐車時は(下の点 

にま意して < ださい。 

• パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、シフトポジションを 
la にして、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
よラにして < ださい。 

• 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷するおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ン h グ1」ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 


ウィンタ~タイヤ _ 

雪道や凍結路を走行するとさや外気温 

度び約 7° CLU 下のとさは、ウィンター 

タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよ5な路面状況では、ウィンター 

タイヤを装着することで、 ABS や 

ESP 、4 MAT にの効果び発揮されまず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 

れたサイズで4輪とを同じ銘柄のをの 

にしてください0357ぺージ）。 

A 事故のおそれびあ0まず 

ウィンタータイヤの溝の深さが 4 mm 
1；1下になったときは、必ず新品と交換 
してください。 

ウィンタータイヤの装着時に、応急用 
スペアタイヤを装着ずると、車両安定 
性や制動性能が大きく低下するので注 
意してください。 

スペアタイヤは応急的に使用し、でさ 
るだけ早くウィンタータイヤに戻して 
ください。 

〇回転方向び指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤの側面に記さ 
れた回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 

Q ウィンタータイヤを装着していて 
を、雪道や凍結路面では、クルーズ 
コント□ールやディト□ニック*を 
使用しないでください。 

。ウィンタータイヤ/ホイールは、 
オイルやグ U —ス類、燃料などの付 
着するおそれのない、乾燥したを暗 
所で保管してください。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
<は指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 
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スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでを走行び困難なと 

をは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

スノーチェーンは、ダイムラー社の指 

定品を使用してください。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説日月書に従ってください。 

P 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

〇スノーチェーンは必ず後輪に装着 
して < ださい。 

H スノーチェーン装着時は約 
50 km/h (下の速度で走行してく 
ださい。 

Q スノーチェーンを装着したとさ 
は、 ADS のサスペンションモード 
を SPORT モードにしないでくだ 
さし、。 

[I 指定品 Li (外のスノーチてーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

〇スノーチェーンの着脱は、周囲の 
交通を妨げない、安全で平坦な場所 
で行なってください。 

〇路面に雪や凍結びな<なったとさ 
は、スノーチェーンを外してくだ 
ごい。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP の 
機能を解除したほ5び走行しやずし、 
場合びありまず。 

〇 スノーチェーンについて、詳しく 
は指定サービスエ場におたずね<だ 
ごし、。 


雪道を走行ずるとを _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非苗に滑 
りやずくなっていまず。十分な車間距 
離を確保し、いつをより控えめな速度 
で慎重 I こ走行してください。 

ま全な走行と操縦性を確保ずるにめ、 
け下のま意事項を巧って < ださい。 

• ウインタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どを遐けてください。 

• クルーズコント□—ルやデイスト □ 
ニック*を使用しないでください。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
し、ブレーキの効さび悪<なること 
びありまず。 

このよラなとさは、後続車にミ主意し 
なびらほ速で走行し、ブレーキの効 
さび回復ずるまでブレーキペダルを 
数回軽く踏んでください。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑0やすいとさは、急激なエン 
ジン ブレーキを 効かせないで<ださ 
し、。ス1」ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれびあります。 
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走行時の注意 



A 事故のおそれびありまず 

エンジンび停止しているとさは、プ 
レーキやステアリングの操作に非常に 
大きな力び必要になります。 

走巧中はエンジンを停止しないでくだ 
さし、。 


ブレーキ 

A 事故のおそれがありまず 

• 滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。ス 
I 」ップして車のコント□ールを失 
し、事故を起こすおそれびあ D ます。 

• 長い下0巧や急な下 D 坂ではおず 
ティップシフトで低いギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキを併用し 
てください。エンジンブレーキを併 
用しないでブレーキペダルを踏み続 
けた0、急ブレーキを繰りおすと、 
ブレーキび効かなくなり停車でさな 
くなるおそれびあります。 


A 义災のおそれびあ0まず 

ブレーキペダルの上に足を置いたまま 
運転しないでください。ブレーキバッ 
ドび早く摩耗するだけでなく、ブレー 
キび過熱して効かな<なったり、火災 
び発生ずるおそれびあ0ます。 


[ I ブレーキび過熱している状態のと 
をは、ブレーキに水びかからなし、よ 
5にしてください。ブレーキデイス 
クを損傷するおそれびありまず。 


[ I 新車時または交換した新品のブ 
レーキパッドは、走行距離び目まと 
して数百 km を超えるまでは制動性 
能を完全には発揮でさません。最初 
の数百 km までは、必要に応じてブ 
レーキペダルをかし強めに踏んでく 
ださい。 

〇水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さび悪<なることびあ 
りまず。このよ5なとさは後続車に 
ま意しなびらほ速で走行し、ブレー 
キの効さび回復ずるまで、ブレーキ 
ぺ夕 V レを数回軽く踏んでください。 

〇高速道路を走行しているとさなど 
ブレーキを効かせずに長時間走行 
しているとさは、ブレーキの効さび 
悪くなることびありまず。このよラ 
なとさは後続車にミ主意しなびら、ブ 
レーキの効さび回復ずるまで、ブ 
レーキペダルを数回軽く踏んでくだ 
さい。 

〇おず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正じ(外のブレーキ 
パッドを使用ずると、ブレーキ特性 
び変わつてま全なブレーキ操作びで 
をな < なるおそれびありまず。 

〇 クルーズ コント □ール や可変ス 
ピード U 云ッターの作動中を、ほい 
ギアレンジを選がずることによりエ 
ンジンブレーキを効かせることびで 
さまず。 

〇 急ブレーキなどでブレーキに大さ 
な負担をかけた後は、ブレーキディ 
スクび;令えるまでしばらく走行を続 
けて < ださい。 
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ブレーキ警告■灯 

イグニッシヨン位置を2にしたとさ、 
まにはキーレス3’一操作でのエンジン 
始動操作直後に点灯し（点灯しないと 
をは、警告灯び故障していまず）、エ 
ンジン始動後に消灯しまず。 

エンジン始動後やイグニッシヨン位 
置び1のとさは、パーキングブレー 
キを効かせていると点灯したままに 
なりまず。 

エンジンびかかっているとさやイグ 
ニッシヨン位置び1のとさに、パーキ 
ングブレーキを解除してを消灯しない 
とさは、ブレーキ液の量び減っていま 
す。ま全な場所に停車して、指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液またはブレーキパッ 
ドに関ずる故障/警告メッセージ 
び表示されたときは（0300、301 
ページ）をご覧< ださい。 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発造や加速ずるとをは、タイヤを空 
転させないよ5におだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷ずるおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保して、不要な 
急発進や急加速、急ブレーキを避け 
て < ださい。 


横風が強いとを 

横風び強く、車び横方向に流されそラ 
なとさは、ステア1」ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとさは、ヘッドラ 
ンプを点灯して<ださい。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意してください。 

エンジンブレーキのま用 

下りあび続くときは、エンジンブレー 
キを活用してくだごい。ブレーキペグ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪 < なるおそれびありまず。 

〇 エンジンブレー キ： 走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといし、ま 
す。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 

滑りやずい路面 

滑りやずい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 

水たまりの通過を 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れた0、悪<なるこ 
とびありまず。このよラなとさは、後 
続車にま意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 
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走行時の注意 


スタック（立ち往生）したとき 

• めかるみなどでタイヤび空転したり 
脱輪した状態から脱出ずるときは、 
タイヤを高速で空転ごせないで < だ 
さい。脱出直後に車び急発進して、 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、タイヤを高速で空転させると 
異甫な週熱び起こり、タイヤの破裂 
や乂災などの事故び起をたり、トラ 
ンスミッシヨンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• スタックしに状態から脱出ずるとさ 
は、タイヤ前後の±や雪などを取り 
除いたり、タイヤの下に板や石など 
をあてび5と効果的でず。 

また、 r オフ□-ド走行」(>273ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

道路冠水や車び水ミ空したとを 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深は、約 50 cm 
でず。 

まに、レベルコント□ールで車高を 
オフ□—ドレべル3 (>189ぺージ） 
に設定したときは、最大約 60 cm 
です。波び立たないよ5な速度で走 
行してくださし、。 

• ミ印 II などを;度るときは瓜278ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

• 豪雨などで道路び冠水し、 マフラー 
に水び入ったとさはミ央してエンジ 
ンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動ずると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びありまず。 

. 車び水没した場合は、水び引いた後 
でをエンジンを始動せずに、指定 
サービスエ場に連絡してください。 


走行中に異常を感じた5 


警告なが点なしたとをやマルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでを警告灯び消灯しないと 
さは、指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。警告灯び点灯したまま走行を 
続けると、事故を起こしたり、車に重 
大な損傷を与えるおそれびありまず。 

ボディ下部に強い衝撃を夏けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してくださ 
い。漏れやボディ下部に損傷を見つけ 
たとをは、運転を中止して指定サービ 
スエ場に連絡してください。損傷を放 
置したまま走行を続けると、事故を起 
こずおそれびありまず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしっかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速して安全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
ノ V ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 
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駐停車ずるとを 


駐車ずると走のま意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やすいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗をびドアを開くときは、周囲に 
を険びないことを運転をび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非甫に高くなりまず。ステア 
U ングやシートなどに触れると、乂 
傷をするおそれびありまず。 

• 炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えて < ださい。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は必 
ず取0除いて < ださい。車両下部の 
排水□び目詰まりを起こし、室内に 
水び侵入ずるおそれびあ0まず。 

雪び降っているとをは 

車の周囲び雪で覆われているときは、 

雪を取り除いてからエンジンを始動し 

てください。積雪により マフラーび& 

ごびれ、排気ガスび車内に侵入ずるお 

それびあ0まず。 


急な坂道では 

急な坂道で駐車ずるとさは、シフトポ 
ジシヨンをにして、パーキング 
ブレーキを確実に効かせて<ださい。 
さらに輪止めをして < ださい。 

仮眠ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるときは、ま 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識の5ちにセレ 
クターレバーを動かした0、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異甫過熱して乂 
災の原因にな0まず。 

後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でさないとを 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださい。 


雨降りや濃露時の運転 


雨降りや濃霜時のミち意事項 

雨び降っていたり、濃露び発生してい 
るとをは、路面び請れて滑0やず<視 
巧を悪くなりまず。 liTF の点にま意し、 
いつをより慎重に運転してください。 

• 路面び滑0やずいので、タイヤの接 
化力び大さくほ下し、通常より制動 
距離を長くなりまず。 

また、見通しび悪いので歩行をや障 
害物の発見び遅れびちになりまず。 
いつをより速度を下げ、車間距離を 
十分に確保してください。 
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走行時の注意 


• 肅れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。滑 
りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

• 路面び請れているとさは、クルー 
ズ コン ト□ールや デイ スト □ニッ 
ク * を使用しなし^でください。 

• 水にまりの通週後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効をび 
悪くなることびありまず。このとさ 
は、後続車にミ主意しなびらほ速で走 
行し、ブレーキの効さび回復ずるま 
でブレーキぺダ j レを数回軽く踏んで 
<ださい。 

• 安全な視界を確保ずるため、必要に 
応じてデフ□スターや1」アデフォッ 
ガーを作動させてください。または 
エアコンデイシヨナーを作動させて 
車内を除湿して < ださい。 

• 雨降りや濃霧時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、へッドラン 
プやフォグランプを点灯して < ださ 
し、。にだし、へッドランプを上向き 
にずると、雨や濃霧に反射して視界 
を損なったり、対向車を目を惑ずるの 
で、下向さで点灯して<ださい。 

• 濃霧のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるとさは、霧び 
晴れるまでを全な場所に停車して 
ください。 


こんなことにち注意 


運転ずるときのミち意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで < ださい。 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発乂したり爆 
発ずるおそれびあ0まず。 

• ペダル操作の巧げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、乂災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

ち側リアドアか5の乗降時のま意 

ち側 U アドアを開くとさやち側 U アド 
アから乗降ずるときは、柔降者および 
運転者とをに、周囲の状況にを険びな 
いことや後方から車両び来ないことを 
確認してください。 

サイドステップむち需れているとさのミ主意 

降雨時や洗車時など、サイドステップ 
び蕭れているとさは、十分ミ主意してス 
テップに足を乗せてください。足を滑 
日せてけびをずるおそれびありまず。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな <、事故 
の原因にな0まず。 

定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 
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• 燃料やオイルの添加剤などは一切使 
用しないで<ださい。故障の原因に 
なりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取り外ずとさは、指定 
サービスエ場におたずねください。 

自動車電話、携帯電話 

運転ちは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずび、ま意力び 
散漫にな0事故の原因にな0まず。ま 
全な場所に停車してから使用してくだ 
ごい。 

COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、ま全な場所に停車 
してから操作してください。走行中に 
画面を見るとさは、必要最ル限（約1 
幸少し U 内）にとどめて<ださい。 

をびしいを件下での運転 

発進、停止を繰り返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行びをいとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィレター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりを早 
く行な5ことび必要になりまず。 


オフ□-ド走巧 


車の特性や操縦性を知ることにより、 
安全に目的地に到達することがでさま 
ず。悪路走行の前に練習走行をされる 
ことをお勧めしまず。 

オフ□ー ドを走行する前に下のま意 
をよ < お読み < ださい。 

オフ□ー ドを走行ずるための特別装 
備には、 iU 下のちのがありまず。 

• □ー レンジモード（[>160ページ） 

• オフ□—ド ABS 048ぺージ） 

• オフ□—ド ETS (1>54ぺージ） 

• オフ□—ド ESP (>52 ぺージ） 

• デイファレンシャル□ック （>163 
ぺージ） 

• DSR (ダウンヒル•スピード •レ ギュ 
レーシヨ ン）（1>1日7ぺ ージ） 
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オフ□—ド走巧 


/ f \ 事故のおそれびありまず 

• 地おや路面の状況が把握でさない悪 
路では低速で走行してください。障 
害物などを見つけやず<なり、事故 
を未然に防ぐことがでをます。 

• 坂が急勾配で上り切れない場合は、 
U ターンせず、シフトポジション 
を E 1 にして後退して下りてくだ 
さし、。 

• 斜面を斜めに走行しないで<ださ 
し、。車が横転するおそれがありま 
す。斜面を斜めに走行ずる必要が 
あり、万一横転しそラになった場 
合は、ただちに斜面の下り側ヘス 
テアリングをまわし、姿勢を立て 
直して < ださい。 

• シフトポジションを U ■にしたま 
まで走行しないでください。エンジ 
ンブレーキがまったく効かず、プ 
レーキペダルだけで車速を調整しよ 
ラとすると、車のコント□ールを失 
ラおそれがあ0まず。 

• オフ□ー ド走行後にブレーキにミ尼';ち 
れなどがあるとさは、指定サービス 
工場で点検と洗浄を行なってくださ 
し、。緊急時に十分なブレーキカが得 
られないおそれがあ0ます。 


オフ□ードでの走巧 


A 事故のおそれびありまず 

車の損傷は事故の原因になりまず。損 
傷しているおそれがあるとをは指定 
サービスエ場で点検を受けてください。 

9環境 

環境に配慮して走行し、自然破壊をし 
ないで < ださい。 

オフ□ード走巧時のま意 


• 停車して、必要に応じて□ーレン 
ジ（>16日ページ）にしてくださし、。 

• レベルコント□ールで車高を上げ、 
十分な最低地上高を確保して< だ 
さい（[>185ぺージ）。 

• 荷物が確実に収納されていること、 
または確実に固定されていることを 
確認して < ださい。 

• 下り坂を走行ずるときは DSR を作 
動させてください0157ページ）。 
エンジンを停止したり、シフトポジ 
シヨンを〇にしないで<ださい。 

• 速度を上げないで<ださい。必要に 
応じて、人が歩<< らいの速度で走 
行してください。 

• 常にタイヤが地面に接していること 
を確認して < ださい。 

• 地おや路面の状況がお握でさないと 
さや視界の悪いとさは、走行ずる前 
に車から降0て、危険がないことを 
確認して < ださい。 
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• やむを得ず巧川などを;度るときは、 
走行前に水深とり I 底の状況を確認し 
て < ださい。 

•岩、巧、木の切り株、溝など、大 
さな障害物を避けて走行して < だ 
さい。 

• ドアウインドウとスライデイング 
ルーフは常に閉じておいて < ださし、。 

• できるだけわだちから外れないよ5 
に走行してください。 

オフ□—ドを走巧ずる前に 


• エンジンオイル量を点検してくださ 
し、。エンジンオイル量びかないと 
きは必ず補給してください0253 
ぺージ)。 

• ジャッキび正甫に動くか点検してく 
ださい。万一のためにけん引用ケー 
つ ')レやキ斤りたたみ式スコップなどを 
車に積んでおいてください。 

• タイヤの溝の深さと空気圧を点検し 
て < ださい。 

• タイヤに損傷びないか点検し、ル石 
などの異物び挟まっている場合は取 
り除いて < ださい。 

• タイヤのバルブキャップび紛失して 
いる場合は、取り付けてください。 

• ホイール1」ムび歪んでいた0ホイー 
ルに損傷びある場合は交換してくだ 
さし、。 


オフ□—ドを走したをに 


オフ□ー ド走行後は車を点検してくだ 

さい。車の損傷は乗りむ地を悪化させ、 

事故の原因にな0まず。指定サービス 

工場で点検を受けてください。 

► □ーレンジからノーマルレンジにし 
てくださし、。 

► DSR を解除してください。 

► ディファレンシャル□ックを AUTO 
モードにして<ださい。 

► レベルコント□ールで、路面に適し 
に車高にしてください。 

► へッドランプやテールランプなどを 
洗ミ争し、損傷びないか点検してくだ 
さい。 

► ライセンスプレートを洗;争してくだ 
さい。 

► ホイールとタイヤをスプレーガンな 
どで洗浄し、タイヤに挟まった異物 
を取0除いて < ださい。 

►ホイールやホイール八ウス、ボディ 
底部をスプレーガンなどで洗;争し、 
各部の損傷や異物の有無などを確認 
して < ださい。 


I 






276 


オフ□—ド走行 


植物や枝などび車体や駆動部に挟 
まっていないか点検してください。 
これらび挟まっていると火災のを険 
びあるほか、燃料系部品、ブレーキ 
ホース、アクスルジョイントやプ〇 
ペラシャフトの カバーな どを損傷ず 
るおそれびありまず。 

走行後に、車の底部、ホイール、夕 
イヤ、ブレーキ、ボディ、ステア1」 
ング、駆動系部品、排気系部品など 
に損傷びないか点検してください。 

砂地、めかるみ、砂利道、水の中な 
ど、巧れに状況で走行した後は、ブ 
レーキディスク、ホイール、ブ レー 
キパッド、 アクスルジョイントを点 
検し、掃除してください。 

走行中に強い振動を感じる場合は、 
ホイールの隙間や駆動部などに異物 
びかみ込んでいないか点検して < だ 
ごし、。 


坂道の走行 


アブ□-チ/デパーチヤーアングル 



①アプ□—チアングル（フ□ント） 
③デバーチヤーアングル（リア） 


選択している車高レベルにより、アプ 
□ーチ/デパーチヤーアングルは異 
なりまず。 


車高レベルについては（1>185ぺージ) 
をご覧 < ださい。 


車高レベル 

アブ□ーチ 
アングル 
(フ□ント） 

デ.パ_ 
チヤーアン 
グル（リア） 

オフ□ー ド 
レベル3 

約33。 

約27。 

オフ□ー ド 
レベル2 

約32。 

約26。 

オフ□ー ド 
レベル1 

約28。 

約23。 

通常走行 
レベル 

約27。 

約21。 
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• 坂道はできるだけまっすぐに上り、 
まっすぐに下りてください。 

• 急勾配の坂を上り下りずるとさ 
は、走行前に□ーレンジにしてく 
ださい。 

• オフ□ード走行時のま意をお読み< 
ださい。 

• 低速で走行して < ださい。 

• アクセルペダルはゆっ<り踏み込 
み、常にタイヤが地面に接している 
ことを確認して < ださい。 

• 砂地や泥選地などの走行抵抗の大さ 
い路面 1；( 外は、エンジンを高回転ま 
でまわさないよラにして走行してく 
ださい。 

• 坂の勾配に合わせて、テイップシフ 
卜でギアレンジを選択してください 
0121ページ）。 

• 坂を下る前にテイップシフトでギア 
レンジ [31 を選択してください。 

〇 急な坂道で停車したとさは、(下 
の操作により車の後退を防ぐことが 
でさます。 

• シフトポジションを la にして 
<ださい。 

• ノーマルレンジから□ーレンジ 
にして < ださい。 

ブレーキ ペダルから足を放し、アクセ 
ルペダルを踏み込みまず。 

ヒルスタートアシスト（1>115ページ） 
び作動して、発進を補助しまず。 


急勾配の坂道 


路面状態び良<、□ーレンジを選択し 
たとをは、急勾配のあ道を上ることび 
可能になります。 

〇 急勾配の坂で前輪の荷重が不足し 
たとさは、前輪は空転しやずくなり 
ます。このような状況を検知ずると 
4 ETS が作動し、自動的にブレーキ 
制御を行ないまず。これにより後輪 
へのトルク配分が増えて登坂能力が 
増しまず。詳しくは（杉53ページ) 
をご覧 < ださい。 

坂を上り切ったとを 


坂を上り切る直前にアクセルペダルを 
ゆるめ、車の惰性を利用して上って< 
ださい。 

これにより、車が跳ねたりせず、駆動 
力を失うことがありません。また、速 
度が上がりずざないよ5にして下り坂 
に備えることもできまず。 

坂を下るとを 


• 低速で走行して < ださい。 

• 坂道はできるだけまっすぐに下りて 
<ださい。前輪が斜面に巧してまっ 
すぐ下り方向を向いていることを確 
認して < ださい。 

• 坂を下る前にテイップシフトでギア 
レンジ [31 を選択してください。 

• DSR を作動させてください 。 DSR 
による制動力が不十分なとさは、 
前輪が斜面に対してまっすぐ下り 
方■向を向し''てし''ることを確認して、 
慎重に ブレーキ ペダルを踏んで< 
ださい。 
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オフ□—ド走行 


• 長い下りあを走行した後は、おずブ 
レーキを点検してください。 

〇 □—レンジにしたとさは、自動的 
にオフ□—ド ABS になり、悪路で 
の制動力を高めまず048ページ）。 

オフ□ー ド ABS の作動時はフ□ン 
トタイヤび □ ックずるため車の操 
縦性に影響をあたえるおそれびあ 
りまず。 


障害物を柔り越えるとを 

木の切り株や大さな石、その他の障害 

物を柔り越えるとさは、し i (下のま意に 

従って < ださい。 

• □ー レンジにして < ださい。 

• エンジンを高回転までまわごないよ 
うにして走行してください。 

• テイツプシフトでギアレンジ回！ 
を選択して < ださい。 

• ごくほ速で走行してください。 

• 障害物に巧して直角になるように 
して、まず前輪で障害物の中央を 
柔り越え、次に後輪で乗り越えて 
<ださい。 

〇障害物により、車の底部や車体、 
駆動部を損傷するおそれびありま 
す。大さな障害物を柔り越えると 
をは、同柔をに車外から誘導してを 
らつて< ださい。 


巧！川などを渡るとを 


最大許容水深値 



①最大許容水深値 


選択している車高レベルにより、最大 
許容水深値は異なりまず。 

車高レベルについては(>185ページ） 
をご覧 < ださい。 


車局レベル 

最大許容水深値 

オフ□—ドレべル3 

約 60 cm 

オフ□ードレべル2 

約 50 cm 

オフ□—ドレべル1 

約 50 cm 


〇最大許容水深値を超えるところは 
絶巧に走行しないでください。 

• 走行前に水深と水流の状況を確認し 
て < ださい。 

• レベルコント□—ルで、車高を一ま 
上げた状態にしてください。 

• □ーレンジにして<ださい。 

• テイツプシフトでギアレンジ回! 
または li 百を選択して < ださい。 
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• エンジンを高回転までまわさないよ 
うにして走行してください。 

• 水に入るときと出るときは水深の浅 
し、場所を選択し、人び歩くくらいの 
速度で走行してください。 

P 水に入るとさはみして速度を上げ 
ないでください。波び立ち、エン 
ジンや車体を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

• ゆっくりと一定の速度を保って走行 
して < ださい。 

• 巧川をミ度っている途中で停車しない 
で < ださい。 

P 巧川を;度っている途中でドアを開 
かないで<ださい。浸水ずると、巧 
装や電気装備を損傷するおそれびあ 
りまず。 

• 巧川をミ度っている途中で停車した 
り、エンジンを停止しないで<ださ 
し、。水の中はあ抗び大きく、川底を 
滑0やずいため、発進び困難にな0 
ます。 

• 波が立たないよ5に走行して<だ 
さい。 

• ミ巧川を渡った後は、タイヤの溝を洗 
浄し、付着した泥などを取り除いて 
<ださい。 

• 巧川を渡った後は、ブレーキの効さ 
が悪<なります。ブレーキぺ夕 V レを 
軽<数回踏んでブレーキパッドを乾 
かして<ださい。また、タイヤの溝 
を洗浄して < ださい。 


砂地を走行ずるとを _ 

• レベルコント□ールで、車高を上げ 
て < ださい。 

• 状況に合わせてテイップシフトでギ 
アレンジを選択してください。 

• 走行抵抗が大さいため、やや速度を 
上げて走行して<ださい。車が砂地 
に埋まるおそれがありまず。 

• 他の車が残した浅いわだちをなぞつ 
て走行してください。このときは、 
わだちの深さと固さに注意して<だ 
さい。 


わだちを走行ずるとを 

〇わだちと車の底部との間に十分な 
ホ裕びあることを確認してくださ 
し、。車の底部び地面に接触したり、 
タイヤび地面から離れて走行不能に 
なるおそれびあ0まず。 

• □—レンジにしてください。 

• レベルコント□ールで、車高を上げ 
て < ださい。 

• エンジンを高回転までまわさないよ 
5にして走行してください。 

• テイツプシフトでギアレンジ田! 
を選択してください。 

• ほ速で走行して < ださい。 

• わだちび深い場合は、左ちどちらか 
の車輪をわだちの間に乗せて走行し 
て < ださい。 
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メンテナンス 


メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転ずるためには、指定サービ 
スエ場で点検整備を受ける必要びあり 
ます。指定サービスエ場では(下のよ 
ラな点検を行ないまず。 

ダイムラー社指定の点検舊備 

ダイムラー社の指示による点検整備項 
目びありまず。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検壁備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるをのでず。 

なの点検時期を示すステッカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してありまず。 

詳し<は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

壁備手帳 


車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
お認して < ださい。 

曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰苗、車を使用するとさにお客様 
ご自身の判断で実施していただく点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常び発見され 
に場合は、ずみやかに指定サービスェ 
場で点検を受けてください。 


メンテナンスインジケーター画面 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
71^しまず。 

メンテナンスインジケーター画面び表 
おされたとさは、メーカー指定点検整 


倫を行なってください。 

[I メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイ>1レ量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

〇メーカー指定点検整備を実施時期ま 
でに行なわなかった場合は、保証な 
どの巧象が I こなることびありまず。 

自動表示機能 


巧のメーカー指定点検整備の約1力月 
前になると、イグニッシヨン位置を2 
にしたとさやエンジンびかかっている 
とさに、メンテナンスインジケーター 
画面び自動的に表示されまず。 

画面は数秒後に表お前の画面に戻り 
ます。 

表示中に画面を戻ずとさは、リセット 
ボタン （01 26ぺージ）を押しまず。 
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手動で表示させる 

ンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でさまず。 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ^または^を押して、車両情 
報 イン画面を表示させます。 

► D または〇を押して 、木ン子 
ナンスインジケーター画面を表おさ 
せます。 

表示メッセージ 

表示^ッセージは、曰頃の運転スタイ 
ルなどに応じて下のよ5に変化しま 
す。#には" A " から" H " までのアル 
ファべットが入りまず。 

点検整備実施前の表示例 

II メンテナンス#アト XX ニチ" 

II メンテナンス#アト XX km " 

点^^ IS 実施時期になつたときの表示例 

II メンテナンス#グッ]ウシ7ス ！II 

点^^ IS 実施時期を過ぎたときの表示例 

m 下のよラな ><ッセージが表示され、 
警告音が鳴りまず。 

II メンテナンス# XX こチ]1テイマス" 

II メンテナンス# XX km ]1テイマス" 


〇" メンテナンス A " "メンテナンス B " など、"メ 
ンテナ'ノス"の後に表示される" A " から 
" H " のアルフアベ ッ トは、次回の 
メーカー指定点検整備の範囲が、点 
検項目のかない点検整備から総合的 
な点検整備まで、どれに該当ずるか 
を示すちのです。ただし、曰本では 
法定点検があるため、これらの範囲 
と法定点検の範囲は異なりまず。 

〇" メンテナンス A + " " メンテナンス B + " など、 
" A " から" H " のアルフアベットの後 
に"+ " の表示びあるときは、ブ 
レーキ部品交換などの点検整備び含 
まれていることを示しまず。 

〇 ブレーキパッドは;欠回の メーカー 
指定点検整備(前に摩耗の限界に達 
ずることびありまず。ブレーキパッ 
ドの交換については、指定サービス 
工場で相談の上、し U 下のどちらかで 
巧処して < ださい。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換ずる 

〇 メンテナンスインジケーターび自 
動的に表おされる時期は一定ではな 
く、運転スタイルや走行距離などに 
より変わりまず。 

エンジン回転数を適度に保ち、短 
距離短時間の運転を避けると、な 
回のメーカー指定点検整備の実施 
時期までの走行距離び伸びること 
びありまず。 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過曰数は、加算されません。 
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曰常の手入れ 


メンテナンスインジケーターの U 
セット 

メーカー指定点検整備の実施後に、指 
定サービスエ場で ><ンテナンスインジ 
ケーターを I 」セットして<ださい。 

リセット後、次回一力一指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では36日日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期を次回の 一力一指定点検 
整備時期として表おしまず。 

Q ><ンテナンスインジケーターの表 
示などに異常があるときは、ずみや 
かに指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには、ダイムラー社が指 
定する用品のみを使用して < ださい。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

A 中毒や火災のおそれびありまず 

一部の合成クリーナーなどには、有機 
溶剤や可燃性物質が含まれていること 
があ0ます。カーケア用品を使用ずる 
とさは、必ず添付の取0扱い上のま意 
を読み、指示に従ってください。 

車内でカーケア用品を使用ずるとさは 
ドアやドアウインドウを開き、十分に 
換気してください。有機溶剤による中 
毒を起こしたり、静電気が可燃性ガス 
に引火して火災を起こすおそれがあり 
まず。 

車の手入れをするとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないでくだ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こすおそれがあ 
0まず。 

カーケア用品は、子供の手が届くとこ 
ろや火気の近くに置いたり保管しない 
で < ださし、。 
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• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落としてくだ 
さい。 

• かなくとを月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石などにより塗装面を損傷ずる 
と、鐘の原因になりまず。早めに補 
修を行なってください。 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• ミ尼や虫の死びい、鳥の面ん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどび付 
着したとさは、ずみやひに巧さ取っ 
てください。特に、鳥の面んは塗装 
面を損傷しやすいので、でさるだけ 
早 < 水で洗い流して < ださい。 

• 凍結防止剤び散巧してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフエンダー内を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光び強く当たる場所や走行し 
に直後でボンネツトび熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れを 
すると、塗装面を損傷するおそれび 
ありまず。 

• ボディの表面にステツカーやフィル 
し 、マグネツトなどを貼付しないで 
ください。塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入れ 
により鐘などび発生したとさは、早 
めに指定サービスエ場で補修ずるこ 
とをお勧めしまず。 


洗車 

► ボディ全体にほ圧で水をかけ、ほこ 
0などを洗い流しまず。 

► 水にカーシヤンプーなどをミ居ぜた洗 
浄あを用意し、車全体にかけまず。 
外気取り入れ□付おではか量にし、 
ダクト内に洗を液び残らないよ5に 
ま意して < ださい。 

► スポンジやセーム巧などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴を巧さ取 
りまず。 

洗車時の注意 

洗車をずるとをは、(下の点にミ主意し 

て < ださい。 

• 水び凍るよ5な寒いとさや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱くなっているよ5な 
とさは洗車をしないで<ださい。 

• 虫の死びいなどは、洗車前に取り除 
し、て < ださい。 

• コールタールやアスファルトのミちれ 
は、乾いてしまうと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

• 洗車をずるときはマフラーにミ主意 
してください。マフラー後端に触れ 
て火傷をしたり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

• 走行した直後は、ブレーキディス 
クやホイールに直接水などをかけ 
ないで < ださい。ブレーキディス 
クび熱いとさに急激に;ちやずと、 
ブレーキディスクを損傷するおそ 
れびありまず。 


I 






284 


曰常の手入れ 


• ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないで < ださい。ホ 
イールやす、イールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 

• ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置する 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
ます。 

このよ5なとさは、しばら<走 f 子し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 

• へッドランプを含むランプ類は樹脂 
製レンズでず。流水または水とカー 
シャンプーを混ぜた洗浄液で洗い流 
して<ださい。有機溶剤や強アルカ 
リ洗剤などを使用すると、レンズを 
損傷するおそれがありまず。また、 
乾いた巧などで強<こずると細かい 
傷を付けるおそれがありまず。 

• パークト□こックセンサーを清掃ず 
るとさは、乾いた巧や目の粗い巧、 
かたい巧などは使用しないでくださ 
し、。また、純正(外の手入れ用品を 
使用したり、強い力で乾拭さしない 
で<ださい。センサーを損傷ずるお 
それがありまず。 

• ディスト□ニックセンヴー*の力 
バーを清掃ずるとさは、イグニッ 
シヨン位置を0にずるかキーを抜 
いて <ださい。 


高圧式スプレーガンの使用 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用して<ださい。 
水圧が高ずざると、塗装面を損傷ず 
るおそれがありまず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、ヴスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないで<ださい。水圧が 
高いため、車内に水が侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷ずるお 
それがあ0まず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないで<ださい。水圧が高 
いため、タイヤを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

• パークト□ニックセンサー、ディス 
卜□こックセンサー、パーキングア 
シスト U アビューカ；><ラやサイド 
ビューカラには、高圧式スプレー 
ガンやスチームクリ ーナーを 使用し 
ないで< ださい。センサーや力ラ、 
塗装面を損傷ずるおそれがあ0まず。 

自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車ずるとさは(下の点 

にま意してください。 

• 車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車ずる前に水洗いをして < だ 
さし、。 

• 自動洗車機が車のサイズに合ってい 
ることを確認して < ださい。 

• 洗車前にドア S ラーを格納して<だ 
さし、。 

• ドアウインドウやスライデインク' 
ルーフを完全に閉じ、ワイパーを停 
止してください(>105、106ページ)。 


B こな〇芭6征田 
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• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷が付さ、塗装面の光沢が失わ 
れたり、劣化を早めるおそれがあり 
ます。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
拭:さ取って < ださい。 

マフラーの 手入れ 


路面のル石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずる ことがあ 0 
ます。 

定期的にマフラーを手入れずることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻ずことがでさまず。 

U ホイールク U ーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナ ーでマフラーの 手入 
れを行なわないで < ださい。 

マフラーの 手入れについては、指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


• プラスチック部分は、か量の中性洗 
剤などを混ぜた水を柔らかい巧に含 
ませて拭さ取りまず。 

乾いた巧や目の粗い巧、かたい巧な 
どを使用したり、強くこずらないで 
<ださい。表面を損傷ずるおそれが 
ありまず。 


• ウッドトリムなどの部分は、水で湿 
らせた柔らかい巧を使用しておさ取 
りまず。頑固なミちれには少量の石け 
ん水を使用します。 

また、有機溶剤を含むクリーナー 
などは使用しないでくださし、。ウッ 
ドトリムなどを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないようにミ主意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないで < ださい。 

• ウインドウに遮光フイルムなどを貼 
付すると、携帯電話やラジオなどの 
電波に影響をあたえるおそれがあり 
ます。詳しくは指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

エアバッグの収納部分には、有機溶 
剤を含むク U —ナーなどを使用しな 
いでください。エアバッグが正常に 
作動しな<なり、けがをずるおそれ 
びあります。 


I 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 


A 义災や爆発のおそれがありまず 

燃料などび漏れている場合は、すぐに 
エンジンを停止して<ださい。また、 
車に火気を近付けないよラにミ主意して 
ください。义災び発生したり、爆発す 
るおそれびあります。 

事故び起きたとを 

すみやかに、 LU 下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないを全な場所に停車し、エン 
ジンを停止して < ださい。 

• 負傷をびいるとをは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって<ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷ををむやみに動かさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• ネ目手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認して < ださい。 

• 自動車保険会社に連絡してくださし)。 


路上で故障したとを 

ま全な場所に停車して、非常点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
いまず。追突のおそれびあるため、乗 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

シフ h ポジションを匿21にして、同 
柔ちや付近の人に救援を巧め、ま全な 
場所まで車を押して移動してくださ 
し、。このとをは、車速感応ドア□ック 
によるキーの閉じ込みにま意してくだ 
ごい。 

シフトポジションを〇にでさない 
とさは、柔員をま全な場所に避難させ 
て、続発事故を防いでください。 

〇踏切内で動けなくなったときは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。票急を要ずるとさは非常 
信号用具を使用してください。 


が常信号用具 _ 

懐中電灯をフ□ントドアポケットに 
備えていまず。 

〇 新車時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれていまず。 
使用するとをは紙を取り除いてくだ 
さい。 

〇 懐中電灯び十分な日月るさで点灯ず 
ることを定期的に点検してくださし)。 


■化：？ 6— り 
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停止表示板 


停止表示板はラゲツジフ□アボードの 
下に収納されていまず。 



①八ンドル 

③ラゲツジフ□アボード 


停止表示板はラゲツジフ□アボードの 
下に収納されていまず。 

ラゲツジフ□アポードを開く 


► 八ンドル①の矢印の部分を押して八 
ンドルを起こし、ラゲツジフ□ア 
ボード③を引さ上げまず。 



③ラゲツジフ□アボード 

③ フック 

④ 開口部上端 


► ラゲッジフ□アボード③を持ち上 
げ、裏側にあるフック③をテール 
ゲート開□部上端④にかけまず。 


ラゲッジルームカバーを サー ド シー 
卜後方に取り付けているときは、ラ 
ゲッジルームカノ（一の後端を下方に 
巧げなびら作業を行ないまず。 

[ I フック③をテールゲート開□部上 
端④にひけにまま、テールゲート 
を閉じないで<ださい。フックや 
テールゲートを損傷するおそれび 
ありまず。 





⑥停止表示板ケース 
► 停止表示板ケース⑥を取り出しまず。 


停止表示板の組み立て 



①スタンド 
③反射板 


《停止表示板のお状び異なる場合びあり 
ます。 


■化：？？り 
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► 停止表示板ケースから停止表示板を 
取り出しまず。 

►反射板③を引さ出し、頂点をかみ合 
わせて□ックしまず。 

► 左ちのスタンド①を引を出しまず。 

►スタンド①をあげて i せ面に立て 
ます。 



①ク U ップ 
③ カバー 

救急セットはラゲッジルーム左側のル 
物入れに収納されていまず。 

救急セットの中身び揃っていて、使用 
可能であることを定期的に点検してく 
ださい。 

救急セットを取り出ず 

► ク U ッフ①を矢印の方向に約90度 
まわし、カバー③を取り外しまず。 

►ストラップを外して、救急セットを 
取り出しまず。 

救急セットを収納ずる 

► 救急セットを元の位置に収納してか 
ら、カバー③を取り付け、クリップ 
のをまわしてカパーを固定しまず。 


車載工具 


車載工具はラゲツジフ□アボードの下 
に収納されていまず。 



» 


①ガイドボルト 
©けん引フック 
@ホイールレンチ 
® ジャッキ八ンドル 
©ストラップ 
© ジャッキ 

©応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 
® 輪止故 

@ヒューズ配置表（英文） 

⑩トレイ 

⑩停止表示板ケース 

《応急用スペアタイヤ用ホイールポルトは、 
応急用スペアタイヤ用ホイールに添付さ 
れていた0、トレイまたは応急用スペア 
タイヤの下に収納されていることびあり 
まず。 


A けびのおそれびあ0まず 

車が車載のジャッキだけで支えられ 
ているとさは、絶対に車の下に身体 
を入れないで<ださい。ジャッキが 
がれると、車に挟まれて致命的なけ 
がをするおそれがありまず。車載の 
ジャッキは、タイヤを交換ずるため 
に車を一時的に持ち上げる目的のみ 
に設計されていまず。 


■化：？ 0 >1 に 
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A けびのおそれびありまず 

ジャッキはかたくてすべりにくい、水 
平な場所でのみ使用してください。 
パーキングブレーキを 確実に効かせ、 
さらに輪止めを使用して、車び動さ出 
してジヤツキから外れることを防いで 
<ださい。 


応急用スペアタイヤを取り出ず 



⑩スクリュー 


A けびのおそれびあ0まず 

応急用スペアタイヤは非常に重いた 
め、取り出すとさにけがをしないよラ 
にま意してください。 

►ストラップ⑥を外して、停止表示 
板ケース⑩とジャッキ⑧を取り外 
します。 

► スク U ュー⑩を反時計回りにまわし 
て取り外しまず。 


► トレイ⑩を取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤを取り外し 
9 〇 


輪止め 



ジャッキを使用ずるときなどには、輪 
止めを使用し、車び動を出さないよラ 
にして < ださい。 

〇輪止めを使用ずるとをは図④の矢 
印の方向にタイヤびあたるようにし 
まず。方向にミ主意してください。 


■化：？？り 
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車載工具などを収納ずる 



スク1」ューを取り付けた巧態 

①スクリュー 

③トレイ 

③ トレイの収納方向表示 

④ ストラップ 

► 停止表示板ケースおよびジャッキを 
除く車載工具類をトレイ③に収納し 
ます。 

► スク U ュー①を取り付け、時計回り 
にまねして、トレイを固定しまず。 

► 停止表示板ケースとジャッキをトレ 
イに収納して、ストラップ④で固定 
します。 

〇 トレイを収納ずるとさは、収納方 
向表お③の矢印び前方を向くよ5に 
して<ださい。ジャッキびトレイに 
収納でさず、ラゲッジフ□アボード 
び完全に閉じなくなりまず。 

〇 トレイを収納ずるときは、スト 
ラップ④びトレイの下に挟まれない 
よ5にしてください。停止表示板 
ケースやジャッキび固定でさな<な 
りまず。 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告や注意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告^ッセージによっては警 
告音が鳴ることがあ0まず。また、重 
要度の高い><ッセージは、赤色で表示 
されまず。 

故障/警告ッセージが表おされた 
ときは、(降の指示に従ってください。 

A 事故のおそれびありまず 

• ーターパネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイが故障した場を 
は、表示灯/警告灯や故障/警告 
；^ッセージが 表示され ません。 車両 
操縦性などに悪影響をおよぼすよラ 
な故障や異常が発生した場合は内容 
が確認でさないため、ただちに指定 
サービスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の限 
られた装備についてであり、また表 
示される内容を限られています。故 
障表示の機能は運転者を支援ずる装 
置です。発生した故障や異常に対処 
して 車の安全性を維持ずる責任は運 
転者にありまず。 

• 走行中にステアリングのスイッチを 
操作するとさは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまわしな 
がら操作ずると、事故を起こすおそ 
れがおりまず。 

• 走行する前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、ーターパネ 
ルの表示灯/警告灯が点灯し、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイ 
が表示されることを確認して < だ 
さし、。 


■化：？ 6— り 
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• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えた指定 
サービスエ場で行なラことをお勧 
めします。 

特にま全に関わる整備については、 
おず指定サービスエ場で点検整備 
や修理を行なって<ださい。不適 
切な作業を行なラと、事故や故障 
の原因にな D ます。 

故障/警告メッセージを表示させる 

► ステア1」ングの！^または 
スイッチを押して、マルチファンク 
シヨンディスプレイに故障表示画面 
を表示させます。 

故障や異常びある場合は、 II ]ショウ 
力'' 3" のよ5に故障件数び表示さ 
れます。 

故障や異苗びない場合は、故障表示 
画面は表示されません。 

► D または〇を押して、故障/ 
警告メッセージを順まに表おさせま 
す。すべて表示されると、故障件数 
画面に戻りまず。 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高いメッセージは消ずことび 
でをません。故障や異苗の原因び解み 
するまで、故障/警告メッセージび 
繰り返し表示されまず。 

一部のメッセージは車両に記憶され、 
手動でメッセージを呼び出ずことびで 
さまず。 

メッセージはマルチフアンクシヨンス 
テア U ングにより消ずことびでさまず。 

► メッセージび表示されているとを 
に、ステア1」ングの！^!^や 
DO スイッチ、または1」セツ 
トボタンを押しまず。 


&記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
明書作成時点のちのです。マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびあ0ます。 


I se—^ 







294 故障/警告メッセージ 


文字メッセージ 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた指定サービスエ場で 
巧なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備については、必ず指定サービ 
スエ場で行なって<ださい。不適切な作業を行なラと、事故や故障の原因にな0 
ます。 


ディスブレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ABS 

ABS 卜 ESP シ巧]カノウ！ 

にユ乃レヲサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

システムの自己診断び完了していないなどのため、一時 
的に ABS と ESP 、 PRE - SAFE び作動しない状態になって 
いる。 BAS の機能わ解除されている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通り作動する。 
►約 20 km / hU (上の速度で、ゆるやかにカーブしている 
道路を、注意しなびらかし走巧してください。 

木 ッセージび消えれば、 ABS と ESP は作動できる状態 

になりまず。 

A 臣 S 

ABS 卜 ESP ショウつヵノウ1 

。乃けサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ABS と ESP 、 PRE - SAFE び作動しない 
状態になっている。 BAS の機能も解除されている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通り作動ずる。 

►注意して走行してください。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ABS 卜 ESP 〕 ショウ 

。乃けサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP 、 PRE - SAFE び作動しない状態になって 
いる。 BAS の機能を解除されている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通り作動ずる。 

► 注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

デ、ィス忙ック 

— km/h 

設定条件を満たしていないとをにディスト□ニックを作 
動させよラとした。 

► 設定巧能な状況であれば、約 SOkm / h 政上の速度で走 
巧し、ディスト□ニックを設定してくださし、。 

または 

► ディスト□ニックの作動条件を確認してください。 

テ''イス 扣 ニック 

才 - A ''- ラ仆 '' 

アクセルペダルを踏んで速度を上げたため、ディスト □ 
ニックによる速度の調整びでさない。 

► アクセルペダルから足を放して速度を下げてください。 























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

テ、.ィスト[]ニック 

] ショウ 

ディスト□ニックび故障している。またはディスプレイ 
表示に異常びある。 

► 指定サービスエ場で点検を寅けてください。 

テ、.ィスト[]ニック 

ドンザ’イシ3巧カノウ 

7ニユ乃レヲサンショウ 

政下のとさは、ディスト□ニックの機能び解除され、一 
時的に作動を停止している。 

• フ□ントグ U ルのディスト□ニックカバーび巧れている 

• 豪雨や雪などのため、機能び解除されている 

• テレビ局やラジオ局、他の電磁波発信元から発せられ 
る電磁波などにより、レーターセンサーび一時的に作 
動しない状態になっている 

• レーダーセンサーび長時間、先行車や交通標識などの 
静止物を検知していなかった 

• システムび作動可能な温度範囲からがれた 

じ TF のときは、ディスト□ニックび作動を再開し 、木ッ 
セージび消えまず。 

• 走行中にミ尼などのミちれび落ちたとさ 
• センサーび再び完全に機能していることをシステムび 
検知したとさ 

• システムび作動可能な温度範囲に入ったとさ 

メッセージが表示され続けるとき 

► フ□ントグリルのディスト□ニックカバーを清掃して 
<ださい。 

► エンジンを再始動してください。 


■化：？？吃 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ESP 

ESP ショウテ'‘キマセン！ 

にュ乃けサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

システムの自己診断び完了していないなどのため、一時 
的に ESP と PRE - SAFE び作動しない状態になっている。 
BAS の機能ち辭除されている。 

►約 20 km / hU (上の速度で、ゆるやかにカーブしている 
道路を、注意しなびらかし走行してください。 

；^ッセージび消えれば、 ESP は作動でさる状態になり 
まず。 



A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ESP と BAS 、 PRE - SAFE び作動しない 
状態になっている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通り作動する。 

►注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 



走行中に;><ッセージび表示され、方ーターパネルの ESP / 
ETS 表示なび点;威しているとをは、ブレーキの過熱を防ぐ 
ため ETS の機能び解除されている。 

► メッセージび消え 、 ESP / ETS 表示むも消灯するまで、 
走行風でブレーキび;令えるよラに走巧してください。 

ETS は自動的に待機状態になります。 

ESP 

ESP コショウ 

にユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP と BAS 、 PRE - SAFE び作動しない状態 
になっている。 

メーターパネルの ESP / ETS 表示灯び点なしている。 
上記の機能は作動しないび、ブレーキは通常通り作動ずる。 

► 注意して走行してください。 

► ただちに指をサービスエ場で点検を受けてください。 

P レンシ、’ A 

子かダに 

走行中にシフトポジションを MM にしようとした。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してく 
ださい。 

► シフトポジションを n にして < ださい。 





























ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

セレクタカ、’ 

ソウ〕ウイチ 

シフトポジションび ra 、 匿1、 la のいずれかのとを 
に運輯席ドアを開いた。 

► シフトポジションを n にしてください。 

►パーキングブレーキを確実に効かせてください。 


キ、'衍。グセス、’二 

] ウシ''ョウテ'’テンケン 

故障のため、シフトポジションを変更でさない。 

シフトポジションが〇のとさ 

► シフトポジションを EH から動かさないよラにして、 
指定ヴービスエ場まで走行してください。 

シフトポジションが m 、 ra のいずれかのと去 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

Iングンスタ-トノ 

タメ 

P 巧 A N 二の卜 

シフトポジションび m か匿 j のとをにエンジンを始動 
しよラとしている。 

► シフトポジションを D か121にしてください。 

P レンシ''カラシフト 

アレ-朽アノテ'’クタ''サイ 

►ブレーキペダルを踏みなびら、シフトポジションを 
MM にして<ださい。 

T レトフ 

] ショウにぶル3サンショウ 

A けがのおそれがありまず 

PRE-SAFE び故障している。 

エアバッグなど他の棄員保護装置の機能は確保されている。 

► 指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

夕仆クウキアツ 

夕仆ヲテンケン！ 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの空気漏れを検 
巧した。 

►周囲の状況に注意しなびら、急八ンドルや急ブレーキ 
を避けて停車してください。 

► タイヤを点検してください。 

►タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を 
適正にしてください。 

►必要であれば該当するタイヤを交換してください 
(>328 ぺージ）。 

►タイヤを交換し、適正なタイヤ空気圧に調整した後 
に、タイヤ空気圧警告システムを再起動してください 
(>262 ぺージ)。 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

タイ朽テンケン 

ソノ〕、、夕仆クウキアツ 

ケイ]クシステムサイ外'‘ウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び巧なわれた。 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認して 
ください。 

►タイヤ空気圧警告システムを再起動してください 
(>262 ページ）。 

夕仆クウキアツ 

ケイ]クシステム ] ショウ 

タイヤ空気圧警告システムに異常びある。 

► 指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

クル-ス ''] ン阳-ル 

オヨピ 

化。-ドリミッタ- 

] ショウ 

クルーズコント□ールおよび巧変スピードリミッターに 
異萬びある。 

► 指定サービスエ場で点検を費けてください。 

テ、、ィス K ] ニック 

才北'‘ 

スピ-ドリミッタ- 

] ショウ 

ディスト□ニックおよび可変スピード U ミッターに異常 
びおる。 

► 指定サービスエ場で点検を養けてください。 

クル-ス ''] ントロ-ル 

— km/h 

設定条件を満たしていないとをにクルーズコント□ール 
を作動させよラとした。 

► ESP び解除されているとさは、待機状態にしてください。 

► 設定条件を満たしているとさは、約 30 km/h L 处上の速 
度で走行して、クルーズコント□ールを設定してくだ 
さい。 






























A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備については、必ず指定ヴービ 
スエ場で行なって<ださい。不適切な作業を行なラと、事故や故障の原因になり 
ます。 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症が/ ► 対応 


E 53 


テールゲートび完全に閉じていない状態で走行している。 

► テールゲートを閉じて<ださい 

A 事故のおそれがありまず 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。 
►周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してく 
ださい。 

► ボンネットを閉じて<ださい。 

mm 


ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

► ドアを閉じて < ださい。 

fSM 

ラジェターの冷却ファンに異萬びある。 

► 冷却水湿度び約120む政下のとをは、最寄りの指定ヴー 
ビスエ場まで走行ずることびでさまず。 

►このとをは、山道での走行などでェンジンに大さな負 
担をかけたり、発進/停止を繰り返さないで<ださい。 
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イラストメッセージ 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

■Ml 

(ホ色で表示） 

政下の原因によりバッテリーび充電されていない。 

• オルタネーターの故障 

• V ベルトの損傷 
•電気システムの故障 

►周囲の状況にを意しなびら停車して、エンジンを停止 
して < ださい。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してくだい。 

V ベルトが切れているとを 

〇走行を続けないでください。オーバーヒートするおそ 
れびありまず。 

► エンジンを始動しないで<ださい。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとを 

► 指定サービスエ場で点検を費けてください。 

■Ml 

(白色で表示） 

オートマチックトランス S ッション用の補助バッテリー 
び充電されていない。 

► UTF のことを行なってから、指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 

►エンジンを停止ずる前に、シフトポジションを D に 
してください。 

► 車を離れる前にノ f ーキングブレーキを効かせて<ださい。 

■Ml 

n 。 ッテリ-/オルタネ-夕 

テイ外シテクタ''サイ！ 

バッテ U —に異常びある。 

►周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してく 
ださい。状況を問わず、走行しないでください。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

wm 

アレ-书ドッド巧う 

ブレーキパッドの摩耗び限巧に達している。 

► 指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

圆 

EBV , ABS , ESP 

〕ショウ 

にュアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 E 臣 V 、 ABS 、 ESP 、 PRE - SAFE び作動しない 
状態になっている。目 AS の機能ち辭除されている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキは通萬通り作動ずる。 

► 注意して走行してください。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を受けてくださし、。 


■化：？？り 
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ディスプレイ表示 


圆 

フ"レ-キオイル 

LA " ルテンケン 

閥 

/r -キングアレ-キ 

ヵイグョシテクタ、、サイ！ 

fsRs'^l 

SRS システム 


] ウダョウ 7" 。ケン 


フユ-1ルフイルタ 


セイソウ 

国 

レへ'’ルチョクセイ巧ウフカ 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


国 


] ンアレ州レイキヤク 
才巧クタ、‘サイ 


A 事故のおそれがありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► 周囲の状況に注意しなびら、すみやかに安全な場所に停 
車してください。状況を問わず、走行しないでください。 
► 指定サービスエ場に連絡して<ださい。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補 
給してち問題は觸消しません。 


パーキングブレーキを觸除しないで走行している。 
► パーキングブレーキを解除してください。 


A けがのおそれがありまず 

乗員保護装置び故障している。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を貴けてください。 


燃料フイルターに水びたまっている。燃料フイルターから 
水を取り除<必要びある。 

► 指定サービスエ場で点検を菌けてください。 


iinF のとさには車高の調整びでさない。 

•設定しよラとしている車高レベルに対して、走行速度び 
高ずざる 

•けん引車両びある 
•けん引装置を使用している 

►速度を落としてから、車高を調整してください。 


車高レベルを頻繁に変更したため、車高を上げよラとした 
とさにエアポンプを;令却ずる必要び生じた。 

► 車高レベルに合わせて走行してくださし、。 

►路面との間に十分な空間び確保されていることを確認 
して < ださい。 

► エアポンプび;令却されるまで待って < ださし、。 

エアポンプび;令却されると;ッセージび消え、選択した 
車高レベルに設定されまず。 


■化：？？麟 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 / ► 対応 

国 

] ショウ 

車高調整裳置び故障している。 

►車高レベルに合わせて走行してください。ただし約 
80km/h を超えないよラにしてください。 

►路面との間に十分な空間び確保されていることを確認 
して < ださし、。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

国 

シ''ョウショウチュウ 

max.20km/h 

車高びオフ□ー ドレべル 3 に設定されよラとしている。 
ディスプレイにはオフ□ー ドレべル 3 での許容最高速度び 
表示されている。 

►約 20km/h じ(下の速度で走行してください。 

max.20km/h 

車高びオフ□ー ドレべル 3 に設定されている。ディスプレ 
イにはオフ□ー ドレべル 3 での許容最高速度び表示されて 
し''る。 

► 約 20km/h し^(下の速度で走巧してください。 

因 

力]ウチュウ 

max.20km/h 

車高びオフ□ー ドレべル 3 からオフ□ー ドレべル 2 に設 
定されよラとしている。ディスプレイにはオフ□ードレべ 
ル 3 での許容最高速度び表示されている。 

► 車高びオフ□—ドレべル 2 に設定されるまで約 20km/ 
h 政下の速度で走行してください。 

ソ外、’ 2 日 km/h イカニ 

ヶ、'ンソク 

A 事故のおそれがありまず 

選択したオフロードレベルの許容最高速度を超えた速度で 
走行してし)る。 

►約 20km/h じ(下の速度で走行してください。 

► 変化した八ンド IJ ング特性に合わせて走行してくださし、。 

► 急激および大さなステア IJ ング操作をしないでください。 

► 操縦性の違いにミち意して走行してください。 

阻 

テ'']□ジクシステム ] ショウ 

:]ウダョウテ'' テンケン 

ディファレンシャル□ツクシステムび故障している。 

►約 80km/h を超えないように走巧してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

圈 

テ、’兀ックシステム邮ッ 

ス]シオ?チクタ'’サイ 

ディファレンシャル□ツクシステムび過熱しているため、 
ディファレンシャル□ツクび解除されている。 

► 注意して走行してください。 

► ディファレンシャル□ツクシステムび;令却されるまで 
待ってください。 

ディファレンシャル□ツクシステムび冷却されると;>< ツ 
セージび消え、ディファレンシャルび□ツクされます。 



































ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

圍 

] ショウ 

故障のため、 DSR の機能び辭除されている。 

► 指定サービスエ場で DSR の点検を受けて<ださい。 

圈 

テイ外 

/r- キングアレ-キソウサ 

□—レンジ/ノーマルレンジの切り曽えび完了していない。 

トランスファーびニュートラルになっていて、エンジンと 
駆動輪びつなびっていない。 

►周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してく 
ださし、。 

►パーキングブレーキを確実に効かせて<ださい。状況 
を問わず走行を続けないで < ださし、。 

►再度□ーレンジ/ ノーマルレンジの切り替え操作を行 
なって < ださい。 

困 

] ウダヨウテ'‘テンケン 

テイ外シ '' P アレ-キソウサ 

トランスファーび故障している。 

►約 80km/h を超えないように走行してください。 

►駐車するとさは、パーキングブレーキを確実に効かせ 
て < ださい。 

► 指定サービスエ場で点検を菌けてください。 

閑 

max. 70km/n 

テ’.ソウ〕ウ 

走行速度び約 70km/h を超えているため、□ーレンジか 
らノーマルレンジへの切り替え操作びでさない。 

►約 70km/h 政下の速度で操作してください。 

トランスファーの切り替え操作び可能になりまず。 

国 

max.40Km/h 

テ’.ソウ〕ウ 

走行速度び約 40km/h を超えているため、ノーマルレン 
ジから□ーレンジへの切り替え操作びでさない。 

►約 40km/h 政下の速度で操作してください。 

トランスファーの切り替え操作び巧能になりまず。 


タングカン N 二 

のトシテクタ'‘サイ 

トランスファーの切り替え操作をするために速度を落とし 
たび、シフトポジションび u ■になっていない。 

► 短時間シフトポジションを MSM にしてください。 

閑 

シつトト、’ウサ軒：がレ 

サイ补、'ウシ巧ダ’サイ 

□ーレンジ/ ノーマルレンジの切り替えび中聯された。 

► 再度切り曽え操作を行なってください。 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

mi 

レイキヤクスイテイ外シテ、 

I ングソヲテイシ！ 

冷却水の温度び高ずぎる。 

► 周囲の状況にミち意しなびら安全な場所に停車して、ェ 
ンジンを停止してください。 

►雪やほこり、または氷などで、ラジェターへの送風び 
遮られていないことを確認してください。 

► ;><ッセージび消えてからェンジンを始動して < ださい。 
メッセージび消えるまで待たないと、ェンジンを損傷ず 
るおそれびお0まず。 

►:令却水温度画面〔>133ページ）で;令却水温度を点検 
してくださし、。 

► 冷却水温度び再び上昇ずる場合は、ただちに指をサー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

ベルトび切れている可能性びある。 

► 周囲の状況にを意しなびら安全な場所に停車して、ェ 
ンジンを停止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとき 

〇走行を続けないでください。オーバーヒートするおその 
びありまず。 

► ェンジンを始動しないでください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

V ベルトが損傷していないとさ 

► ;><ッセージび消えてからェンジンを始動して < ださい。 
メッセージび消えるまで待たないと、ェンジンを損傷ず 
るおそれびおりまず。 

►冷却水温度画面（>133ページ）で;令却水温度を点検 
して < ださい。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


レィキャクスィホグユゥ 

冷却水量び不足している。 

►:令却水を補給してください（1>255ぺージ)。 

► 通萬より頻繁に;令却水を補給している場合は、指定サー 
ビスエ場で冷却システムの点検を養けてください。 


■化：？？り 





















1) 他のランプび切れたとさは、この例 L ソがのメッセージび表示されます。 
車がランプのいずれかに異萬び発生すると、その箇所び表示されます。 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

の 

ヒタ”リロ-ピ-ム 1) 

ちへッドランプ （ □—ビーム）び切れている。 

► すみやかに電球を交換してください。 

トトラ仆 

] ショウ 

ランプセンサーび故障している。自動的にランプび点む 
ずる。 

►マルチフアンクションディスプレイの各種設定で、ラ 
ンプを手動点灯に切り曽えてください（[>143ページ）。 

► ランプスイッチでランプを点む/消打して<ださい。 

ラン了ヲ 

ケシテクタ''サイ！ 

ランプスイッチを 四！ の位置にしたままキーを抜いて運転 
席ドアを開くか、キーレスゴースイッチでイグニッシ ョン 
位置を 0 にして運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを匿1の位置にしてください。 

囲 

I ア州-ナ 

] 如ソ 

エアフィルターびミちれていて、交換時期になっている。 

► 指定サービスエ場で点検を黃けてください。 


わウユノサィニ 

オイルレ V ルテンケン 

エンジンオイル量び限巧まで減っている。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください 
0253ぺージ)。 

►通萬より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、 
エンジンからオイルび漏れていないか点検して<ださい。 


わウユノサィニ 

1リツタ-オイルヲツイカ！ 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください 
(>253ぺージ)。 

►通萬より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、 
エンジンからオイルび漏れていないか点検して<ださい。 


I ングンオイル lA ' ル 

テイ外シテ I ングソテイシ 

エンジンオイルびほとんどな<なっている。エンジンを損 
傷ずるおそれびある。 

►周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してく 
ださい。 

► エンジンを停止してください。 

►エンジンオイルを補給して、エンジンオイル量を点検 
してください0253ぺージ）。 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


I ングンオイル lA " ル 

オイルヲ別テクタ'‘サイ 

エンジンオイル量びをずぎる。エンジンや触媒を損傷する 
おそれびおる。 

► エンジンオイルを损いてください。オイルを廃棄する 
ときは規則に従ってください。 

S 3 

オイルレへ、‘ルシテイノ 

]ウグヨウテ’' テンケソ！ 

エンジンオイル量び限界まで減っている。またはエンジン 
オイル量計測システムに異常びある。 

► エンジンオイル量を点検して<ださい（[>253ページ）。 

エンジンオイル量が正常な場合 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

エンジンオイル量が不足している場合 

► エンジンオイルを補給して<ださい。 

► 警告灯び消灯しにら、指定サービスエ場で点検を寅け 
て < ださし、。 

► 警告なび消巧しない場合は走行せずに、指定サービス 
工場に連絡してください。 

S 3 

I ングンオイル lA " ル 

ソクテイフカノウ 

エンジンオイル量計測システムび故障している。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


キ-ノ A '' ッテリヲ 

] 如ン 

キーの電池び消拜している。 

► キーの電池を交換して<ださい。 


キ-力'. 

チカ"イ巧 

エンジンスイッチに違ラ車両のキーを差し込んでいる。 

► 正しいキーを使用してください。 


キ-ヲ 

ケンチテ、'巧セン 

(ホ色で表示） 

エンジンびかかっているときに、このメッセージび表示さ 
れたとをは、システムび車内にキーびないと判断している。 

この状態でエンジンを停止ずると、エンジンを再始動ずる 
ことわ、施錠ずることもでをなくなる。 

► 周囲の状況にを意しなびら、ずみやかに安全な場所に 
停車してください。 

►キーを探して < ださい。 

エンジンびかかっていて、キーび車内にあるときにこの 
メッセージび表示されたとをは、電磁波などの影響により、 
システムびキーを認識でさない。 

►周囲の状況に注意しなびら、ずみやかに安全な場所に 
停車してください。 

►必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで 
<ださい。 


■化：？？に 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 


キ -3 

ケンチテ'‘巧セン 

(白色で表示） 

システムびキーを認識でさない。 

► 車内に置いてあるキーの位置を変えてください。 

► 上記の操作をしてもシステムびキーを認識でさないと 
をは、エンジンスイッチにキーを差し込んで<ださい。 


キ-力、’ 

外ナイこアリ巧！ 

キーレスゴー操作で施錠ずるとさに、システムび車内に 
キーびあると判斬している。 

► キーを車がに取り出してください。 


キ -3 

] 加ンシテクタ'‘サイ 

キーび機能しなくなっている。 

► 指定サービスエ場で点検を貴けてください。 


スタ-トホ'‘タソヲ A ス''シ 

キ-ヲサシ]ンテ'‘クタ''サイ 

キーび認識されない状態び続いている。 

► エンジンスイッチからキーレスコ f ースイッチを取りが 
し、エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

► 指定サービスエ場で点検を費けてください。 

因 


燃料残量びほとんどない。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 

〇 

ネンリョウリザ’-フ '' 

キユリシテクタ'‘サイ 

燃料残量びかな < なっている。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 

pa 

ウォッ外 I キ 

ホグユウ 

ウォッシャー液量び U ヴーブタンクの約1/3まで減って 
いる。 

► ウォッシ巾一液を補給してください0258ぺージ）。 
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トラブルの原因と対応 


トラブルの原因と対応 


スイツチやボタンの表示口 /警告巧 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた指定サービスエ場で 
巧なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備については、必ず指定サービ 
スエ場で行なって<ださい。不適切な作業を行なラと、事故や故障の原因にな0 
ます。 



トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

シー トベンチ レーター スイッ 
チの表示灯び点滅している。 
シートベンチレーターび自動 
的に停止した。 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

► 読書なやルームランプなど、必要のない電気装備を停止してく 
ださい。 

電圧び回復ずると、シートベンチレーターは自動的に作動を開 
始します。 

シートヒータースイッチの表 
示なび点滅している。シート 
ヒーターび自動的に停止した。 

多くの電気装備び使巧されているために電圧び低下している。 

► 読書なやルームランプなど、必要のない電気装備を停止してく 
ださい。 

電圧び回復すると、シートヒーターは自動的に作動を開始します。 

エアコンディシヨナーの AC ス 
イッチを押してち、表示灯び 
点灯しなかったり、点;威する。 

エアコンディシヨナーの AC ス 
イッチを押してち、除湿/冷 
房された空気び送風されない。 

エアコンディショナーの故障のため、除湿/冷房機能び解除され 
ている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

1」アデフォッガースイッチの 
表示灯び点滅している。 

1」アデフォッガーび短時間で 
停止する。または作動しない。 

多くの電気装備び使巧されているために電圧び低下している。 

►読書なやルームランプなど、必要のない電気装備を停止してく 
ださい。 

電圧び回復ずると、リアデフォッガーは自動的に作動を開始し 
ます。 
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メーターパネルの表示 I 打/警告な 


トラブル 


■副 


エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
A 臣 S 
する。 


Q エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
K ㈱ 1 ESP / ETS 表示灯、 
__赤色のブレーキ警告 

胃1 灯、黄色の ABS 警 

告灯び点灯し、警告 
音ち鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ABS の機能び觸除されている。 ESP と PRE - SAFE も 
一時的に作動しない状態になっている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキは通萬通り作動する。ただし、 
急ブレーキ時などにはタイヤび□ックずる可能性がある。 

► 注意して走巧してください。 

►マルチファンクションディスプレイの故障/警告;><ッセージに 
従ってください。 

► 指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ABS の機能び觸除されている。バッテ1」一び充 
電されていない可能性びある。 

ESP 、 臣 AS 、 PR 卜 SAFE の機能も解除されている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキは通萬通り作動ずる。ただし、 
急ブレーキ時などにはタイヤび□ックずる可能性びある。 

► 読書なやルームランプなど、必要のない電気装備を停止してく 
ださい。 

電圧び回復すると、ずみやかに ABS は作動できる状態になります。 

A 事故のおそれがありまず 

EBV び故障している。 ABS 、 BAS 、 ESP 、 PRE - SAFE なども作動 
しない状態になっている。 

上記の機能は作動しないび、ブレーキは通背通り作動ずる。ただし、 
急ブレーキ時などにはタイヤび□ックずる可能性びある。 

► ミ主意して走行してください。 

► 指定サービスエ場で点検を費けてください。 


■化：？？跨 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

wm 走行中に黄色の ESP 
/ ETS 表お灯び点滅 
ずる。 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤびグリップを失いかけているか車び横滑りをしているため、 
ESP またはトラクションコント□ールび作動している。 

クルーズコント□ールまたはディスト□ニックび解除される。 

► 発進ずるとをは、アクセルペダルを必要 iiLU こ踏み込まないで 
<ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP の機能を辭除しないでください(雪道などでの走行を除く）。 

WiM エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ESP / ETS 表示灯び 
点なする。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP の機能が解除されている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や走行 
安定性を確保することびでをない。 

► ESP を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

W!M エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ESP / ETS 表示灯び 
点なする。 

マルチファンクショ 
ンディスプレイに故 
障/警告;><ッセージ 
わ表おされる。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP び作動しない状態になっている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や走行 
ま定性を確保することびでをない。 

►マルチフアンクションディスプレイの故障/警告メッセージ 
(>294.296. 30日ぺージ）に従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


B 化：？ 6— に 
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トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

van エンジンびかかって 
いるときにホ色のェ 
アバツグシステム警 
告なび点なずる。 

A けがのおそれがありまず 

棄員保護装置に異萬びある。エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび不意に作動したり、事故のとをに作動しない可能性びある。 

►ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

走巧中に赤色のブ 
レ-キ警告なび点灯 
し、警告音ち鳴った。 

パーキングブレーキを觸除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

警告むび消灯し、警告音わ鳴り止みます。 

エンジンびかかって 
L) るときに赤色のブ 
レーキ警告打び点灯 
し、警告音ち鳴った。 

A 事故のおそれがありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► 周囲の状況にを意しなびら、ずみやかに安全な場所に停車して 
ください。状況を問わず走行しないでください。 

►ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

►マルチファンクシヨンディスプレイの故障/警舍メッセージ 
0301ページ）に従ってください。 

ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してを問 
題は解消しません。 

wsm エンジンびかかって 
いるときに黄色のェ 
ンジン警告打び点灯 
ずる。 

下に異萬びある可能性びある。 

•燃料噴射システム 

•イグニッシヨンシステム 

•排気システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェ 
ンシーモードになっている可能性びある。 

► すみやかに指定ヴービスエ場で点検を費けてください。 


I 化：？ S - 麟 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 


MM 


〇 


フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動す 
ると、ホ色のシート 
ベルト警告むび点む 
ずる。 


ホ色のシートベルト 
警告なび点滅し、警 
告音ち鳴った。 


エンジンびかかって 
いるとさに黄色の燃 
料残量警告灯び点む 
する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A けがのおそれがありまず 

前席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用して < ださい。 

シートベルト警告なび消むします。 

A けがのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートの上に置いてある荷物を、別の場所に確実に固定 
して < ださい。 

シートベルト警告灯び消むします。 

A けがのおそれがありまず 

前席の乗員びシートベルトを着用していない状態で走行し、速度 
び約 25 km/h を超えた。 

► シートベルトを着巧してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

A けがのおそれがあ0ます 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約2日 km / 
h を超えた。 

► 安全な場所に停車してから、助手席シートの上に置いてある荷 
物を、別の場所に確実に固定して<ださい。 

シートベルト警告灯び消巧し、警告音ち鳴り止みまず。 

燃料の鶏量びみなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


■化：？ 0 >1 に 
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トラスレ 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、運輯席ドアをエマ ー 
ジェンシーキーで解錠して開いた。 

盗難防止警報システムび待機状態のとさに、車巧のレバーを引い 
てドアまたはテールゲートを開いたか、ボンネットの□ックを解 
除した。 

►キーの辭錠ボタンまたは施錠ボタンを押してください。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

警告音が鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警告メッセージび表 
示されている。 

► 故障/警告メッセージをご覧ください0308ページ〜）。 


パーキングブレーキを辭除しないで走行している。 

► パーキングブレーキを解除してください。 

ランプスイッチび因 a の位置のとさにエンジンスイッチからキー 
を抜さ、運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを D の位置にして<ださい。 

イグニッシヨン位置を2にず 
るかエンジンを始動ずると、 
警告音び約6秒間鳴る。 

A けがのおそれがありまず 

運輯席の棄員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用して < ださい。 

速度び約2日 km/h 上になっ 
たとさに警告音び鳴る。 

A けがのおそれがありまず 

前席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用して < ださい。 


警告音 


I 化：？ @1 杉 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

燃料び漏れている。 

A 乂災のおそれがあ 0 まず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷している。漏れた燃 
料に引火したり、爆発するおそれびある。 

► ただちにエンジンを停止してください。 

► エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

►状況を問わず、エンジンを始動しないでください。漏れた燃料 
に引火したり、爆発するおそれびあります。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷の程度びわからない。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷箇所び見当たらない。 

► 通萬通りエンジンを始動してください。 

運転席と助手席のへッドレス 
卜び前方に動いた。 

後方からの追突などのき故により、 NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動した。 

► NECK PRO アクティブへッドレストを U セットしてください 
0324ページ)。 


燃料と燃料タンク 


トラブル 


燃料び漏れている。 


燃料給油フラップび開かない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 爆発や火災のおそれがありまず 

燃料給油システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにエンジンを停止して、エンジンスイッチからキーを抜 
いて < ださい。 

►状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび辭錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください(>322 
ぺージ)。 

►テールゲートを開いて < ださい（[>72ページ）。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください(>323ぺージ）。 

燃料給油フラップは辭錠されているび、開閉機構に異常びある。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください(>323ぺージ)。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


事故のとを 


■化：？ 0 >1 り 
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エンジン 


トラスレ 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンび始動しない。 

イグニッシヨン位置を 3 にす 
るとスターターモーターの音 
びする。 

• エンジンの電気システムび故障している。 

• 燃料供給システムび故障している。 

• バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ 
リーの電圧び低くなっている 

► エンジンを再始動ずる前に、イグニッション位置を 0 に戻して 
<ださい。 

►再度、始動操作を行なってください（>114ページ)。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテリー 
びあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてもエンジンが始動しないとを 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動しない。 

イグニッシヨン位置を 3 にず 
るとスターターモーターの音 
びずる。 

燃料残量警告灯び点なしてい 
て、燃料計の指針び0をおし 
ている。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 

エンジンび始動しない。 

イグニッシヨン位置を 3 にし 
て右スターターモーターの音び 
しない。 

バッテリーびあびっているか、充電されていないため、バッテリー 
の電圧び低くなっている 

► 他車のバッテ U— を電源として始動してください0339 ベー 
ジ)。 

エンジンが始動しないとき 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷により、スターターモーターび過熱している。 

► スターターモーターび;令えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作をしてください。 

エンジンが始動しないとき 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回輯び滑らかでな 
く、ミスファイアも起をている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムび故障し 
ている。 

► アクセルペダルを踏みずざないでください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

触媒を損傷ずるおそれびあります。 


I sf^ 
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トラブルの原因と巧応 



考え5れる原因および症状/ ► 巧応 

U ヴーブタンクの冷却水量び不足している。 

冷却水の温度び高ずざて、エンジンびを却されていない。 

► ずみやかにま全な場巧に停車して、エンジンと;令却水を;令やして 
<ださい。 

► エンジンと;令却水び冷えてから冷却水量を点検し、必要であれ 
ば冷却水を補給してください025日ぺージ）。 

冷却水量び正萬なとさは、エンジンフアンび故障している巧宫目性び 
^5る。 

冷却水の温度び高ずざて、エンジンび冷却されていない。 

►冷却水温度び約120で1^1下のとさは、最寄りの指定サービス 
工場まで走行を続けることびでさます。 

► このとさは、山道での走行などでエンジンに大をな負ちをかけ 
たり、発進/停止を繰り返ずよラな運転は避けてください。 

エンジンスイッチに異常びある。 

► エンジンルーム内にあるヒューズボックスを開さます。 

► エンジンルーム巧ヒューズボックスの12日番のヒューズを振を 
ます034日ぺージ)。 

エンジンび停止しまず。 

エンジンを再始動ずるとさ 

► ヒューズを交換して<ださい。 


■化：？ 0 >1 に 
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オートマチックトランスミッション 


トラブル 


トランスミッションび正しく 
変速しない。 


加速性能び悪化している。 
トランスミッションび変速し 
なし、。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を寅け 
て < ださい。 

トランス云ッションびエマージェンシーモードになっている。 

2速ギアかリバースギアで走行でさる場合びありまず。 

►停車してください。 

► イグニッション位置を0にしてください。 

►1 日秒政上待ってから、エンジンを再始動します。 

► シフトポジションを d にします。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを ra にしまず。 

U バースギアになります。 

► ただちに指定サービスエ場でトランスミッションの点検を寅け 
て < ださい。 


■化：？？杉 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックのホ色イン 
ジケーターだけび点灯して約 
2秒間警告音び鳴った。 

約2日秒後にパークト□ニック 
び解除され、パークト□ニッ 
クオフスイッチの表おなび点 
灯した。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止している。 

► トラブルび続くよラであれば、指定サービスエ場でパークトロ 
ニックの点検を貴けてください。 

パークト□ニックのホ色イン 
ジケーターだけび点むし、約 
20秒禮にノ くークト□ニックび 
觸除された。 

パークト□ニックセンサーびミちれているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください（[>284ページ）。 

►再度、イグニッション位置を2にしてください。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び停止している。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください 
0192ページ)。 


へッドランプ 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

へッドランプの内側び量って 
し''る。 

外■気の湿度び高くなつている。 

► へッドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走行ずると、へッドランプの内側の量りは取れます。 

へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び侵入して 
し)る。 

► 指定サービスエ場でへッドランプの点検を費けてください。 


A — クト□ニック 


■化：？ 6— り 
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トラスレ 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ワイパーび正しく作動しない。 

葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付着している。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

►安全のため、エンジンスイッチからキーを振くか、イグニッショ 
ン位置を0にしてください。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

►再度、ワイパーを作動させて<ださい。 

ワイパーび作動しない。 

A 事故のおそれがありまず 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択してく 
ださい（[>10日ページ）。 

► 指定サービスエ場でワイノ く一の点検を寅けてください。 

ウインドウウォッシャー液び 
フ□ントウインドウの中央に 
噴射されない。 

ウインドウウォッシャー液の噴射ノズルの角度び適切でない。 

► 指定ヴービスエ場で噴射ノズ J レの角度を調整して < ださい。 


ウインドウ 


トラブル 

考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

ドアウインドウを閉じること 
びでさない。 

ウインドウとドアフレームの間に障害になる物び挟まっている。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じてください。 

ドア内部のガイドレールなどに障害になる物びあり、ドアウイン 
ドウの上昇を巧げている。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 


原因び分からない場合 

► ドアウインドウび閉じるまで、ドアウインドウスイッチを引さ 
ます。 


ワイパ— 


I 化：？ S - 麟 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 


IJ モコン操作で解錠/施錠で 
さなし、。 


キーレス3—で解錠/施錠で 
さない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端を運転席ドアのドア八ンドルに向け、ま近距離から 
再度1」モコン操作をしてください。 

リモコン操作がでさないとを 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 
►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください（[>325 
ぺージ)。 

キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください(>322 
ページ)。 

► 指定サービスエ場でキーの点検を黃けてください。 

車び解錠されてから長時間経過したため、キーレスゴーの機能び 
觸除された。 

► ドア八ンドルを2回引き、エンジンスイッチにキーを差し込ん 
で < ださい。 

キーレス3’一び故障している。 

► キーの先端を運転席ドアのドア八ンドルに向け、ま近距離から 
リモコン操作で解錠してください。 

► 指定サービスエ場でキーの点検を費けてください。 

強い電波や超音波などの干渉を費けている。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してくださし、。 


S ラー 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ドア S ラーび無理に前方/後 
ちに曲げられた。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ（>90ページ）を、ギアび曠み 
合ラ音び聞こえるまで押します。 

ドア S ラーび再び固定され、ドアミラーび通常通り調整できる 

よラになります。 


モ— 


se — に 
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トラブル 

考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

キーを紛失した。 

► 指定サービスエ場で、紛失したキーを無効にしてください。 

新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

►必要であればキーシ U ンダーわ交換してください。 

エマージェンシーキーを紛失 
した。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

►必要であればキーシ U ンダーわ交換してください。 

キーによるエンジン始動びで 
さない。 

バッテリーの電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してから再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンが始動しないとを 

►パ'ッテ IJ 一を点検し、必要であれば充電して<ださい。 

または 

► 他車のバッテ U— を電源として始動してください0339ぺ一 
ジ)。 

または 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

キーび車内にある状態で、イ 
ンストル;><ントパネルのキー 
レスコ’ースイツチを押してち、 

ドアび開いているため、キーび認識されにくくなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

エンジンび始動しない。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイッチからキーレスゴースイッチを取り外し、エン 
ジンスイッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってください。 


車を使用しないとを 


トラスレ 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンを始動しない期間び 
約6週間似上におよぶとさ。 

車を長期間にわたって使巧しないと、不具合び発生ずる可能性び 
ある。 

► 対応について、指定サービスエ場におたずねください。 

►バッテリーからケーブルをがしてください。 


■化：？？り 
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非常時の解錠/施錠 


非常時の瞄錠/施綻 


エマージエンシーキー 



① エマージェンシーキー 
③スト ッバー 

キーに収納されていまず。 

グ□ーブボックスを施錯/解錯ずる 
い227ぺージ）ときに使用しまず。 

また、 U モコン機能やキーレス3—機 
能び作動しないとさ、運転席ドアを解 
綻するとをに使用しまず。 

エマー ジェン シーキーを 使用ずる 

► ストッパー③を矢印の方向に押しな 
びら、 エマー ジェンシー キー ①を矢 
印の方向に巧さまず。 

収納するとさは元の位置に差し込み 
ます。 



①エマージェンシーキーを抜く /差し 
込む位置 
③解錠の位置 

U モコン操作やキーレス3’一操作で車 
び解湿でさないとさは、運転席ドア 
のドア八ンドルのキーシ1」ンダーにエ 
マージェンシーキーを差し込み、解錠 
でさまず。 

〇 助手席ドアのドア八ンドルには 
キーシ1」ンダーはありません。 

運転席ドアを解錠ずる 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のドア八ンドルのキーシリンダーに 
差し込みます。 

► エマージェンシーキーを解錠の位置 
③にまわしまず。 

► ドア八ンドルをいっぱいまで引き 
ます。 

運転席ドアの □ ックノブが上が0、 
運転席ドアが解錠されまず。 

► エマージェンシーキーを①の位置 
にまわして、キーシリンダーから 
抜さます。 

► ドア八ンドルを引き、運転席ドア 
を開さまず。 


■化：？ 6— り 
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〇リモコン操作やキーレス ZJ —操作 
で車を施錠した後に、エマージェン 
シーキーで運転席ドアを解錠して開 
<と、盗難防止警報システムが作動 
します。 

下のいずれかの操作をずると、警 
報が停止しまず。 

• キーをエンジンスイッチに差し 
込む 

• キーのいずれかのボタンを押ず 

• キーがテールゲート側のキーレ 
ス 3— アンテナの検知範囲（[>63 
ページ）にあるときは、テール 
ゲート八ンドルを引< 

• キーが車室内のキーレス3’ ーア 
ンテナの検知範囲（>63ぺ一 
ジ）にあるとさはキーレス3— 
スイッチを押ず 

〇エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解綻してを、他のドア、テール 
ゲート、燃料給油フラップは解湿さ 
れません。 


► 助手席ドアと U アドアの□ックノブ 
び下びっていないとさは、□ックノ 
ブを押し込みまず。 

► 外側から運転席ドアを閉じまず。 

► 運転席側の U アドアから手を伸ばし 
て、巧側から運転席ドアの □ ックノ 
ブを押し込みまず。 

〇 キーび手元にあり、車内にないこ 
とを確認してください。 

► U アドアを外側から閉じまず。 

► ずべてのドアとテールゲートび施錠 
されていることを確認しまず。 

〇ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し込んで車を施錠し 
たとをには、テールゲートび施綻さ 
れていないことびあ0まず。このと 
さは、車を施錠ずることはできませ 
ん。指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

〇キーの閉じ込みにま意してくだ 
さし、。 


非常時の車の施綻 


U モコン操作またはキーレス3—操作 
で車を施錠でさないとさは、しツ下の方 
法で車を施綻して < ださい。 

►助手席ドア、 U アドア、テールゲー 
卜を閉じまず。 

► 運転席ドアと運転席側のリアドアを 
開をます。 

► 運転席ドアのドア□ックスイッチの 
解錠スイッチを押しますい68ぺ一 
ジ)。 

助手席ドアと U アドアの □ ックノブ 
び下び0まず。 


燃料給油フラップび解錠しないとき 

U モコン操作やキーレス 3— 操作で解 
旋してを燃料給油フラップび解錠しな 
いとさは、手動で解錠しまず。 



①ク U ップ 
③カバー 


■化：？？跨 















NECK PRO アクティブへッドレストのリ- 



テールゲートを開さまず。 

ラゲツジルームち側のカバー®にあ 
るクリツプ①をコインなどで矢印の 
方■向にまわし、カバー®を取りがし 
ます。 



NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストび作動した場合、 
U セットをしないとなに衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動せず、頭部-頸部を保護 
することびでをません。 

〇 この U セット作業は強い力び必要 
になるため、指定サービスエ場で行 
なラことをお勧めしまず。 


③ストラップ 

► 内部にあるストラップ③をホルダー 
から外して引をまず。 

燃料給油フラップび解淀しまず。 

► 外側から燃料給油フラップを開を 
ます。 

〇ス トラップ③がホルダーに固定さ 
れているとさは、ドライバーなどを 
差し込んで取りがしてから引いて< 
ださい。 

A けびのおそれびあ0まず 

カバー©の内部には金属が露出してい 
る部分がありまず。必ず手袋を着用し 
て作業を行なってください。 



► へッドレストの上部を①の方向に押 
します。 

► へッドレストを③の方向にいっぱい 
まで押し下げまず。 

►へッドレストを③の方向に押して、 
確実に□ックさせまず。 

を5—方の前席へッドレストでを同様 

の作業を行なってくださし、。 

H 安全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたときは 、 NECK PRO 
アクティブへッドレストの点検を受 
けて < ださい。 


SSI り 
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キーの 電池交換 


電池の交換手順 


U モコンの作動巧能範囲び短くなった 
0作動しない場合は、キーの電ミ也の消 
耗び考えられまず。指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

A 中養のおそれびありまず 

電5也には毒性および腐食性を持つ物質 
び含まれています。子供の手の届かな 
し、ところに保管してくださし、。 

誤って電池を飲み込んでしまったとさ 
は、ただちに医師の診断を受けてくだ 
さし、。 

^ 環境 

電ミ也を家庭用ゴ吉として廃棄しないで 
ください。電池には非常に強い有毒物 
質び含まれていまず。 

使用ミ斉みの電池は、新しい電池をお買 
いホめになった販売店に処分を依頼す 
るか、ボタン電池専用の回収箱に廃棄 
してください。 


キーの 電池を点検ずる 

► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 

キーの表示灯び一回点滅ずれば電池 
は正常でず。 

〇 キーの電ミ也び消耗したとさは、エ 
マージエンシーキーで運転席ドアを 
解錠できまずい322ページ）。 


U チウム電池 （ CR 2025 3 V ) を2個 
用意しまず。 



① エマー ジェン シーキ ー 
③スト ッバー 

► ストッパー③を矢印の方向に押しな 
びら、エマージェンシーキー①を矢 
印の方向に巧さ取りまず。 



①エマージェンシー キー 

③ 電池ケース 

④ 凹部 

► エマー ジェン シーキー ①を凹部④に 
かけて矢印の方向に押しなびら、電 
池ケース③を引きまず。 


■化：？？り 














326 


電球の交換 



③電池ケース 
⑥電池 
⑧電極板 


► 電池⑥を外し、新しい電池と交換し 
まず。 

電池は2個とち货を上にして、電 
極板⑧の間に取り付けまず。 

► 電池ケース③を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックしまず。 

► エマージェンシーキー ①を キーに 収 
納します。 

〇 電池を交換ずるとさは2個同時に 
交換して < ださい。 

〇 電池の表面に、ミちれや脂分などび 
付着していないことを確認してくだ 
ごし、。 


電球の交換 


ランプ類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのランプ類び正しく 
点灯することを確認してください。 

電球び切れてランフび点灯しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したランプびずぐに切 
れた場合は、指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 

電球の交換は指定サービスエ場で行な 
ラことをお勧めしまず。やむを得ずお 
客様自身で交換するとさは、し U 下のま 
意を守つて該当箇所の電球を交換して 
<ださい。 

電球には素手で触れないよ5にしてく 
ださい。電球の表面にかしでを巧れや 
脂分び付着ずると、ガラス表面で溶け 
て、電球の寿命び短くなりまず。電球 
に触れるとさは、されいな巧や手袋な 
どを使用ずるか、バルブの金属部を持 
つよラにして < ださい。 

D 指定 LU 外の電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
0、故障の原因にな0まず。 

。電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず< 
なりまず。触れにとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよく巧いて < ださい。 

D マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにランプに関ずる故障/警 
告メッセージび表おごれたとさは 
([>305ページ）をご覧くださし、。 

このとさは、ずみやかに電球を交換 
して < ださし、。 


■化：？ 6— り 
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A \ けびのおそれびありまず 

• 電球は非常に熱くなります。電球の 
交換は電球が冷えた状態で行なって 
<ださい。火傷をずるおそれがあり 
ます。 

• 電球はテ供の手の届かないところに 
保管してください。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球を 
使用しないでください。破裂するお 
それがあります。 

• 電球には圧力のかかったガスが封入 
されているため、電球が熱くなって 
いるとさに電球に触れたり、電球を 
取り外さないでください。破裂する 
おそれがあります。 

• 電球を交換ずるとさは、防護眼鏡や 
手袋などを着用し、直接手で電球に 
触れないよラにして < ださい。 


A \ けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているときやエンジ 
ンがかかっているとさ、イグニッショ 
ン位置が2のとさは、バイキセノン 
へッドランプのバルブソケットや配線 
に手を触れないで<ださい。高電圧の 
発生部分や高温部分があり、それらに 
触れると非常に危険です。 


電球一覧 



U 電球を交換ずるとさは、実際に車 
両に装着されている電球の規格を確 
認してください。 

Q 指定 iU がの電球を使用しないで< 
ださい。週熱してレンズを損傷した 
0、故障の原因にな0まず。 


■化：？？杉 


バイキセノンへッドランプの交換は行 
なわないでください。交換は必ず指定 
サービスエ場で巧なつてくださし、。 
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パンクしたとき 


ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

パーキングラン 
プ/車幅灯 

5 W 

③ 

へッドランプ（上 
向さ） 

55 W ( H 7) 

⑤ 

へッドランプ（上 
问さ/下问さ） 

35 W (キセ 
ノン D 1 S ) 

④ 

ドアミラー方向 
指示灯 

LED (発光 
ダイオード） 

⑤ 

フ□ント方向指 
示灯 

5 W ( 黄色） 

(D 

フ□ント方向指 
示灯 

21 W (黄色） 

③ 

フ□ントフォグ 
ランプ 

55 W ( H 11) 

⑥ 

八イマウントブ 
レーキランプ 

LED (発光 
ダイオード） 


パックランプ 

21 W 


ブレーキランプ/ 
テールランプ/ 
パーキングランプ 

21 W (2 個 
使用） 

⑩ 

U ア方向指示灯 

21 W (黄色） 

@ 

1」アフォグラン 
プ（ち側のみ） 

21 W 

® 

ライセンスランプ 

5 W 


※記載の内容は、取扱説巧書作成時点 
のをので、予告なく変更されること 
びありまず。 


ンクしたとを 


心 事故や火災のおそれびあ0まず 

• パンクしたときは、あわててブレー 
キペダルを踏まないでください。ス 
テアリングをしっかり握って徐々に 
速度を落とし、ま全な場所に停車し 
て < ださい。 

• パンクしたタイヤで走行しないでく 
ださい。車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれがあります。ま 
た、タイヤが異常に過熱し、火災が 
発生するおそれがあ0まず。 

• 停車したとさは、非常点滅灯を点滅 
させてください。また、十分ミ主意し 
ながら車の後方に停止表示板を置い 
て < ださい。 


Q 車速感応ドア□ック （069 ぺージ） 
を設定した状態で車を押したり、夕 
イヤ交換などで車を持ち上げるとさ 
は、エンジンスイッチを0の位置 
にして<ださい。車輪が回転ずると 
車が自動的に施錠され、車がに閉め 
出されるおそれがありまず。 

。タイヤ交換をずるとさは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけがをずるおそれがあり 
9 〇 

P ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアやテー 
ルゲートを開閉したり、パーキング 
ブレーキを解除しないで < ださい。 
車が落下ずるおそれがありまず。 


■化：？ 0 >1 に 
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► 車高が通常走行レベルになっている 
ことを確認しまず（1>185ページ）。 

► 安全を確保でさる、かた<てずベり 
に < い水平な場所に停車しまず。 

► 非常点滅口を点滅させまず。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、シフトポジションを ■ミ ■ にし 
ます。 

► イグこッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいるとさは、エンジンスイッチか 
らキーを抜さまず。 

► 周囲の状況にミ主意しながら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置くことび 
法律で義務付けられていまず。 

►輪止め、ジャッキ、応急用スペアタ 
イヤ、ホイールレンチ、ガイドボル 
卜を準備します （0290 ページ）。 

A 事故のおそれびありまず 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤの 
サイズび異なるため、応急用 スペア 
タイヤを装着した場合、走行特性び 
大さく変化しまず。十分ま意して走 
行してください。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の使 
用にとどめ、でさるだけ早く標準夕 
イヤに戻してください。 

• 応急用スペアタイヤに交換したとを 
は、必ず SOkm / hLU 下で走行して 
<ださい。 


• 応急用スペアタイヤを装着したとさ 
は、 ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを2本し U 上装 
着して走行しないでください。 


Itffl 止めを g な _ 

► 交換ずるタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをしまず。 

やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をず 
るときは、交換ずるタイヤの反対側 
の両輪の下0側に輪止めをしまず。 

Q 輪止めは1個車載されていまず。 
ち51個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
して < ださい。 

Q トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出ずとさは、必ず保護のため手袋 
を着用して<ださい。素手で作業す 
るとけがをずるおそれがありまず。 

〇応急用スペアタイヤは各車種専用 
でず。他車のちのは使用しないで< 
ださい。 


■か：？？跨 
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パンクしたとき 


ジャッキアップ 



①ホイ ー ルレンチ 


► ホイールレンチ①で、交換ずるタイ 
ヤのホイールボルト （5 本）を約1 
回転ほどゆるめまず。 

この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 

Q ぶイールレンチを使用ずるときに、 
ホイールレンチがぶイールボルトか 
らがれるとけがをしたり、ホイール 
ボルトを損傷するおそれがありま 
す。(下の点にミ主意してください。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないでください。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよ5にしながらまわして 
<ださい。 



③ジャッキ 

③ ダイヤル部 

④ ジャッキサポート 

⑥ジャッキ八ンドル 

► ダイヤル部③を手でまねしてジャッ 
キを伸ばしなびら、交換ずるタイヤ 
に近いジャッキサポート④にジャッ 
キの先端部をあてまず。 

このとき、ジャッキの先端部び 
ジャッキサポート④に接してぐらつ 
かない程度までダイヤル部③をまわ 
し cK ^ 〇 

► ジャッキ八ンドル⑥を 、 "AUF UP " 
の文字び見える面び手前にくるよ5 
に取り付けまず。 

P ジャッキサポート(外の位置で 
ジャッキアップしないで<ださい。 

[I ジャッキ八ンドル⑥は 、 "AUF UP " 
の文字び見える面び手前にくるよ5 
に取り付けないと、ジャッキアップ 
でさません。 

Q ジャッキアップずる前に乗員や荷 
物を車から降ろして<ださい。 


■化：？ 6— り 
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P ジャッキの先端部が正し<ジャッ 
キサポートに入っていることを確認 
して < ださい。 

〇側面からみて、ジャッキが垂直に 
なるように取り付けてください。 

H ジャッキの底面が、確実に路面 
に接地ずるように取り付けてくだ 
さし、。 



(左）正しい取り付けかた 
(ち）間違った取り付けかた 

〇ジャッキの下に、ブ□ックや木ネオ 
などを置いてジャッキアップしない 
でください。ジャッキアップした車 
び落下ずるおそれびありまず。 

〇車載のジャッキはこの車専用で 
す。下の点にミ主意してください。 

• かたくてずべりにくい水平な場 
所で使用してください。 

• この車のタイヤ交換し U 外には使 
用しないで < ださい。 

. 不具合や損傷びあるとをは使用 
しないで < ださい。 

• ジャッキサポート(外の場所に 
使用しないでください。 

〇 ジャッキサポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられていまず。 



⑥ジャッキ八ンドル 


► ジャッキ八ンドル⑥を繰り返し操作 
し、タイヤび化面から離れるまで 
ゆっくりとジャッキアップしまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

車び車載のジャッキだけでまえられて 
いるとさは、まして車の下に身体を入 
れないで < ださい。 

ジャッキび外れると、車に挟まれて致 
命的なけびをするおそれびあ0まず。 
ジャッキは車を一時的に持ち上げると 
さだけに使用して < ださい。 

〇ジャッキアップしているとさは、 
エンジンを始動したり、ドアやテー 
ルゲートを開閉したり、パーキング 
ブレーキを解除しないでください。 
車び落下ずるおそれびありまず。 

〇ジャッキアップしたとさのタイヤ 
の高さは、地面から 3 cm (内にし 
て < ださい。 
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パンクしたとき 



⑥ガイドボルト 

► 上側のホイールボルトを1本外し 
ます。 

► そのネジ巧に車載工具のガイドボル 
卜⑥をねじ込みまず。 

►残りのホイールボルトを外して、夕 
イヤを取り外しまず。 

Q ぶイールボルトに砂や泥が付着し 
ないよラにミ主意してください。 

H タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないで<ださ 
し、。ぶイールに傷が付< おそれがあ 
りまず。 

〇ぶイールをがしたときは、ぶイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。 U ムの凹みや曲がりは 
空気圧減少の原因になり、タイヤを 
損傷するおそれがありまず。 

Q ぶイールボルトに損傷や謂がある 
ときは交換してください。また、ネ 
ジ山には決してオイルやグリスを塗 
巧しないで<ださい。ホイールボル 
卜がゆるむおそれがありまず。 

Q ぶイール八ブのネジ山が損傷して 
いるときは、走行しないで、指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 



①標準タイヤ用ホイールボルト 
©応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 

► 応急用スペアタイヤを取り付けるた 
めのホイールボルトを用意しまず。 

応急用スペアタイヤ用ぶイールボル 
卜® (短いホイールボルト）を使用 
して < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

. 標準タイヤ用ホイールボルトで応急 
用スペアタイヤを取り付けないでく 
ださい。 

ホイールを確実に取り付けることが 
でさずに、プレーキシステムを損傷 
したり、走行中に車輪が外れて事故 
を起こすおそれがあります。 

• ホイールボルトは、ホイールに適合 
した純正品だけを使用してくださ 
し、。純正品！;^外のボルトを使用する 
と、車輪が外れて事故を起こすおそ 
れがおりまず。 
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応急用スペアタイヤに添付された、応急用スぺ 
アタイヤ用ホイールボルト③ 


応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 
は、トレイ029日ぺージ）または応 
急用スペアタイヤの下に収納されてい 
るか、応急用スペアタイヤに添付され 
ています。 


[ 応急用スペアタイヤの取り付け 



①ガイドボルト 
©応急用スペアタイヤ 


► 応急用スペアタイヤ③のホイールお 
よびノ \ブの接合面に砂やミちれなどが 
ないことを確認しまず。 

► ガイドボルト①に合わせて応急用ス 
ペアタイヤを取り付けまず。 

► 4本のホイールボルトを取り付け 
て、軽<締め付けまず。 


► ガイドボルトを取りがし、5本目の 
ぶイールボルトを取り付けて、軽< 
締め付けまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

ジャッキアップした状態でホイールボ 
ルトを強く締め付けないでください。 
締め付ける勢いでジャッキが外れるお 
それがお0ます。 


ジャッキタウン 

► ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字び見える面び手前にくるよ5 
に取り付けまず。 

[I ジャッキ八ンドルは 、" AB DOWN " 
の文字び見える面び手前にくるよラ 
に取り付けないと、ジャッキダウン 
でさません。 

► ジャッキ八ンドルを繰り返し操作 
し、ゆっくりボディを下げてタイヤ 
を接化させます。 

► ジャッキを外しまず。 

勢®^ 
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パツテリー 


► 図の順までホイールボル h を均一に 
締め付けまず。 

ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は 15 kg-m (150 Nm ) でず。 

► ジャッキを元の状態に戻し、車載エ 
具や輪止めなどととをに元の位置に 
戻しまず。 

► 外しにタイヤはラゲッジルーム内に 
収納し、確実に固定してください。 

〇ぶイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチがぶイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ぶイー 
ルボルトを損傷するおそれがありま 
ず。下の点にミ主意して<ださい。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないで<ださい 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよ5にしながらまわして 
<ださい 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわすなど、必要 iU 上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがありまず。 


こ IJ — 


バッテ U -取り扱いの一般的なミち意 

バッテ U —の性能を長期にわたって最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び常に十分充電されていることび 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行びをいとさは、通常より 
を頻繁にバッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ1」一の爆発を防ぐため、バッ 
テ U — はおず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

爆発の危険があ0まず。 

バッテ U —を取り扱ってい 
るときは、火気や裸乂、乂 
花、タバコなどを近付けな 
いで < ださい。 

バッテリー液は腐食性があ 
りまず。皮膚や眼、衣服に 
付着しないよラに注意して 
<ださい。 

A 手袋やェプ□ン、マスクを 
_ 着用してください。 

バッテ U —液が付着したと 
さは、ずぐに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診断 
を受けて < ださい。 
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バッテ U —を取り扱ラとさ 
は保護眼鏡を着用して< だ 

さ レ|〇 

パッテ I 」-液が付着したと 
さは、ずぐに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診断 
を受けて < ださい。 

モ供を近付けないで<だ 

® 取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 

A けびのおそれびあ0まず 

爆発传乂傷を防ぐため、バッテリーを 
取り扱ラとさは似下の事項を守って< 
ださし、。 

• バッテ U —を傾けたり横倒しにしな 
いで < ださい。 

• 金属製の工具などをバッテリーの上 
に置かないでください。バッテリー 
がショートして可燃性のガスに発火 
し、バッテリーが爆発ずるおそれが 
お0まず。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維のお服 
を着用しないで < ださい。また、カー 
ぺットの上などでバッテ U —を引き 
ずらないでください。 

• バッテリーに触れるときは、先に車 
体などに触れて、身体の静電気を放 
電させて < ださい。 

• 布などでバッテリーを拭かないでく 
ださい。静電気や火花が発生して、 
バッテリーが爆発ずるおそれがあり 
まず。 


〇安全のため、バッテ U —端テをゆ 
るめたりがずときは、エンジンス 
イッチからキーを抜いてください。 
電気系部品やオルタネーターを損傷 
するおそれがあ0まず。 

バッテ U —の点検や交換は、指定 
サービスエ場で行なって < ださ 
し、。かなくとも2年ごとまたは 
20.000 km ごとに点検-交換を行 
なって < ださい。 

〇バッ テ U —端テの取りがし、バッ 
テ U —の取りがし、充電、交換につ 
いては、指定サービスエ場で作業す 
ることをお勧めしまず。 

^ m m 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
U —を廃棄するとさは、新しいバッテ 
U —をお買い求めになった販売店に廃 
棄処分を依頼してください。 


バッテリーの位置 _ 

バッテリーは助手席シート下部にあり 
まず。 

〇他車のバッテ U —を電源としてエ 
ンジンを始動ずるとさは、エンジン 
ルーム 内の端子に ブースターケーブ 
ルを接続してください（1>339ペー 
ジ）。 
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パツテリー 


バッテ IJ 一の交換 


。カッター などで力— ぺッ トに切り 
込みを入れるとさは、けびをしない 
ように十分ミ主意してください。 



①バッテ U —カバー 


この作業は指定サービスエ場に依頼ず 
ることをお勧めしまず。 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、シフトポジションを m - m にし 
ます。 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

► 助手席シートをいっぱいまで前方に 
動かしまず。 

► バッテ U —カバー①を矢印の方向に 
持ち上げて取り外しまず。 



③カーペット 

► 助手席シートをいっぱいまで上方お 
よび後方に動かしまず。 

► カーぺット③の後端を矢印の方向に 
めくりまず。 

► 助手席シートをいっぱいまで上方お 
よび前方に動かしまず。 



③力ーペット 

► S シン目びある位置まで、白し1点線 
におって力一ぺット③にカッターな 
どで切り込みを入れまず。 


③ エア ダクト 

④ 固定クリップ 

► 固定ク U ッフ④を取り外しまず。 

► エアダクト③を矢印の方向に引き巧 
をまず。 
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⑥保護カバー 
⑧バッテ U - 


► 保護カバー⑤を取り外しまず。 



⑦货端子 
⑨©端テ 


►バッテリーから台端モ⑨を取り外 
し、後から外ず货端モ⑦と接触しな 
し、場所に置をまず。 

► ©端子⑦のカバーを取り外しまず。 

► バッテ U —から货端子⑦を取り外し 
ます。 


バッテリーの取り外し 



⑨ ブ U —ヴーホース 

⑩ 取り付けボルト 
⑩ブラケット 


► ブ U — ヴーホース⑨を取り外しまず。 
► 取り付けボルト⑩を取り外しまず。 
► ブラケット⑩を取り外しまず。 



⑧バッテリー 


► バッテ U — ⑧を矢印の方向に持ち上 
げて取り出しまず。 


■化：？ S - 跨 
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バッテリーの接続/取り付け 

〇バッテ U —を接続ずるとをは、 
下の手順を守って、絶巧に端子の取 
り付けを間違えないよラにしてくだ 
さい。けびをずるおそれびありまず。 
まに、車両の電気装備を損傷するお 
それびあ0まず。 

► 電気装備をずべて停止しまず。 

► 取り外したとさと逆の手順でバッテ 
1」一を取り付けまず。 

► 货端子⑦を取り付け、©端テカバー 
を取り付けまず。 

► 台端子⑨を取り付けまず。 

► 取り外したとさと逆の手順で車両を 
元の状態に戻しまず。 

〇 バッテ U —の接続び一時的に断た 
れたとをは、じ(下のよラな作業び必 
要になることびありまず。 

• COMAND システムの再設定 
• ドアウインドウのリセット 
• スライ デイン グ ルーフの リセット 

• 施蟲時のドア S ラー格納の U 
セット 


インジケーター付さゾ（ッテリー 



①インジケーター 


ケ…スが黒色で、上面にインジケー 
ター①があるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 

インジケーター①は、バッテリーの液 
量や充電状態が適正なとさは黒色に、 
バッテ U —の交換が必要なとさは白色 
になりまず。 

インジケーターが白色になったとさ 
は、指定サービスエ場に交換を依頼し 
て < ださい。 

また、危険ですので分解は絶对に行な 
わないで < ださい。 


VRLA バッテリー 

バッテ U —のケースが黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルがある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
さません。また、危険ですので分解は 
絶巧に行なわないで<ださい。点検に 
ついては指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 
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バッテリーびあびつたとを 


バッテ U —の電圧びほ下し、エンジン 
の始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ U — 
を電源として始動することびでさま 
す。ブースターケーブルは、十分な容 
量と太さのあるケーブルを使用してく 
ださい。 

他車のノ（ッテ U — とブースターケーブ 
ルを接続するとをは、エンジンルーム 
の向かつて左側にある©端テと台端モ 
にブースターケーブルを接続しまず。 

〇 放電したバッテ1」一液は、約一 
10でで凍結しまず。凍結している 
とさは、乂気をお付けずにパッテ 
1」一全体を暖め（約 50° cm 下）、バッ 
テ U —液を解凍してからエンジンを 
始動してください。 

〇 化車のバッテ U —を電源としにエ 
ンジン始動について、詳しくは指定 
サービスエ場におたずねください。 


A けびのおそれびあ0まず 

• 作業を始める前におず(降に記載す 
る説巧を読んでください。説明を守 
S ないと、電気装備を損傷した0、 
バッテ1」一び爆発してけびをずるお 
それびあ0ます。 

• たばこなどの火気をお付けたり、乂 
花を発生させたりしないでくださ 
し、バッテ1」一び爆発してけびをず 
るおそれびあ0まず。 

. 他車のバッテ1」一を電源として始動 
しているとさは、バッテ1」一をのぞ 
さ込まないで< ださい。万一、爆発 
したとさにけびをずるおそれびあり 
まず。 

. 他車のバッテ1」一を電源として始動 
ずるとさは、バッテ1」一を傾けない 
で<ださい。バッテ1」一び爆発して 
けびをするおそれびありまず。 

〇エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてを 
始動でさないとさは指定サービスエ 
場に連絡して < ださい。 

エンジンを始動でさたとさを、ずみ 
やかに指定サービスエ場でバッテ 
U —の点検を行なってください。 

P 急速充電器によりエンジン始動を 
行なわないでください。 

P エンジンび暖まっているとさは、 
他車のバッテ1」一を電源として始動 
しないで < ださい。 

P 「押しびけ」や下り勾配を利用して 
エンジンを始動しないで < ださい。 
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パッテリーがあがったとを 


始動の方法 




①自車の货端子カバー 

③自車の货端テ 

③ 救援車の®端モ 

④ 救援車の台端モ 

⑥救援車の台端モ 

►バッテ U —電圧び同じ （12 V ) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車を 
用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認します。 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、シフトポジションを ra にし 
ます。 

► 救援車のエンジンを停止しまず。 

► 両車の電気装備をすべて停止し 
ます。 

► ボンネットを開さまず。 

► 自車の货端モカバー①を矢印の方向 
に開さまず。 


► 自車の©端モ③にホ色ブースター 
ケーブルを接続しまず。 

► 救援車のバッテ U — の®端モ③にホ 
色ブースターケーブ>1レの反対側を接 
続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 救援車のバッテ U —の白端モ④に 
黒色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 自車の台端モ⑥に黒色ブースター 
ヶーつ) レの反対側を接続しまず。 

〇 仕様により、自車の台端モ⑥には 
キャップび取り付けられていまず。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 
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► 両車の台端テを接続しているケーブ 
ル、なに両車の®端子を接続してい 
るケーブルを取り外しまず。 

し、ずれのケーブルを取り外ずとさ 
を、自車の端テから先に取り外し 
まず。 

► 必要のない電気装備を停止しまず。 

► 指定サービスエ場でバッテ U —の点 
検を受けてください。 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説明書をお読み < ださい。 

〇急速充電器などを接続してエンジ 
ンを始動しないでください。車の電 
気装備を損傷しまず。 

P 触媒装置の損傷を避けるため 、 LU 
下の点にま意して < ださい。 

• 「押しびけ」や下0勾配を利用し 
てエンジンを始動しないで<だ 
ごい。 

• エンジンび暖まっているときは、 
化車のバッテ U —を電源としてエ 
ンジンを始動しないで < ださい。 

• エンジン始動を2〜3回試みて 
を始動でさないとさは、時間を 
おいてから、再度始動してくだ 
ごい。それでを始動しないとさ 
は指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


〇ブースターケーブルは、十分な容 
量（太さ）のケーブルを使用してく 
ださい。 

• ケーブル部分や絶縁部分び損傷 
しているちのは使用しないでく 
ださい。 

• ケーブルびエンジンフアンや V 
ベルトに巻さ込まれないよ5に 
して < ださい。 

〇化車のバッテ U —を電源として始 
動できたとをを、安全のため指定 
サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 
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けん引 


A 事故のおそれびありまず 

• エンジンがかかっていないとさはブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大さな力が必要になります。 

• けん引されるとさは、ステアリング 
が□ックしていないことを確認して 
<ださい。 

Q けん引はでさるだけ避けて<ださ 
し、。自走でさないとさは、専門業者 
に依頼して車両運搬車で搬送して< 
ださい。 

Q トランスミッションを損傷してい 
るとさは、車両運搬車で搬送して< 
ださい。 

U やむを得ず、他車にけん引してち 
らラとさは iu 降に記載する説日月に 
従って < ださい。 

Q 前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないで<ださい。駆 
動装置などを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

H けん引されるとさは、車速感応 
ドア□ックを解除して < ださい 
(>147 ページ）。車輪が回転ずると 
車が自動的に施錠され、車がに閉め 
出されるおそれがありまず。 

Q -般道では SOkm/h 下の速度 
で、距離は日 0 km Li (内に限り、け 
ん引走行ずることがでさまず。距離 
が日 0 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用して<ださい。トラ 
ンス S ッシヨンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 


。けん引□ープを使用してけん引さ 

れるとさは、下の点にま意して< 

ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないで < ださい。車を損傷 
するおそれがあ0まず。 

• □ープの長さは 5 m 政巧とし、 
□ープの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm 政上）を付けて2台の車 
が□ープでつながれていること 
を周囲に日月示して < ださい。 

• □ープは両車とちできるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• けん引フック LU がには□ープを 
かけないで <ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃がかか 
らないよ5にして < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
ように前車のブレーキランプに 
注意しながら車間を調整して< 
ださい。 


けん引フックの取り巧け 
けん引フックの取り付け位■(フ□ント) 



一 rt け… 


①ヵ バー 
©マーク 


■化：？ 6— り 
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フ□ントバンパーの向かって左側にあ 
りまず。 

けん引フックの取り付け位置（リア） 



① カバー 

② マーク 

U アノ（ンノて一の向かってち側にありまず。 

けん引フックを取り付ける 

► 車載工具0290ページ）からけん 
引フックとホイールレンチを取り出 
します。 

► マーク ③を押し、 カバー ①を手前に 
引いて外しまず。 

► 内部のネジ巧にけん引フックをねじ 
込み、停止するまで手で締め込みまず。 

► ごらに、ホイールレンチの柄の部分 
をけん引フックの U ング部分に差し 
込み、確実に締め付けまず。 


エンジンび始動でをないとを 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、イグニッション位置を2にし 
てシフ h ポジションを m にしま 
す。さらにイグニッション位置を0 
にして、エンジンスイッチにキーを 
差し込んだままにしまず。 

バッテリーびあびっているとを 

バッテ1」一びあびっているとさは、シ 
フトポジションび EI に□ックごれ 
ることびありまず。シフトポジション 
を El にずるには、 ブースターケー 
つ') レを使用して他車のバッテ U —から 
電力を供給してください （^339 ぺ一 
ジ)。 

それでをシフトポジシヨンを m に 
でさないとさは指定サービスエ場に連 
絡してください。 


r 車を運搬ずる 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 
載するときにを使用できまず。 

〇車両運搬車に積載して車両を固定 
するとをは、固定□ープをサスペン 
シヨンなどのメンノ（一部分にかけな 
いで<ださい。車体を損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 


けん引ずる _ 

エンジンむ巧台動でをるとを 

► エンジンを始動し、シフ h ポジシヨ 
ンを m にしまず。 


■か：？？吃 
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けん引 


けん引ずるとさの注意 


トランスファーやアクスルび故障して 

いるとさは、 LU 下の点にま意してけん 

引して < ださい。 

この作業はでさるだけ専門業をに依頼 

して < ださい。 

〇プ□ペラシャフトの取り付けナッ 
卜は再使用でさません。プ□ペラ 
シャフトを取り付けるときは、必ず 
新品の取り付けナットを使用してく 
ださい。 

詳しくは指定ヴービスエ場におにず 
ねください。 

〇トランスファーやアクスルび故障 
したときは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告メッ 
セージび表示されまず。詳しくは 
(>303 ページ）をご覧ください。 

トランスファーび故障しているとを 

► 前後のアクスルとトランスファーの 
間のプ□ペラシャフトを外しまず。 

► フ□ントアクスルを上げてけん引し 
ます。 

フ□ントアクスルび損傷しているとき 

► U アアクスルとトランスファーの間 
のプ□ペラシャフトを外しまず。 

► フ□ントアクスルを上げてけん引し 
ます。 

リアアクスルび損傷しているとを 

► フ□ントアクスルとトランスファー 
の間のプ□ペラシャフトを外しまず。 


めかるみなどか5けん引ずるとを 

めかるみなどで動けな<なったとさ 
は、じ(下の点にミ主意してけん引してく 
ださい。 

• 車を急激に引さ出したり、斜めに引 
さ出さないでください。車体を損傷 
するおそれびありまず。 

• トレーラーをけん引している場合 
は、絶巧にトレーラーを接続したま 
ま車を引さ出ごないでください。 

この場合はトレーラーを外し、車両 
後部のトレーラーカップ1」ングを引 
くよラにし、でさるだけ走行してさ 
たわだちにおつて後方へ弓 I さ出して 
<ださい。 


U アアクスルを上げてけん引しまず。 


■化：？ 6— り 
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L — ズ 


ヒューズ交換についてのま意 

電気装備に異常び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
くなりまず。 

A 义災のおそれびあ0まず 

規格や容量の異なるヒューズ、改造や 
修理をしたヒューズを使用しないでく 
ださい。電気回路に負荷びかか0、火 
災の原因にな0まず。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は指 
定サービスエ場に作業を依頼してくだ 
さし、。 

〇し U 下のよ5なとをは、ただちに指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごい。 

• ヒューズを交換してをずぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとき 

Q ヒューズ ボックスのカバーを取り 
外したときに、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよラにして 
<ださい。 

P ヒューズボックスのカバーは、 
ヒューズボックスに密着ずるよラに 
取り付けてください。ほこりや湿気 
び入るおそれびありまず。 

〇ヒューズボックスを開くとさに、 
先のとびったちのを使用しないでく 
ださい。カバーやダッシュボードを 
損傷するおそれびありまず。 


Q エンジンルーム内のヒューズボッ 
クスを点検するとをは、必ずワイ 
パーを停止して、エンジンスイッチ 
からキーを巧いてください。ワイ 
ノ く一び作動ずるとけびをずるおそれ 
びありまず。 


ヒューズの 位置 


エンジンルームのヒューズボックス 



①フック 
③カバ ー 


► 2力所のフック①を外しまず。 

► カバー③を取り外しまず。 

〇カバーを取り外したとさに、ヒュー 
ズボックスの内部に水やほこ0など 
び入らないよ5にして < ださし、。 

〇カバーを取り付けるときは、ヒュー 
ズボックスのシー J レび正し < 密着ず 
るよラにして<ださい。また、フッ 
ク①を確実に押し込んでください。 


■化：？？跨 
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-ズ 


ラゲッ ジルー ムのヒュ ーズボ ックス 



③ ク U ップ 

④ カバー 


► ク U ップ③をコインなどで矢印の方 
向にまわしまず。 

► カバー④を取り外しまず。 

グ□—ブボツクス横のヒューズボツクス 



⑥切り欠さ部 
⑧ カバー 

► グ□ーブボックスを開さまず。 

► 切り欠さ部⑥に指をかけて、矢印の 
方向にカバー⑥を開きまず。 

カバーを取り付けるとをは、最初に力 
ノ（一の前部を A ピラーの内側に差し込 
みます。 


ヒュー乂を父換ず も _ 

► キーを巧くか、エンジンスイッチを 
0の位置にしまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► ヒューズー覧 （0347 ぺージ）を参 
考に、作動しない電気装備に該当ず 
るヒューズを確認しまず。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、む線部び切れて 
いる（溶断）とさは同じ電流値（色) 
のヒューズと交換しまず。 

〇じ(下のよラなときは、ただちに指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごい。 

• ヒューズを交換してをすぐに切 
れたり、装備び作動しないとき 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとさ 


■化：？ 6— り 
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ヒューズー覧 


ヒューズボックス 
(エンジン ルー ム内） 


ヒユーズ 

アンペア 

装置 名 

番号 

数 


100 

30 A 

フ n ントワイパー 

101 

15 A 

エンジン制御 

102 

- 

未使巧 

103 

20 A 

エンジン制御 

10斗 

15 A 

エンジン制御 

105 

1己 A 

エンジン制御 
エンジンスターター 

106 

- 

未使巧 

107 

40 A 

二次エアポンプ 

108 

40 A 

エアサスペンション 
コンプレッサー 

109 

25 A 

ESP 

110 

10 A 

ホーン 

(盗難防止警報システム） 

111 

30 A 

オートマチック 
トランス云ッション 

112 

7.日 A 

オプション 

113 

15 A 

ホーン 

114 

5 A 

オプション 

115 

己 A 

ESP 

116 

7.日 A 

オートマチック 
トランス云ッション 

117 

7.日 A 

オプション 

118 

己 A 

エンジンコント n —ル 
ユニット 

119 

- 

未使巧 

120 

10 A 

エンジンコントロール 
ユニット 

121 

20 A 

余熱ヒーター 

122 

25 A 

エンジンスターター 

123 

- 

未使巧 

12斗 

- 

未使巧 

125 

- 

未使巧 


ヒュースボックス 
(グ□-ブボックス横) 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

10 

10 A 

U アエアコンディショナープ 
□アモーター 

11 

5 A 

インストルメントパネル 

12 

15 A 

エアコンディショナー 

モジュール 

13 

5 A 

ステア U ング調醫 
スイッチパネル 

14 

7.5 A 

エンジンスイッチ 

COMAND システム 

15 

5 A 

コンパスモジュール 

16 

- 

未使用 

17 

- 

未使巧 

18 

- 

未使巧 


ヒューズボックス 

(ラゲッジルーム内ち側ル物入れ) 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

20 

日 A 

アンテナ 

ボイスコント□—ル 

21 

5 A 

U アエアコンディショナー 
コントロールパネル 

22 

己 A 

パークト□ニック 

23 

10 A 

携帯電話ユニット 

2斗 

40 A 

シートベルトテンショナー 
(ち側） 

25 

15 A 

COMAND システム 

26 

25 A 

助手席側ドア 

コント n — ルユニット 

27 

30 A 

助手席シート ><モリー機能 

28 

30 A 

運転席シート；>^モ u —機能 

29 

40 A 

シートベルトテンショナー 
(左側） 

30 

40 A 

サードシート 
燃料給油 □ 

31 

10 A 

オプション 

32 

15 A 

エアサスペンション 
コントロールユニット 

33 

25 A 

オプション 

3斗 

25 A 

運転席側ドア 
コントロールユニット 

35 

30 A 

オーディオアンプ 

36 

10 A 

V に S システム 

37 

5 A 

オプション 

38 

10 A 

COMAND システム 


I 化：？ S - 跨 
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7.5 A タイヤ空気圧警告システム 


25 A 

25 A 


EASY - PACK 自動開閉 
テールゲート 
スライデイングルーフ 
オプション 


20 A IJ ァワイ パー 

- 未使用 

12 V 電源ソケット（センター 
20 A コンソール樓端、ラゲッジ 

ルーム） 

ライター 
オプション 

IJ アデイファレンシャル□ッ 
クコント□—ルユニット 
IJ アデフォッガー 
リアワイパー 
オプション 

シートベルトテンショナー 
コント□—ルユニット 
U アデイファレンシャル□ッ 
クコント□—ルユニット 
AIR マテイックヴスペンショ 
ンコント n — ルユニット 
センターデイファレンシャル 
□ックコントロールユニット 
へッドランプ自動光軸調整 
コントロールユニット 
インストル;>< ントパネル 
ランプスイッチ 
自己設断ソケット 
燃料ポンプ 
自己設断ソケット 
オプション 

グ□ーブボックスランプ 
フ n ントワイパー 
V に S システム 
エアバッグシステム 
未使用 
未使用 
未使用 
未使用 

マルチコント□ール 
シー トバック 
U アファン 
オプション 

電子制御デイファレンシャル 
□ック 
未使用 
未使用 
未使用 


15 A 

10 A 

曰 A 

30 A 

15 A 

5 A 

5 A 


5 A 


5 A 

7.5 A 

己 A 
20 A 
7.5 A 
7.5 A 

日 A 

10 A 


30 A 

25 A 
2 己 A 

30 A 


©仕様- 装備などの違いにより、 
ヒューズが異なることがありまず。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のちので、予告な<変更されること 
がありまず。 


9 0 1234 5 67 8 9 0 1 
3 4 4444 4 44 4 455 


化：？ el に 


6789 0 12345 6 78 9 012 
5 5 5 5 6 66666 6 66 6 777 
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-ルゲートを開いたと走の高さ、純正部品/純正ァクセサリー 


^ールゲートを開いたとさの高さ 



①テールゲートを開いたとさの高さ（が側) 
⑤テールゲートを開いたとさの高さ（内側) 

テールゲートをいっぱいまで開いたと 
きの高さは、 liTF のようになりまず。 


① 

2081〜 2191 mm 

⑤ 

1 906〜 201 6 mm 


※仕様により、数値び異なります。 


純正部品/純正アクセヴ U - 


ダイムラー社では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし"'まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサ U —についてち、ダイムラー 
社または ルセデス-ベンツ日本株式 
会社が指定ずる製品だけを使用して< 
ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

どんな場合でち、ブレーキ関連部品な 
どの重要保安部品や走行系統に使用す 
る部品には、純正部品!;^外のをのを使 
用しないで<ださい。事故や故障の原 
因になります。 


P 車の電モ制御部品やソフトウエア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になりまず。また、関連ず 
る他の装備にち悪影響を与えるおそ 
れがありまず。 

〇車載無線機など電装アクセヴリー 
を装着するとさは、指定サービスエ 
場に相談して<ださい。装着方法な 
どが適切でないと、車の電モ制御部 
品に悪影響を与えるおそれがありま 
す。また、電気配線を間違えると、 
火災や故障の原因にな0まず。 

Q ウインドウに透日月な吸盤を貼付し 
ないで<ださい。透明な吸盤がレン 
ズとして作用して、火災が発生ずる 
おそれがあ D まず。 


■みふ5 1.4 
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〇し u 下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、柔員保護装置のコント□ールユ 
ニットやセンサー類び取0付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や飯 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれび 
ありまず。 

• エアバッグ収納部 
.シ ー トベルト 
-インストル><ントパネル 
• センターコンソール 
. ドア 
.シ—卜 
-ピラー付近 
• サイドシル付近 

詳し<は指定サービスエ場におたず 
ね< ださい。 

〇 純正部品政がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでな<関連箇所 
に不具をが生じてち、保証を適用で 
さないことがありまず。 

9 環境 

ダイムラー社では、資源の有効利用を 
促進するため、 U サイクル部品を積極 
的に導入しています。 


ビークルプレート 


純正部品をま文ずるとさに車台番号あ 
るいはエンジンま号などび必要になる 
ことびありまず。 

車台ま号やエンジンま号などは図の箇 
所に記されていまず。 



① ニユーカー プ レー ト 

運転席側または助手席側のセンターピ 
ラー下部に車台ま号およびカラーコー 
ドび記載されたニューカープレート① 
び貼付されていまず。 


車台ま号 _ 

車体ま号は、ダッシュパネルの図の位 
置に表示されていまず。また、ち側セ 
カンドシート下部のボディフレームに 
を車台番号び巧刻されていまず。 













ビークルプレート 



⑤フ□ントウインドウ左下部の車台番号 


ち測セカンドシート下部の車台番号を 
確認ずる 




4 


@右側セカンドシート下部の車台番号 
® ち側セカンドシート 
©カーペット 

► カーぺット®を矢印の方向にめくり 
上げまず。 

Q カーぺットをめくり上げるとき 
は、指やのにけがをしないように注 
意して < ださい。 

※仕様により、ち側セカンドシート下部の車 
体番号の刻印位置び異なります。 


オプションコードプレート 



ボンネットの裏側にオプションコー 
ドを示ずプレート©が貼付されてい 
まず。 



⑦エンジン番号 


エンジンブ□ック後部にエンジン番号 
③が巧刻されていまず。 
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オイル•液類/パ’ッ; 


オイル•液類に関ずる注意 _ 

オイル-液類には iU 下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランス S ッションオイ J レ、 
ノ くワーステアリングオイルなど） 

•ウオッシャー液 

点検や整備、修理のとさは、必ずダイ 
ムラー社またはルセデス-ベンツ曰 
本株式会社の指定品のみを使用して< 
ださい。 

詳しくは、指定サービスエ場におたず 
ね< ださい。 

〇 指定品(がのオイル-液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 

A けびのおそれびありまず 

オイル-液類は子供の手の届かない場 
所に保管してください。また、火気の 
お < には保管しないでください。 

オイル-液類が目や粘膜、傷に触れな 
いよラにしてください。万一目に入つ 
たり皮膚に付着したとさは、ずぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師の診断 
を受けて < ださし、。 


平環境 


燃料 


A 爆発のおそれびありまず 

燃料は可燃性の高い物質でず。燃料を 
取り扱ラとをは、火を近付けたり、近 
<で喫煙をしないで < ださい。 

燃料を給油する前に、エンジンを停止 
して < ださい。 


A けびのおそれびあ0まず 

燃料が皮膚やを類に触れないよラにミま 
意してくださし、。 

燃料が皮膚に直接触れた0、気化した 
燃料を吸い込むと、健康に悪影響をち 
文ます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約1日日 G 

警告打点な時の 

約13尼 

残量 



〇軽油を給油しないでください。ま 
た' 輕油をミ居ぜたガソ U ンを給油し 
ないで< ださい。か量でを軽油を給 
油すると、燃料噴射システムを損傷 
ずるおそれびあ0まず。誤って輕油 
を給油して故障び発生したときは、 
保証の対象外になりまず。 

〇指定(外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。指定 LU 外の 
燃料を使用して故障び発生したとを 
は、保証の対象外になりまず。 


I 


オイル-液類は、環境に配慮して廃棄 
して < ださい。 
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燃料消費について 


下のような状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温が非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

〇燃料に添加剤を使用しないでくだ 
ごい。エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。添加剤を使用して故障び発 
生したとさは、保証の対象外になり 
9 〇 

9 環境 

C02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大をな原因となりまず。 

緩やかな運転をむびけ、定期的に点検- 
整備を行なラことにより、 C 0 2 排出量 
を最ル限に抑えることびでをまず。 


エンジンオイ J レ _ 

[I エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないでください。エンジン内部の摩 
耗び進んだり、エンジンを損傷ずる 
おそれびありまず。添加剤を使用し 
て故障び発生したとさは、保証の巧 
象外になりまず。 

B エンジンオイルは、使用している 
間にミちれた0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給をしくは 
交換してください。 


エンジンオイル容量 


容量 約 9.0 e 

〇 容量は、オイルフィルター分を含 
む、交換時の数値です。 

使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずね < ださい。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用ずる場所の外気温度に合わせて選 
おしてください。 
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才ートマチックトランス5ッシヨン 
オイル _ 

オートマチックトランス S ッシヨンオ 
イルの交換については、別冊「整備手 
帳」を参照してください。 

〇オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 


■みふ5—ゎ 






















オイル•液類/バッ; 
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〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランスミッション内部の 
摩耗び進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。添 
加剤を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、トラ 
ンスミッションの作動に異甫を感じ 
にとをは、指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 


を却水 _ 

を却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
して<ださい。詳し<は指定サービス 
工場におたずねください。 

また、を却水の補給び必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給してくだ 
ごい。 

A 义災のおそれびあ0まず 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いで<ださい。発义ずるおそれびあ 
D ます。 


不ま液の濃度 


通苗は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
イま用します。 

車を使用する地域の最ほ気温によって 
濃度を変えます。 


不ま液混合率 

:ま結温度 

約50% 

- 37で 

約55% 

- 45で 


H 不凍液の濃度は約50%から約 
55%の間にしてください。濃度を 
約55% 上にずると、を却性能び 
ほ下します。 


ブレーキ 液 _ 

定期的に指定サービスエ場で交換をし 
て<ださい。詳し<は指定サービスエ 
場におたずね < ださい。 



因 


A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ液を補給するとさは、や 
水分がリヴーブタンクの中に入らない 
よラにしてください。たとえ小さな3 
S でを、ブレーキが効かな<なるおそ 
れがおりまず。 

ブレーキ液は使用している間に大気中 
の湿気を颐収して努化します。劣化し 
た状態で使用ずると、過酷な条件下で 
はべーノて一□ックが発生ずるおそれが 
あ0ます。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や急 
な下0坂などでブレーキペダルを踏み 
続けると、ブレーキ液が沸騰して気泡 
が発生し、ブレーキペダルを踏んでを 
圧力が伝わらず、ブレーキが効かなく 
なる現象のことでず。 














356 


積載荷物の制限重量 


ワォッンャ ー ;巧 

〇ウォッシャー液は、 U ザーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ居ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とぞ用び 
ありまず。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ランプウォッシャー液の U ヴーブタ 
ンクは兼用でず。 

ウオツシヤー液容量 


容量 約 7.2 C 

A 火災のおそれびありまず 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体で 
す。ウォッシャー液を取り扱うときは、 
火気を近付けた0、おくで喫煙しない 
で < ださい。 


バッテリー 


車載バッ テリーの 電圧/容量 
電圧 12 V 


積載荷物の制限重量 


ルーフレール 90 kg 

〇 ルーフレールの制限重量には、ク 
□スバーやアタッチメン h の重量ち 
含まれます。 


容量 9日 Ah 













タイヤとホイール 
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〇タイヤとホイールは必ず純正品および承認された製品を使用してください。 
詳しくは指定サービスエ場におたずねください。 

ABS や ESP などの装備は、純正品および承認された製品を使用ずることで 
効果び発揮されまず。 

純正品および承認された製品外のタイヤやホイールを装着した場合は、ま 
全性の保証はでさません。 

〇純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、 
車両操縦性や騒音、燃料消費などに影響をちえるおそれびありまず。また、 
指定されたサイズし U 外のタイヤやホイールを装着ずると、フェンダーの内側 
やサスペンシヨンなどに接触し、車やタイヤを損傷ずるおそれびありまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載したラベルび貼付 
してありまず(>261ページ）。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳しくは指定サービスエ場におにずねくだ 
ごし、。 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

265 / 60 R 18 

8 J X 18 

已 3 mm 


〇ウインタータイヤのサイズはダイムラー社び指定ずるをので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びありまず。 

〇 ウインター タイヤや スノーチェーンについては、 指定 サービス エ場に おた 
ずね < ださい。 


標準タイヤ/ウィンタータイヤ 


タイヤとホイール 


B み-も 5— 卜 
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タイヤとホイール 


オプシヨン装着用タイヤ/ホイール 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

56 mm 

19インチ 

ホイール 

265 / 55 R 19 M+S 

275 / 55 R 19 

8.引 X 19 

2日インチ 

ホイール 

275 / 50 R 20 

8.引 X 2日 

56 mm 

37 mm 

21インチ 

ホイール 

29已 / 40 R 21 

10.0 J X 21 


《仕様により、還巧できるオプション萬着庙タイヤ/ホイールは異なります。 


〇タイヤサイズ265 / 55 R 19 M+S しツ外のオプション装着用タイヤ/ホイー 
ルはスノーチェーンを装着しないでください。 


応急用スペアタイヤ 


タイヤ 

サイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

タイヤ空気圧 

T 165 / 90 D 19 
または 

T 165 / 90 R 19 

4.50巨 X 19 

40 mm 

4.2 bar / 61 psi / 420 kpa 


〇応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。 


■みふ5 1.4 
















巧象モデル 


GL 550 4 MATIC 


" ESP ®" はダイムラー社の登録商標でず。 

※この取扱説明書の内容は、2009年6月現在のわのです。 
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